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Reeth kw 7 R 
農林 省 農 業 技術 研究 所 内 


寄 稿 規 定 

1) 寄稿 者 は 会 員 に か ぎる が , 共同 執筆 者 に は 非 会 員 を 含む こと が で きる 。 非 会員 の も の に つい て は 会 員 の 紹介 7 
が あっ た 場合 に と か ぎり 受理 する こと が ある 。 

2) 原稿 は 未 発表 の も の と し , 肉 容 は 応用 動物 学 , 応用 昆虫 学 , 農薬 よび 防除 器具 な ど に 関す る 原著 論文 ( 短 
報 を 含む ), 新刊 紹介 , 抄録 , 会 報 お よび 了 時報 と する 。 

3) 原稿 の 登載 は 編集 委員 会 で きめ る が , 原稿 と は 必要 に 応じ 編集 委員 会 で 手 を 加 を る こと が ある 。 

4) 登載 順序 は 支障 の な いか ぎり 受付 順序 に 従う 。 た だ し 同一 号 内 で の , 順序 は 前 後 す る こと が ある 。 

5) 原稿 は 入 あ るい は 欧文 と し , 横書き に する 。 入 原稿 は 昭和 34 年 7 月 11 日内 閣 訓 令 と よる 送り が な を 用 
い , 漢字 は な る べく 当 用 漢字 を 用 いる 。 ま た 学術 用 語 は , 文部 省 学 術 用 語 分 科 審 議会 な ら び に 日 本 植物 防 決 協 
会 学術 用 語 審議 委員 会 で 定め た も の は これ を 用 いる 。 了 欧文 原稿 は タイ プラ イタ ー で 1 行 お き に 打つ こと 。 

6) 生物 名 , JO, 外国 の 地名 な ど は 有 片 か な と し , 数 字 は 算 用 数 字 を 用 いる 。 日 本 語 の ロー マ 字 つづ り は 慣用 
の 姓名 を 除き 訓令 式 た と よる こと 。 

7 ) RBACOR SLAC, BSCE GRID 上 が り 6 ペー ジ ( 図 や 表 を 含ま な い 和 叉 の 場合 に は , 400 字 づ あめ 原稿 
用 紙 で 30 枚 前 後 ) 以内 と し , この 制限 ペー ジ を こえ を る 部 分 に 対し て は 著者 は 実費 を 負担 する 。 

8) 短 報 は 刷り 上がり 2 ペー ジ ( 図 や 表 を 含ま な い 場 合 に は :400 字 づ め 原 稿 用 紙 で 10 枚 前 後 ) 以内 と する es 
9) 和 区 原著 の 記述 順序 は 次 に よる こと 。 

(FF) イ .: 表題 0. 著者 名 へ 所属 名 お よび 所 在 地名 

10) 欧文 原著 論文 の 記述 順序 は 次 に よる こと 。 

( 順 序 ) 4. 表題 uo. 244% ». 所 属 名 お よび 所 在 地名 前 = AR hk. RB 

11) 和文 短 報 の 場合 に は 欧文 表題 , ロー マ 字 つづ り の 著者 名 , 欧文 赤 属 名 お よび 所 在 地 名 を , また 了 欧文 短 報 の 場 
合 に は 和文 表題 , MMB, 和文 所 属 名 を 脚 族 に 入れ る こと 。 ミ な ボボ 和 文 の 場合 の 欧文 摘要 お よび 欧文 の 場合 
の 和文 摘要 は つけ な いこ と 。 

12) Mis LORORWILARAANOWAICILALL ETS. 

13) 文献 の 引用 は 本 文中 に お いて は , 著者 名 CES) ある い は (著者 名 , 年 号 〕 と する 。 な お 引用 文献 の 配列 は 
著者 名 の ABC 順 と し , 表題 は つけ な い 。 

14) 雑誌 名 の 略 名 は 邦文 誌 に つい て は 学術 会 議 の 定め た も の に よる (上 農学 進歩 年 報 に 収録 2。 欧文 誌 に つい CH 
Biological Abstracts ts kU‘ Chemical Abstracts の 規定 に 従う 。 

15) Summary は それ だ け で 本 文 の 概要 を 十分 理解 で きる よう な も の と する こと 。 

16) さ し 図 の 差し 入れ 箇所 は 原稿 用 紙 の 欄外 に 朱 記 する こと 。 

17) さ し 図 は 著者 に お いて あら か じ め 1/2 BRCM) CES LOCA CHE, 必ず 白色 の 厚紙 に は る ご と 
完全 な 図 は 下図 料 を 申し 受け る 。 

18) アー ト 紙 印刷 を 希望 の 場合 は 実費 を 申 し 受け る 。 

19) 原則 と し て 初 校 は 著者 校 と する 。 

20) 既 載 原稿 は 返却 し な い 。 写真 お よび さ し 図 は 返却 希望 の 旨 を 記し て ある も の に か ぎり 返却 する 。 ; 

21) 原著 論文 に 対し て は 別 剛 50 部 (表紙 付 〕 を 贈呈 する 。 ミ それ 以上 の 別 出 を 希望 する 場合 は 50 部 を 単位 と し 
て 実費 を 申し 受け て 作製 する か ら , 別 出所 要 部 数 (贈呈 分 を 合 む ) を 原稿 の 頭 初 に 朱 記 する こと 。 

22) 別 出 代 は 表紙 2 円, 本 区 2 ペー ツ に つき 3 円 (2 マージ 単 位 くら いで ある 。 

23) 短 報 に 対し て は 別刷 50 部 (表紙 な し ) う を 贈呈 する 。 そ れ 以 上 の 別 出 の 希望 に つい て は 原著 論文 の 場合 と 同じ 

24) 文部 省 科 学研 究 費 な ら び に こと れ に 準ずる も の に よる 研究 論文 は 必ず その 則 を 脚 族 に 明記 する こと 

25) 原稿 用 紙 は 400 字 づ め (な る べく B55 判 , MBB) の も の を 使用 する こと 。 タ イプ 用 紙 は A4 判 / 鹿 
の も の を 使用 し , 1 枚 26 行 と し , HA 2.5em ずつ あけ る こと 
26) 原稿 は 書留 便 で 下記 へ 送付 する こと 。 
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東京 都 北 区 西原 農林 省 農 業 技術 研究 所 内 
日 本 応用 動物 昆虫 学会 編集 事務 局 
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AVEO FE7S AAU £3 BO) 中 に お ける ササ ラダ ニ 相 の 比較 
国立 に と お ける クヌギ 林 と アカ マツ 林 の 場合 


青 OA 


eZ Par 


RK BE BE et HS 


Dil 


1 6 k 


EU & 5 HE) OH Ee I bo TA 5 HD, 
と と に ササ ラダ ニ 類 が 重要 な 役割 を 演じ て いる と と は 近 
年 に な っ て 認め られ た こと と で ある が , と の 点 に 関す る 研 
完 報 告 は 少な く , わずか に 北欧 諸国 に お いて 関心 を 持た 
th, 森林 タイ プ と ササ ラダ ニ 相 と の 関連 に つい て 若干 の 
研究 が な され て いる 。 穫 者 は 現在 まで に 全国 約 150 ヵ所 
| から 採取 し た 腐植 土 を 調査 し た 結果 , 地理 的 な 差 に より , 
標高 の 幸い に より , ま た 同じ 土地 で も 構 生 の 達 い に より , 
その 士 じ ょ う 中 に 含ま れる ササ ラダ ニ の 種類 相 は 驚く ほ 
どの 多様 性 を 示し , 種類 数 ・ 個 体 数 に つい て みて も か な 
り 異 な っ て いる と と を 観察 し て きた 。 

こと の よう に 種類 数 ・ 個 体 数 が 多く , それ が 多様 性 に 富 
| ん で いる と いう こと は , 土 じ ょ う の 性 質 の 多様 性 と 関連 
させ て 考え る と き 興 味 深 い が , この 多様 性 を 示す 原因 と 
し て は , と この 類 の ダニ = が 他 の 土 じ ょ う 動 物 に 比べ て 環境 
の 論 化 に 対し て は な は だ 敏感 で また し ( 嗜 ) 好 性 が 強い 
どい うこ と と を あげ うる 。 サ サラ ダニ の 分 布 を 決定 する 要 
因 と し て は , 地理 的 要因 , 気象 的 要因 , 土 じ ょ う 要 因 な 
ど が 考え られ る が , その うち 応用 動物 学 上 最も 興味 ある 
問題 は 土 じ ょ う の 性 質 と ササ ラダ ニ の 分 布 と の 関係 で あ 
る 。 土 じょう の 諸 性 質 の 中 で も ササ ラダ ニ の 食性 と 関連 
し て 腐植 の 量 や 性 質 , 土 じ ょ う 温 度 や 湿度 , 土 じ ょ う 構 
造 な ど は , 同じ 土地 で あれ ば 植生 に と よっ て 影響 され る こと 
と が 多い 。 そ こ で 筆者 は まず この 植生 と ササ ラダ ニ 相 と 
の 関連 を 調査 する こと を 思い た ち , 樹種 を 異 に する 2 つ 
の 純 林 が 相 接 し て 存在 する よう な 場所 を 探し て いた が ; 
た また ま 都 下 国立 駅 の 近く に クヌギ 林 と アカ マツ 林 が 隣 
接する か っ こと うな 場所 を みつ けた の で , と ここ を 調査 地域 
と 決定 し , 1959 年 4 月 より 1960 年 4 月 まで の 1 年間, 
両 林 ょ より 土 じ ょ う の 採 取 を 行ない , ササ ラダ ニ 相 の 比較 
を する と 同時 に その 季節 的 変化 を も 調べ , また 両 林 下 の 
土 じ ょ う の 物 理化 学 的 性 質 も あぁ あわせ て 調査 比較 し た 。 

わが 国 に お ける この 種 の 研究 は , 森川 ・ 大 上 ・ 松 本 


(1960 年 9 月 20 日 受領 ) 


(1959) が ある の み で , 7 つの 異 植生 土 じ し ょ う よ り サン 
プル を と り , その 中 の 微動 物 を 比較 し て いる 。 こ の 場合 
に は ササ ラダ ニ の みな ら ず , 他 の ダニ = 群 や 粘 管 目 の と ん 
虫 そ の 他 を も 調査 の 対象 に し て お り , また 7 つの 異 植生 
土 じ ょ う も それ ぞ れ 場所 と 標高 を 異 に し て いる 点 , 本 研 
究 と は また 別 の 意義 を 持っ て いる も の で ある 。 

本 調査 を 進め る に あたり , 常に 懇切 な ご 指導 と 適切 な 
ご 助言 を 賜 わ っ た 当 研 究 室山 崎 煙 男 助教 授 お よび 格 橋 敏 
夫 助 手 の 各 位 に 夷 心 より 感謝 の 意 を 表す る 。 


2. 調 査 地 域 


調査 を 行なっ た 両 林 は 東京 都 下 北 多摩 郡 国 立町 の 国電 
中 央 線 国 立 駅 の すぐ 北側 に 位置 し , クヌギ 林 と アカ マツ 
林 は 幅 約 9 m の 南北 に 走る 道路 | つ を 隔て て 隣 あ っ て い 
る 。 し た が っ て 両 林 は 地理 的 ・ 気 象 的 に , OF OAT, 
方 角 , 気温 , 日 照 , 降雨 量 な ど に 関し て 等 し い 条 件 下 に 
置か れ て いる わけ で ある 。 も ちろ ん 両 林 内 の 微 気象 的 条 
件 , 土 じ ょ う の 温 度 , WE, pH, 腐植 含量 お よび その 
性 質 な ど は 異な る が , それ は 樹種 の 違い に よっ て 生じ た 
2 次 的 な 条件 で あっ て , それ を 考え な い 場 合 の 1 次 的 な 
条件 に 関し て は 全く 同等 の 環境 下 に ある わけ で ある 。 両 
林内 の ササ ラダ ニ 相 に 眉 い が ある と すれ ば , それ は た だ 
クヌギ 林 で ある か アカ マツ 林 で ある か と いう 樹種 の 違い 
の み に よ る も の と 考え られ る 。 な お 5 月 10 月 に か け て 
国立 駅 北口 の 新設 工事 な ど が 行なわ れ , 調査 中 に 林 の 環 
境 が 変化 する とこ と を 有 憂慮 し た が , 両 林 の わずか 一 部 が 切 
りく ず さ れ た の み で , 新設 され た 北口 も 林 に 対し て 日 照 
その 他 の 点 で 影響 を 与え ず に 済ん だ こと は 幸 で あぁ っ た 。 


3. 両 林 の 比較 


1. 林 の 広 さ ・ 位 置 ・ 形 クヌギ 林 は 駅 の 北側 西方 に 
位置 し , 面積 約 7,200m? の 長方形 , アカ マツ 林 は 駅 の 
北側 東方 に 位置 し , 面積 約 3,600m? の 正方 形 で ある 。 
南北 の 幅 は 約 60m で 両 林 と も る 等しく, クヌギ 林 の 北側 
は 幅 6 mm の 道路 1 つ を 隔て て そ 茎 畑 に 接し , アカ マツ 林 
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第 1 調査 両 林 お よび 付近 の 概略 


の 北側 は 草原 に 接し て いる 。 両 林内 お よび その 周辺 に は 
人 察 が まばら に 存在 する (第 1 図 )。 

2. 樹木 の 密度 お よび 林内 の 照度 クヌギ ぞ 林 で は 100 
m2 あたり 約 120 A, アカ マツ 林 で は 100m? あたり 約 
30 木 の 密 度 で 林木 が は えて いる 。 林内 の 明る さ は ク ヌ 
¥ OU DME T AREA IWIL V VIKOIED DS, また 落葉 期 
に は クヌギ 林 の ほう が 明る く な る 。 ア カマ ツ は 常緑 樹 で 
ふる た め , 年 間 を 通じ て 林内 の 照度 に 変化 が 少な く , 葉 
の 腎 基 す る 位置 が 高 部 に ある た め に 林内 の 場所 に よっ 
も 明る さき さ が 比 較 的 均一 で ある の に 反し , クヌギ 林 で は 林 
内 の 場所 に ょ より, また 季節 の 変化 に 伴っ て , 明る さ の 変 
(EDMETEVLTE LVo 

3. 下草 の 状態 7 XTMKNOPRIUAILICES = 
ノ キ そ の 他 か つ ( 潤 ) 工 樹 の 工 ば ぇ , Wee eRe 
ゲ な どど 多種 の 下草 が 茂る が , クヌギ の 落葉 期 が 訪れ る と 

BITCH <FNTLE D0 HHT AVIAN & 
OUR, PIV IS Wa Nas Ges Yew Pea pis 
FILEPMESG OB, FLL LCAASMEKRE Ro tTW 
る の が 特徴 で ある 。 し た が っ て 秋 の 落葉 期 に は クヌギ 林 
の 地表 が 厚い 落葉 層 の み に よ っ て お お われ て いる こる ろ る , 
マツ 林内 の 地表 は 落葉 こそ 少な い が , 一 面 に 枯れ た スス 
キ が な は えて いる 状態 と な る 。 

4. 土 じ ょ う の 諸 性質 の 比較 両 林 内 の 土 じ ょ う の 腐 
iam, 水分 合 量 , AB, 水素 イオ ン 濃 度 , ESS, 
国 粒 構造 な ど を 比較 する た め に 簡単 な 実験 を 行なっ Wo 
用 いた 土 は , 地表 に た い 積 する 落 菜 を 除き , 地表 下 10 
cm まで を 採取 し , The HE CHELEO, 10 メ ッ 
シ = の るい に か け 細 主 と じ 7 これ を 使用 し た 。 

その 結果 , PHAR 25%(L < US) SYRIT ES), 
水素 イオ ン 濃度 は PH 5.4~5.8 (pH 試験 紙 に £4), 


PRI 


BAI ADD BD FB ab By OA 


2 5 


HES Els 3.75% (LO fe MIA) HICH 
土 じ ょ うと る 変わら な か っ た 。 水分 含量 THROM 
た 上 晶 に お ける ) に 関し て は 

クス ヌス 主 林 e5596 

アカ マツ 林 ニ e509% 
EMD, 秋期 に お いて は クヌギ 林 症 じ ェ まう の ほう が や 
や 水分 含量 が 高い よう で ある 。 土 じ ょ う の 容 重 に 関し 
て は , 200 m7 の 容器 を 用 い , 粗 重 と 密 重 を 各 3 回 ずつ 
測定 し た 場合 の 平均 を 100 m7 の 重量 に 換算 し て 示せ 
id, 


CHE) (HH) (CaN )—GHE) 
クヌギ 林 ………… 58.4 65.9 7.52 
アカ マツ 林 ……… 61.9 69.0 7.1g 
ERD, VIMWPOLEU 9 OES OH - BBEDICK 


oS ce a ae 

。 団 粒 構 造 の 分 析 は ブー ユー カス 法 に より そ ぞ それぞれ 
i aie re Fr その 占め る 百 分 朱 
を 求め た (第 1 表 )。 表 に み ら れ る と お り , クヌギ 林 で は 
40 メッ シュ 以上 の 大 き な 団 粒 が 大 部 分 を 占め , 中 で も 
10 メッ シュ 以上 の も の が 最も 多い が , マツ 林 で は 20~ 
40 メッ シュ の も の が 最も 多く , 換言 
は 大 形 の , アカ マツ 林 で は 中 形 の 団 粒 を 多く 含ん で いる 
NA 


Bl 724, 7 AS Sh Pp Oana 
(地表 下 10cm まで ) の 団 粒 構成 


団 粒 の 大 き さ 


CN F Pi ORR 
<10 22.9% : 15.3% 
10~20 PAM oP INGA) 
20~40 S22 22.9 
40~60 (648 nue.) 
60~80 ee: 14.7 
80~100 ~ 6.5 7.9 
>100 16.8 9.7 
4 Oe 
LU ED + HORE PF 5cm ECE, BF 


8cm, HRS 5cem OF) +WOBLAY, 
( 約 250cm?) を 1 資料 と し , クヌギ ・ ア カマ ツ 両 林 よ り 
各 2 資料 ず つ , 合計 4 資料 (a,b, c,d と 名 づけ て 区 別 U 
た ) を 別々 の 紙袋 に 入れ て 持ち 帰っ た 。 と の よう な 採取 
% 1959 424 月 a り 翌年 の 4A ECOL, F1~2 
回 , HAS SVVEBOSTARIBA CHIR io HRI 
PSUS AB AF AT 9 時 半 ~10 時 半 の 間 と し た 。 


Baxine (1956) 5 ら に よる と ササ ラダ ー ニ 類 は 地表 下 Sem 以内 に 最も 多く 評 息 し て いる と いう 。 
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第 2 図 土 じ し ょ う 採 取 を 行なっ た 両 林 


HE: YR¥R, At アカ マツ 林 


資料 中 の ダニ = の 分 離 に は , ベル レー ゼ 器 (バケツ を 改 
造 し た ) を 用 い , 上 部 より 40W 電球 で 照射 し , 2~3 
Af, ダニ が 落ち て こと こ なく な る まで 点 燈 し た 。 水 を 張っ 
た 小皿 の 上 に 落ち た ダニ は 熱湯 で 殺し た の ち た だ ち に プ 
レ パ ラ ー ト と し , 種 名 の 同定 お よび 個体 数 の 記録 を 行 な 
CR Te ある も の は 同定 困 
難 な た め に 除外 し た 。 ま た 新種 と すべ きも の が 7 MIA 
され た が , それ ら は すでに 応用 動物 慣 虫 学会 誌上 に 発表 
Lz (Aoxt, 1961), 


5. PRBLOSSE 


個体 数 の 比較 
1 年 間 , 17 回 , 合計 34 資料 ( 各 林 ) の 土 じ ょ う 採 取 
DEER, 得 ら れ た 総 個 体 数 は , 
クヌギ 禁 ee 2165 5 
FT VOY Bree cee cress eee cee eeeeeeees 1709 5H 


と , クヌギ 林 の ほう が 多く , アカ マツ 林 に お ける 場合 の 
1.27 倍 に 相当 する 。 各 調 査 日 別に みて も アカ マツ 林 の 
ほう が 多く 得 ら れ た の は , 5 月 4 日 , 6 月 2 日 , 7 月 29 


BH, 125240, 1 月 19 有 卓 お よび 3 月 10 日 の 6 回 の み 
で , その 他 は すべ て クヌギ 林 の ほう が 多く な っ て いる 。 
種類 相 の 比較 
両 林 か ら 得 られ た 総 種類 数 は 15 科 25 属 32 種 で あ 
っ た が , 林 別 に みる と , 
2 ビン e301 種 
i i A Be 種 


と な り , クヌギ 林 の ほう が は る か に 多く , その 比率 は , 
SC た 0 COM, 

a) クヌギ 林 に 個 有 な 種類 (11 種 ) 

Meristacarus sp., Nanhermannia parallela Aoxt, 
Belba sp., Gymnodamaeus sp., Oppia quadricarinata 
(Micr.), Oppia sp. 1, Oppia sp. 3, Tetracondyla 
slavata Aoki, Anachipteria grandis Aox1, Cerato- 
zetes japonicus Aox1, Phthiracalurus rostralis WILLM, 


b) アカ マツ 林 に 個 有 な 種類 (2 種 ) 
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Eremaeus hepaticus (Kocu), Eremaeus sp. 

Cc) 両 林 に 共通 な 種類 (19 種 ) 
と な り , 共通 種 が 思い の ほか 多く , PMO 3/544 
め る 。 特 に アカ マツ 林 に お いて は , 21 種 の 中 19 種 ま で 
が クヌギ 林 と の 共通 種 で ある 。 ま た, アカ マツ 林 に 個 有 
な 2 種 は いずれ も Eremaeus 属 に 属し て いて , COR 
が クヌギ 林 か ら は 見 い だ さ れ て いな い 点 は 興味 深い 。 た 
だ こと の 2 種 は 個体 数 きわ め て 少な く , し た が っ て 両 林 に 
共通 で な い 種 類 は クヌギ 林 に の み 存 在 す る と いえ な いと 
と も な い 。 し か も クヌギ 林 に 個 有 な 種類 の 中 に は , 量 
的 に i as め る も の が 含ま れ て いる こと と 
は 注目 し た い 。 両 林 に 共通 な 種類 は 環境 に 対す る 適応 性 
NNR ae し か 見 い 
だ され な いも の は 適応 範囲 が 狭い あるいは し 好 性 の 強 
い 種 類 と 老 え る こと が で きよ ょ よう 。 林 の 側 か らち ら みれ ば , ク 


ヌ ギ 林 は アカ マツ 林 に 比べ て 多く の 種類 を 含み , また 多 
く の 個 有 種 を も 有 し て いる こと こと. と に な る 。 

優 占 種 の 比較 (主体 を な す 種 類 の 比較 ) 

両 林 下 の サ サラ ダニ の 種類 相 は か な り 異 な っ て いる と 


と が 明らか に な っ た が , それ で は 各 林 下 の 土 じょう 内 で 
個体 数 の 上 か ら 優 勢 な 種類 すなわち その 林内 の ササ ラダ 
= 相 を 代表 する よう な 種類 は 何で あろ うか 。 こ と これ を 明 ら 
DITFSTEICLY, PREM, FTAVVREHENO 
ササ ラダ ニ 相 の 特徴 の 比較 が 初め て 可能 に な る わけ で あ 
る 。 そ の 一 法 と し て Brockmann-Jeroscou (1907) の Hang 
し た 方 法 , つま り 各 種類 の 違 体 数 を 百分率 で 表わし , そ 


れ に よっ て 3 つの 段階 に 区 別 す る 方 法 , すなわち , 
Dominante Arten {#4 fii-------- 5% を 越え る も の 
Influente Arten Wi3\ff--------- 2~5% 

Rezedente Arten 弱 勢 種 ……… 2% に 達し な いも の 

と いう ぅ 基準 を 採用 し た (訳語 は 便宜 上 筆者 の 付 し た も の 

で ある )。 


両 林 下 の 種 類 を この 基準 に より 区 分 し て 示し た も の が 
第 4 表 で ある 。 EE クヌギ 林 
5 種 , アカ マツ 林 に 7 種 存在 し , > PROS 

な い 優 勢 陳 に より 特徴 づけ られ て いる こと こと が わか る 。 こと 
の 中 クヌギ 林 に お いて の み 優勢 種 で る る も の は 
chipteria grandia Aoxt, Suctobelba naginata Aoki の 
2 種 , アカ マツ 林 に お いて は Protoribates lophotrichus 
(BERL.), 


nova (OupMs.) 


cylindrica Punc- 


Oppia 
通 の 優勢 種 は Eohypochthonius gra- 


(BerL.), Epilohmannia 
toribates punctum (KocH), 
の 4 種類 , 両 林 共 
Cultroribula latus Aokr, 


で ある 。 注目 すべ きこ と と は , WH 


cilis (Jacor), Rhysotritia 


ardua (Kocg) © 3 種 


RAD ADM ER EF & is 
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86 
AS 画 林 下 土 じょう 中 に お ける 優勢 種 ・ 重 勢 種 ・ 弱 勢 種 の 比較 
ク x ギ LUN Te vl ee tS 
優 種 
ht} s gracilis vr +ee eee ee 21.9% Eohypochthonius gracilis-+--++---+++++-40.8% 
Anachipteria grandis Bie ST ‘ Pyotoribates lophotrichus--:-+++++++-++-10.8 
Cultroribla latus:: ite ee Cultroribula LALUS ee 9.1 
Rhysotritia ardua “ener 5.2 Epilohmannia cylindrica eee 9.0 
Suctobelba naginata es 5.1 Punctoribates PACE 0 
Oppia NOVA +--+ 059* wescesccsessessens O20) 
Rhysotritia AV AUG «20-220 ccceesscescease HL] 
重 種 
Epilohmannia cylindrica -- + 5.0% Suctobelba naginata ---+---++++1+++++++++ 3.9% 
Protoribates lophotrichus - - 4,8 Scheloribates laevigatus ee 2.3 
Cryptacarus hirsutus:: co Golf 
Ceratozetes japonicus nee 2.8 
Scheloribates ees 2.4 
Epilohmannia ovata ues 2.4 
Oppia NOVA eneeeeeeseeeeeeeeeeee sense 2.0 
弱 種 


12 fa 


と る も 最高 の 百分率 を 示す 第 1 優勢 種 は いずれ も Eohypo- 
chthonius gracilis (Jacor) に よっ て 占め られ て いる こと 
と で ある 。 特に アカ マツ 林 下 で は 本 種 は 全体 の 半数 に 近 
く , 次 位 の 伺 勢 種 を 大 きく 引き 離し て いる 。 また Cul- 
troribula latus Aoxi や Rhysotritia ardua(Kocn) も か 
な り 大 き な 百 分 率 を 占め て は いる が , 以上 の 3 種 は い ず 
れる も 両 林 に 共通 の も の で あり , クヌギ 林 あ ぁ あるいは アカ マ 
ツ 林 の ササ ラダ ニ 相 の 特徴 を 表わす と いう より も , むし 
ろ 国 立 付近 の ササ ラダ ニ 相 の 特徴 を 示す も の と し て 解釈 
する の が よい と 考え る 。 また Suctobelba naginata Aoki 
は クヌギ 林 の 優勢 種 で ある が , 同時 に アカ マツ 林 の 重 勢 
種 と な つて お り , クヌギ 林 の ほう を より 好む 種類 で ある 
と いう こと こと は で きる が , ク ヌ 宇 林 に 特徴 的 な も の と は いらい 
い が た い 。 同様 な 理由 で アカ マツ 林 の 優勢 種 で ある と こと 
る の Protoribates lophotrichus (BekrL.), Epilohmannia 
cylindrica (BekrL.), Oppia nova (Oupms.) の 3 種 る も 
同時 に クヌギ 林 の 重 勢 種 と な っ て お り , アカ マツ 林 だ け 
に 特徴 的 な 種類 と は いえ な い 。 と ころ が クヌギ 林 の 第 2 
NEC a 4 Anachipteria grandis Aox1 は アカ マ 
ツ 林 か ら は 1 頭 も 見 い だ さ れず , これ と こそ クヌギ 林 に 特 
徴 的 な 種 と 考え る と こと が で きる 。 MMIC LCT Hv Yh 
の 第 5 優勢 種 で ある Punctoribates punctum(Kocn) は 
クヌギ 林 に も 見 い だ さ れ は する が , そこ と で は の 以下 の 
IM CH), 本 種 は アカ マツ 林 に 特徴 的 な 種 と いえ よ 
Die 

全体 的 に 見 る と , 7 AROED VAG < BE 
BGO MERKEL, 各種 の 占め る 百分率 は 比較 


的 な だ ら か な 段階 を も っ て 連なる が , アカ マツ 林 下 に お 
いて は 中 間 の 百分率 を 占め る 重 替 種 が た だ 2 種 の みな で , 
優勢 種 と 弱 勢 種 の 種 数 が 多く な っ て , 多い 種類 と 少な い 
種類 が 不 連 続 的 に 分 離し て いる こと こと を 示し て いる 。 

恒常 種 の 比較 (出現 ひん 度 の 大 きい 種類 の 比較 ) 

得 ら れ た 総 個 価 数 は 多い が , 採取 し た 資料 の うち の ご ど ご 
く 一 部 の 資料 中 に し か 見 い だ さ れ な い 種 は , その 調査 地 
MOADOZ rIFITANSTLUIEY CHW. ET CE 
取 検 査 し た 全 資 料 の 中 の 何 個 の 資料 中 に その 種類 が 見 い 
だ きれ た か と いう こと と, つまり を の 種 を 含 々 で いた 盗 料 
数 の 全 資 料 数 に 対す る 百分率 を も っ て , その 種 の を の 地 
域 に お ける 分 布 の 司 常 性 ある い は 均一 性 を 表わす の を 目 


的 と し て , 前 記 の BroCKMANN-Jgroscg は 以下 の 基準 を 

提唱 し た GRE CK BASS LEGO). 
Konstante Arten HHS DEEZ © 
Akzessorische Arten fiffifjfii------------50~25% 
Akzidentelle Arten (BSE Boson DOZIER し な 


各 林 下 の サ サラ ダニ を こと の 基準 に よっ て 区 分 じ た も で 
を 第 5 表 に 示す 。 恒常 種 に つい て みる と , クヌギ 林 が 12 
種 , アカ マツ 林 が 7 種 を 含め で いる 9 この 申 デ クヌギ 林 
の み に お いて 人 短 常 種 で ある も の は Anachipteria gran- 
dis Aoki, Epilohmannia ovata Aoxi, Cryptacarus 
hirsutus Aoxi, Ceratozetes japonicus Aoxt, Schelori- 
bates laevigatus (Kocn) の 5 種 , アカ マツ 林 の みな に お 
いて 憶 常 種 で ある も の は 1 種 も る なく , 両 林 共 通 の も の は 
Eohypochthonius gracilis (Jacor), Cultroribula latus 
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第 5 表 面相 下士 じ し ょ う 中 に お ける 人 居 常 種 ・ 付 随 種 ・ 偶 発 種 の 比較 


MN py 
x ¥ tk ral Pi eee <8 
を ee ee ee 

fg 常 種 
Eohypochthonius Kae sis 7 1% ca od gracilis +++ “4100. 0% 
Anachipteria grandis:-- +971 Oppia nova: Sipser OT 5 
Cultroirbula latus - san Protoribates lophotrichus ~ 84.4 
Epilohmannia cylindrica ~ 88.2 Epilohmannia cylindrica: 73:5 
Rhysotritia ardua - e794 Cultroribula latus-+--++++++++++ 71.9 
Protoribates lophotrichus- 76.4 Rhysotritia Ardud-r-+++ +++ 20 reeeeeeerees 7T1.9 
Suctobelba naginata - RT |: Suctobelba na ginatars++++++++0++0+0000 65.6 
Epilohmannia ovata e617 
Cryptacarus hirsutus.. …61.7 
Ceratozetes INES e611.7 
Oppia nova - …58.8 
Scheloribates ee His 55.9 

ied 
Belba sp . ge る .2% Punctoribates punctum settee reser eee ee 50 0% 
Tiochthenids ensifer- st eseeee renee 353 Scheloribates laevigatus - …43.8 
Gp da hans SD ee ne Epitlohmannia vata +++ +++ +++ 20+ ere 82.4 
Oppia sp. 4. soe cee cee eos ese 35.3 
Tectocepheus Relies. st seeeeeeee eee 35 3 
Hoplophorella cucullata « seer B2.4 
Nothrus biciliatus -- oo ee wr 
Meristacarus vaste …26.5 

偶 発 種 

12 種 11 種 


Aoki, Epilohmannia cylindrica (Brerv.), Rhysotritia 
ardua (Kocn), Protoribates lophotrichus (BERv.), 
Oppia nova (Oupms.) の 7 種 で あっ た 。 

クヌギ ・ ア カマ ツ 両 林 下 で 第 1 優勢 種 で あっ た 
Eohypochthonius gracilis (Jacot) は , {ait UT 
も や ゃ は り 両 林 下 で 第 1 位 を 占め て いる 。 し か し 本 種 を は 
じ め , 他 の 6 種 の 両 林 に 共通 な 司 常 種 は 国立 地方 に 常 ? 
均一 に 分 布 す る 種類 と は いえ て も , クヌギ 林 や アカ マツ 
林 に 特徴 的 な 居 常 種 と は いい が た い 。 ま た , それ 以外 の 
Epilohmannia ovata Aoxi や Scheloribates laevigatus 
(Kocu) (£7 ¥MOAOIMM CH OD, 同時 に アカ 
マツ 林 の 付随 種 と な っ て お り , クヌギ 林 の ほう に より 確 
実に 見 い だ さ れる 種類 で ある と は いい えて も , 特に ク ヌ 
ギ 林 に 居 常 的 な 種類 と は いい が た い 。 と ころ が , . Ana- 
chipteria grandis Aoxt 4 XU Ceratozetes japonicus 
Aox! の 2 種 は クヌギ 林 の 司 常 種 で あり な が ら , FAY 
ツ 林 の 資料 中 に は 1 回 も AK ANT, Cryptacarus hir- 
sutus Aoxi は 同様 に クヌギ 林 の 屋 常 種 で ある が , アカ 
マツ 林 か ら は 1 回 し か 見 い だ さ れず , これ ら 3 種 こ そ 
クヌギ 林 の ほう に 特徴 的 な 司 常 種 と いう こと が で きよ 
50 一方, アカ マツ 林 の ほう に は これ に あたる 種類 が 存 
在 し な い が , 第 1 付随 種 で ある Punctoribates punctum 
(Kocg) (i 50% の 高い ひん 度 で 出現 し , クヌギ 林 で は 


6 % 以 下 の 偶 発 種 で ある の は 注目 し て お きた い 。 

両 林 下 に お ける 各種 ササ ラダ ニ の 優勢 度 お よび 恒常 度 

の 組合 せ に よる 比較 

第 4 素 お よび 第 5 表 を 比較 し て も わか る と お り , 一 方 
Dik CHA BES LOWED AV RIE, 他方 の 林 に お い 
て る も 優勢 朗 お よび 層 常 度 が 高い 傾向 が ある が , 中 に は こと 
の 全体 的 傾向 を 破っ て , 一 方 の 林 で は 重要 な 構成 員 で あ 
りな が ら 他 方 の 林 で は 全く 発見 され な いか , ある い は き 
わ め て まれ な 種 が いく つか あり , と これら に ょ っ て クヌギ 
・ ア カマ ツ 両 林 の ササ ラダ ニ 相 が 特徴 づけ られ て いる 。 
今 , 各種 に つい て , その 優勢 度 お よび 性 常 度 の 観点 か 
ら , 両 林 に お ける 出現 の 状況 を 調べ て みる と , 第 3 Mie 
み ら れ る よう な 8 つの タイ プ が あぁ ある こと が わか っ た 
A NS 

1) クヌギ 林 か ら の み 見 い だ さ れ た も の 

2) 優勢 痢 ・ 恒 党 度 と も に クヌギ 林 に お いて は る る» 


ゝ に 


高く アカ マツ 林 に お いて 著しく 低い も の 

3) 優勢 度 ・ 恒 常 度 と も に クヌギ 林 に お ける ほう が 高 
いも の 

4) 優勢 度 ・ 恒 常 度 と も に 両 林 に お いて ほぼ 等 し いも 
の 


5) 優勢 度 は アカ マツ 林 に お ける ほう が 高く , CHE 
クヌギ 林 に お ける ほう が 高い も の 


88 日 本 応用 動物 昆虫 学会 誌 


K 5 K 


Anachipteria Cryptacarus Cultroribula 
grandis hirsutus latus 
—100 
(7) 


Epilohmannia Protoribates Punctoribates 
cylindrica lophotrichus punctum 
第 3 図 優性 お よび 恒常 性 の 観点 か ら , 


た 場合 に 得 ら れ た 代表 的 な 8 型 


Rl: クヌギ 林 下 , D 人 = 優勢 度 (Dominantwert) 
斜線 : アカ マツ 林 下 , K 三 司 常 度 (Konstanzwert) 


6) 人 独 支度 ・ 居 常 度 と も に アカ マツ 林 に お ける ほう が 
高い も の 
7) BSE -WREL ICT AV YRITRV CHS 
に 高く クヌギ 林 に お いて 著しく 低い も る の 
8) アカ マツ 林 か ら の み 見 い だ さ れ た る の 
各種 を この 基準 に あて は め れ ば , 1) に 近い ほど ク ヌ 
ギ 林 を 好み , 8) に 近い ほど アカ マツ 林 を 妊 む 傾向 に ある 
と と が わか る 。 興味 ある の は 5) の タイ プ で , 量 的 に は 
アカ マツ 林 で 大 き な 位置 を 占め る る が , 発見 され る ひん 度 
は クヌギ 林 の ほう が 高い と いう も の で , Epilohmannia 
cylindrica 1 種 の み が と れ に 属す る 。 こ と の 5) の タイ プ 
を 裏 が え し た も の , つま り 優 勢 度 は クヌギ 林 の ほう で 高 
く , 生 常 度 は アカ マツ 林 の ほう で 高い と いう 場合 は 存在 


Rhyzotritia 


クヌギ ・ ア カマ ッ ~ 
両 林 下 土 し ょ うに お ける ダニ の 生息 状況 を 種類 別に 比較 し 
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し な か っ た 。 

両 林 下 の サ サラ ダニ 相 を 比較 し , その 
特徴 を つか む に は , 湯 選 発見 され た 総 個 
体 数 , 総 種 類 数 で 比較 し た の み で は 不 十 
分 で あり , その 中 で 特に 量 的 に 大 き な 位 
置 を 占め る 種 , BHA - BATBVICIAV 
布 を 示し , 発見 ひん 度 の 高い 種 と いう も 
の を 選び だ し て 比較 を 行なう の が よい と 
考 そ られ る 6。 CC CHAWESNKREMO 
うち 各 林 下 に お ける 重 勢 種 お よび 弱 勢 
種 , 付随 種 償 よび 偶発 種 を すべ て 除き , 
優勢 種 で あり 同時 に 層 常 種 で ある よう な 
種 ( 優 勢 恒常 種 ) を 各 林 より 選び だ し て み 
る と 第 4 図 の よう に な る 。 上 図 中 左上 の 種 
群 は クヌギ 打 に お いて の み 優 雷 恒 常 種 で 
(8) ある も の , 右上 の 種 群 は アカ マツ 林 に お 
いて の み 優 勢 司 常 種 で ある る も の , PUR 
の 種 群 は 両 林 下 に お いて 優勢 匠 常 種 で あ 
る も の で ある 。 す な ね わ ち Anachipteria 
grandis AokKi, Suctobelba naginata 
Aoki は 国立 付近 の クヌギ 林 を , Epiloh- 
mannia cylindrica (BERL.), Protoriba- 
tes lophotrichus (BERL.) お よび Oppia 
nova (Oupms.) は 国立 付近 の アカ マツ 
林 を ,Eohypochthonius gracilis(Jacor), 
Cultroribula latus Aoxt お よび Rhy- 
sotritia ardua (Kocu) は 国立 付近 の 
ファ ウナ を それぞれ 代表 する 種類 と 考え 
CAS Dic 

両 林 の 環境 条件 と ダニ 相 と の 関係 

SAK PITRE SHED TK HOB. 
個体 数 お よび 総 種類 数 を 比較 する と , 前 述 の よう に クラ ヌ 
HK 30 種 , 2165 頭 , アカ マツ 林 21 種 , 1709 BAT, 
アカ マツ 林 よ り も クヌギ 林 の ほう が 量 的 に も 質 的 に も 豊 
か な ダ 相 を 示し じ し て いる 。 また, アカ マツ 林 ( 選 お いで 見 
WHEN OV, Eremaeus 属 の 2 種 15 頭 を 除け ば 
他 は すべ て クヌギ 林 に も 見 い だ さ れる 共通 種 で ある が ) 
クヌギ 林 に お いて は , TO 19 種 の 共通 種 の 他 に 11 種 
200 頭 も の 固有 の 種類 を 有 し て いる 。 更 に 優 占 種 お よび 
人 昼 常 種 を 選ん で 比較 し た 場合 に も , 4, 5 Hk OS 
4 図 に 見 られ る と お り の 差 を 示し て いる 。 と の よう な 両 
林 土 じょう に お ける ササ ラダ ニ の 量 的 質 的 な 差 が , ク ヌ 


ardua 


Eremaeus 
hepaticus 


、 地 と アカ マツ と いう 樹種 の 違い に 由来 する 議 要 因 の 中 


何 に よっ て 生じ た も の で ある か , また 土 じ ょ う の 成 熟 に 
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アカ マツ 林 


Anachipteria grandis Epilohmannia cylindrica 


Protoribates lophotrichus 


Suctobelba naginata 
Oppia nova 


fohypochthonius gracilis 


Caltroribyla latus 


Fhysotritia’ ardua 


第 4 図 クヌギ 林 , アカ マツ 林 お よび 両 林 共通 
の 優 替 司 常 種 (Dominant-konstante Arten) 

重要 な 役割 を 果たし て いる と いう ササ ラダ ニ の 量 的 質 的 
な 差 が 両 林 の 土 じ ょ う の 性 質 に どん な 影響 を 与 を て いる 
か , な ど に つい て 検討 する 必要 が ある が , 今回 は 環境 要 
因 に つい て は 簡単 な 調査 し か 行なっ て いな い の で , 詳し 
放 論 議 す る こと は 許さ れ な い が , 考え られ る 点 を 二 , = 
直 べ れ ば 次 の よう に な る 。 

クヌギ 林 と アカ マツ 林 と いう 違い は , 換言 すれ ば 落葉 
樹林 と 常緑 樹林 の 違い で あり , その 点 が 両 林 内 の 種々 な 
細 境 要因 を 異な っ た も の に し て いる 。 秋期 に 
落葉 する クヌギ 林 で は アカ マツ 林 よ り も は る 
か に 厚い 落葉 層 を 地表 に た い 積 させ , この こと 
と は 表層 の 植物 質 を 食 と し , それ を 分 解す る 
ササ ラダ ニ 類 に と っ て は 好適 な 繁 殖 条 件 と な 
る は ず で ある 。 秋 か ら 春 に か け ク ヌ ギ 林内 に 
は 直射 日 光 が さ し と み , 地表 の 温度 も アカ マ 
ツ 林 に 比べ て 高く , し か も 地表 に は 厚い 落葉 
層 が ある た め に 東 燥 する 心配 も な く , 1959 年 
1 月 11 日 の 調査 で は アカ マツ 林内 より る 多湿 
な 状態 に と な っ て いる 。 秋 以降 の 落 菜 た い 積 量 
が 多く , し か も 高温 多 電 で ある クヌギ 林 は ダ 
三 の 生 息 環 境 と し て より 適し た も の で ある と 
才 え られ る 。 森川 ら (1959) の 報告 に お いて 
も ブナ 林 や カシ 林 に 比べ , スギ 林 の 地 中 微 動 
物 相 が 貧弱 な 点 が 指摘 され て お り , 興味 深い 。 
土 じ ょ う の 諸 性 質 の 簡単 な 調査 の 結果 で 


ササ ラダ ニ 人 個体 数 (2 資料 500cm? あぁ あたり) 
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は , 両 林 下 土 じ ょ う の 容 重 の 差 , 団 粒 構 成 の 差 に 注目 し 
た い 。 容 重 は 粗 ・ 密 宣 と も に クヌギ 林 の ほう が 軽く , 団 
粒 も 大 き な 団 粒 を 発達 させ て いる 点 )」 クヌギ 林 土 じょう 
の ほう が 通気 排水 の よい 状態 に ある わけ で , と の と と と 
ササ ラダ ニ 相 の 豊富 さと を 結び つけ て 考え る と き , EdD 
ら が 原因 と な っ て いる か は 断言 で き な い と し て も 興味 あ 
る 問題 で ある 。 

ダニ 個体 数 の 季節 的 変化 

両 林 下 に お ける ササ ラダ ニ 量 の 季節 変化 を 見 る と , 第 
5 図 の よう に な る 。 今回 は 紙面 の 都合 上 詳し く 検 討 す る 
と と は で き な か っ た が , 個々 の 種類 に つい て も , TOP 
ー ブ の 傾向 は クヌギ ・ ア カマ ツ 両 林 で ほぼ 一 致し て いる 。 
各 林 の ダニ = の 総量 は 第 5 図 に み ら れ る と お り , KEKE 
は ある 一 定 の 水準 を 保ち , 夏 に 減少 し て 秋 に 増加 し て い 
る こと こと が わか る 。 こ と こと で 注目 すべ きこ と と は , 春 , 夏 , 冬 
の 3 期 に は 両 林 の ダ = 量 に さほど 差 は みち られ な い が , 私 
に は クヌギ 林 中 の ダニ 量 が アカ マツ 林 の それ より も は る 
か に 多く な っ て いる 点 で , この と こと は 落葉 期 の 有無 と 結 
び つ け て 老 え られ る 。 両 林 下 の AMO ダニ 総量 の 培い 
も , と この 秋期 の 量 的 な 差 が 決定 的 な 原因 と に な っ て いる と 
説明 され よう 。 


摘 B 


HUE DORMAOBRD DS, また 土 じ ょ う タ イプ の 指 
標 動物 と し て 注目 すべ き 腐 植 食 性 の ササ ラダ ニ = ニ 類 (Ori 
batei) が , 植生 の み を 異 に する 土 じ ょ う 中 に お いて ど 
の よう に 分 布 を 異 に する か みる た め に , 東京 都 下 北 多 


iV Vivi RE vx x x xt x xe of i ii 
bon 26 6 29 oe 1 is I 2 24 8 9 ~ 102 
1959 1960 
調 # 月 日 


第 5 図 クヌギ , アカ マツ 各 林 下 土 じょう 中 に お ける 
ササ ラダ ニ = ニ 類 (32 種 ) 総 個体 数 の 季節 変化 


ーー クヌギ 林 下 , …… ァ カ マツ 林 下 
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RERSECMTIC SVC, 相 隣 接し た クヌギ 林 と アカ マツ 林 
を 選ん で 1959 年 4 月 より 1 年間 調査 を 行なっ た 。 そ の 
結果 , クヌギ 林 よ り 2165 頭 (30 種 )) アカ マツ 林 よ り 
1709 頭 (21 種 ) の ササ ラダ = ニ を 得 た 。 ア カマ ツ 林 に お 
いて は , 見 い だ さ れ た 種類 の ほとん ど が クヌギ 林 と の 共 
通 種 で ある の に 比べ, クヌギ 林 に お いて は 多く の 固有 な 
BeAL TW Ro また 優勢 種 お よび 層 常 種 の 観点 か ら , 
和 名 和 林 の 主体 と な る 種類 を 検討 し た 場合 に も 違い が 見 られ 
た 概して クヌギ 林 の ほう が アカ マツ 林 よ り も ササ ラダ 
= 相 が 量 的 に も 質 的 に も 豊富 で あり , この と と は 腐植 の 
邊 的 ・ 質 的 な 差 , 更に あわ せ て 調査 し て 判明 し た 土 じ ょ 
SORE, 団 粒 構造 な どの 物理 的 性 質 の 違い に よっ て 説 
明 さ れる 可能 性 が 濃い 。 季 節 的 な 変化 を みた 場合 に は , 
Wk & ICA BKOAILH SAME HER L, 夏 に 減少 し 
RICH PIT ST EBDd Doo 特に 秋期 の 増加 は クヌギ 
林 に お いて 激しく , 年 間 に お ける ダニ 総量 が アカ マツ 林 
より も 多い の も , これ に 起因 する と 思わ れる 。 
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Summary 


Observations on Oribatid Mite Fauna in Soils under Two Different 
Vegetations, Quercus acutissima CARRUTH. and Pinus 
densiflora Stes. et Zucc. 


‘ 


By Jun-ichi Aoxi > 
Laboratory of Applied Entomology, Faculty of Agriculture, University of Tokyo, Tokyo 


For the purpose of investigating the relation 
between the oribatid fauna and the vegetation of 
ground, one year soil sampling test (1959/60) was 
achieved in a west suburb of Tokyo. Two adja- 
cent groves of different vegetation, i. e. Quercus 
acutissima CARRUTH. and Pinus densiflora Sigs. et 


Zucc., were selected. The soil 


sampling was 
made with a can of 8cm in diameter and 5cm in 
depth. Thirty four soil samples, 2 samples per 
each sampling of 17 days, were taken out from 
each grove between 9.30 a.m. and 10.30 a.m. and 
were dried in improved Brriese apparatus to col- 
lect oribatid mites. 


Of a total of 3874 mites (32 species), 2165 (30) 
originate from Quercus-grove and 1709 (21) from 
Pinus-grove. It tells that the soil under Quercus- 
grove have a fauna of oribatid mites richer than 
that of Pinus-grove. The species peculiar to Qu- 
ercus-grove are Meristacarus sp., Nanhernannia 
parallela Aox1, Belba sp., Gymnodamaeus sp., Oppia 
quadricarinata (Micu.), Oppia sp. 1, Oppia sp. 3, 
Tetracondyla clavata Aoxi, Anachipteria grandis 
Aoxt, Ceratozetes japonicus Aoxt and Phthiracalurus 
rostralis Wittm. The species peculiar to Pinus- 


grove are Eremaeus hepaticus (Kocn) and Eremaecus 


‘sp. The species obtained from both groves are 
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Epilohmannia ovata Aoki, Cryptacarus hirsutus Aoki, 


Lokypochthonius gracilis (Jacor),  Liochthonius 
ensifer (STR.), Nothrus biciliatus Kocu, Eremobelba 
japonica Aox1, Suctobelba naginata Aoki, Oppia nova 
(Oupms.), Oppia sp. 2, Oppia sp. 4, Scheloribates 
(Kocu), 


Cultroribula latus 


laevigatus Tectocepheus velatus (Micr.), 


Aoxi, Punctoribates punctum 
(Kocn), Protoribates lophotrichus (BerL.), Protori- 
bates sp., Galumna sp., Rhysotritia ardua (Kocn), 
and Hoplophorella cucullata (Ewinc). Whereas the 
Pinus-grove contains only two peculiar species 
and almost all the species from this grove are 
common to the Quwercus-grove, the latter has 
eleven peculiar species. 

From a point of view of dominancy and con- 
stancy, the species found from the two groves 
were classified according to the standard offered 
by Krocerus (1932). 


and Suctobelba naginata Aoxt 


Anachipheria grandis Aox1 
were qualified 
for dominant species in Quercus-grove, Protori- 
bates lophotrichus (Brerv.), Epilohmannia cylindrica 
(BErL.) Punctoribates punctum (Kocu) and Oppia 
nova (Oupms.) were dominant in Pimus-grove, and 
Lohypochthonius gracilis (Jacor), Cultroribula latus 
Aoxi and Rhysotritia ardua (Kocu) were dominant 
in both groves. The constant species for both 
Quercus- and Pinus-groves were Eohypochthonius 
gracilis (Jacor), Cultroribula latus Aoxi, Epiloh, 
mannia cylindrica (BERL.), Rhysotritia ardua(Kocr), 
Protoribates lophotrichus (BrrL.) and Oppia nova 


(Oupms.). In addition, Anachipteria grandis Aox1, 


AAsHeevr+r7 eg = 相 Yi 


Epilohmannia ovata Aoxt, Cryptacarus hirsutus 
Aox!, Ceratozetes japonicus Aox1t and Scheloribates 
laevigatus (Kocu) were recognized as constant 
species exclusively for Quercus-grove. However, 
none of species was found as constant species 
exclusively for Pinus-grove. Considering their 
dominancy, constancy and commonness between 
both groves a determination of the characteristic 
species in each grove was made: Anachipteria 
grandis Aoxt and Suctobelba naginata Aoki belong 
to Quercus-grove, and Epilohmannia cylindrica 
(Bert.), Protoribates lophotrichus (BerrL.) and Oppia 
nova (Oupms.) to Pinus-grove as characteristic 
species. It is obvious that such a difference in 
the oribatid fauna between the two groves results 
only from the difference of vegetation, i.e. Quercus 
and Pinus. The former is a deciduous tree and 
produces in autumn a thick layer of fallen leaves 
which is favourable nutrient source for oribatid 
mites. This circumstance seems to result in a 
large quantity of mites in late autumn (Fig. 5) 
which explains greater amount of mites in Quercus- 
grove than in Pinus-grove throughout the year. In 
addition, other factors that originate from the dif- 
ference in vegetation should also be considered. 
Intensity of sunshine in grove, soil moisture, soil 
volume weight and soil structure proved to differ 
between two groves. These factors also seem to 
take part in determining quality and quantity of 


mite fauna in the two groves. 


Megachile Jy 


(日 本 産 花 峰 の 生態 学 


に 


は はじ 二 の 


Megachile 属 は 造 巣 習性 の 相違 し た 多く の 種 を 包含 
する 。 本 邦 に お いて は 同じ ハ キ リ バチ 科 の Osmia 属 と 
と も に 比較 的 古く か ら そ の 生態 , 特に 造 梨 習 性 の 観察 が 
行なわ れ て いる 。 筆者 が 観察 の 対象 と し た 種 は Mega- 
chile tsurugensis CocKEERELL, Megachile nipponica 
CockERELL, Megachile japonica AurKen, Megachile 
humilis Smitu, Megachile sculpturalis Smira, Mega- 
chile kabensis COCKERELLD 6 ff CHA. これ ら の 種 の 
5b, LBW CLR 2M ES CHAO 
で , AMCLONSMBOPIEES POICMBN7. 

COBOFERKBRBCLCO THEO 伸長 度 を M. 
sculpturalis, M. humilis, M. tsurugensis, M. nippo- 
nica, お よび Megachile 属 の 労働 寄 


RD TE OTE 
Ao OF 96 = XX) 
iene y 


と 訪 花 個体 数 の 季節 的 な 消長 を , 1952 一 1959 年 の 8 年 間 
の 資料 を 総合 し て 策 1 図 に 示し た 。 そこ に 示さ れ て いる 
よう に , 4 一 10 月 の 間 に 訪 花 個体 数 が 増加 する 時 期 が 6 
月 お よび 9 月 を 中 心 に 2 回 認め られ る 。 こ の 2 造 巣 期 以 
上 を ゃ もつ 両 種 は , 開花 植物 種 数 の 増大 する 6 月 お よび 9 
月 を 中 心 と し た 2 つの 時 期 た に た , その 造 巣 お よび 訪 花 活動 
が 最も 活 潤 に な る の で ある 。 

2. 訪 花 内 容 と 卵 巣 発達 度 と の 関係 

M. tsurugensis よび M. nipponica の 訪 花 活動 期 
の 初期 か ら 終 期 に 至る 間 の SS DO 訪 花 に際し て の re- 
quest type を ( 叶 で は 卵巣 の 発達 度 と 関連 し て ), 1954— 
1955 年 に 調べ た (TAariGUcEi, 1956), M. tsurugensis 
PICO Tih, その 訪 花 活動 の 初期 すなわち 5 月 下旬 の 
羽化 直後 の 個体 は , ほな と ん ど 完 全 ま た は 完全 に 成熟 じ た 


ea Megachile 属 花 蜂 2 種 の 訪 花 活動 期 と 訪 花 個体 数 
生 峰 Coelioxys お よび Euaspis 属 の 消長 (篠山 各地 ) 
の 種 ほ つい て 測定 し た 結果 (谷口, 7 
月 ™ 
1954), これ ら の 種 は すでに 報じ た jE # Iv v VI VII VIII Ix x 
(Mryamoro, 1959) Osmia 属 ょ りや = Wes nee is a) 


SHH Lote), B グ ルー 
プ 下 位 に 分 類 さ れ た 。 M. tsurugensis 
Megachile 属 の 花 蜂 種 の 多く は , 


植物 の 工 を 切る と いう 点 で は 害虫 で 8 


ある が (ZK, 1930), Osmia Bo 
Tela, ATOR St, ある 


M. nipponica 


い は 移動 させ , 増殖 させ う る と いう 
点 で , Hc M. tsurugensis % kU 


M., nipponica は この 地方 で は 少な 
く と も 1 年 に 2 造 巣 期 以 上 と も つも の で , TEM Be 
と し て 利用 する た め の 好 条件 を 備え て いる 。 


BURR s k OP 


1. 訪 花 活動 期 と 訪 花 個体 数 の 消長 
M. tsurugensis $3 kO M. nipponica の 訪 花 活動 期 


(1960411111 8 受領 ) 


卵巣 を も っ て いた 。 これ ら の 個体 の 訪 花 に 際 し て の re- 
quest は type B また は type A な どの 完全 な 人造 巣 2 
の 訪 花 内 容 で あっ た 。 6 月 に LTA TOL OFFFECHL 
て の request は type A と な り , 6 月 下旬 に は その 1 
造 梨 期 の 終末 を 示す ょ うに 両 し ( 閉 ) が poor と 表示 され 
る 程度 に 疲 幣 し た 個体 の 活動 が 顕著 に な っ た 。 こ の MM. 


( 92 ) 
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tsurugensis の 秋 の 訪 花 個体 は , 5 月 に お ける 羽化 出現 
個体 と 同様 に 卵巣 の 成就 は 急速 で , 9 月 下旬 まで 人造 巣 呈 
に よる request type A また は BICMt 4 HERA 
SS 

他方 M. nipponica 2 の 訪 花 た に 除 し て の request 4 
また M. tsurugensis の 場合 と 同様 の 経過 を 示し , 6 
A, お よび 9 一 10 月 を 中 心 と し た 時 期 に 造 巣 品 の 完全 な 
内 容 の 訪 花 を 行なっ た 。 

ミツ バチ 科 の Ceratina, ある い は Xylocopa 属 な ど 
の 長い 造 梨 期 を も > TEL RAIS, この 短い 1 造 
Bir iO M. tsurugensis +3 kU M. nipponica で 
Vi, 出現 後 の 卵 巣 成 熟 人 早い こと , また それ に 伴い 出現 
か ら 真 の 造 梨 た 入る まで の 準備 期 が 短い こと な どの た め 
に , その 訪 花 内 容 は Ceratina ある い は Xylocopa 属 に 
見 られ る 卵巣 発達 に 伴う request type の 了 時間 的 移行 は 
見 られ な か S1Co 

次 に る の 訪 花 内 容 に つい て みる と , M. tsurugensis 
る は 5 月 お よび 9 月 に と, M. nipponica は 6 月 お よび 9 
月 に 訪 花 が 観察 され た が , それ ら の ほとん どす べ て は 吸 
密 あ る い は 交尾 の た め の も の で あ っ た 。 
3. 訪 花 植物 種 

第 1 表 に M. tsurugensis, M. nipponica, M. 
‘japonica, M. humilis, M. kobensis, M. sculpturalis 
| の 叶 る の 訪 花 植物 種 , 訪 花 時 期 , ぉ よび 訪 花 頻度 を 1952 
ー1959 年 の 8 年 間 の 調査 と よ ょ っ て 示し た 。 各 種 の 平 に つ 
いて みる と , M. tsurugensis は 4—10OH OPN 35 種 
(15 科 ) を , M. nipponica は 5 一 10 月 に 18 種 (8 科 ) 
を , M. japonica は 5 一 6 月, 9 月 に 4 種 (1 科 ) を , 
M. humilis は 7 一 9 月 に 6 種 (3 科 ) を , M. kobensis 
は 2 種 (2 科 ) を , M. sculpturalis は 9 月 に 3 種 (2 
A) を それ ぞ れ 訪 花 植物 と し た 。 第 2 表 に M. tsurx- 
gensis お よび M. nipponica の 訪 花 植物 種 数 の 季節 的 
移行 を 示し た 。 両 花 蜂 種 と も , 最も 造 巣 活動 が 盛ん な 6 
月 お よび 9 月 に 最高 の 訪 花 植物 種 が 記録 され た 。 こ の 両 
種 の 訪 花 植物 種 数 は 比較 的 少な く , RO RAORICEST 
有る も ゃ の で ある 。 同 じ 4 一 10 月 に 訪 花 活動 を 行なう コ ハ ナ 
バチ 科 の Halictus scitulus $3 よび Halictus mutilus 
(これ ら の 種 の 秋 に 出現 する 個体 は 造 巣 し な い ) の 訪 花 
植物 種 数 が 52 種 (23 科 ) ある い は 48 種 (25 科 ) と 多数 
か つ 広 範囲 た 及ぶ も の と 対照 術 で ある 。 
4. 花 種 に 対す る 選好 性 

M. tsurugensis お よび M. niptonica が 訪 花 し た 植 
物 種 の 構成 を 第 3 表 に 示し た 。 両 花 蜂 種 が 最も 有力 に 該 
共 し た の は マメ 科 , 次 いで キク 科 に 属す る 植物 種 で ある 。 
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第 1 表 Megachile 属 花 妊 6 種 の 訪 花 植物 種 
(1952—1959, 篠山 盆地 ) 
* 訪 花 時 期 (月) 
*k TR TERRE 


(1) Megachile tsurugensis CockERELL 


1. Compositae (+ 7 #) 


Erigeron annuus L. (ヒメ ジ ォ ン ) 

$$ : VM*—1952 (2)**, VI—VI—1953 (6), W— 

1955 (2), WI—1958 (2), VWI—1959 (2). 
Cirsium jatonicum D.C. (ノア ザ ミ ) 

2 : W—1952 (4), VI—wW—1953 (16), WM— 
1954 (4), VI—1955 (8), vI—1957 (2), 
VI—VI—1958 (2). 

る : W—1953 (2) , V—1955 (2). 

Chrysanthemum coronarium L. var. (シュ ン 
ギク ) 

2 : VI—1952 (2). 

Aster sp. (/ #7) 

@ : X—1952(2), X—1954(2), IX—1955(2), 
IX—1956 (2). 

る : 区 一 Xx 一 1954 (12), IKk—1955 (4), K— 
1956 (4). 

Aster Yomena Maxixo (3 # +) 

© : WI—1953 (2), IKX—1954 (2). 

Aster trinervius var. adustus Maxim. (ヤマ シ 

ロ ギ ク ) 

2 : KK—1954 (2). 

Bidens tripartita L. (タッ ウ コギ) 

@ : KX—1954 (2). 

Solidago virga-aurea L. (T#/*¥#VNVYD) 

2 : X—1957 (2). 


. Campanulaceae (++ 3 9 Ft) 


Adenophora triphylla A. DC. var. (YJ WR 
ayvyy) 


@ : K—1953 (2). 


. Valerianaceae (オミ ナメ シ 科 ) 


Patrinia scabissaefolia Linx. (オミ ナメ シン シ ) 
2 : 1954 (2), K—1955 (2). 


. Labiatae (クチ ビル バナ 科 ) 


Plectranthus inflexus VaHL. (ヤマ ハッ カ ) 
る ・: 取 一 1955 (2). 

Plectranthus japonicus Komz (ヒキ オォ コシ ) 
る : X—1954 (2). 

Salvia chinensis Benta. (7 #/ FA7Y) 
る > k—1954 (2). 

Perilla frulescens var. cresta DECNE (シソ ) 
S : X—1956 (2). 


. Verbenaceae (クマ ツ ッ ジ ゾラ F}) 


Callicarpa japonica THUNBE. (ムラ サキ シキ プ ) 
© : WM—1958 (2). 


. Oleaceae (ヒイラギ 科 ) 


Ligustrum japonicum THUNB. (%°Y = =F) 
る ・ VI—1953" (6). 
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7, Balsaminaceae (ホウ セン カ 科 ) 
Impatiens textori Mia. (ツリ フネ イブ ウ ) 
@ : X—1952 (2), IKK—1955 (20). 
8, Geraniaceae (7 Vu Y UF) 
Geranium nepalense Swggr (ゲン ノシ ョ ウ コ ) 
© : IX—1954 (2), K—1955 (2). 
@ : IX—1955 (2). 
9, Leguminosae (マメ 科 ) 
Vicia unijuga Au. BR. (ナン テン ハギ ) 
2 : VI—VI—1952 (4), VI—VI—K—1953 (8), 
VI—1955 (2). 
Trifolium repens L. (ショ ッ メ クサ ) 
© : VI—1952(2), VI—1953(2), VI—1954(2), 
V—VI—1955 (6), VI—1957 (2), VI— 
1958 (2). 
る : VI-1954 (4). 
Astragalus sinicus L. (レン ゲ ) 
@ : V—1952(2), V—1953(4), IV—V—1954 
(6), V—1955 (6), WI—1957 (2), V— 
1958 (2), V—1959 (2). 
Ae Vis @), Wak @). 
Lespedeza cyrtobotrya Mia. (マル バハ ギ ) 
© : IX—1954(2), IX—1955(10), IX—1956(2). 
@ : K—1953 (4), XI—X—1954 (12), K— 
1955 (14). 
Lespedeza cuneata G. Don (% ド ハ ギ ) 
© : IX—1956 (4). 
S : K—1953 (2), IX—1955 (2). 
Lespedeza bicolor var. japonica NakaAl (ヤマ 
JN +) 
 : IX—1953 (2), WI—1958 (2). 
Desmodium racemosum D.C. (ヌス ビ ト ハギ ) 
©" > IX—=1956' (2). 
Lotus corniculatus var. japonicus Rucrn. ( 
vaz7+) 
2 : V—VI—1952 (4), V—VI—1953 (6). 
Indigofera pseudo-tinctoria Matsum. (27 
a) 
52 VI—-1956),(@2), Wi--1958) (@)). 
Falcata japonica Komar. (ヤブ マメ ) 
3 Ik) (@)). 
Dunbaria villosa Makino (7 7 ‘Y +) 
OF; MI 195882). 
10. Rosaceae (イバラ #4) 
Rubus parvifolius L. (ナウ ワシ ロイ チ ゴ ) 
2 : VI—1953 (4), VI—1956 (2). 
Qs Vk @) 
Rosa multiflora Tuuns. (7 4085) 
@ : VI—1952 (4), V—VI—1953 (10), vI— 
1954(4), V—vI—1955(8), VI—1957(2). 
ll, Saxifragaceae (ユキ ノシ タ 科 ) 
Deutzia crenata Simp. et Zuco. (ウッ ギ ) 
V1955(6) 
12. Cruciferae ( ジ ぁ ッ ジ バナ 科 ) 
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Raphauus sativus var. acantiformis Makino 
(@4 27) 
2: V—1955 (2). 
Brassica campestris L. subsp. (7 7 7 +) 
a: V—1955 (2). 
13. Berberidaceae (へ ビ ノ ボ ラズ 科 ) 
Nandina domestica THUNB. (ナン テン ) 
© : WM—1955 (2). 
14, Polygonaceae (タデ 科 ) 
Polygonum Reynoutria Makino (イタ ドリ ) 
© : K—1954 (2). る : K—1954 (2). 
Polygonum japnicum var. conspicum NaKat 
(P7777 ) 
S$ : IX—1958 (2). 
Polygonum flaccidum Muisn. (ボン トク タデ ) 
a : IX—1954 (2). 
Polygonum nodosum Prrs. (オオ イヌ タデ ) 
人 る: 区 一 1956 (2). 
15. Fragaceae (ブチ ナ 科 ) 
Castanea pubineruis ScHNEID (クリ ) 
© : MU—1952 (2), 
16, Liliaceae (ユリ 科 ) 
Liriope graminifolia BakgR (ヤブ ラン ) 
© : IK—1956 (2). & : K—1955 (2). 
Allium cepa L. (27%) 
© : WI—1953 (2). 
Hosta sieboldiana Enev. (オオ バキ ポ ボウシ) 
© : W—1953 (2). 
(2) Megachile nipponica CocKERELL 
1. Compositae (+ 7 #}) 
Erigeron annuus L. (ヒメ ジ ォ オン) 
© : VI—1953(2), WI—1954(2), WI—1959(2). 
Cirsium japonicum D. C. (7 r+ 2) 
© : VI—VWI—1953 (8), VI—VI—1959 (6). 
& : VI—1953 (6), VI—1955 (2). 
Aster sp. (7 #7) 


2 > X=1953 @), X= 195n ee xe 
1956 (6), 

る : IX—1954(4), IX—1955(6), IX—1956(6), 
W—1958 (2). 


Aster Yomena Maxtno (3 % +) 
© : X—1958 (6), 

Bidens bipinnata L. (セン ダン グ サ す ) 
る X19520 (2), K—1954 (2): 

2. Labiatae (クチ ビル バナ 科 ) 

Mentha arvensis var. piperascens Mawinv ( ハ 
ッ カ ) 
XO 4 OR 

Perilla frulesscens var. crispa DscnE,. ey) 
2 : IX—1956 (2). & : 1957 (2). 

Prunella vulgaris L. (9 y 87+) 
. 2 : VI—1952 (2). 

Salvia chinensis Brgnrg: (アキ ノ タ ムラ ソウ ) 
る : IX—1953 (2). 
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Mosia punctata Maxim. (イヌ コウ ジュ ) 
る : IX—1956 (2). 
3, Oleaceae (ヒイラギ 科 ) 
Ligustrum japonicum THUNB. ( ネ ゾ ミ モ チ ) 
2 : VI—1953 (2). 
4, Balsaminaceae (ホッ ゥ セン カ 科 ) 
Impatiens textori Mie. (ツリ フネ ソウ ) 
Q > K—1952 (2), - 区 一 1953 (2), K—x-— 
1955 (6), 
5, Leguminosae (マメ 科 ) 
Vicia unijuga Au. BR. (ナン テン ハギ ) 
2 : VI—VWI—IK—1953 (2), VI—1955(2), VI— 
IX—1956, VI—1958 (2), VI—1959 (2). 
S : IX—1953 (2). 
Trifolium repens L. (yay %* 7+) 
© : VI—1955 (4), VI—1957 (2). 
る : VI—1954 (4), 
Astragalus sinicus L. (UY 7) 
2 : V—1953 (2), V—1959 (2). 
人 : V—1953(2), IV—1954(6), V—1959(2). 
Lespedeza cyrtobotrya Mia. (マル バハ ギ ) 
@ : IX—1954 (2), IX—1955 (6), 
& : IX—1954 (4), IK—X—1955 (6). 
Lespedeza cuneata G. Don (% ド ハ ギ ) 
@ : K—1956 (4), る : K—1957 (2). 
Lotus corniculatus yar. japonicus ReGen. ( ミ 
ャ コグ サ ) 
© : VI—1954 (2), VI—1955 (2). 
6. Rosaceae (イバラ 科 ) 
Rubus parvifolius L. ( ナ ワ シロ イチ ゴ ) 
© VI—1953 (4). & : VI—1953 (2). 
7, Cruciferae (> 9 YIN FF) 
Brassica campestris L. subsp. (7 77 +) 
& : W—1954 (2). 
8. Berberidaceae (へ ビ ノ ボ ラズ 科 ) 
Nandina domestica Tuuns. (ナン テン ) 
© : VI—1952 (2), VI—1959 (2). 
9. Liliaceae (ユリ 科 ) 
Hosta sieboldiana Eneu. (オオ バ ギ ボ ッ ウシ) 
© : WM—1953 (2). 
(3) Megachile japonica ALFKEN 
1. Leguminosae (マメ 科 ) 
Astragalus sinicus L. (vy) 
2 : V—1952 (3), V—1955 (2). 
4 : W—1954 (24), 
Cytisus scoparius Link. (エニ = シダ) 
2 : V—1955 (2). 
Vicia sativa L. 
@ : VI—1955 (2). 
Lespedeza cyrtobotrya Mia. (マル バハ ギ ) 
g : IX—1954 (4). 
(4) Megachile humilis SwITH 
1, Vitaceae (ブドウ 科 ) 
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Vitis Coignetiae PULLiar. (ヤマ プ ブドウ ) 
2 : W—1955 (4). 
2, Balsaminaceae (ホウ セン カ 科 ) 
Impatiens textori Mia. (ツリ フネ ソウ ) 
@ : K—1955 (2). & : K—1954 (2). 
3. Leguminosae (マメ 科 ) 
Desmodium oldhami Ouiv. (フジ カン ゾウ ) 
2 : WI—1953 (2). 
Pueraria hirsuta Marsum. (クズ ) 
2 : WI—1955 (2). 
Lespedeza cyrtobotrya Mia. (マル バハ ギ ) 
© : IX—1954 (8), IX—1955 (16). 
Vicia unijuga Au. Br. (ナン テン ハギ ) 
@ : IX—1955 (2). 
(5) Megachile kobensis CocKERELL 
1. Compositae (キク 科 ) 
Picris hieraeioides var. japonica ReGen (コウ 
yy) 
& : K—1953 (2), KX—1954 (2). 
2. Verbenaceae (クマ ツジ ヅラ Ft) 
Vitex rotundiforia L. fil. (ハマ ボウ) 
© : KX—1954 (5), 
3, Leguminosae (マメ 科 ) 
Lespedeza cyrtobotrya Mia. (マル バハ ギ ) 
@ : K—1954 (5). 
(6) Megachile sculpturalis Smiva 
. Compositae (キク 科 ) 
Aster sp. ( ノ ギ ク ) 
2: K—1954 (2). 
2. Leguminosae (マメ 科 ) 
Lespedeza cyrtobotrya Mia. (マル ババ ハギ) 
© : IX—1954 (2), IX—1958 (10). 
Vicia unijuga Au. BR. (ナン テン ハギ ) 
© : IX—1956 (2). 


= 


第 2 表 Megachile 属 花 諾 2 種 の 訪 花 征 物 種 数 の 


季節 的 推移 

NN FEIRFE M. tsurugensis M. ni pponica 
き ag (= ES = 
Hoa = る = る 
Vv 1 2 
V 5 3 1 1 
VI 13 2 3 3 

Vil iG 1 4 
Vil 3 1 
IX 15 12 7 7 
3 3 2 2 


fe 33 訪 花 対 象 と な っ た 植物 種 の 5 ちち, M. tsurugensis 
© が 最も 優勢 に 訪 花 し た の は シロツメクサ, レン ゲ ( マ 
PE), TIF? CAT, 更に た イペ スイ ポポ ペラ 和 料 ); 
PTI ING, LIONS AR), モメ タウ オシ , 7 
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第 3 表 Megachile 属 花 蜂 2 種 が 訪 花 し た 植物 
種 の 構成 (1952 一 1959, 篠山 盆地 ) 


* 訪 花 植物 種 数 
es 花 蜂 種 MM. tsurugensis M. nipponica 
1. Compositae | 7 3 4 3* 
2. Campanulaceae | lea 
3. Valerianaceae ie | 
4. Labiatae | | 4 | Sam 3 
5. Verbenaceae 1 
6. Oleaceae 1 1 
7. Balsaminaceae 1 1 
8. Geraniaceae | il 1 
9. Leguminosae 11 4- | 6 5 
10. Rosaceae | 2 1 ea 1 
11. Saxifragaceae il 
12. Cruciferae 1 1 1 
13. Berberidaceae 1 il 
14. Polygonaceae 2, 3 
15. Fagaceae 1 
16. Labiaceae 3 ly 1 
35 18 18 13 


ギク (キク 科 ) な ど で あ り , M. nipponica 2 で は F 
VF VAX (LAB), thvaAyv, J¥T7 (FTP), 
YYFAYY (RDVRYID HECH mK 
M. tsurugensis よび M. nipponica 両 種 の 花 種 
に 対す る 選好 性 は 基本 的 に は ほとん ど 同 様 の も の と 推 宗 
され る 。 策 1 表 お よび 上 記 に 示さ れ て いる 両 種 間 に 見 ら 
れる 相違 は , その 生息 ある い は 活動 地区 の 相違 に ょ っ て 
第 2 次 的 と ひき 起こ され た も の で , 本 質 的 な も の と は 考 
ON 

RIC, 観察 例 は 貧弱 で ある が , この 属 の 他 の 花 蜂 種 の 
GP に つい て 見 る と , M. japonica で は マメ 科 の 4 種 の 
Ans, M. humilis で は マメ 科 の 4 種 , ブドウ 科 お よび 
ホウ セン カ 科 の 各 1 種 が , また M. sculpturalis は x 
ク 科 の 1 種 お よび マメ 科 の 2 種 が 訪 花 植物 と し て 記録 さ 
れ た 。 つま り 上 記 の Megachile 属 の 諸 種 も また マメ 科 
植物 を 選好 する よう で ある 。 

M. tsurugensis お よび M. nipponica 両 種 の る の 
訪 花 は 吸 密 を お も な 目的 と し た も の で あり , 特に 有力 に 
訪 花 し た 花 種 は 認め られ な い 。 こ れ ら の お も な 訪 花 植物 
種 は , M. tsurugensis る で は マル バハ ギ , WAS tip 
Pave Gl 2R), 2X7, JP Fe (FIA) TES 
あり , M. nipponica る @ で は vy 7, LWVANX (VF 
AB), D¥FA, IPFR, VAX (HIM UES 
あり , 両 種 間 に は 同じ 傾向 が 見 られ る 。 

M. tsurugensis $I よ + M. nipponica Cit, そ の 
6 一 7 ヵ月 の 衣 い 訪 花 活動 期間 中 に , 訪 花 の 対象 が 次 
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に 移行 し て ゆく 。 主要 な 訪 花 植物 種 の FRB TIS, | 


M. tsurugensis 9 で は レン ゲ (4 月)> レ ング ゲ (5 A) 
SY BIRTH, ノア デポ ミノ イバラ (6 用 ヒズ マジ 
ン (THAR: TT TH, SD 
WANK, J#7 (9H)>7¥Z (OK) CHD, Mg 
nipponica 9 で は レン グ ゲ (5 月 う > マ ナン テン ハギ (6 A) 
ラク テア ザ ミ (7 マル パテ ペン シン テム ンス 2 
ク , IVTAID (9A)>77¥F QOH) CHS.0 is 
局 , マメ 科 お よび キク 科 に 属す る 花 種 が 主体 と な っ て 移 
行 し て いる 。 各 季節 に 有力 な 訪 花 の 対象 と な っ た 上 記 の 
マメ 科 お よび キク グ ク 科 の 植物 種 は , 両 花 蜂 種 の 主要 な 花粉 
源 で あり , 特に M. tsurugensis CLI TFL (FF 
A), YaEVAPF, VY, CVS (Loe 
イバラ (イバラ 科 ) な ど , M. nipponica で は ナン テン 
ハギ (マメ 科 ), ノア ザ ミ (キク 科 ) な ど が その 例 で ある き 
5. 訪 花 花 蜂 と し て の 価値 

M. tsurugensis # よ びび M. nipponica ID Mega- 
chile 属 の 生息 密度 は 低い の で , それ ら は 訪 花花 蜂 と 
て , ある い は 花粉 媒介 者 と し て ほとん ど 問 題 に な ら な いき 
すでに 述べ た よ ょ うに 上 記 2 種 は きわ め て 豊富 に 生息 し , 
更に 2 造 巣 期 以 上 を も つ 点 で , 比較 的 訪 花 尼 虫 と し て 優 
位 た に ある と 考え られ る 。1955 一 1957 年 に 篠山 委 地 に 10 観 
察 地 区 を 選定 し , 5 一 6 月 に 最も 豊富 に 開花 し て いる 棋 
物 4 種 に 対す る 両 花 蜂 種 の 訪 花 慣 虫 と し て の 地位 につい 
て 調べ た 8 TCOMRILRO LRN CHS. ITF? CG 
ク 科 ) は お も に 6 月 に 7 地区 で 開花 し , 8 種 の 訪 花 花 妖 が 
記録 され た 。 この 花 に 対し て , コ ハ ナ バチ 科 の Halictus 
scitulus 2F\CTOWK CHA ARHEBS CH ois 
Ds, これ に 次 いで M. tsurugensis が 4 HK Caste 0 
AicmiEBR EL CORBSCRELC KR. シロ ジン メグ 
サ ( マ メ 科 ) は 5 一 6 月 に 10 地 区 で 開花 , ISM OZATETE 
が 記録 され た が , M. tsurugensis は 4 地区 で , Mi 
nipponica |x 3 itXC, Arts 0 ATTHTETERE CH oheo 
ウッ ウツギ (ユキ ノシ タ 科 ) は 6 月 に 6 MK CHBIEL, 15 種 
OEM ATER RE UCRRSH EM, M. tsurugensis 
が 1 地区 で 訪問 者 と な っ た の み で , この 花 の 開花 期 と 造 
巣 期 が 一 致し て いる に も か か わら ず , 本 質 的 に と この ウ ダ 
キ に 対す る 訪 花 花 蜂 と し て の 地位 は 低い 。 ノ フイ バラ は 6 
月 に 8 地区 で 開花 し , 12 種 の 訪 花 花 蜂 が 記録 され た が , 
M. tsurugensis は 4 地区 で か な り 有 有力 な 訪 花 花 峰 と な 


、 っ た 。 結 局 , ウツ キ ギ 以外 の 5 一 6 月 の 代表 的 な 開花 植物 


種 , ノア ザ ミ (M. tsurugensis), シロ ツメ クサ (M. 
tsurugensis, M. nipponica), ノイ バラ (M. tsuru- 
gensis) に 対し て は 訪 花 慣 忠 と し て 両 花 峰 種 は か な り 作 
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立 に ある が , 全般 的 に 見 て Megachile 属 花 妖 類 は , そ 
Pp 活動 と 開花 が 時 間 的 に 一 致し , か つか な り 選 好 し た 花 
対し て も , 訪 花 花 妖 と し て 首位 を 占め る ほど 優位 な も 
DD で は な い 。 これ は , 個々 の 種 自身 は 訪 花 慣 虫 と し て か 
LOT ぐれ た 条件 を 備え て いる も の の , ミツ バチ 上 科 花 
符 類 全般 を 訪 花 慣 虫 と し て 位置 づけ する 場合 , 個体 数 , 
ERB EORTC, 他 に すぐ れ た 同時 期 に 活動 する 多 
W の 北峰 種 が ある た め と 思わ れる 。 

し か し , 秋 の 個体 特に M. tsurugensis は 訪 花花 妖 と 
性 て か な り 優 位 に ある よう に 思わ れる 。 1 例 を あげ ば る 
E, 1955—195772 OP AIC C, 地区 A で は 9 月 に 17 
還 の 開花 植物 が あり , それ ら に 対し て 16 種 の 訪 花 花 妖 が 
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(ユリ 科 ), イタ ドリ (タデ 科 ) な ど を 訪 花 し た 。 

終わ り に 臨み 日 頃 ご 指導 を 上 賜 わ っ て お り 本 稿 を ご 校閲 
下さ っ た 兵庫 農 科大 学 岩 田 久 二 雄 教授 た に 厚く お 礼 申 し あ 
げ ば る 。 な おぉ お 標 本 の 同定 (1952) を お 願い し た 九州 大 学 
学部 平島 義 宏 助教 授 こ 深謝 の 意 を 表す る 。 
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Summary 


Flower-visiting Habits of Some Bees Belonging to the Genus Megachile 


(Biological Studies on Japanese Bees XX) 


By Setsu Miyamoto 
Laboratory of Entomology, Hyogo University of Agriculture, Sasayama, Hyogo Pref. 


Flower-visiting habits of 6 species of the genus 
Viegachile were examined during from April to 
Yetober in 1952-1959. 


surugensis and M. nipponica, have 2 or 3 genera- 


Two common species, M. 
ions a year. These bees have already developed 
aries at the time of emergence, and make flower- 
isiting in the complete form of request (request 
ype A or B). The flowers of Leguminosae and 
Sompositae were visited predominantly by M. tsuru- 


gensis and M. nipponica. Moreover, both species 


preferred such flowers as follows: Trifolium repens, 
Astragalus sinicus, Vicia unijuga, Lespedeza cyrto- 
botrya, Cirsium japonica, Aster sp., Erigeron an- 
nuus. The tube renting habits of M. tsurugensis 
and M. nipponica seem to be favorable for practical 
use as pollinators, because it is possible to protect 
and multiply thes2 bees by means of artificial pro- 


viding of their nesting sites. 


シロ イモ チ ジ マダ ラメ イガ の 発育 に 及ぼ す 温 湿度 の 影 


内 BR 


農林 省 関 東 東 山 農 業 試験 場 


oe 


yotFeveryx~ZrAAH Etiella zinckenella 
TREITSOBKE は 熱帯 , HAGE LORHOR MIC EtTS 
HASMICDL., HOTA Me mMst 4B Rie 
BhCH SA AMICOV COMBILS <¢ ERICA L Tit 
お も な も の だ け で も ヨー ロッ パ , 中 北米 , 本 苑 お よび 中 
国 な どか ら 上 数 編 が 報告 され て いる 。 し か し , いずれ も 
その 地方 た お ける 発生 経過 や 被害 な ど を 取り 扱っ た も の 
で , 基礎 的 な 実験 ザ データ は ほとん ど 見 当たら な い 。 そ の 
よう な 観 貞 か ら 本 種 の 発育 と 温 湿 度 に 関す る 2, 3 の 実 
験 を 行なっ た の で ここ に 報告 する 。 稿 を と る に 先 だ ち , 
取り まとめ に あたっ て 種々 助言 を いた だ いた 農業 技術 研 
究 所 , 深谷 昌 次 博士 お よび 三橋 淳 技 官 に 対し て 心から お 
る 


2. SN, HR, ShEORRRE 


実 RA 法 

シロ イチ モジ マダ ラメ イガ の 2 化 期 の 茂 虫 を 飼育 箱 内 
に 放 飼 し て ダイ ズ に 産卵 させ , RS, 前 夜 た 産 下 し た 
PPR L, MICHAL CBR A ADASRCE1, 2 
Aid ORL, HIcm, B&15cemoOxX}b yyvr—v 
HAD CHB Li YF VAICILD DA COADMH RL 
WC, CHicwmMECKAeSZSZLIT LE. 

ふ化 し た 幼虫 は し ば らく さや の 上 を 歩き 回 っ て か ら 食 
入 す る の で , 食 入 を 見 と どけ た あと は 1 ジ シャーレ 1 頭 の 
単独 飼育 と し , 途中 2, 3 回 飼料 と し て の ダイ ズ さ や を 
新しい も の と 取り 換え , な お 5 齢 以後 は さや の 数 を 増し 
CHHICR MR BSCEMCESZLIC LE. MILE 
RAT SLE COSMCHMT L S(T ESIC Sa 
ら , この ころ 飼料 を 取り 除い て や る と まもなく シャー レ 
の 片 階 で よう 化す る 。 さ な ぎ お よ びそ を それから 羽化 し た 上 成 
虫 も この よう に し て その まま 銅 育 を 続け た 。 

温度 は 20°, 25°, 30°C D3 BRHLL, 20°, 25°C 


(1961 年 1 月 5 日 受領 ) 


は 低温 恒 温 そ う , 30°C は 定 温 器 に よ ょ っ た 。 MEELIE 20°, | 


25°C 区 は 外気 温 ょ より 低い 場合 が 多い の で HI IE CH 
っ た が 30°C 区 ば 湿度 が 低下 じ や すい の で 邊 ジジ + -VUAN 


a 
2 


の ろ紙 た は 時 々 水分 を 与 を そる よう に し た 。 LA LARS | 


ダイズ の さや 内 で 生育 する の で , 生島 陣 境 の 湿度 は 外気 | 
の 湿 護 に それ ほど 左右 きれ る こと な さく, ASAT IDs | 


| 


っ た も の と 考 を られ る 。 と ふ化 , よう 化 , 羽化 の 各 調査 (前 


毎朝 8 ~10 時 に 行なっ た 。 
= 験 tf R 


各 定 温 謀 の 下 に お ける 発育 日 数 は 策 1 表 に 示す よう 
i, PBX 20°C 289.168, 25°C #5.528, 30°C Hi 3.89 


第 1 表 PRELHRAARBKOLRABARE 
RT | RE 調査 | aoe, | So ese 
20,0) <2 .211.|,/eoetG 0748 0.10917 ; 
5p 25 | — | .303| 5,5240.50 | 0: 18tis 
Sill sO — | 642|) 3.89+0.44 | 0.25706 
0 SZ 46) 33.0043.29 | 0.03930 
a 55 | 33.364 3.54 | 0.02997 
EE 65 | 16.90+1.85 | 0.05917 
a 59 | 17,101.85 | 0.05847 
39 | 2 | 32) 11.0940.99 | 0.09917 
& + 30|11.02+0.85 0.09074 
99 | 2 | 47 | 26.04+1.50 | 0.03840 
a 53 | 26.49-+1.63 | 0.03775 
wipe | 95 | & | 63 | 14.4941.59 | 0.06901 
$ 59 14.65--1.55 | 0.08821 
39 | & | 92:-| 8.7120. 74 | Oniiaam 
| る | 30] 9.3320.49 | 0.20748 


A, 幼虫 は HMA Lc th Sh 33.188, 17.08, 
11.068, Se ¥iXIUK CHEN 26.238, 14.588, 
9.02 日 で あっ て , 温度 と 各 ス テー ジ の 比較 発育 速度 と の 
関係 は ほぼ 直線 を も っ て 示す こと が で きる 。 性 別に みる 
と 幼虫 さなぎ と も 雄 の ほう が わずか に 長い 傾向 が ある 
が , も ちろ ん 有意 な 差 で は な い 。 


NN 


次 に 積算 温度 の 法則 Co(w—a)=k, Pete Ly (LUBE 


( 98 ) 


oi 


1961 年 6 月 


第 2 表 各 ス テー ジ の 発育 雰 点 と 有効 積算 温 度 


区 BAF 点 | 有効 積算 温度 

Az—Y | 性 別 ° 

| | eC) (ABE) 

3B = 13.90 67.91 

| © 14. 93 | 168. 06 

7 # | Ss 15.06 166. 47 

- a | 14.97 135. 74 

| な ぎ | a 14.56 147.07 


に お ける 発育 期間 で ga は 発育 夫 点 , は 有効 
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が わか っ て いる (AR, 1961 b)。 これ を 模式 的 に 示す 
と 第 3 表 の よう で ある 。 発生 回 数 を 温度 条件 か ら 理 論 的 
に 求め る の に , その 地方 の 年 間 有 効 積算 温度 を , その こ 
ん 虫 が 1 世代 に 要する 有効 積算 温度 で 除 し た 商 を も っ て 
する 方 式 が ある 。 こ の 方 式 は 厳 客 に 言 を ば 各 ス テー ジ の 
発育 雰 点 が 異な る こと や , 性 に ょ っ て 有効 積算 温度 が 異 
な る こと , 休眠 性 と の 関係 な ど 種 々 の 問題 が ある が , KX 
体 の ある ゃ や す を つけ る 上 に 便利 な 方 法 で ある と 思わ れる 。 
いま 当 場 に お ける 毎月 の 平均 気温 か ら 発 生 回 数 を 計算 し 


Baegi (Stratetow, 1933) で も 同様 で ある 。 
AM ORAS AH (1957) の 論文 に 基づい て 他 の 
AHOCHEHML TAZ L, りん し 目 や 半 し 目 は 大 
5 分 8~12°C の 範囲 た と あり, 14°C 以上 の も の は まれ で あ 
o 同じ Pyralidoidae に 属す る Chilo suppresalis に 
誠 3 る と スカ ガーン と 3, AC 高い 。 し た が っ て 本 種 
jp ん し 目 の 中 で は か な り 高い 部 類 に 属す る と 思わ れ 
| 引 内 田 は その 中 で , 低温 部 の ほう の 種類 が 北方 系 の も 
CHO, 高温 部 の ほう の 種類 が 熱帯 系 の も の で ある こ 
衣 当 然 考え られ , 事実 も よく これ に 当て は まる よう だ 
述べ て いる が , 本 種 バ が 熱帯 系 の も の で ある こと は 地理 
分布 を 見 て も 明らか で あっ て (内 藤 , 1960 ; 同 , 1961 
区 発育 容 点 が 高温 部 と ある こと は や は り その こと を 
書き し て いる よう に 思わ れる 。 また 有効 積算 温度 は 他 
ガ ん し 目 こ ん 虫 に 比較 し て 一 般 に か な り 低 いよ う で あ 
o CLC HAM Chilo suppresalis の リリ 。 程度 で あ 
て , 夏期 に お いて は 1 世代 に 要する 発育 日 数 は か な り 
Ww。 こ の こと は 本 種 が 多発 型 で ある こと と 関係 水深 い 
思わ れる 。 本 種 の 発生 と 世代 数 に つい て は 継続 飼育 お 
び 野 外 (ほ場 ) で の 生態 調査 の 結果 , 関東 地方 に お い 
は 一 部 に 4 化す る も の が ある が , 大 体 3 化 で ある こと 


策 3 表 埼玉 県 鴻巣 市 付近 に お ける シロ イチ モジ マダ ラメ イガ の 
算 温度 。 @ と は 常 数 ) か ら 求 め た 各 ス テ 周年 経 財 

ジ の 発育 零 点 と 有効 積算 温度 は 第 2 表 の と RG = 
Bs. 月 4 5 | 6 | tb eG i 10 ae 
CHS. thbb RAB AILIC 13.9 —— 

幼虫 で HEHESEIY 14.99°C, Sie Ci | FM | 12.7 17.4 | 21.2 25.3 | 26.4 22.4 16.4 | 10.9 
14.75°C で あっ た が , Siro iLMO(s 5 28 223 LLL L 
|4?C 低かっ た 。 有効 積算 温度 は 卵 で 67.91 i 
BE, 幼虫 は 167.53 日 度 > さなぎ は 141.40 bi ei) th rele | 
BCH ot, 幼虫 は 両性 間 の 差 が ほとん ど bly te tides 
か っ た が , さなぎ の 雌 は 雄 よ り 11 日 度 内 外 | | ie 
es | 
か っ た 。 こ の ょ うに 発育 零 点 や 有効 積算 湿 ae tees 4 bee athena 
DMM DAS fe FIC CHOEL ia Hs areata ae 8 
2 = = > > : e | iL E E E | 
は , HHO = AHR, 72 E XIE Chilo suppre | m( EL Lie 
is (八木, 1934; 三原 , 1929) や Aporica 

A mks, E 58, し 幼虫, P さなぎ 


て みみ る と , 平年 値 は 3.26 と いう 数 字 が 得 ら れ , か な り 
よく 実際 の 調査 結果 と 一 致す る 。 また 四国 , 東海 近畿 地 
方 は 4 化 地 帯 と され て いる が (GF, 1951; HAF, 1950) 
これ る も 計算 値 か ら の 推定 値 と ほぼ 合致 し た 。 


SHO tins FER A Be 


前 項 の 実験 の よう に , 飼育 箱 内 に お いて ダイ ズ に 産 下 
され た 卵 を 採集 し , 同じ くろ 紙 を 環 い た シャ ー レ 内 に 新 
RicY4{ FSPKRANTCOHIC1, 2HPORML, & 
化 後 毎日 観察 し て 各 齢 期日 数 を 調査 し た 。 飼 育 は 飼育 室 
内 の 変 温 下 で 行ない , 飼育 期間 の 気温 は 24.7°~27.4°C, 
平均 26.5°C 前 後 で あっ た 。 本 種 の 齢 期 は 頭 幅 測定 の 結 
果 5 齢 で ある こと が わか っ て いる の で (内藤 , 未 発表 ), 
それ に 従っ て 齢 期 を 判定 し た 。 調 査 は 幼虫 の ぁ 化 が 正午 
頃 最 も 盛ん た 行なわ れる 関係 か ら , 毎日 正午 前 後に 1 回 
FTit aio 

調査 結果 は 第 4 表 の ょ うに 1 齢 が 2.76 日 , 2 齢 1.61 
日 , 3 齢 1.79 日 , 4 上 2.16 日 , 5 齢 6.05 日 で 2 齢 が 
最も 短かっ た 。 1 RMD 2 齢 や 3 齢 期間 ょ り 多 少 長 
い の は 他 の こん 忠 で も 例 が 多い が , 本 種 の 場合 は ふ化 幼 


3. 


100 HAD HDHD E HFS i 
BA WHOM WBA BA 
4 mo |e a#e | # 8 BM 

I 63 | 2.76+0.81 

I 54 1.61+0.61 

TL 67 1.79 +0. 44 

Vv 58 | 2.16 +0.52 

Vv 42 | 6.05 エ 0.68 


飼育 中 の 平均 気温 25~27°C 

虫 が ダイ ズ さ や 内 へ の 食 入 と いう 大 き な 作 業 が あり , B 
考 の 観察 で は さや 内 の 子 実 た 到達 する まで に は , ふ化 後 
20 時 間 内 外 を 要する 。 し た が っ て 食 入 所 要 時 間 を 除い た 
子 実 到達 後 の 発育 目 数 か ら す れ ば , 2, 3 齢 と 大 差 は な 
いも の と 思わ れる 。: 各 齢 期 の 発育 目 数 の 総計 すなわち 幼 
HEARNE 14.37 目 で あっ て , これ も 有効 積算 温 諾 か ら の 
推定 値 と 大 体 一 致し た 。 


4. MBDA RK 


SG PCB SY y-VMABETCOEEREICETC 

継続 し , KD, 飼料 な ど を S2TeV CREAR dN 
た CORB 5 ROL FC, 25°C で は 雌雄 平均 9.6 理 
で あっ た が , 30°C で は 5.7 旦 で 前 者 より 約 4.5 日 も 短 か 
っ た 。 ま た この よう に し た 場合 は 雄 は 雌 ま より 短命 の 傾向 
が あり 特に 30°C で は 雄 は 1.5 目 ほど 短かっ た 。 


BOR 成虫 の 寿命 と 温度 と の 関係 Ok, 食物 を 
与え ない) 
温度 (°C) | 性 別 | 調査 数 | 生存 数 
25 6 | 9.92218 
人 509 |) 9.2221 
= る RR 
る 0 0 
第 6 表 飼育 し た 場合 の 成虫 の 寿命 ( 水 , 食物 を 
与え る ) 
Leer) | 産卵 前 HE 
性 別 mae 生存 日 数 人" 上 時 
S007 


es 


12.8643. 84 == = 


飼育 中 の 平均 温度 25. 5° C 


次 に 飼育 室内 に お いて , DUE RC w HEME 1 対 ず つ 径 1 
cm, 高 さ 18cm の 飼育 びん に 移し , MN 
よう に 下部 を 水 を 含ま せ た 脱 脂 綿 で 包み , と ところどころ 
に 蜂 み つ を 塗布 し , 網 ぶた を し て 放 飼 し た 。 含 育 期 間 の 気 
WUE 25.5°C で あっ た 。 そ の 結果 は 策 6 表 の よう に 


第 5 巻 第 2 号 


大 体 13 晶 内外 で , 両性 間 に は ほとん ど 差 が な か っ た 。 ご 
DEEIMLL Ca SEIT SECO, いわ ゆる 産卵 前 期 
間 は 平均 4.3 日 で あっ た が , 別に 飼育 和 親 内 で 観察 し た も 
の は 犬 体 2。3 目 で あっ た の の で, Chie OTH RICK 
討 を 要する 。 産卵 期間 は 約 5 ACH arc. 4 


5. k SFICRIET MEO VE 


AFED Its LO STN eS << HAREM RL bonicve 
が , MRCELLIE LITMRE RE LSB STSLO 
が 見 られ る 。 た と を ば 老 熟 3 虫 を 野外 か ら 時 期 別 に 採集 
L, COL OBEN GZE, SAPFRMOL IC EHE 
DME < TEE ChE OE EMAIL AZEOY 
HO, また 少数 で は ある が , 飼育 中 季節 か か わり な さく 
老 熟 幼虫 の まま いつ まで も ょ よう 化し な い 個 体 を 生ずる 
と が ある 。 し か し この よう な 個体 は の ち に シャ ー リ レ 内 ( 宰 
収容 し , 25°C 位 で 十分 湿 刻 を 与え を えて や る と まもなく よ 
MeL tee KRABI 2 RIBS NEA 5-2 COMBE 2 
SOA: Se 

次 に 20°, 25°, 30°C の 各 定 温度 の 下 に 短 昌 8 RE 
明 区 と , 長 昌 16 時 間 照 明 区 を 設け , な お 一 部 は 照明 時 闇 
の コン トロ コロール を 卵 期 か ら 行 な っ た も の と , 幼 車 期間 の 
みみ 行なっ た 区 を 設け た 。 飼 育 方 法 は 前 述 の シャ ー レ 和 飼 許 
と 同様 で ある 。 照明 は 2 W の 電 燈 に ょ り , BIBLE 
源 と の 下 離 は 大 体 30~40cm と し た 。 そ の 結果 策 7 表 の 
よう に 25°, 30°C AVR IRMIFTHNC BER < KAY 52 BBE 


第 7 表 a 
a GR 2 
で Beer ee 
ae ar 8 16 

COIS 
09 | SE, Se 100.0 1.9 
i] ee 58.0 24 
25 5p, Yes 3.2 1.4 
30 DB, Sh eB 0 0 


供 試 頭数 は 平均 53 頭 


THEI{ELK. Lal 20°C 区 で は 16 時 間 照 明 戻 ば る 細 
ら の 区 と 同様 正常 に た ょ う 化 し た が , 8 時間 照明 区 で は 者 
MODEOEEWOETL SEL LOMSE<X, ZO 
率 は 幼虫 期間 の み コ ント ロー ル し た も の が 58%, IS 
引き 続い て コン トロ ー ル し た も の は 1002 に 達し た 。 導 


れ ど も これ ら の 休眠 様 幼虫 は , 前 述 の 越冬 幼 下 と 同様 


加 温 加湿 する と , 比較 的 短期 間 で ょ う 化 し た 。 こ の 実験 
で 興味 ある こと は , 低温 短 日 の ょ うに , 休眠 を 起こ し や 


a 


1961 年 6 月 


ずい 環境 条件 下 で 成育 し た 個体 が ょ う 化 する に は 温 湿 度 
処理 を 必要 と する と いう こと で ある 。 い ま 導 熟 幼虫 の ま 
剖 よ う 化 し な い 個 体 を 多数 生じ た 20°C 区 の 湿度 条件 に 
2 いて みる と , 同 区 は 実験 中 外気 温 よ り 常 に 低い こと が 
く , 内 部 の 壁面 は 絶え ず 水 気 を 帯び て お り , そう 内 は 
\ な り 高 湿 で あっ た と 考え られ る 。 た だ 老 熟 幼 虫 た 達し 
こき ころ, 飼料 と し て の ダイ ズ さ や を 取り 除く の で ある 
B, 20°C 区 は 幼虫 期間 が 長く , ろ紙 が 非常 と に と よごれ て い 
も の が 多かっ た た め , 全部 新しい ろ紙 と 取り 換え た り 
LIEDT, こう し た こと が シャ ー レ 内 で の 湿度 低下 を 招 
よう 化 を 妨げ た の か も し れ な い 。 し か し それ と 全く 同 
性 条件 で あり な が ら , 長 日 区 は 大 部 分 正常 た よう 化し た 
で ある か ら , 単なる 濁 度 低下 だ け に よっ て 起こ る 現象 
引 は 考え られ な い 。 や は りこ れ は 低温 短 日 と 相まって , 
国 う 化し に くい な ん ら か の メカ ニズム 叉 作り 出さ れる も 
の と 思わ れる が , それ が 休眠 (diapause) で ある か , ま 
記 は 一 時 的 な 発育 停止 , すなわち 静止 (gquiscence) CH 
か を 決定 する に は , 更に 綿密 な 実験 を 行なう こと が 導 
ETCH Bo 

| な お 短 旦 , 長 晶 の 下 で 飼育 し た 各 ス テー ジ の 発育 日 数 
ee SL, 20°C 区 を 除い で は ほとん ど 差 が な か っ た 


第 8 表 GWA, 長 日 照明 の 下 に 飼育 し た 場合 の 
1 齢 か ら さ な ぎ に な る まで の 生存 率 の 


a 違い (1 WAS ACIS B 76) 
8 16 

] 21~22 62.5 68.8 
1 44 25 64.5 71.0 
8 30 70.5 84.0 
20 72.8 83.6 
2 6 20, 90.8 100.0 
30 89.7 93.8 


WB, 幼 虫 が ふ化 し て か ら さ な ぎ に な る まで の 生存 率 は 策 
SAOLIIC, いずれ る も 短 日 の ほう が 低い 傾向 が 見 られ 
eo 両者 間 の 差 は 104 KEC 有意 で あっ た 。 この こと 
まこ の よう な 条件 で の 短 日 は 長 日 に 比べ て 本 種 の 発育 
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に 適し て いな いこ と を 示し て いる よう に 思わ れる 。 


6. 摘 要 


シロ イチ モジ マダ ラメ イガ を 卵 か ら 成 虫 に 至る まで 
20°, 25°,. 30°C の 定 温 の 下 と シャーレ 内 に お いて 単独 
WAL, 各 ス テー ジ の 発育 速度 や 成虫 の 生存 日 数 を 調査 
する と と も に , 休眠 性 の 有無 に つい て も 実験 を 行なっ 
ree 

FER BAL IAC 13.9°C, 幼虫 期 で 雄 14.93°C, HE 
15.06°C, よう 期 で 同じ く 14.97°C, 14.56°C で あり 
また 有効 積算 温度 は それ ぞ れ 67.9 日 度 , 168.1, 166.58 
BE, 135.7, 147.1 日 度 で あっ た 。 り ん し 目 こ ん 虫 の 中 で 
th, 発育 零 点 は か な り 高 い ほ う の 部 類 た 入り , 1 世代 に 
要する 有効 積算 温度 は 低い ほう に 属す る 。 こ の こと と ば は 本 
種 が 暖地 性 で 多発 型 で ある こと を 裏書 き し て いる と 思 
Wo 

本 種 は 関東 地方 で は 大 体 年 3 世代 , 四国 , 東海 近畿 地 
方 で は 4 世代 を 営 せ や 。 こ れ は 積算 温度 か ら 理 論 的 に 求め 
た 発生 回 数 と ほぼ 一 致し て いる 。 

低温 短 日 の 条件 下 で 飼育 し た も の に は よう 化し な いも 
の が 多かっ た 。 し か し この 幼虫 は の ち に 加 温 加湿 する と 
比較 的 短い 期間 内 に よ ょ うぅ 化し た 。 

平均 25.5°C の 室温 で 成虫 を 飼育 し た . と ころ 生存 期間 
は 13 日 内 外 で 雌雄 間 に 差 は な か っ た 。 し か し 水分 や 姓 み 
De EZ eV Cis b OE 25°C TC I.5H, 30°C C5.7 
日 内 外 で 雄 は 雌 よ り 短 命 で あっ た 。 
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Effect of Temperature and Moisture on the Development of the Lima Bean Pod Borer, | 


Etiella zinckenella TREITSCHKE. | 


By Atsushi NAIro 


National Kanto-Tosan Agricultural Experiment Station, Konosu, Saitama Pref. 


In the previous paper, the seasonal trend of the 
occurrence of E. zinckenella and the crop damage 
caused by the insect in the Kant6 district was 
reported. In the present, paper, the auihor wishes 
to discuss the relation between temperature or 
The ovi- 


posited eggs were collected every morning and were 


moisture and development of the species. 


bred in petri dishes solitarily, under the constant 
temperatures of 20°, 25° and 30°C. 


were supplied with soy bean pods. 


The larvae 
Observations 
were made on the developmental velocities of all 
stages, the longevities of the adult moths, and also 
on the effect of moisture on the pupation. 

The developmental zero point was found to be 
13.9°C for egg stage, and 14.9°C and 15.1°C for 
larval stage with female and male respectively, and 
15°C and 14.6°C for pupal stage with female and 
male respectively. The sum of effective temperature 
was calculated as 67.9, 168.1, 166.5, 135.7 and 
147.1 day degrees respectively. Comparing the above 
data with those of other Lepidopterous insects, it 
was found that this species belongs to the group 


characterized by having higher developmental zero 


point but having lower sum of the effective tempera 
ture in 1 generation. This fact is considered t 
account for that the species is of tropical insect an 
of multivoltine type. . 

Estimation made by applying the law of sum o 
effective temperature, indicates that this insec 
should repeat about three generations ina year in 
Kant6 district and about four generations in Shikoku 
and Tékai-kinki districts. These computed data coin- 
cide fairly well with actual data of the observations. 

The larvae which were bred under the short da 
illumination and low temperature hardly pupated and 
remained as larvae for a long time. But these larvae 
were able to pupate when sufficient temperature and 
humidity were given. 

The longevities of the reared moths were about 
13 days at varying temperatures with average was 
25°C.. In this case no significant difference was 
found between male and female, but when water 
and food were not supplied, the longevity of the 
moth became as 9.5 days at 25°C and 5.7 days at 
30°C, the female moth showing more or less longer 


duration than the male moth. 


生体 染色 な ら び に 組織 学 的 観察 た と よる 
油 奏 性 細胞 と 正常 細胞 に お ける 色素 の 吸着 性 の 比較 


7 oO 


| 
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油 奏 は 正常 奏 に 比べ て 真皮 細胞 中 の 尿酸 念 量 の 少な い 


| = ps Jococr (1932), 清水 (1943) その 他 の 研究 者 に 


よ ょ っ て 確か めか られ, その 尿酸 塩 の 題 粒 は 正常 奏 に 比べ て 


ハハ さく, か つ 少 な いこ と が 有賀 ら (1951) に よっ て 観察 
| され て いる 。 ま た 伊藤 (1953) は od HABA, Wha 
[と 正常 査 と の 間 に は 細胞 質 の 等 電 点 ) Marroky に よる 
| 細胞 質 の 染色 性 , 細胞 中 の 空 胞 状態 な ど に 差異 の ある こ 
| sitar ch Glass 


一 方 有賀 (1942) に よ ょ る と , EK SIMRO BCH 


| の 組織 お よび 器官 は 皮膚 だ は で な く , いずれ る も Neutral 
| red ポ ぉ よび Nile blue に こよ ょ っ て 濃 湊 まだ ら 状 に 染め 分 は 
| られ る と 報告 され て いる 。 更 に 生体 内 の 色素 に お いて る も 
| 同様 な 現象 が 見 られ, od wh > MIKA (od- lem) あ 


る い は まだ ら 油 奏 ・ 黄 体 色 奏 に お いて は , KA OWA 


7 細胞 の Xanthopterin B 量 は 正常 栓 の それ よ り る も 著しく 


いた か いこ ご と が 有 貨 ら (1953)) に よっ で 確認 ぶれ, また 


og と rh と の 2 重 劣 性 奏で は 皮膚 の 色 が 7b 単独 の も の 


の ょ うに 赤く な ら な いこ と が 稲 神 ら (1955) に よっ て 報 
告 さ きれ て いる 。 この よう に 油 奏 性 細胞 に お いて は RM 
#%, Xanthopterin B, 赤色 色素 な ど が 正常 細胞 に 比べ 少 
な いと いう こと は , 油 奏 性 細胞 の 物質 に 対す る 吸着 保持 
の 性 質 が 正常 細胞 より 弱い も の と 療 を られ る が , Com 
着 保 持 の 機構 に 関し て は まだ ほとん ど わ か っ て いな い 。 

そこ で 著者 は 細胞 の 吸着 保持 性 に 関係 する 要素 と 考え 
られ る も の の うぅ うち, 細胞 の 荷電 , 核 酸 , 細 胞 質 た ん ば く の 
状態 お よび 細胞 の Phosphatase 作用 な ど に つい て , 生体 
PAR SOCMEDHIC L SRE NBR Io, 油 
Ze VERS ¢ EA COLA AA, 油 奏 性 細胞 の 
吸着 保持 性 の 機構 の 一 部 を 追及 し , MAHER OLE 
作用 の 一 部 を 研究 し た 結果 に つい て 報告 する 。 

ご 校 関 い た だ いた 東京 大 学 有 賀 久雄 教授 , 吉武 成美 助 
教授 に 厚く お 礼 申 し 上 げ る 。 
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材料 お よび 方 法 

1. 生体 染色 に よる 観察 

この 実験 に 用 いた 色素 は 塩基 性 の も の と し て は Bis- 
marck brown, Janus green, Methyl violet, Methylene 
blue, Neutral red お よび Nile blue, 酸性 の も の と し て 
は Aurantia, Carmine, Congo red, Eosin, Erythrosin, 
Indigo carmine お よび Trypan blue で ある が , Eosin 
と Erythrosin は 添 食 に の み , Carmine は 注射 に の み 使 
用 だ 

また 材料 奏 と し て は od お よび od まだ ら 油 奏 と , 更 
に 同一 峨 区 か ら 分 離し た 9g ならび に og 油 奏 と それ ら 
の 正常 栓 と を 用 いた 。 色 素 の 添 食 は 主として 1 2 色素 深 
液 (Methyl violet は 毒性 が 強い の で 0.1% と し た ) を 
4,5 令 幼 虫 に , 注射 は 0.1 一 12 AN 0.04ml を 5 HHH 
虫 の 尾 角 の 後方 か ら 行 な っ た 。 

以上 の よう に 色素 を 添 食 ある い は 注射 し た の ち 上 皮膚 の 
染色 状態 を 観察 する と と も に , 0.8% 食塩 水中 で 解剖 し 
て 数 種 の 組織 や 器官 の 着色 程度 を 調べ た 。 
2 NIST «VHA KS HRFHRE 

COMBE (LIM a> THE L Tc od, og お よび ok 
Wa cEAMSICMT SEMA SO oal EK OBO 
5 令 2 一 8 日 目 の も の を HAL, 主として Bouir 液 と 
Carnoy 液 で 固定 し た の ち , 常 法 に ょ っ て パラ フィ ン に 
包 埋 し , 厚 さ 2 一 6g の 切片 と し 以下 の 観察 に 供し た 。 
な お まだ ら 油 奏 以 外 の 材料 奏 を 用 いた 場合 に は , HAE 
正常 奏 の 切片 を 1 枚 の スラ イド グラ ス 上 に は り , な る べ 
く 実 験 操作 の 条件 が 等 し じ く な る よう に 心がけ た 。 
細胞 中 の 核酸 の 検出 は Pyronine-Methyl green 染色 と 
Fevigen 反応 に より , 細胞 た ん ば く 質 の 染色 に は 
Bromophenol blue と 水銀 剤 と の 混 液 で 染め ある 方 法 (Hg- 
BPB 梁 色 , Mazra et al., 1953), 一 般 組 織 学 郊 観察 に 
は Marrory の 3 重 染色 を 用 いた 。 また 生体 染色 の 結果 
と 比較 する た め , Neutral red お よび Nile blue に よ ょ る 
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染色 を 行ない , Phosphatase の 検出 は 石原 (1957) の 方 
法 を 参考 に し て Gomorr 法 に よっ て 行なっ た 。 


実 験 結果 


1. 生体 染色 

(A) We: 外観 的 な 皮膚 の 染色 は 塩基 性 色素 は 一 般 
に は よく, な か で も Neutral red が 最 せ 著しく , Nile 
blue, Methylene blue, Bismarck brown が これ に 次 ぎ , 
いずれ も 正常 細胞 は 濃 染 し , 油 礁 性 細胞 は ほとん ど 染 色 
し な い 染 め 分 けが で きた 。 た だ Janus green FEO 
の は 食 柔 状態 が 悪く , 節 間 膜 の 部 分 だ けが 紫色 に 染まっ 
て お り , Methyl violet は 0.1% CLBHARL TRE 3B 
日 後に は 倒れ た 。 し か し 酸性 色素 は 一 般 に 塩基 性 色素 よ 
り る も 食 下 状態 は 良い に も か か わら ず , 皮膚 は ほとん ど 着 
Lita ok. 
(BY YH: og! EH OWL LEROY 第 
1 表 に 示し た が , (+ は 油 奏 性 お よび 正常 細胞 が と も に 染 
まっ た も の , 一 は 染 ま ら な か っ た る もの, OMAR 
HUB oa/ ま だ ら 油 奏 に 種々 の 色素 を 注射 し た 結果 


a 碁 性 色 素 | 酸 性 色 素 

MB BB JG NR MV AU CR IS CA TB. 
Bee | tt + el + + + + + 
Ben OO 2 @ — | 459 = aL 
aye | + ce a ae oe ee ee 
ee et imei a4) ewes! ee 
CP ere ay ae hy ia ae 
One eet eee reece) aren oat) oe 
Ra — tt 


MB: Methylene blue, BB: Bismarck brown, JG: 
Janus green, NR: Neutral red, MV : Methyl violet, 
AU: Aurantia, CR: Congo red, IC: Indigo carmine, 
CA: Carmine, TB: Trypan blue, 


VSS S KOE MMe e SIChE LEO, — 
BAS SDs SO, Bidih Wee y LE AE pags 
ROAD SN, まだ ら K に 見 える も の を 示す 。 
* 後部 だ け 着 色 
で 下 准 細胞 と が 染め 分 は られ 。 まだ ら に 見 える も の を 芝 
“cs この 表 に 見 られ る よ うに , 皮膚 は Methyl violet 
ン イ の 考 共 性 色素 で は 不透明 部 (正常 細胞 ) が が 着色 し 。 
CHER ARR LA EH Lica. teat, pe 
SA CEU SOME LINS Stra oi, Me mtex 


RoR BIS 


ISCLKROME <i U<, Neutralred の 染色 性 が 特 | 
に 著しい こと が 確か め あら れ た 。 有 皮膚 以外 の 外 は い 華 起 原 
の 器官 中 , マル ピギー 管 と 絹糸 腺 は と も に 皮膚 と 同様 , 

塩基 性 色素 に た ょ っ て まだ ら 状 に 染め 分 けら れる 場合 が 多 
か っ た が , マル ピギー 管 で は まだ ら 状 に 染色 され て いろ 
と 判断 する の が 困難 な 場合 も あっ た 。 ま た 酸 必 色素 に よ 
っ て は 染色 され る も の も ある が , TERMS LRA 
ma 


な お , 酸性 色素 に ょ る 生体 染色 は 困難 と され で て いる 
(Bakrr, 1958) 23, 本 実験 に お いて は 染色 され る 場合 が 
多く , 特に Trypan blue お よび Indigo carmine な ど | 
NC BHR ある い は それ と 翼状 委 が 弱く 系 色 さ れ | 
ee 
2 NII + VOR KS HRS HR 

Pyronine-Methyl green fans Ric + ZL, 真皮 細 
i, マル ピギー 管 お よび 絹糸 腺 は と も に 細胞 質 は 赤 味 の 
RUDRA, 核 は 暗 緑色 に 染色 され て いた が , WBE! 
正常 奏 と の 染色 程度 の 差 は 認め られ ず , KEEP OE: 
の 真皮 細胞 に お いて の みわ ず か に 油 奏 性 細胞 の 方 濃い 
の を 認め た 。 Frurerzn 反応 に ょ っ て る も 油 奏 と 正常 奏で の 7 
染色 の 差 は 認め られ な か っ た 。 ; 

Hg-BPB 染色 の 結果 に ょ る と , HEMP od HBO 
方 が 正常 栓 より も 幾 分 濃 染 し で いる よう に 見 ただ) F 
ルビ ギー 管 で は 正常 栓 と 油 奏 と の 間 に は 染色 洗 の 差 は 認 
め ら れ な か っ た 。 ま た 柄 皮 細胞 に お いて は 油 奏 の 方 が E 
常 奏 に 比べ て 空 胞 が 多く , 細胞 質 は 粗 で ある こと が 観察 
SHED, マル ビビ ギー 管 で は その よう な 差異 は 対 あめ られ 
ESOS Sie 

Marrory の 3 重 染 色 に ょ っ て HE MMO Mt TR 
色 に 染め られ て いた が が, こそ の 着色 度 は od 油 春の 方 が そ 朋 | 
の 正常 論 よ り も わずか に 濃く , 伊藤 (1953) BULL Ze 
msi ni 
は 図版 4 た に 示す よう に 染色 性 の 異な る 部 分 が 見 られ , 濾 
a ERE ee 
DUR BIMEO Heit y» bith REMMI O BL Lee BZ) と | 
WAC 

| 
; 
i 
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東 観 祭 か ら 正 常 細胞 の 部 分 と 考え を る) と が 観察 され た 。 

I] CONEY SERGIO yy EAE Be LAB RS a Pe Ye 
め ら れ , MA CLERBO GAME LY LP pI IEDs | 
っ た か が , 後者 で は 両者 の 間 に 明 ら か な 差 は 認 ろ られ な が 


=e 
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Neutral red お よび Nile blue を 用 いて 固定 切 刻 を 光 
色 し た 結果 に ょ る と , 油 奏 も 正常 奈 も と も に 真皮 細胞 
引 糸 腺 お よび マル ピギー 管 の 細胞 質 が 赤色 に 漠 ま り 』 Hh 
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衣 と 正常 松 の 染 色 人 性 に は と ん ど 差 異 は 認め られ ず , この 
京 生体 染色 の 場合 と 全く 異な っ た 結果 を 見 た 。 な お 外皮 
| ま 両 褒 児 と も に 染色 され な か っ た 。 

, 送 過 性 に 関係 の ある と 見 られ る アル カリ 性 Phospha- 
fase に つい て の 実験 結果 で は , 油 奏 に お いて る も 正常 奏 に 
いて も マル ビ ギ ー 管 で は 内 腔 た 面 し た 部 分 が 黒褐色 に 
WED, 0d 油 松 と 正常 奏 の 染色 性 に は ほとん ど 差 が 認め 
られ な か っ た 。 また 酸性 Phosphatase に つい て も その 
KS LOMA LAA CCHS. K te HEM OD Phos- 
phatase 反応 は 油 奏 , TEMAS VICIEMICH<, HICH 


| な か iS 
| ae Be 
| PIAICMSHNSLSIC, ERRORM LEK SNA 


EEE Cid pic D WE OGRE ALC LMS Hie 
OIC, WROKRM CRE SHROBWIM, Tied dik 


APEC IE REIA RL Cis, WARP MME Cus tae 
き 染 色 性 に 関係 を 持た な い 状 態 に ある の で は な いか と い 
靖 こ に と を 暗示 し て いる 。 す な わ ち 正常 細胞 の 真 攻 の 細胞 
Acts Cit, 色素 と 結合 し や ゃ すい 状態 に ある マイ ナス 
PD 基 が 存在 し , 塩基 性 色素 と 結合 する が , 油 奏 細胞 の 細 
庄 で は それ が な い の で は な か ろう か と 考え られ る 。 
細胞 の 好 老 基 性 は 主として 細胞 質 中 に 令 ま れる 核酸 
RNA) の た めで あっ て , 塩基 性 色素 が それ に 結合 する 
に 考え られ て いる (Porrrr, 1954; Wrrsox, 1954; Hitt, 
956 ; Parapr, 1958) が , 油 奏 と 正常 奏 の 真皮 細胞 の 細 
AIC Is\. Clit, WHO Pyronine-Methyl green に よ 
5 染色 性 に は 差 が な いか , か えっ て 油 奉 細胞 の 方 が 強い 
合 も 認め あら れ た 。 これ に よる と 正常 細胞 と 油 訟 性 細胞 
の 間 の 色素 の 吸着 保持 と つい て の 差異 に は 核 琴 は 重要 
kk 役割 を 果たし て いる と は 考え られ な い 。 

固定 切 片 を 用 いた 染色 で は , 正常 栓 の 真皮 細胞 だ け で 
< く , 油 奏 の 真皮 細胞 も Neutral red や Nile blue に よ 
ROSH AZOT . 生 体 染色 に ょ る 正常 奏 , WAMBO 
回 色 度 の 差 は 細胞 が 生き て いる と いう こと を 前 所 と し た 
の で ある こと が わか る 。 た ん ば く が ゲル 化す る と 色素 
の 結合 能 は 著しく 増大 する こと が 知ら れ て お り (LAza- 
ow et al., 1953), また Gorpacrg (1952) は Neutral 
sd IC LOY A—A—TeEOREHE OMB RAIL < OD 
tM, ゲル 変換 に よっ て 説明 し て いる の で , - 上 記 の 実験 
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結果 の 固定 た ょ る 油 奏 の 冥 皮 細胞 の 塩基 性 色素 に 対す る 
染色 性 の 増加 は た ん ば く 質 の ゲル 化 と い ぅ 問題 と 深い 関 
係 が ある よう に 思わ れる 。 な お Gorpacrg (1952) は 塩基 
性 色素 吸着 体 と し て の カル ボ シ キ ル 基 に 注目 し て いる 
が , 奏 の 場合 と も この よう な 問題 は 重要 で は な か ろう か 。 

実験 結果 の 項 で 述べ た ょ うに , SPREMOEBRO 
真皮 細胞 に は 空 胞 は ほとん ど 見 られ ず , その 網 捧 あ る い 
は 和 題 粒状 構造 が ち み つ で ある の に , 油 奏 の それ は 空 胞 が 
多く , 細胞 質 の 状態 が 正常 奏 に 比べ て 粗 で ある よう に 見 
えた 。 Cytolysis が 起こ り , 細胞 が 完全 な ゾル 状 に な る 
了 時には, その 網状 構造 ばらばら に な り , 同時 に 空 胞 が 
で きる こと が 知ら れ て お り ( ロ ベル チ ス 他 , 1955), 正常 
奏 に お いて も Histolysis js k O 真皮 細胞 か ら の RB 
脱 離 の 過程 が 進ん で いる と 考え られ る 吐 和 糸 中 や 頭 胸 間 結 
SORZ 日 目 , ある い は 過 期 に た お いて は , 正常 奏 の 真皮 
細胞 に も 空 胞 が 見 られ る と いう こと が 観察 され て いる 
(有賀 , 1943 ; FR, 1951)。 前 記 の 食 桑 期 の 油 礁 の 真皮 
細胞 に 見 られ る 空 胞 と 正常 奏 の 眠 や 変態 期 に お ける それ 
と の 意味 を 同一 視 す る こと は で き な い が , 真皮 細胞 に お 
ける 色素 の 吸着 保持 と いう ぅ 問題 を 考える 場合 , 前 述 の 細 
胞 質 の 捧 態 と いう 要素 は 吸着 保持 に 重要 な 関係 が ある よ 
うぅ 思わ お れる 。 

最後 に 細胞 膜 を 通し て の Active transport に 関与 し 
て いる と 考え られ て いる (Dante, 1952, 1954) アル 
カリ 性 Phosphatase の 作用 を 皮 虜 に つい て 組織 化学 的 
に 調査 し た 前 記 の 実験 結果 で は , ERRICHI TOMA 
に お いて も と も に 非常 に 弱く, また マル ピギー 管 で も 
0@ 油 奪 と 正常 奏 と の 間 に と 大 きい 差 は 認め られ な か っ た 
(この 点 た 関し て は 酵素 化学 的 な 未 発表 の 研究 が ある が , 
それ に よっ て も 同様 な 結果 を 得 て い る ) こ と か ら す る と , 
この 酵素 は 油 奏 性 細胞 と 正常 細胞 と の 物質 吸着 保持 の 性 
質 の 差 に は 重要 な 役割 を 持っ て いる と は 考え られ な い 。 
以上 考察 し た よう に , 正常 細胞 と 油 奏 隆 細胞 と の 物質 
吸着 保持 と つい て の 竹 質 の 差異 た は , 吸着 保持 た 関す る 
要素 の 中 の 細胞 中 の 核酸 お よび Phosphatase は ほとん 
ど 関 係 せ ず , 細胞 質 の 荷電 と 細胞 質 の 捧 態 , 特に ゾル , 
ゲル の 状態 が 関与 し て いる の で は な いか と 想像 され る 。 


要 約 


油 奏 と 正常 奏 な ら び に まだ ら 油 奏 を 用 い , 種々 の 塩基 
性 色素 お ょ よび 酸 隆 色素 に ょ り 生体 染色 を 行なう と と も 
に , 8774 ン に 包 理 し た 材料 に つい て 組織 学 的 な 観察 
を 行なっ た 結果 ,, 次 の よう な こと を 知る こと が で きだ た 。 

1. 」 数 種 の 塩基 性 色素 を まだ ら 油 奏 に 注射 ある い は 添 
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食す る と , AHO Neutral red お よび Nile blue の 結 
果 と 同様 , まだ ら 油 奏 の 皮 彫 の 正常 細胞 は 濃 染 し た が 。, 
油 奏 性 細胞 は ほとん ど 染 ま ら ず , また 絹糸 腺 ) マル ピ ビ ギ 
調 符 な ども まだら 状 に 染色 され た 。 し か し 酸性 色素 の 注 
射 お よび 添 食 に と にょ よ ょ っ て は 友 慎 は ほとん と ど 着 色 せ ず , その 
他 の 外 は い 工 起 原 の 器官 は 一 様 に 着色 し , 正常 細胞 と 油 
奏 性 細胞 と の 染色 性 の 差 は な か っ た 。 

2. Pyronine-Methyl green 染色 た にょ る と 正常 細胞 と 
油 奏 性 細胞 の 核酸 に は 大 き な 差 は 認め られ な か っ た 。 
3. 固定 切片 を 染色 し た 場合 は 生体 染色 の 場合 と 異な 
り , Neutral red ぉ よび Nile blue Ck > CHER, 正常 
奏 と も に 真皮 , MAM, マル ピギー 管 な どの 各 細 胞 は よ 
く 染 まっ た 。 た だ まだ ら 油 奏 の 真 度 で は 油 奏 性 細胞 の ほ 
5 ぁ が 染色 度 が 大 きい よう に 見 えた 。 す な ね わ ち 生体 の 場合 
と 画定 材料 の 場合 で は 塩基 性 色素 に ょ る 染色 性 が 異な っ 
RGN ee 
4. 油 奏 と 正常 栓 の 真皮 細胞 に つい て パラ ブ ィ ン 切 庁 
に ょ る 組織 学 的 観察 を 行なっ た 結果 , 油 奏 性 細胞 に は 室 
胞 の 見 られ る も の が 多く , 細胞 質 が 粗 で ある の に , 正常 
細胞 で は 空 胞 が ほとん ど 存 在 せ ず , MPAA LY SAD 
CHSEZICAZ TO 

5. wath Beha 4 EX bH TVS Phespha- 
tase の 作用 は 油 奏 細胞 と 正常 細胞 と の 間 に 差 が 認め ら 
れ な か っ た 。 

6. 以上 の 実験 結果 を 考 を 合わ せる と , 夏 皮 細胞 に お 
ける 尿酸 塩 や 色素 の 吸着 保持 に つい て の 正常 細胞 と 油 奏 


性 細胞 と の 差 に は , MHRA TANK < OB CHRO 
が 関係 し て いる よう で ある が , 細胞 の 核酸 や Phcspha- 


tase は 関係 じ し で な 療 の いう 思わ れる 5。 
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Summary 


Comparison in Adsorption of Dyes between Translucent and Normal Silkworm-Cells 


by Vital Staining and Histological Observations 


By Masaharu Ecucui 
Faculty of Textile Fibers, Kyoto University of Industrial Arts and Textile Fibers, Kyoto. 


The author performed histochemical as well as 


histological observations on the vitally stained and 


fixed materials using mottled translucent silkworn 


larvae, translucent and their normal segregants witl 
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Ml 版 説明 


. oal 72 57h Ric Methylene blue を 注射 し た マル 4. Marrory ©3 Be efit > tc RR (oal EK SM 


ビ ギ ー 管 。 ま だ ら 捧 に 染め 分 けら れ て いる 。 O: HHH 
性 細胞 , N: 正常 細胞 . Xx110 ia (2 


oal まだ ら 油 奏 に Trypan blue を 注射 し , 腹部 か ら 性 細胞 , N: 


切開 し た も の 。 背 駄 管 が 濃 染 され て いる 。D: FRE 5. Neutralred 染色 を 行なっ た 正常 奏 の 絆 英 腺 ! x280 


oal まだ ら 油 奏 に Neutral red を 注射 し た MAME, 6. 同上 , od tha@O ~ ke ee (DC Ae eG 
まだ ら 状 に 染め 分 けら れ て いる 。 O: 油 奈 性 細胞 , は ほとん ど 見 られ な い s (3. の 生体 染色 の 場合 を 2 


N: 正常 細胞 。. x110 ia). x280 
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many dyes. The results obtained were as follows: 
1. In the case of injection and oral administra- 
- tion of several basic dyes to the mottled larvae, the 
opaque (normal) portion in the integument was 
stained deeply but translucent portion was scarcely 
colored, and silk glands and Malpighian tubes were 
stained in mosaic feature. Especially neutral red 
showed excellent stainability in those tissues. While 
the integument scarcely colored after injection and 
oral administration of acidic dyes, but many other 
organs were stained uniformly with acidic dyes. 

2. There was no great difference between nucleic 
acid of normal cells and that of translucent ones by 
pyronine-methyl green staining. 

3. As to fixed materials, epidermal cells, silk 
glands and Malpighian tubes of both translucent and 
normal larvae were stainable with neutral red and 


nile blue, translucent cells of the epidermis in 
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mottled mutant larva being stained more deeply 
than normal cells. The above mentioned result is 
different from that of vital staining with basic dyes. 

4. It was observed that there were many vacuoles 
in the epidermal cell of translucent larva and of the 
translucent portion of mottled larva, but normal 
epidermal cells had no or few vacuoles, the epider- 
mal cytoplasm of the normal larva being more com- 
pact than that of the translucent one. 

5. No clear difference was observed between 
translucent and normal segregants concerning phos- 
phatase activity. | 

6. In view of the above mentioned results, it is 
conceivable that the electric charge and properties 


of cytoplasm play an important role for adsorption 
and reservation of uric acid and some pigments and 


dyes in epidermal cells. 


wy 


土壌 殺虫 剤 が リン ゴ 樹 と ハダニ の 栄養 に 及ぼ す 影 響 

RopriGUrz, J. G., H. H. Coen and Walter T. Smirr, 
Jr. (1960) Effects of soil insecticides on apple trees 
and resulting effect on mite nutrition. J. Econ. Ent. 
53 (4): 487~490. 
COY) -~AORMO WE CH Ic MIST A BRIO 
一 般 間 題 が , 論議 され た が , 本 報 で は テア ルド リン , デル 
リン DA の ) 
使用 が 植物 の N, P, K の 構成 と 植物 上 で 成育 し て い る 
ハダニ 個体 群 に 影響 する 点 を 明らか に し よう と し た 。 

供 試 リン ゴ 樹 に は 1956 年 に 施肥 し た が 翌年 は 無 肥 料 と 
し , 殺虫 剤 は 水 和 剤 に し て 用 らら れ た 。 統計 処 理 の 結果 
か ら , 樹 の 根 重 は 全 処 理 , 特に デル ドリ ン の 処理 に よっ 
CHUSKPRL, StolhBicewe Cis BHC OFS Mic 
より 軽く 刺激 され る 程度 で ある と と が わか っ た 。 リン ゴマ 


IS WSAy FUE ee 


樹 の 化学 成分 は ソラ マメ , FAR, ワタ な どの 場合 と 異 
な りあ まり 変化 し な ら 。 し か し 施肥 土壌 た に お ける DDT 
は リン ゴ 業 の N,P, KK の 構成 に と た た に し た 変化 を 与え な 


> 


a 


VDF = fHABICS ST SRB AAKS <, エー カー 当座 
り 1,000 ポ ンド の DDT は HARA UL < HR SS 
& 7c HEE EAE GC = — HH — 24% Y100E4, 000 Y FO 
DID (PONAc2es Lg ASD VA =, ミ ハ ダ 三面 
種 は 著しく 増殖 し た 。 RAO Hi LH OP % (0.2% 
の 午 囲 ) な ら び に ハダニ 増殖 と の 正 の 相関 は 注目 すさ き 
も の で ある が , 殺虫 剤 の 施用 は NーP の 対立 を 導く 8 
の で は な く , 一 般 に 植物 の N と P の 増加 は 随伴 する 次 
に デル ドリ ン を ある 程度 用 ら る と ナミ ハ ダ 三 は 増加 ずる 
が , BHC の 場合 で は 結果 が は っ きり し な いた だ チミ 
ハダニ 数 は 植物 の N と P の 2 に 正 に 相関 する と と は た し 
か で ある 。 一般に 業者 の 園 で は 季節 中 エーカー 
100 #» KO DDT が 使用 され る が WhLOc LDS 
VAMP TZ OURE AMRIT) VY THEO N, P, K O 
He DLA HO Hilt k5 CH ZRERERH, それ が 
また ハダニ 個体 群 の 大 小 に 及ぶ と と は 明らか で ある 2。 
CIRFAAUS 福島 正三 ) 
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ニカ メイ チュ ウ に 対す る 黄 き ょ う 病 菌 の 天敵 と し て の 
ANCL CHS, 吉田 (1919) が 最初 こそ の 寄生 を 観察 
『 レ て か ら , 多く の 研究 が 報告 され て いる 。 深 谷 (1950) 
(は 越冬 期 以降 の 本 菌 に と よ ょ るり 病 率 が 高く , 特に 遇 化 期 直 
前 に 最高 の り 病 率 を 示す こと を 指摘 し て いる 。 ま た , こ 
に 関連 し て 種々 の 実験 が な され て お り , 特に 発病 と 
唱 混 度 の 関係 に つい て も 詳細 な 研究 が ある (BES, 
11955 ; 立石 ら , 1951, 1952, 1954, 1955; 和田 , 1957). 
| 著者 ら は 春期 以降 の り 病 率 の 上 昇 は , 温 湿 度 は と も か 
| 次 と し て , ニカ メイ チュ 自体 の 抵抗 性 の 低下 に 関係 
只 ある の で は な いか と 考え た 。 こ の 抵抗 性 の 低下 が 越冬 
炉 中 の 生理 的 変化 に 基づく と する な ら ば , いろ いろ な 発 
座 段 階 の 幼虫 体液 内 に お ける 黄 き ょ う 病 北 分 生 胞 子 の 発 
医 管 の 伸長 速度 は , か な り 変 化す る も の と 予測 され る 。 
と で こと の 点 を 追及 し , ニカ メイ チュ ウ お よび サン カメ 
[用 チュ ツ 発 生 量 の 予察 に 多少 と も 役立た せよ うと する 意 
図 の も と に 一 連 の 実験 を 施行 し た 。 ま だ 不 十 分 な 点 も あ 
SDS ISD GMA HILO CHEFS. 
| | な お 実 険 に あたっ て , 菌 の 分 譲 , 同定 な どの ご 指導 を 
忠 い だ 青木 清 博 士 と , また 実験 た 協力 し て 下さ っ た 和歌 
1 県 農業 試験 場 朝 来 試験 地 の 桐 谷 圭 治 , 榎本 新 一 両 氏 に 
[jw か ら の 謝意 を 表す る 。 
| 材料 お よび 方 法 
実験 は 点滴 法 と 注入 法 に ょ っ て 行なっ た 。 すなわち 点 
浴 法 で は 無 作 為 に 選ん だ 幼虫 5 個体 か ら 体 液 を 採集 こ 
混合 し て ほう ろう ガラ ス 上 に 滴下 し , これ に 胞子 形 
KI ヵ月 以内 の 黄 き ょ う 病 菌 分 生 胞 子 を 針 先 で 接種 混和 
民 た 。 混 和 液 は これ を 飽和 湿度 に 保 っ た 大 型 シ ャ ー レー 
に 入れ , 25°C の 定 温 器 の 中 に 20 時 間 置 き , これ を 検 
蘭 し て 発芽 し た 分 生 胞 子 の 管長 を ラン ダム に 50 個 測定 し 
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1 Bek, 長崎 県 農業 試験 場 勤務 


(1961 年 1 月 22 日 受領 ) 


ニカ メイ チュ ウ お よび サン カメ イチ ュ ア リウ 体液 内 に を ける 
Be Sy 3 ( 紐 ) 病 菌 分 生 胞 子 の 発芽 管 伸長 速度 に つい て 


RRS ROU - BEAR 
農林 省 農 業 技術 研究 所 


た 。 予備 試験 で 点滴 に ベニ シリ ン を 混入 する こと に よっ 
て , RAL ORF Bik L CHR EEO TE, 1960 年 の 
試験 に は これ を 用 いた 。 

注入 法 で は 生理 的 食塩 水 1cc に 黄 き ょ う 病 菌 分 生 胞 子 
1 白金 耳 量 を 希釈 , これ を ガラ ス 管 針 の 注入 喘 で 1 点滴 
量 を 注入 , 幼虫 体 ご と 25°C に 20 時 間 保温 し て か ら 体 液 
を 採集 し て , 前 試験 と 同様 に 分 生 胞 子 の 発芽 管長 を 測定 
SS 

越冬 幼虫 の 成熟 度 と 黄 き ょ う 病 菌 分 生 胞 子 の 発芽 伸長 


速度 の 関係 を 調べ る た め に は , 点滴 法 (1960) と 注入 法 


(1959) を 用 いた 。 材料 と し た 越冬 期 ニ カメ イチ ュ ウ は 
いずれ る も 朝来 試験 地 附 近 の 特定 の わら 積 か ら , 調査 ご と 
に 採集 し た も の で ある 。 幼 虫 は これ を 雌雄 別に 分 け て 点 
滴 法 で は 2 月 29 日 か ら 5 月 15 日 まで 半月 ご と に 6 回 調査 
Lite 注 人 法 で は 1 月 22 日 より 5 月 7 日 ま で 7 回 調査 
し , 体液 採集 後 雄 は 解剖 し て 精巣 , 精細 胞 を 測定 し た 。 
な お 材料 と し た サン カメ イチ ュ ウ は 和歌 山県 日 高 郡川 辺 
町 の 被害 株 より 採集 し た も の で , 調査 方 法 は 点滴 法 の み 
を 用 いた 。 

越冬 幼虫 の 体重 と 分 生 胞 子 の 発芽 伸長 速度 の 測定 は , 
点滴 法 で 行なっ た 。 ニ カメ イチ ュ ウ は 川辺 町 より 採集 し 
た 越冬 幼虫 を 用 いて , 体重 の 軽重 に ょ り 9 階層 に 分 け 。, 
お の お の の 階層 に 属す る 幼虫 の 体液 内 の 黄 き ょ う 病 菌 の 
分 生 胞 子 の 発芽 伸長 速度 を 測定 し た 。 サ ンカ メイ チュ ツウ 
は 前 試験 と 同 じ 材 料 を 用 い , 4 階層 に 分 け て 調査 し た 。 
体液 採集 後 雄 幼 虫 は 解剖 し て , 精細 胞 と 精巣 の 長径 を 測 
Flees 

=AAAF 27 LMM LOMK LARA OD 
生 胞 子 発芽 伸長 速度 の 測定 に は , 点滴 法 を 用 いた 。 材 料 
に 用 いた 幼虫 は , 早期 栽培 水稲 トモ エマ サリ で 試験 管 飼 
育 し た 2~5 令 の 幼虫 を 用 いた 。 各 硬化 病菌 は 農林 省 春 
系 試験 場 よ り 分 譲 を 受け た 。 実 験 温度 は 外 温 を 考慮 し て 
A (ioe 


後述 する が , 一 定 温度 下 , 一 定時 間 に 伸 長 し た 発芽 管 の 長 さ を 指標 と し た 。 
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実 験 結果 


1. 越冬 幼虫 の 体液 内 に お ける 黄 き ょ う 病 菌 分 生 胞 
子 の 発芽 管 の 伸長 速度 

a 幼虫 の 成 部 度 と 分 生 胞 子 の 発芽 点滴 法 を 用 い 
に ニカ メイ チュ 越冬 幼虫 の 調査 は , 1959 年 に は 4 月 
248, 5 月 7 目 5 月 23 目 の 3 回 だ や た っ で 実施 尼 た 
DB, WX. SADT ORF A REIL, HE 
期 の 近づく に つれ て 長く な る が , 雌雄 の 間 に は 有意 差 


は 認め られ な か っ うっ た 。 そ を そこで 1960 年 に は 2 月 28 目 越 年 10 20 30 9 19 1.10 20 30°9 19 29 9 
直後 より 5 Ale wLA EC, DA CLC 6 回 同様 の I I tole IV V 
実験 を 行なっ た が , 結果 は 第 1 図 た 示す と お り で ある 。 WE 
ee DY BARE es 第 3 図 MARIE CORA A 1 Fa OM MIKA 
/ BI SME t DWNT EWS ORF RAS KOR 
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調査 月 目 
築 1 図 越冬 後 疫 化 期 ま で の ニカ メイ チュ ウ 幼 是 体液 中 
に お ける 革 き ょ う 病 菌 分 生 胞 子 に 見 られ る 発芽 能 

Fie EO MEE OAL 
@ COKARFOBRS : 5RADLERT ORE 
管長 ( 立 棒 は 信頼 限界 ) 
雌 の 体液 中 の 黄 き ょ う 病 菌 分 生 胞 子 の 発芽 
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3.26 4.5 
調査 月 日 
2 Sl 越冬 後 幅 化 期 ま で の サン カメ イチ コウ 幼虫 体液 
中 に お ける 黄 き ょ う 病菌 分 生 胞 子 に 見 られ る 発芽 

能力 お よび 精細 胞 長径 の 変化 : 
@ 幼虫 の 体液 中 の 黄 き ょ う 病 菌 分 生 胞 子 の 発 
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細胞 長径 の 変化 | 
@ 幼虫 体内 の 黄 き ょ う 病 菌 分 生 胞 子 の 発芽 管 | 
Oe 
年 の 結果 と 同様 に , 遇 化 時 期 が 近づく に つれ て 発芽 伸 
速度 は 早く な り , 特に 第 3 回 ,) すなわち 3 A258 OF 
か ら は その 発芽 管長 は 有意 交 に 伸長 し た 。 スペ マ トト 
ト の 大 きき さ に つい て は 策 5 回 の 調査 まで 7 すなわち 4 
30 旦 まで 有意 差 は 認め られ な か っ た 。 
サン カメ イチ ュ ウ で は , 4 月 14 昌 の 第 4 回 調査 か ら 生 
生 胞 子 の 発芽 管長 に 有意 差 が 認め られ た が , ASTEY 
スト は それ より 遅れ て 4 月 30 晶 から ARC HELE 
( 策 2 図 )。 
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HS 図 に 示す と お り で ある 。 す な わ ち 幼虫 体内 で の 黄 き 
x Da TENT OEE OEMS, 2 月 下 知 頃 ま 
き 変 化し な い が , 3 月 上 旬 か ら 遇 化 期 が 近づく に つれ て 
BX Ts OMI AR Lito し か も 時 期 的 に 見 て その 伸長 速 
の 変化 は , 精細 胞 の を れ よ り 早 く 見 られ る よう で ある 。 
Ds し 注入 法 で は 点滴 法 に 比べ 発芽 管 の 伸長 速度 は 一 般 
き 低 い 傾 向 が ある 。 

に れ ら の 実験 結果 か ら 見 て , 寄主 体液 中 に 接種 され た 
RX x DM DENT OFS OME, HI SDS 
らく に つれ て 急激 に 大 きく な る と 言え る 。 

b 幼虫 の 体重 と 分 生 胞子 の 発芽 ニカ メイ チュ ウ を 
周 い た 実験 結果 は 策 4 図 に 示す と お り で ある 。 す な わ や ち 
半 一 時 期 に お ける 体重 の 異な る 越冬 幼 虫 の 体液 中 に お け 
5 黄 きょう 病 箇 分 生 胞 子 の 発芽 伸長 速度 は , 体重 に 比例 
LCA Lic), 相互 間 に 直 線 的 な 関係 が 認め られ た が , 
尋 に それ は 精細 胞 , ある い は 精巣 の 長径 と も 平行 的 な 関 
系 を 示し た 。 
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BOM (fKMORGZYVYAL 1 Fa vVMAWMHoOKR 
中 の 黄 き ょ う 病 菌 分 生 胞 子 の 発芽 管長 と 精細 胞 長 
径 の 変化 
〇 体液 中 の 黄 き ょ う 病 菌 分 生 胞 子 の 発芽 管長 
© 精細 胞 長 径 
越冬 期 サ ンカ メイ チュ ウ に つい て 言え ば , 体液 中 た お 
理 る 黄 き ょ うう 病菌 分 生 胞子 の 発芽 管 の 伸長 速度 は , ニカ 
8 イナ チュ ウツ と は 逆 に 体重 に 反比例 し , 軽い も の ほど 早い 
S, 精細 胞 , 精巣 の 長径 と は 平行 的 な 関係 が 認め られ た 
第 5 図 )。 


2.. ニ カメ イチ ュ ウ 1 化 期 幼 虫 の 体液 に お ける 各種 硬 
化 病 菌 分 生 胞子 の 発芽 伸長 速度 

1 (GSR OKI Bt 4 BUA DEO 
芽 伸 長 速 度 は 第 6 図 に 示す と お り で ある 。 すなわち 黄 き 
‘RM CAS s OR CHL 3 令 ま で の 変化 は 少な い が , 
高 令 と な る に し た が っ て 発芽 管 の 伸長 速度 は 早 ま っ た 。 
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DP ROKR ORS & DITA IT OHH 
長 
その 他 の 病菌 も ほぼ 同様 の 傾向 を 示し た (第 1 表 )。 黄 
きょう 病菌 を 用 いて の 調査 は いろ いろ の 点 で 容易 な こと 
が わか SiGe 


考 as 


ニカ メイ チュ ウ と サン カメ イチ ュ ウ の 越冬 幼虫 の 体液 
は , 殆 化 期 が 近づく に つれ , 黄 き ょ う 病 菌 の 分 生 胞子 の 
発芽 伸長 に 都合 の 良い よう な 捧 態 に な る こと が わか っ 
た 。 こ の 体液 の 変化 は ニカ メイ チェ ウツ で は 3 月 下旬 頃 か 
ら , サン カメ イチ ュ ウ で は 4 月 上 旬 か ら 起 こる よう で あ 
る 。 し か も せこ の 変化 は スパ マト シス ト の 形状 の 変化 ょ り 
早期 に 起こ り 始 ある 。 1 化 期 の 幼虫 で は 高 令 と な る に し 
た が っ て 越冬 幼虫 と 同様 に 分 生 胞子 の 発芽 管 伸長 速度 が 
早く な る 全 向 を 示し た 。 こ の 原因 に つい て は 体液 の 生化 
学 的 研究 と まつ ょ りほ か な い 。 


/ 策 1 表 = カメ イチ ュ ウ 1 化 期 幼虫 の 令 別 体液 に お ける 各種 硬化 病菌 分 生 胞子 の 発芽 管長 ( 々 &) と 
その 信頼 限 挫 
we 2 pny we ; en : と うじ か び 
蓋 き ょ う 病 菌 | 白き ょ う 病 菌 | 黒き ょ う 病 菌 | 赤き ょ う 病 菌 | 緑 き ょ う 病 菌 病菌 
2 4 | 33.894 3.68 34.61+10.24 | 38.444 4.03 | 6.09 ょ 0.57 | 11.38+ 0.81 | 19.224 2.42 
3 4 | 35.694 6.21 24.374 4.03 | 33.86 4.49 12.184 3.57 15.50% 1.50 33.00% 5.29 
4 4 | 46.734 6.79 | 50.79+ 8.23 | 25.454 3.05 | 7.894 1.09 | 12.504 1.73 | 53.944 4.60 
5 4 | 76.10+10.76 | 67.27+ 5.58 | 90.474 8.98 | 29.00+ 5.24 | 14.594 1.44 | 42.044 8.00 
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幼虫 体液 内 に お ける 革 き ょ う 病 菌 の 発芽 管 の 伸長 速度 
7458, すなわち 抵抗 性 の 強弱 を 示す も の と 考え られ る 。 


し た が っ て 将来 これ を 両 種 の 量 的 予察 に 利用 する 道 が 纏 
か れる か も 知れ な い 。 
ia 約 


ニカ メイ チュ ウツ お よび サン カメ イチ ュ ウ の 体液 と 黄 き 
ょ う 病 菌 分 生 胞 子 発芽 管 の 伸長 速度 と の 関係 は 点滴 法 と 
体内 注入 法 を 用 いて 調査 し た 。 そ の 結果 , 両 種 と も ゃ その 
遇 化 期 が 近づく に つれ て 黄 き ょ う 病 菌 の 発芽 管 の 伸長 速 
度 は 大 と な り , 3 月 頃 か ら 有 意 的 に 伸び る が , それ は 精 
細胞 の 形状 の 変化 ょ より 早 あ に 現われ た 。 

越冬 幼虫 の 体重 と 黄 き ょ う 病 菌 の 発芽 管長 の 関係 を 点 
滴 法 を 用 いて 調査 し た 結果 , ニカ メイ チュ ウツ で は 体重 と 
黄 き ょ う 病 菌 分 生 胞 子 の 発芽 管長 は 正 比 例 し , 精細 胞 お 
ょ び 精 巣 の 長径 と も 平行 的 な 関係 を 示す こと が 認め られ 
た 。 サ ンカ メイ チュ ウツ で も 同様 の 傾向 が 認め られ た が , 
ニカ メイ チュ ウツ と は 逆 に 体重 の 小さ いも の ほど 発芽 管 の 
伸長 速度 は 大 きか っ た が , 発芽 管長 と 精細 胞 長 径 と の 間 
に は 平行 的 な 関係 が 示さ れ た 。 

ニカ メイ チュ ウツ ウ 串 化 期 で は 高 令 た と な る に し た が っ て 発 
芽 管 の 伸長 速度 は 早く な り , 令 が 進む に つれ て その 体液 
Vk, 黄 き ょ う 病 菌 分 生 胞 子 の 発芽 管 伸長 に 都合 の よい ょ よ 
うに 変化 する こと が 認め られ た 。 各 種 硬化 病菌 を 用 いた 
結果 で も 黄 き ょ う 病菌 と 同様 の 傾向 を 示し た が , HX x 
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5 病菌 を 用 いて の 調査 は , VWAWVAODR CHAE EM | 


| 
以上 の 結果 か ら , 遇 化 前 期 の 硬化 病 nec ora 


peice | 


率 は 温 湿 度 の 影響 に , メイ チュ ツウ 自体 の 体液 の 座 


化 た に ょ る 抵抗 


疲 の ほか い 


胞子 の 発芽 管 伸長 速度 と の 関係 を 累 年 観察 する な ら ば , 
CHOEOMBRELLICLT, =AAAF a2VRBIOFY 
HAA F 2 VOREEL PRS SLD ARE LETS 
わけ で ある 。 
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Investigations on the Yellow Muscardine Disease of the Paddy Borers (Chilo suppressalis 
and Schoenobius incertelus) in Relation to Forecasting 


By Nobuhiko Oxo, Sohei YAsupA and Masatsugu FUKAYA 
(National institute of Agricultural Sciences; Asso Research Station, Wakayama Agric. Expt. Sta.) 


Experiments were made to know the relation 
body fluid of !the 


and the yellow muscardine fungus. 


between the paddy borers 


Overwintered 
larvae of the rice stem borer and paddy borer 
were infected with spores of the yellow mus- 
cardine fungus by means of inoculation and injection 
and the hyphal growth was observed 20 hours after 
infection at 25°C. The hypha growth was hastened 
as the larvae near to pupation, and the length of 


hypha grew significantly longer after March, although 


the diameter of the spermatocyst did not change 
until May. Further the hyphal growth in relation 
to the weight of the overwintered larvae was also 
examined. It was observed in case of rice stem 
borer that the heavier the weight of the larvae, and 
in case of paddy borer the lighter the body weight, 
the longer the hypha and the larger the spermatocyst 
as well as the testis. 

It was also confirmed in the first generation larvae 


of both species that the hyphal growth of the yellow 


性 の 低下 に も 関係 ぶ あ る の で は な いか と の | | 
RARE. し た が っ て 幼虫 の 体液 と 黄 き ょ う 病 菌 分 生 | 
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uscardine fungus became faster as the larval inster 
lvanced. A comparative test with various mus- 
dine fungi other than the yellow muscardine did 
»t reveal such definite results. 

These results seem to show that the high suscepti- 
lity of overwintered larvae to the fungus near to 


ypation is controlled mainly by their humoral 
| 


condition. 

The authors believe that the number of moths 
in the first generation which is much controlled by 
the yellow mascardine fungus, is possibly forecasted 
by measuring the susceptibility of the overwintered 


larvae to this fungus. 


ハイ イロ アミ メ ハ マキ に 対す る 寄生 効果 


BALTENSWEILLER, Werner (1958) Zur Kenntnis der 
arasiten des grauen Larchenwicklers (Zeiraphera 
‘iseana HUBNER) im Oberengadin. Ihre Biologie und 
sdeutung wiihrend der Gradation von 1949 bis 1958. 
itt. Schweiz. Anst. forstl. Versuchsw. 34 (6) : 399 
478. 

AtA2CH, カラ マツ の 害虫 ハイ イロ アミ メ ハ マキ の 
EADS 1949 年 か ら OS 年 に か け て 起 と っ た 。 ピー ク は 
54 年 で あっ た 。 全部 で 19 種 の 寄生 バチ と 5 種 の 寄生 バ 
が 発見 され た が , 寄生 率 の 高 ね の は PhytoZietus sp. 
_ Eulophidae spp., Lypha dubia (ハエ ), Horogenes 
areslatus kU Triclistus podagricus & sp. で あ 
た 。 室内 で 共 寄 生 を させ て みる と , 片方 の 種 は 必 ら ず 
Rit. OB, E. spp. は H.spp. を の ぞ ぐ すさ 
の 種 に 勝ち 一方, P. sp. A は 個体 数 が 多 に に も か 
bot, 2 sp. 以外 の どの 種 に も 敗れ た 。1954 年 か 
始 ら られ た 寄生 率 の 調査 に よる と , 寄生 幼虫 数 は 54 
が 一 番 多 く , それ 以後 攻 減 し た が , 寄生 率 は 54 年 の 約 
Yots SSTHEO 70% & CHIN LA. Lal, と の 増加 
速度 は , 共 寄 生 お よび 重 寄 生 に わざ わい され て , BE 
ラ た の で , 大 発生 の 抑圧 に お ける と れ ら 寄生 昆 虫 の 役 
i, 過剰 密度 に よる 産 字 数 や 生活 力 の 減少 と , 1954 年 
激 発 し た ウイ ルス 病 に 比べ され ば わずか な も の で あっ 
盾 大 発生 の 進行 に 伴う 寄生 虫 各種 の 寄生 率 の 変動 を 見 
E> 最初 は EE Sp. A の 単独 寄生 が 多かっ た の が , L 
に 共 寄 生 が 増し , ZNLL bE. spp. の 役割 が 増 
る ご と が わか っ た 。 また 重 寄 生 も 年 々 増加 し 療 。 そ 
結果 , 最も 寄生 効率 の 高い , 寄生 密度 100~100) を 境 
Lt, その 上 下 で は 寄生 効率 が 減少 する と と が 見 られ 
半 効 率 が 最も 高い と き の 総 寄生 率 は 8322 で あっ た 。 

( 農 技 研 伊藤 嘉昭 ) 
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タバ コシ バン ムシ の 発育 に 対す る タバ コ の 適 向 


Yamamoto, R. T. and G. FrAENKEgL (1960) The 
suitability of tobaccos for the growth of the cigarette 
beetle, Lasioderma serricorne. J. Econ. Ent. 52: 
381~383. 

タバ コシ バン ムシ Lasioderma serricorne は タバ パコ 
その 他 多 く の 貯 蔵 製 品 を 加害 する 。 し か し 従来 の 知見 に 
よれ ば , 各種 の タバ パコ が 無 答 別に 加害 され る こと こと は な 
Wo そこ と で 人 工 飼 料 , NH, BLU4 HMO ena: 
flue-cured, Turkish, Maryland, burley に よっ て 幼虫 
を 飼育 し , その 発育 を 比 夫 し た 。 DHH+5%~41—-AZAb 
区 を 比較 の 標準 と し た 。 RNIB, タバ コ を よく 齋 
IRUCHHEL, いろ いろ な 栄養 玉 分 を 添加 し た 。 一 般 に 
タバ コ に イー スト と ビタ ミン 明 を 加え る と 発育 は 促進 さ 
れる が , カゼ イン , グ ルコ ー ス , あ るい は コレ ステ ロー ル 
を 加え て も 影響 は な か っ た 。 T-AbCKEAMLLE 
Bea, flue-cured で は 発育 良好 で あり , Turkish, Mary- 
land MRCLRBDSBNEBES LR LA, burley で 
は 最も 発育 不良 で 死亡 率 が 高かっ た 。 各 タバ コ の ニコ チ 
シン 会 量 を 調 ※ ぶ た と とろ それ ぞ れ 1.72%, 1.02%1.56% 
BKEU4LITRZ CH aK. 

次 に 飼料 に ニコ チン を 添加 し て その 影響 を 追 完 し た 。 
小麦 粉 +5 2 イー スト に ニコ チン を 漂 加 し た 場合 タバ 
AYNYAYVE=A BF YSRlISECITES MZED, 
Hic vate Tribolium と Tenebrio は 0.122% の = コ 
チン 含量 で も 著しく 発育 を 阻害 し た 。 また flue-cured 
C420=43F YVARMUEBE CHZRAYAIYLRY 
は 発育 で きた 。 し た が っ て burley 区 と お ける 本 昆虫 の 
高い 死亡 率 は ニコ チン の 書 性 の みか ら は 説明 で き な い 。 
お そら く burley 中 に は 他 の 誕 用 拘 買お が あっ て , それ が 
ニコ チン の 奏 性 を 強め る の で あろ う 。 ニコ チン 含量 の 少 
な い Turkish 及び Maryland で も 羽化 する 成 束 が 小形 
と な る か ら , ニコ チン 以外 の 作用 物質 が 含ま れ て に る と 
考え られ る 。 以上 か ら タ バ コ シ バン ムシ の 食物 と し て の 
タバ コ の 適 舎 は 1) ニコチン の 含有 量 , 2) 栄養 成分 お 
よび 3) ニコチン の 毒性 を 強め る 物質 に よっ て いる と BK 
論 さ れる 。 (農工 大 農 一瀬 太良 ) 


ZO (A) 場 集団 に お ける = メカ イチ ュ ウ 
LED he 


A ae 


和歌 山県 農 


害 下 の 分 布 を 取り 上 げ る と き , そこ に 害虫 が いる か い 
な いか が 問題 と な る と 同時 た に どれ だ けい る か , また は ど 
の よう に 分 布 し て いる か の 量 や 分 布 型 の 問題 を 等 半 に 付 
すご と が で き な い 。 一 つの ほ場 内 に お ける 和 害虫 の 分 布 様 
相 に つい て は , ニカ メイ チュ ウツ の 場合 , 農林省 農 業 技術 
研究 所 ・ 静 岡 農 試 (ニカ メイ チュ ウ 防 除 成績 書 (1951, 
EDF) CLS) FHS (1951 a. b), 河野 ら (1952, 
1953, 1958) 初め 多く の 人 々 に よっ て 詳し く 研 究 さ れ て 
いる が , 単 一 作物 が 大 面積 たら 半ば は 人為 的 に 栽 憎 され て い 
る ほ場 集団 を 対象 と し た も の は , KHOBRCHF of 
他 の 作物 の 害虫 た つい て も ほとん ど 見 当たら な い 。 し か 
し われ われ は 多く の 病害 忠 に つい て その 量 抱 分 布 は 決し 
EO <, REAM, FICK OD, BML 
り 被害 の 著しく 高い 場所 が 存在 する こと を 経験 的 に 知っ 
て いる 。 こ れ ら の 場所 が か な り 定 常 的 に 存在 する と き , 
われ われ は これ を 常習 発生 地 と か , 行政 打 に は 要 防 除 地 
RICE LMS. COLAGYMOFHILZ OAL AYS? 
Favs (22) 縮 病 た つい て は よ ぐ 見 か ける が , ニカ メイ チ 
OC まあ まり 9 問題 され ん だ こと が な 
us 

著者 ら は 発生 予察 事業 の 特殊 調査 と し て , ニカ メイ チ 
= ウツ の 第 1 化 期 た 集団 防除 を 行 な を ば 策 2 化 期 は どう な 
る か の テー マ の 下 に 広範 な ほ場 群 を 調査 する 過程 に お い 
て , 通常 の 防除 を 行なっ て 毎年 第 2 化 期 に は 被害 の 多 
い , いわ ゆる 常習 発生 地 と 見 られ る 場所 の 存在 する こと 
を 確か め た の で , ここ に 報告 する 。 

な お この 研究 は 著者 ちの み の 力 た よっ て な し を た る も の 
で な く , 著者 の 所 属す る 研究 室 の 各位 お よび 病害 虫 予察 
員 の 共同 の 努力 と よる も の で ある 。 ま た 現 植物 防疫 課 ] 
石倉 秀次 博士 に は 4 年 間 を 通じ 懇切 な る ご 指導 を いた だ 
いた 。 更 に 農業 技術 研究 所 深谷 昌 次 博士 と は ご 指導 と ご 
校 闘 の 労 を 賜 わ っ た 。 こ こと に 明記 し 厚く お 祉 申 し 上 げ る 。 


oa eee ie te 
(1) 1957~1958 年 の 調査 (局所 調査 ) 
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Haas Shen KRARAMOT RSs POE LOE 
径 300m の 円 周 内 (4528 ha) 水 田 を 平板 測量 し この 地図 
上 で 25 x25m 方 眼 に 区 分 し た 各 交 点 を 調査 点 ど し た 8 

1 調査 点 か ら は 50 株 を 系 統 抽出 し た が , 抽出 方 法 は 河 
BF (1958), 高木 ら (1957) の 報告 を も と と し て , EB 
植 で は 横 4 株 ご と に 5 条 , 縦 3 株 ご と に 10 株 , 並木 植 の | 
場合 は 横 3 条 ご と に 5 SR, HES HS LIC1OHDE 600 HE 
中 か ら 50 株 を 抽出 し た 。 i} 

調査 時 期 は 第 1 (ESE C7 月 中 旬 ), 第 1 ER 
期 (8 月 中 旬 ), 策 2 化 期 幼虫 分 散 後 (10 月 上 旬 ) の 3 a, | 
調査 項目 は 被害 株 数 , 茎 数 お ょ よび 生死 下 数 (た だ し 被害 
30% 4) と し た 。 | 
(2) 1959 年 の 調査 ( 広 地域 調査 ) 
和歌 山県 日 高 郡 日 高川 下流 平野 の 内 西岸 1500ha D7) 
田地 帯 を 調査 地 に 選ん だ 。 i 


調査 地点 は 建設 省 地理 調査 所 作製 の 10,000 分 の 1 Ze 
写真 上 で これ を lcm?(100x100m) の 方 眼 に た 区 分 7 & 
交点 の 筆 を 調査 点 と し た 。 ; 
1 調 頂 点 か ら の 株 の 抽出 方 法 お ょ び 調 査 時 期 は 前 項 (0 
局所 調査 と 同一 で ある が , 調査 項目 は 被害 株 数 の み と 1 理 
た 。 j 
(3) 1960 年 の 調査 | 
1959 年 の 調査 で 多発 部 と 少 発 部 の 境界 と 目 さ れ た 内 碑 | 
WEAZROR, 者 木 地帯 および 湯川 季 区 大 字 下 富安 , Be 
田地 区 大 字 北 吉田 , 矢田 地区 大 字 鐘 券 地 帯 な ど に お いで 
1959 年 と 同様 の 方 法 で 調査 し た 。 i 
この ほか , 紀の川 下流 水田 地帯 の 和歌 山 市 紀伊 地区 wT 
BWC, 農家 の 申告 に ょ る 多発 地 2 カ所 , 少 発 地 2 APP 
ARO, 各 箇 所 より 20 筆 を ラン ダム 抽出 し て 調査 し た 。 
HUE, 調査 陸 期 お ょ び 調 査 項目 は (1 局所 調査 の 勘 | 
合 と 同じ で ある 。 i 
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€1) 1957~19584F (局所 調査 ) の 調査 結果 
田植 は 6 月 14~15 日 を 中 心 と し て 前 後 2~3 BOIS 
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第 1 図 1957~8 年 局所 調査 の ニカ メイ チュ ウ ツ 幼虫 数 の 分 布 図 
太線 に よる 区 切り は 道路 , 鉄道 線路 ; 水路 な ど に よる 地形 区 分 を 示し , 1~7 は 区 分 し た 場所 の 番号 
単位 AAs, 小黒 丸 は 生 幼 虫 10 頭 , 大 黒丸 は 同 50 頭 , 黒 四 角 は 200 頭 以 上 を 示す 。 
予察 灯 は 図 の 中 心 と 点灯 す 。 1 区 と 4 区 の 間 の 空白 は 山林 4) 各 調 査 地 点 の 間隔 は 25 x25m 
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行なわ れ , 品種 は 早稲 702%, 中 稲 25%, WAMO Ele 5 7 
CRIBANTS. HHAAF 2 VL 1b 
期 が 6 月 25 日 前 後 , 第 2 化 期 が 8 月 5 半 旬 で , 第 1 化 期 
に パラ チオ ン 乳 剤 が 2 回 (7 月 上 旬 と 中 旬 ), 第 2 化 期 に 
ウン カ 防 除 を 主体 と し て DDT 乳剤 (大 部 分 ) また は B 
HC 粉剤 (1 部 分 ) が 散布 され て いる 。 

策 1 図 の 太線 区 分 は 道路 ・ 鉄 道 線路 お よび 水路 な ど で 
地形 区 分 し た も の で ある が , 1~7 に 区 分 し た 場所 間 で 


第 5 巻 LS 
第 1 化 期 薬 唱 散布 前 に お ける 幼虫 審 度 は 3 WB 
(1959 年 は 調査 点数 が 少な く 精 度 は 劣る が ) 5 ~6 区 は 
明らか に 少な い が , 最多 ・ 最 少 の 区 間 差 も せい ぜ い 2 へ すず 
倍 程度 で ある (第 1 図 , 第 1 表 )。 8 月 中 旬 す な わ ち 1 他 
期末 期 の 調査 で は 2 回 に わた る 薬剤 散布 と 7 月 下旬 ~8| 
月 上 旬 の 環境 抵抗 用 よび 薬剤 散布 後 の 後期 発 滞 の 加わ っ 
た の も ちの 状況 が そこ に 現われ て いる 。 こ の 時 期 に は 4 図 
の みみ 例外 な く 密 度 が 高い が ,; 他 の 区 は 年 に ょ より 不 同 で , — 
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は 栽培 順 行 や 防除 法 に 著 し い 差 や 特徴 は 認め られ な い 。 定 の 傾向 は 認め られ な い 。 し か し 第 2 化 期 幼虫 分 滴 後 と 
第 1 表 局所 的 場所 に お ける 幼虫 数 の 時 期 ・ 年 度 別 推 和 
年 地形 別 7 A A 7 Fash A SAS 8 月 中 旬 1 (ei 10 月 上 旬 2 1 HS oe 
E IX 4| N X DIY x 255 tN, x 25% N Xx 28% 
it~ 2) °83)) 36.8 6.0 83 | 9.1 3.0 S31 . 6.4 | 2.6 51 9.2 4.0 
oy 3 ANN | YOO |) aaa 44 | 22.8 10.5 44 Poy) hel 26 96.4 34.4 
4 AWE || aah |) DS} 47 1S) SLO) 47 9.9 5.9) 29 120.0 | 54.5 
Ein 
ie 56 A40i)) 1923 4.2 40 8.6 Sell 40 Sa 2.0 23 Tot 7.08 
年 of of || 38. | WOES of || IG Gad 36 De B Doe 24 17.8 7.8 
4 f&| 251 | 38.7 | 3.8 251 13.3 2s) 250 5.8 0.8 153 46.1 14.8 
_|1~2| 79) 49.0 9.7 79| 18.8 5.9 81 |) “126 “ee sre 81 5.7 | 2.7m 
a 3 44 | 67.6 Alto 44) 15.1 13.0 44 Tes YA Al 11059) | 2950 
a 4) 47) 41.8 | 10.9 47 9) 0.9 47 Gee. We sal 45 IPE 34.1 
Kn [oie206| Al | 20.0 Us® Al 4.4 36 40 0.4 0.4 39 Mas toe 
年 7 | S06 Wiles} BH \) the 6.7 37 13 1.0 ont Wa? 5a3 
& {8 248 44.8 6.1 | 243 | LO Eas melee ed Ney 243 OES 10.3 
ili ~2)| Bio \ses.o2 za (Ou 3 | Ae 10) eee 10 10.9] 8.1 
a She 10] 6821) 41. 4" N10) 942.7 |" 18.37 10 10.8) ane 104029.) 2585 
7 4 10) 45.6 3850 TOM OD Wey) a) Sm | Ob7 10 123.5) \.200en 
ea 5—~6 10 | 34.0 20.6 | HOR 2253 17.0 | 10 0 | = 10 Be 2a 
年 iG 10 | 56.7 40.9 LOW SS Wath |) i) 1.4 | 90.5 10 29.4 23.19 
4& tl 50] 52.9 14.9 | 50| 26.6 | 11.0 | 80) RO 50 | 37.9] 32.9% 
GH) N mame, F awe HRCH), 297 BIS MM, SORBLDEMCRS 
Pe. ee な る と 常に 4 区 が 異常 
‘ Ae Ee ole に 多く , 次 いで 3 区 
eee. 0.98 Seco 8 ess acce ee "eeeege た は 3 区 と 小道 を は き 
8888S e22990 SSSISSSS Se ea a a hoe 
ane en SS “assesses © See og ん で 相 隣 接する 7 Beas 
S6888 oo sess 9388 SS" 多く , 1 へ 2 お よび 5 
Spee doSeeese | OBS OS 。 9 
nn are Maas 
0 So ae Siena OF Coes a Io 
BOSSI 9 88 Bec, S| Seager goa Bh 
e888 A ete sopnonsens eee °° 8 
eet BGG0B0889859 O00 OGOO OO eee な お 1958 年 に は 4 区 
$638 oe cogs CII Bd SoHE Bo °° 8 
“Cd odd 003 COR Id Bo ea 8 の み 薬 剤 散布 の ホキ 分 
000 OO 
ee acho Se a oe Se FULT 3 OM 
_O 089 00,8 fo) 088 90 Cs 00002 
335s sis. 2 sts 908089809 © 布 を 実施 させ て いる 
ee °° eae: 0 8 
egege © 90 00000000 88 RN “8d000 が , 1 化 期末 期 に は 7 
sete BS 08Sd doo8 888888 888° a 
sie meaner Ha) IR FBO 
OOO . 
- 00.09 oe 状況 た 比べ 幼虫 数 は が 
1e) 


(0 Saye alas ae 


第 2 図 1959 年 広 地域 調査 の 地形 別 区 分 図 
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第 3 図 1959 年 広 地 域 調査 の ニ = カメ イチ ュ ウ 被害 株 数 の 分 布 (1) 


(2%) (1) 太線 に よる 区 分 は 旧 町 村 別 細線 に よる 区 分 は 太字 別 境界 を 示す 
(2 各 調 査 地点 の 間隔 は 100 x100m (1 ha) 
(3) 単位 は に ずれ る 50 株 あたり 株 数 > し た が っ て 2 倍 し た も の が 株 率 と な る 
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第 3 図 1959 年 広 地域 調査 の ニカ メイ チュ ウツ 被害 株 数 の 分 布 (2) 


(2) 1959 年 ( 広 地域 調査 ) の 調査 結果 


1957~8 年 の 調査 の 結果 認 あ ゅ られ た 策 2 化 期 の 塊状 集 
中 化し た 多発 地 が , も っ と 広い 場所 を 対象 と し て 見 た 場 
合 ど うな っ て いる か を 知る た め 調 査 し た も の で ある 。 地 
形 区 分 は 策 2 図 , 行政 区 分 は 策 3 図 で その 1~3) た 示し 
た と お ぉ おり で ある 。 RIHEALH 2 図 に 示し た 早期 栽培 辞 
( 約 80ha 田 植 期 5 月 15~20 日 ) を 除き 大 差 な く , 薬剤 散布 
H1~5 oC#1, 7 


は いずれ も ホリ ドー ル 乳 剤 で 7 
月 15~20 日 に 策 2 回 の 表 布 が 行なわ れ て い 
る (た だ し 矢田 大 字 入 野 と 若 野 は 夏 枢 病害 
虫 防除 作業 の 都合 か ら 約 1 週間 遅延 し た )。 

策 1 化 期 被 填 盛 期 の 調査 で は 策 3 図 (その 
1) に 示し た と お り , 前 項 の 局所 調査 で は 
不 め いり ょ う で あっ た 場所 間 差 が 数 百 ha 
と いう 大 き な 場 を 単位 と し て 認め られ , 行 
政 区 分 より も 地形 区 分 に 適合 し て , APH 
や 谷間 , 丘陵 地 に 多く , 平坦 地 に 少な い 傾 
向 が 明らか に 認め られ た 。 平均 被害 株 率 は 
22.76 2 で あっ た が , 大 字 間 で は 6 ~ 9 fe 
の 密度 差 が 認め られ る (第 4 図 )。 

1 化 期末 期 (第 3 図 そ を の 2) に は 被害 株 
CORE) の 出現 率 は ほぼ 10 分 の 1 に 低下 
する 。 し か し これ を 7 月 中 旬 と 対比 する と 
ほとん と ど 例 外 な く 7 月 中 旬 に 多かっ た と こ 
ろ は 8 月 中 旬 も 多く , AGFA YO 2AM 
布 で は 容易 に 7 AP ORES te CPE 


CED SOE EFL CVA. 


LOA 


(Qtim+) [Sa 


10 月 上 知 の 第 2 ASS eh UCR 8 A HATE 
Dit» RU A LER, FER, 
な ど が 相 変 ら ず 被害 が 多く 
an Ue 


AeA, AB 


1 化 期末 期 の 密度 差 が 相当 


し て いる こと が うか が える る が , 半 面 , 鑑 巻 あ る 軸 


は 吉原 の ょ うに 1 化 期 末期 は 決し て 多く な い に も か が 者 
ら ず 2 化 期 に 著しく 多い と ころ も あり , 第 3 図 そ の 3 


図 の 分 布 図 か ら 見 る とき は ,1 化 期末 期 の 密度 る 
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第 4 図 広 


地域 調査 に お ける 行政 区 分 別 被 害 株 率 の 推移 (1959) 


1961 年 6 月 


SHo LIM RIAA EL WRF BRS 
ie & HES 4 — MO Whhts LOMA—HE, SO 
its と 続く 地帯 に 多発 地 が 存在 する と 考え られ , これ は 
也 備 的 に 一 般 農 察 か ら 聞 き 取 っ た “どん な に 防除 し て も 
B 2 化 期 に は 毎年 被害 未 多い” と いう 地帯 と 合致 し て い 
Do な お 1957~8 年 調査 の 4 区 は 萩原 一 鐘 巻 と 続く 多発 
較 の 東端 を 調べ て いた に すぎ な いと 考え られ る 。 

3) 1960 年 の 調査 結果 

1957~9 年 の 局所 および 広 地域 調査 の 結果 か ら 第 2 化 
骨 に は 異常 に 多発 生 す る 場所 が 存在 する こと が 明らか と 
っ た の で , この よう な 場所 は 年 次 に か か わり な く 存 在 
FADD, また 他 の 地方 で も この 種 の 例 が 存在 する か 
確か め る た め 行 な っ た も の で ある 。 
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(1955) が 指摘 し て いる よう に 2 化 期 記 は 相当 な 被害 を 受 
ける べき と ころ が 1 化 期 の 防除 に ょ り 少 発生 に と とどまっ 
て いる 場合 も ある か も 知れ な い 。 し か し 今日 で は 無 散 布 
の 条件 下 に お ける 比較 は 求め あう べく も な い 状 況 に ある の 
で , ここ で 報告 する の は 第 1 化 期 た 慣行 的 に パラ チオ ン 
の 2 回 表 布 が 行なわ れる よう な と ころ で の 実態 と いう こ 
LS. 

1957 FC fF Rw Us EF D2EFE 300 m と いう 比較 的 
小さ い 場 所 に お いて 調べ た 結果 , 地形 で 区 分 され る 部 分 
的 な 場所 (第 1 図 ) すなわち 4 区 お よび 3 区 で 第 2 化 期 
の 異常 な 集中 的 塊状 の 被害 部 分 を 生ずる 事実 を 認め た の 
で , 1958~9 年 の 両 年 に わた っ て これ を 調査 し た 結果 , 
こと これら の 場所 は 年 に よっ て も 変ら な いこ と を 確か め た 。 
更に 1959 年 に は 1957 へ 8 年 の 調査 地 を 含む な 
も っ と 広い 場所 (1500ha) を 対象 と し て 調 
べ , 一 才 の 祖 隣接 する 地帯 に 集中 塊状 化し 
た 多発 部 の 存在 する こと を 確か め , これ ら 
が 上 農 察 の いう 2 (CAS HH LGM So 
と を 知っ た 。 ま た 局所 調査 の 結果 明らか と 


な っ た 例年 の 多発 部 4 区 は 萩原 一 北 吉 田 一 


穫 巻 と 続く 常習 多発 地 の 東 端 に あたる こと 


が 明らか に され た 。 


HSM 多発 地 と 少 発 地 を 区 別 じ し た 場合 の 被害 株 率 の 推移 (1960) 


第 5 図 に 示し た と お ポ おり い ずれ の 場所 に お いて もせ も 第 2 化 
取 こ は 少 発 地 あ る い は 多発 務 と 見 られ た 場所 間 で 有意 な 
が 訳 め ら れ た 。 ま た 上 農家 お よび 普及 員 の 申告 を も と と 
自 て 行なっ た 紀の川 平野 の 紀伊 に お ける 調査 で は , DH 
組 と 多発 地 と の 間 で は 被害 株 率 で 6.5 倍 , 被害 茎 数 で は 前 
の 50 株 あたり 18.4・16.6 茎 に 対し 後者 の 269.8・284.0 
すなわち 倍率 に し て 15~17 倍 と いう 大 差 が 示さ れ 
a 多発 地 と し て 一 般 が 識別 し うる よう な 所 は 実際 に 調 
て みる と 一 きわ 高い 多発 地 で ある と いう こと に ある 。 
また 1980 年 の 内 原 た に お いて は 1 化 期末 期 に 少 発 地 の 方 
SPR PRE, 被害 世 数 ある い は 幼虫 数 の いずれ る も 多発 地 
放り 多かっ た が , 第 2 化 期 た に は 多発 地 の 方 が 有意 に 多く 
っ て お り , 場所 に 働く な ん ら か の 強い 要因 の ある こと 
『 示 吹 し て いる 。 


考 x 


和歌 山県 下 で は 1953 年 以来 パラ チオ ン 乳 剤 の 策 1 化 期 
団 防除 が 行なわ れ , 主 水田 地帯 で は 7 月 上 旬 と 中 旬 の 
回 こと わた っ て 散布 する の が 慣行 と な っ て いる 。 本 調査 
に の よう な 防除 慣行 が で き て か ら 5 年 後 の 1957 年 か ら 
誕 さ れ た も の で ある 。 し た が っ て 滝口 お よび 末永 ら 


1960 年 の 調査 で も 1959 年 の 多発 地 は 年 に 
よっ て 変ら な いこ と を 確か め あ た 。 更 に この 種 例 が 他 の 地 
方 で も 存在 する か どう か を 知る た め 紀 の 川下 流 平 野 の 紀 
伊 地 区 で 農家 の 申告 を も と と し て 調査 を し た が , BRO 
申告 に と ょ る 場合 は 調査 の 結果 判明 する ょ うな いわ ゆる 多 
発 部 分 を は る か に 上 まわ る 被害 地 で ある こ と が わか っ 
Teo 

この よう な 集中 塊状 部 分 と 品種 の 関係 を 1958 年 の 資料 
か ら 検 討 し た 結果 は 第 2 表 の と お り で ある 。 

こと の 表 の 示す と ころ は , すでに 個体 生態 学 的 研究 の 結 
果 か ら 多 く の 人 々 が 報告 し て いる 品種 と メイ チュ ウ の 関 
係 其 上 に 場所 間 の 差 の 著しい こと を 示し て お り , 場所 に 
働く な ん ら か の 要因 の 存在 し て いる こと を 示 吹 し て い 
る 。 

また 1960 年 は 和歌 山県 下 で は ニカ メイ チュ ウ の 部 分 打 
多発 年 で あっ た が , 幸 か 不幸 か 供 米 補正 の 対象 と し て = 
カメ イチ ュ ウ の 被害 が 問題 と な り , 異常 多発 地 が 浮き 彫 
りさ れ て 来 た 。 筆者 あら は これ ら の 申告 され た 地帯 を 視察 
L, いずれ も この 年 の み 異 常 発生 し た も の で は な く , 紀 
PICK SAH (第 5 図 ) と 同様 ある 一 定 の 場所 が 毎年 
他 に 比べ て 被害 多く , た また ま 1960 年 は 異常 に 被害 が 
多かっ た た め 問 題 と な っ た に すぎ な いこ と を 確か め た 。 
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BQH 2 化 期 幼虫 分 散 後 じ お ける 被害 茎 数 と 品種 ・ 場 所 の 関係 (1958 矢田 ) 


BSB 第 2 号 


4 
at (平均 | 


Beal, fe ls mw 38. A 5 EE 

og pee (tye siz | 筆 数 | 被害 茎 | 筆 数 | 被害 茎 | 筆 数 ESE | 筆 数 eT | 筆 数 被害 茎 SEL | e) FER asia 

4 i: | し | | 

93.1 0 I OS EON DO ND 

ays Bile BO, abel dsc Me OO RU 2 (21.5 |, <9 6 c= Vee teedee 
東山 36 2/ 0.0; —|° 一 |「 一 = QE | | 2°| 90.5 | Gs 09a 
ee |) a | 1 1 90200 1 | 28:0.) 22%) 26:5) Sena Ges 
mee 29) W234) TE OE 164.8) @2.) 14.0 = —| — <= | Pal ee 
Nee 22 2 CE 2) 9.0 | == | — |) Sees 
金 南 風 O01 = ee GSS 0 = 2 ESO EO 5 iO ger 
SY | =| 14-0807" os 20.0 
4+(32#y) | 30| 15.0] 14| 14.6] 18 | 191.5) 22) 290.4, 7] 18.5] 3 17.8) 18 | 54.8 | 107 | 109. 
(2E) 被害 茎 は 50 株 あたり 被害 茎 数 の 筆 平 均 を 示す 


深谷 (私 信 に ょ る ) は 第 1 化 期 発 剛 量 と 前 年 2 化 期 発 
MUO RD, わずか 6km し か 隔て て いな い 隣 接 
し た 場所 間 で も 相関 々 係 が 異な る こと か ら ニ カメ イチ ェ 
ウツ の 発生 に は 小さ な 地域 的 農業 条件 が 関与 し て いる こと 
を 示唆 し , 右 倉 (1954) は 80ha UP TEAM ee SB BE 
REL, 誘 殺 峨 数 は 場所 に ょ り 相 当 差 の ある こと を 指 
摘 し て いる 。 し か し いずれ も に ほ場 の 分 布 実態 を 調査 し た 
も の で な いた め , この 間 の 状況 が 明らか で な い が , 少な 
く と も 小 地 域 間 で 密度 に 相当 の 差 が ある こと は うか が を 
る と 思う 。 ま た 全国 指導 農協 連 編 (1953) の 多く の 県 に 
お ける 報告 は 調査 場所 (町 村 , 大 字 な ど ) に よ ょ っ て ホリ 
ドー ル 散 布 に 関係 な く , 著しい 密 慶 差 の ある こと を 示し 
OR 

以上 の こと か ら ニカ メイ チュ ウ の 自然 集団 (natural 
population) £4 Abn A—DMMAICI 5 DAR 
人造 は 決し て 機会 的 た 決定 され る も の で は な く , ある 特 
定 の 場所 (数 十 ~ 数 百 ほ 場 ) に 集中 塊状 化し た 多発 部 が 
存在 し , か つこ と これ ら の 中 に は 年 に よ ょ っ て 変る も の も あろ 
う が , 高い 確率 の も と に 年 に ょ っ て 変ら な いい ね わ ゆ る 常 
習 発 生地 ある い は 2 化 期 要 防 除 地帯 と 見 られ る 場所 の 存 
在 吾 る こと が 明らか に され た 8 

お そら く こ の よう な 例 は 本 県 の み に 見 られ る 特殊 の 例 
外 で は な く , 原因 は 多々 ある に し て る も , 全国 各地 に 見 ら 
れる も の と 思 推 され る 。 将 来 こ の よう な 現象 の ょ っ て お 
こる 原因 が 解析 され る と と る も に 各地 で この 種 の 実例 が 数 
多く 発見 され る こと を 期待 する 。 


fifi 要 
は ほ場 群 を 対象 と し て みた 場合 の ニカ メイ チュ ッ 被 害 の 


分 布 実態 を 知る た め , 1957 へ 8 年 IL PRS BEF 
る 半径 300m の 円 周 内 水田 , 1959 年 に は 和歌 山県 目 高 中 
下流 平野 1500ha, 1960 年 に は 紀の川 下流 紀伊 地区 た お 
て , 三 功 メイ チュ ウツ 第 1 化 期 被害 盛 期 (7 月 中 知 ), 策 
化 期末 期 (8 月 中 旬 ) お よび 第 2 (th DRE (10K 
HV) の 被害 株 , 被害 茎 ま た は 幼虫 数 を 調査 し た 8 | 
1) 策 1 化 期 被害 感 期 に お いて は 策 2 化 期 の 場合 ほど 考 
所 間 に お ける 密度 差 は 著しく な い が , TRV He IRR 
し て 見 る と き は 数 百 ha と いう 大 き な 場 所 を 単位 どど で 
被害 株 率 で 6~9 倍 の 客 度 差 が 認め られ た 1959 年 の 調 
査 で は 概して 平坦 広 達 地 に 少な く , 傾 倖 地 な ど 地 形 の 複 
雑 な と ころ に 多い 。 { 
2) 第 1 化 期末 期 た お いて は パラ チオ ン 剤 の 散布 と 環境 
抵抗 に より 著しく 密度 は 低下 する が , パラ チオ ン の 2 回 
散布 も 第 1 化 期 被 逢 盛 期 の 密度 差 を 破壊 する ほど 強力 選 
働か な い 場 合 が 多い 。 i 
3) 第 2 化 期 に お いて は 必ず し る も 第 1 化 期末 期 の 密度 開 
が その まま 再現 さき されない で, この 時 期 独 特 の 分 布 が 見 
れ , 毎年 定まっ た 場所 に 集中 塊状 化し た 分 布 が 示さ れ た 8 
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Summary 


This investigation was conducted to know the 


istribution structure of rice stem borer larvae as 


ell as the injury in the area which is divided into 
several parts that the administrative (such as district, 
za or village, town, and city etc.) or geographical 
Hivisions were considered as the units of their eco- 
iogical fields. In 1957 and 1958, the paddy field hav- 


ng a radius of 300 metres with a forecasting light- 


‘(rap in its center, at the Yata-district; in 1959, the 
ower plain (1500 ha) along the Hidaka 
Hidaka Gun, Wakayama Prefecture; in 1960, the 


lower plain of the Kinokawa-River in Kii-district, 


River, 


Wakayama-City were respectively singled out for this 
investigation. 

The numbers of the infested plants and stems and 
the larvae found in them were counted at the 
utmost-infested of the first brood (the middle of 
July), at the end period of the first brood (the middle 
of August) and after the larvae of the second brood 
were all scattered away (the middle of October), 
respectively. 

The results obtained in this invetigation can be 
summarized as follows: 

1. In the case of the utmost-infested period, the 
intensity of injury differs by location though it was 


not so remarkable as in the case of the second brood. 


Study on the Distribution Structure of Rice Stem Borer (Chilo 
suppressalis WALKER) Larvae and the Injury 


, By Junji KopAYAsHI and Hiroshi HIRAMATU 
. (Wakayama A gricaltural Experiment Station, Ota Wakayama Pref.) 


Especially in the case of the larger area as much as 
1500 ha, the percentage of infested plant in one 
district was found to be six to nine times as much 
In the case of 1959, the 


percentages of infested plant in the plain districts 


as the one of another. 


were smaller than the sloped districts. 

2. In the case of the end period of the first brood, 
the infested stem or larvae density was observed 
to be remarkably lowered by the environmental 
resistances. But also in this period high densities 
were equally found in the districts where an abundant 
population density was observed in the previous 
period, and in most of the districts, the popula- 
tion densities were not decreased equally by effects 
of parathion. 

3. In the case of the second brood, the differences of 
densities between the districts were not always 
corresponded with the first. And the aggregated 
distribution was found peculiarly in district location. 
This tendency of aggregation in this period was far 
more remarkable than in the first brood period and 
the number of infested stems reached ten times as 
much as in the first brood period. And the locations 
where high injuries observed were constantly the 


same place all through this four years investigation. 


母 峨 混和 機 利 用 に よる 1 FLO AMO 
微粒 子 病 雌 分 布 の 一 様 性 の 検定 


大 島 


格 


東京 都 世 田谷 区 古町 59 番 地 


I if a 


EULA ERR CIR < ICSE EEN CR 
な り 試 料 の 抽出 法 を 一 悦 厳 重 に し な けれ ば な ら な いこ と 
は 自明 の 理 で ある が , すでに 本 誌 4 巻 4 号 で 述べ た よう 
に , 秦 種 の 微粒 子 病 特に 生 種 即時 浸 酸 種 の 微粒 子 病 の 場 
PCR LENE L CHE LIMO IER 6 EM 
比 す る と , WHOM MENS RT LET SC EMD 
る か ら , 検査 試料 抽出 法 を いか に 厳重 に し な けれ ば な ら 
な いか が 一 層 よ ょ く 了 了解 され る で あろ う 。 これ に 人 反し, 
各種 工業 が 長 足 の 発展 を 遂げ た わが 国 の 現状 で は 褒 種 製 
造 業者 は 実務 者 獲得 難 に 陥り , 多数 の 試料 を 丁寧 に 検査 
する こと が 困難 と な っ た た めか を っ て 検査 峨 数 を で きる 
だ け 少 な くし な けれ ば な ら な い 符 状 に 陥っ て いる 。 こ の 
火 急 の 要望 に 答 を る た め 著 者 は 微粒 子 病 上 戦 の 早期 発 湯 の 
特性 を 利用 し て 検査 法 の 画 期 移 合理 的 経済 化 を 図る 予定 
で ある が , CO-KRL LTC LALO OSERAMORH 
を どこ か ら で せ 簡単 に 1 カ所 か ら 所 要 数 だ け 抜 き 取 りさ 
ATMELV EL 5 7 RGRAR AVE L CO ORR SA 
HORI SCHRLE. COCR AV HITE bHH 


CHES THIT ALT FAO DLE — Lic, ROR 。 


目的 が 達せ られ た こと を 説明 する た め の 試 験 結果 を 発表 
する も の で ある 。 
To gm b D 

PUT a EAC lt S LILO 1 産卵 台紙 の 母 
HBUVL200~60IK LOO LCHSAB6, LOOK R 
Wea e Bll CEG Lk b AME bh SZDeRER 
する た め に は も sIF D600 L 200K FAV te. 微粒 子 病 
REL CLI Y FIC L CHMRMATED CHALE L 
Ho CLUCARTFSEXLOLELMDICLTMBORR 
に 入れ た 。 本 誌 4 巻 4 号 に 述べ た ょ うに 1 So wir 
相当 に 分 散 し て いる か ら , 一 番 散 ら ば り に くい と 思わ れ 
る 中 央 に ひと まとめ に 入れ た 病 星 が 一 様 に 分 散 す る よう 
に な っ た 回 転 時 間 で 回 転 す れ ば 実用 の 際 に は な お ぉ お 一層 分 


(1961 年 2 月 1 日 受 領 ) 
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散 が 一 様 に と な る で あろ うこ と は 疑い な いで あろ う 。 
試料 を 抜き 取る に は 一 人 が 眼 を 閉じ て 他 の 一 人 が 前 着 
の 手首 を つか ん で 目的 の 場所 か ら 試 料 を 抜き 取る よう 
し た 。 試 験 は どこ か ら で る も 1 回 に 試料 数 だ け 抜 き 取 れ ( 翌 
足り る よう に な る まで の 賊 の 所 要 回 転 時 間 を 求め ある こと 
が 主 目的 で ある が , EPA AIAONRICONTH 
央 か ら 周囲 へ の 散ら ば り 状 態 と 散ら ば り 速 度 を 知る だ 
め , Hee FF ADSECHDGKObSD bhHERMOME 
DHE DBS MLS MMIC CK AC FP CEL CHI CH 
が 3 層 前 後に 重なる よう に し , 中 央 1 ABA STR 
を 抜き 取る 場合 を A と し , CHEER CH DRER 
体 4 等 分 し た 中 央 の 周囲 の 位置 か ら 1 ABT OR 4 ABE 
か ら 所 要 試 料 数 の 4 分 の 1 PORE Roe BEL 
て 一 様 性 の 検定 を 行なっ た 。 幅 の 重なり 状態 を 大 体 3 He 
前 後に と し た 理由 は 重なり が 厚い と 峨 は いつ も 上 層 だ け 区 | 
抜き 取っ た だ け で 足り , KOMILS< HXRON SRS 
が な く な る か ら で あ る 。 中 央 部 か ら 抜 き 取 る 場合 は 特 waT 
そう な る か ら で あ る 。 そ れ ゆ を 人 和 盆 は 初め か ら 試 験 に 適 3 
る 大 き さ の も の を 選 ん だ 。 こ と の よう な 試験 を 予め 行 な 苦 
て お け ば 初め か ら 無 作為 試料 抜 取 試 験 だ け で 一 様 隆 の 模 
定 を 行なう より 資料 が 一 様 に 分 布 し た か どう か が 一 局 奉 
理 的 に 調べ られ , HAR CH OMY FF ACANTCHER 
LRODOMRIC RL Thy 6 AR/ERIC 1 回 に 所 要 試 料 を 拉 
き 取 っ た 場合 の 一 様 隆 が か な り ょ よく 偶然 で な いこ と が 挫 
し 測 ら れる か ら で あ る 。 た だ し ドラ ム の 回 転 は も ITS 
中 速度 で 行 な NEG 

本 報告 は も っ ぱら 窒 種 製造 業者 を 盛 発する た め に 草 ず 
る の で ある か ら , 4 巻 4 号 の 報告 の ょ うに 数 式 を 用 いる 
こと は 極力 避け る 。 そ を の た め に 病 虐 分 散 の 基礎 的 純 統 評 
学 的 検定 に 関し て は 別に 報告 する こと と じじ, に こ に ご は 半 
と し て 三 項 分 布 と な る か どう か で 検定 する 8 王 項 分 布 中 
な る より 正規 分 布 を する ほう が 走 の 目的 で ある 試料 の 平 
均 値 が 母 集団 の P に 近づき や すい の で ある が , いずれ る も 
皆 非 常に 早く 正規 分 布 と な る か ら 3 例 だ け を つけ 加え で 
お く 。 人 A 法 B 法 に ょ り 1 産卵 台紙 (1 MES) PO RRA 


「『 に た 分布 す る こと を 証明 し た の ち は 坪 最 検 査 法 が 合理 的 
| 生 な われ る よう に な っ た 場合 を 推定 し , その 時 大 体 必 
e し て 十分 で あろ うと 推定 され る 現行 法 よ り 遥 か に 少 

試料 数 を も っ て ヵ 々 rx ヵ >5 の と き は 実測 平均 値 が 
[0s ょ び 223) omc sme d mete 
> も し 前 者 の 外 に 落ち る と き は *% 後者 の 外 に 落ち る 
| は * の 符号 を つけ る こと と し た 。 ま た 元 資 料 が 少な 
| と & き ?>1 な ら ば 期待 値 z 々 お よび nq と 実測 値 3s 
| び K—x と の 比較 に と に ょ る 2 検定 法 な ら び に 友 x2 法 
RAT » A—Y%E), PS1 な ら Porsson 分 布 の 少数 例 と 
| で 検定 し た 。 た だ し ょ ゃ は 1 IMO Hy HI, 2 (L1G 
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SSH OR PO PR, mn (SEER CHS. BHR FIC 
お いて 検査 法 考 慮 に 必要 な 対象 と な る ヵ の 大 き さ は 大 体 
越 年 種 や 冷蔵 浸 酸 種 の 母 虚 な ら 10~52 前 後 ま で , 即時 


“FLIBMLD Bhidite DKK 0.5% まで で ある 。 こ れ は 本 誌 4 


ARI ERNE DIT FY YD PBA 1520 [it?s SOM 
IM, 30% Lic BiE 20K, 107% CS X 100K YL MHA» 
NAV ERIK Te HE CHM TIMES DTH 
易 に 不 合格 が 決定 され る か ら で あ る 。 し か し 本 試験 で は 
本 機 の 性 能 を た めす た め ぁ ヵ の 値 が 3022, 2022 お よび 152 
の 場合 も 1 例 ず つ 加 えた 。 


ae : pe ; 
第 1 表 18 600K, P=0.3, =60 (10%), m=100, ex E m 試験 成績 
Hi 度 測 値 ) 
oh 人 = For as = 9 emery 成績 発表 は 先ず A 法 B 法 
ーー = = —— の 比較 か ら 始 め る 。A と B 
AAO. Ao, A, oe eae Bo 
と が 違え ば 病 星 が まだ 一 様 
| . に 散ら ば ら な い 印 で あり , 
0.15| 0 両者 が 一 様 の 値 を 示す よう 
0 Eh 0 2 ne ‘ 
0.80( & | 2 2) 2( 9 | 4 TRAUL ISO Tt PAS K < 
1.56] S| osil 1 il 0 258 3| 
| 6| i 27° of 3 な っ た 印 と な る 。 そ を し じ て 表 
Bae 4 4 ee 4 ae を 掲げ る た に 先 だ ち 表 中 の 符 
5 8 4 oi 1 
8.17 5 11 8 11 13 8 号 を 次 に 示し て お く 。 
9. 84 8 10 10 14 12 8 B.0. : A.0., BOs: 
10. 92 7 17 16 10 12 8 ee 
| 11. 18| 7 8 8 9 11 (ea att ncaa 
10.59 7 6 10 6 9 13 A,O,, ByO, (hie RR RRIT 
9.30 11 10 9 7 10 8 か けず 直ちに 盆 に あけ て 試 
21 7.59 9 7 12 10 8 5 ate Sk 
: 22 5 5 4 4 dh 4 7 BeRERSIGG. AsOr, 
23 4.09 5 2 3 2 1 1 
24 2.70 5 4.91). At Se 2 \ Sul 4A Al i BO。 は Siz BRA FF 
25 1. 67 4 1 qi | 1 k al ム に あけ た の もち 回 転 せ ず 直 
26 0.96 4 1 2 < : 
27 C5205 4\ oc 0 dD FFAMPbSBITCHA T 
28 0.264 0 0 BERS RABE. 
29 Cle) 12 1 : 
Be ae 0 か よう な 試験 区 を 加え た 
32 0.01 0 の は 上 環 は 盆 に 当たっ た だ け は 
41E か た F ; ria > Smo 
at 99. 97 100 100 100 100 100 100 pad: ee y ue 
a ーー BEV. [do FB OY 
. | x2 27. 269 O09 E08 a 10895200 70 16.925 =. Fe Ea BORE 
Bee) at. 10 / ” / / a た る と gegen 
: xg x た だ 1 回 の 混合 と し て は 
t 3.932 2.000 | 0.339 1.356 0.305 3.017 eieat ea, ae 
me d.f. oo “hk Ir am ei / Tae FET CARS 
こと が 一 番 有 効 ら し いか ら 


備考 を :1 SPOCOMMHS, n: CSM MRRAM, bv: 異質 で は な らい が 等 質 と 認 
め る に は 再 検討 を 要する も の 。 ヵ <0.1 に と の 印 を 付け る 。|_ 


LEM cp に 対す る 期待 値 の 頻度 を 示す 。 


x 
t eee AF 
Fg ARR 


WK 


で ある 。 こ れ ら の 混合 状況 
は ぁゃ の 多い も の か ら 順 に 表 
示す る 。 

第 1 表 な いし 第 9 表 を 
通 覧 する た に, すでに A,O; 


| で 囲ん だ も の 


it 
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第 2 表 148600, p=0.2, «=30 (5%), m=50, 陽光 x HEX お よび BO; AO, お よび 


aH 期 待 値 | 0” 5” 30/ 1/ At Xz や t Dyas Whe 4 
O#A ON = — ——|- 2 e ® Hs 
iF (=A th) | A,0. B,O, A B, A, B, A; B; の が 現われ て いる が HE 
- の も の が 非常 に 多く, A 滞 
0 0.0619) a v | 
| 0. 4642 | , ave 2 : a 7 rr と も に 異質 の も の や A;Oj 
2 1. 6828 } : al 
A 0 R ja 3 8f 4 a 4 i 4 8 2| A は A,Oz, a 
4 6. 6261 0 Sauce 7 ii 7 3 4 HSE Cha Be 
5 8.6140 9 9 8 5 | 10 14 9 11 ~ ne 
=e Seat の も の は ほとん ど 全 部 ご 9 
[6 | B9729| | 4 RR tele 。 BBESENCHS. | 
a 7.6910 7 oP 4 i 3 6 | 10 i) ee ee i 
8 5.5279 8 9 4 9 6 i 3 : SEDI Ds b BOR ALD 
9 | 3.3782 8 6 3 | 
10 1.7735 5\o, 3) | 5 }3 2| 6 ifs i| 8 3}4 At & JAA 4 Apa» Hoe 
11 | 0.8062 6 (al ey ‘a 
en: 3190) 0) 2 iJ 1 1 ee 
13 0.1105 {ios 5 = EVRA ANCA 
14 | 0.0335 | ee 
ils ' 0. 0089 mR | に 当たっ て 般 ら は る = 重 
16 0.0021 | : S3p Z 
Fe | や , 「 か きま ぜ 羽 根 」 と 
18 0. 0002 に 当たっ て 散ら ば る くら 
= SHH 
at 49.9999 | 50 50 | 50 50 | 50 50 | 50 50 CRE RAHI 
| a7 BRE It 75> 7 19s 6-73.00 6.728 ae 700 apCoH ee 
A x2 47.856  1.62711.75 ; i ; : ’ tamed ee 
ike shee 6 I | / I I I I I る 。 こ の ほか 第 3 RDPB 
ig wae 7 | He A, 区 と 策 9 RIO 
ere: “6.31% 0.000 2.502 0.320 0.068 0.583 0.194 0.971 As 区 と 第 9 表 
| =dvi. | co N y Iv I / I I B, 区 と 同 2 分 回 転 Bs 区 ヵ 
853392 148600 i, p=0.15, n=24 (49%), n=100, $7 3e8E x FEM | 
248) os a 値 | #8 度 (2 a ff) 
ie | 0” 0” 5 “507 30” 1’ or 
ieee > paar =e | 
Caps A OB ON EA ODO A Ay SBE A) SOB Ps) Ay Spe A, Bat 
0 | 2.0233) | 7| MM 1 eel 3 1 2 1 Die 3 2 D 
1 560} = oj aif hil 15 he ale 10 his a} 5 3 | 5 9} 10 {10 | 7 Ho oft 2h 
RR BB 23 "21 “<iGa@ Ol, 918 1) oi a9 18 |15 q@ Hore 15 20 
Seiz2s5051 9415 919 918 15 9 e2 94 130 899 “Wop “NpOm Wspne saemmnoy 24 
13.6| 
B20 S008 25) 13 2287) 22 15 9. te to 19 18. 19 [16 19 
5 |14.7179 {11 See Og 120 °15 “Hey 9 
6 8.2247 1 3 9 443 8 See eo ai9 6 0 2 7 9 
2 SN 3 6 7 5 |3 4 5 3 
8 | 1.3996 38 i} 5 js oh OR +4 7 fa}? 2} 
eee Lies aa 
11 0.0261 = i 6,=0.06158 EMARELCOREMP RE 
12 | 0.0050|- ae ae = '21. 6592| 
ig} 0. 0008 x =0. Doe sien SEIT ! 
14 | 0.0001 an cay cpg *P=3.6 
at | 100.0000 | 100 100} 100 100] 100 100] 100 100] 100 100! 100 100! 100 100 
2 ong FE K | Vv 
e x 11.098 52.307 3.912 11.898 7.141 2.75913.273 8.461| 1.981 2.866| 3.659 2.682| 3.184 3.14 
定 Gore 6 I y la I I I I I I! I I I I 


EEK 
nn A f 0.055 6.000] 1.027 1.027] 1.137 0.740) 1.479 1.534 0.164 0.918) 0.167 0.111) 0.110 1.37 
定 oe ou Iv iv I I Iv I! Il I I I! Iv I 
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第 4 表 148600, P=0.1, z=60 (10%), n=50, 日 124 号 


期待 値 | 4 baw. = Ce 測 fi) 
0” } 5 | 15” 30/7 V or a 
(A595) | ae 
Roe AO BOS) 25 BA | A Be A, RAY Bl Ae ER TA, 
0.0898) 1 ) 1) 
Se % | a 1\ | Ol, 
1 1 2.) Gum 4 3) 02 bi) eee) 2k th AES) Bhd BR) ea 
4.2177 8 |,2f13 | 3f at 4 aly 2 he t a }8 a}¢ 3} 5 af 4 i745) 2 
6. 6780 6x He, Fo does Tilia fs lls 5 hg 6 7 ag 
8.3104 op Kk ll whi ee eee 077 ig’ eS aks 6 NE 
8. 4643) 7 Re Hig, Fo 6." Fé. =a SS ho “11 Sees 
7.2551 Meee 15 8.6010) a Bel WIG 1) 7 B46 12 6)" eg 
5. 3406 2 5 | 4 g | TO iLbe 5 EO ule | St | eae 
: ij 36 en. 8 aye dst ils 2) |3) 6 
1.9428 oe a \ alts Vig oe ad, i} 7)i| 1} 9 21546 6 i} 3 3\ 6 4 3} 
0.9812 lage |i ee tle le 0 ol, 1j7 2 ene 
0.4452 1 0 i) 10) 10 
0.1826 | さ 1 0 
0.0681? & 1 10 
0.0232 | 2 14 
0.0073 | 
0.0021 
0.0008 | 
0.0001 | 
50. 0000 | ste ged | bi’ so |) So) 5G |, 50) 50 || bo |) Se} be So lee ee 
2 8.179 3.041| 5.721 8.794 9.103 9.37124.849 4.165 4.391 8.955. 7.531 8.862 6.944 7.637 
di a / I I I I I inte, | PU Wome uo | ow / 
IER GK EK _ RK) 来 来 RK) * 7 RRR ュー 
t 5.882 3.941] 2.765 5.882| 3.118 3.941| 2.176 0.765! 1,941 3.529) 0.588 3.705 0.588 1.588 
d.f. oo I I | y v | / i oe I v NY 
第 5 表 148600, p=0.1, k=30 (5%), n=70, 日 1248 
= io head rh ara Ce ee 
期 待 fi ー ; 
0” | 5 15" 30" VV 2° | 3 
— Ig —— ーー | ーー SS = — 
a tio BOA, Be) AR BN A, NB, [Ag BPM, BoA, OB 
2.9674) | 2liq 6 Hien Moeeeoe 0) tal 2 1 8 TIPS eee 2 
eels Fate 11 hi at 9 10 28}20 i) 12) 6 Utes | 7 sh2 of 134042 sf % sft 10 
ooo ees 12> .16 6 io §-10 «(ie -- 25 . Me 16 5 15° 8.48 
eS 
fee ie i822 20's, 20 194042 ft SS 2 a 
O40 sO BAO KIO.. 4 18-3 “Is hs -“a0"" "Ae 4 
i see 6 TS Gg pe Be 15 1 a ee ee 
Seated alin sees (1 5) . Ssh ita). 5) LR 4 4 | | 
1.2630 i} 2 Teh ap tess et Og teat 5) i} 5 ek i}2 54 
0.4035] 2" if 0}3 
e 
ake 正規 分 布 と し て の 皇 集 団 中 央 値 fe 
sia 2 : x2 | 
0.0052 = | | 2-3 dx— ed. e~ 2 dx| 
0. 0009 /2r J —c 2zJー-e 
0.0001 =k, 


=16.7355 た だ し 自 変数 , 


xhg | 
70.0001 70 70 70 70 | 70 70 70 70 | 70 70 70 70 | 70 70 
3 3.393 3,508 9.758 1.459} 8.111 4.287) 3.585 9.195) 2.188 4.173) 5.363 4.016 3.600 3.127 
dst, 5 u 4 i i MW 4 u I I Ww | I It 
0.615 1.251} 1.385 0. 292 0.154 0. 308 0.769 0.769) 0.308 1.092 


t 1.031 1.462 1.385 0.154 
oo Yu | / A 


Ud / / | / / lf 4 4 4 
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第 6 表 148 600#, p=0.05, «=60°(10%), n=100, 陽光 xB | 
608K | i 度 @& ww © 
. WO fa | 0” | 0” | 5/7 30” ay 2 
es are | A,O, B,O; | A;O, AiO2 | As By Ay By As B; Ag Bs 
4.6070) ‘Z| 2) 。 4 1 3 | 3 2| 21 16| 4 4 15 3}15 21 14 
ola ey = 7} 9 13} Who}! 7 10.95 24 (aft aa} 36 oy 1619; 1543 3} 12 
5 | go sees G9. (28 gh 22° 23° 25 ( 25/8 B34 oT 123..5825q | eo 
| 3] | |22.9845| Fin “23 ' tea) 6 * tne “tes © Yen ai. “ai20 * 620 “B22 — ome 
= 18 
Pal.t7.de3h4|9 812 #21 cris Wie S14" geo iis Mes e217 #19) Bie 
Pullip tele’ .15 12 ,13-. 16 128.12) hO w 9 @i3 pil gio NlOMamnS 
6 | 4.9025) 12) 4) /7\ 6 3| | 3} Pile: a) 7| 8) 2\, 
maei.9905 || 23\ 94) 13 1 >8d 1) 2h) 4d 2) B12 |eee3 pe | 
g | 0.6041] |7\ 0 ay il o7 mes 0)8 Le aan 
o | 0.21i1| Si 2/7! 1 1 0 
10 | 0.0567 / & 4 1 
11 | 0.0136( Sj 1 ” 
132) (0, a =|. ee mal ez dx|=23. 2901 
14 | 0.0001 oir nate eck th Te Pr 
| “Lae, 222; ep=3.00 
た if L A ZA? / bq ’ xp . 
z+ | 100.0003 | 100 100| 100 100| 100 100] 100 100| 100 100| 100 100 
* 
2 7 (125-951 3.4679. 403 12.957] 3.939 3.777| 3.364 7.929| 3.913 4.845| 1.626 5.161 
検定 Gait 5 I I I I I I I I / It I 
t t 9.714 0.000 3.036 1.893] 0.357 0.643] 1.429 1.071 1.357 1.000 1.179 0.107 
検定 ds co I I I I I I I I Wn \\ Mh I 
第 7 表 148 600M, P=—0.05, «=21 (3.59%), n=50, HH x AMIE 
me a 度 (& ww © 
2088 | ge ae 値 期待 値 | AE A PS: | 
Oke 0” | 0” | 5” 15” | 
ER) OB OLTAO,” BG | Ap, Bel ees 
0 17.0281 | 14.5461 —| 20 18 |15 i S 1g |19 16 | 15 12 
1 | 18.8205 | 19.1462 | 17 1918 leq 622 22 | 15 19 | 20 25 
1.05) | | 
2 9.9055) | 12.6438) | 11 i OE 8),.1 9 ig} ina 9) 19 
3 3.3018 3.3098 | S 2}13 tl. 3}17 afd ae 5 }10 aly 415 1 f15 a} 
4 0.7820| | 0.3403) 5, 0/33 ‘tant | | | 1 
5 0.1399 ) ©, 0:0136 | き {| | | | 
6 0.0196| & 2.0002) 3 | | 
7 0.0022 | © EMD & LCORMM HE 
: Be (ee ee (Pe 0.00373 
ln 。 ia lu. 。 *| B, ete 
= 18. 8866) (30) |" =0.00081 
: x—kp 
ROG Ke. ZB? i  —— =1. 
: ~~. ; L ae ; Vieng hpi 2 % 
at 49.9998 | 50.0000 | 50 50 | 50 50 | 50 50 | 50 50 | 50 50 
= i es x2 0.789 0.151|-0-851-- 0.093, 1.239 1.810| 1.245 0.115! 0.367 3.608 
i d. f. I / / I / I I / I 
Eo) ee 2 2.957 1.492) 0.112. 1.216 2.567 3.816 2.268 0.251 0.157 2. 707 
規 a Glatt 2 Nee. tis I I / I / / I 
e ————| sal 
aha ae t 1.060 0.493 0.358. 0.358] 0.209 1.2091 0.493° 0.075! 0.209 0.358 
| d. f. co Ne Yi I I I I I I Me 
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第 8 表 148 200M, P=0.05, =20 (10%), n=50, WHE 
’ | 5A 度 ( 実 測 値 ) 
待 ‘ie 期 待 値 | Qo” Br | 15”7 | 30’” iif ar 
a (Ram) CEMA) oo arren a 
\AO BO) AB lA B | A Be | ay Bs] Ae Bs 
17.9243 | 15.1992 oe bs ra fn «bar te Pe) a7 “Pee ie fied 8 
‘18. 8677) 19. 6019) te MO Pye Vis. 024.0 o'oe 7 SS Wes Ds 
9.4338 12. 1037 5 5) | 11 8 9 9),,| 13 : 9),4| 10)4- 12 
2.9791 2.8374| & 38 ols 3}4 ah a pl aaa 5}15 ij 
0.6664 | 3 0.2498 ) ts 1 1 1 
0.1122) %| 0.0082| 8 
0. | 8 0.0001 7 
0.0016 ee EO IRP 3 
50. 0000 50.0003 | 50 50 | 50 50 | 50 50/50 50 | 50 50 | 50 50 
Ke K 5 
Uh ie ee 2 8.974 6.728| 1.426 0.937| 2.785 0.937| 1.481 0.937| 3.954 1.481| 5.739 2.305 
: d. f. I I / It Vi / / / / I I 
FR ORK | [ 
a 2 23.582 11.906| 0.483 3.505| 3.728 1.666| 2.478 1.791| 3.268 1.002| 2.463 0.435 
der 2 / / I I I It Vi I / / i 
2K ok KK | = ater eR PTE iS = 
re t 2.463 同 | 0.435 0.8701 1.159 0.580 1.014 0.724! 0.580 0.435 1.449 0.580: 
d. f. ie I Ui I UW i | It el Ya / 
| 第 9 表 148 200 Mt, p=0.05, z=20 (10%), m=100, FH 
| a oF (=f HW ff) 
| ic i ae oe ae ; ; - 
Var Ha BK 3 ‘aeons : 
et ae Meta, me fae ee 
0 35. 8486 30. 3981 39 28 39 31 27 23 
i (37. 7354| '39. 2037 39 54 41 48 47 55 
2 18. 8676 24. 2074 47 17 15 18 | 19 19 
3 5. 9582 5.6747) o 4) 1 a 2 3 Z 21 る 
4 1.3328| .。 0.4995 し こ 0)5 1 1 
3 0.2244 | +, 0.0163( 8 1f 
6 0.0296 ( & 0.0003} ~ 
7 0.0032 | = 
eames ee 8, =0.96014 B=0.55536 
8 0.0002 ABB Tso eas Be=4. 61039 emt Bo=4. 34068 
NOEs k=2. 54589 k=0. 46946 
i 100. 0000 99. 9999 100 100 | 100 100 | 100 100 
1 OK | EE 
x 1.364 14.594, 2.212 6.229} 4.500 15.246 
2a a A e 検 定 d.f. 3 I | I Vente I 
2 A = a1) | ee 4a les ee ee 
Pols ieee ne dt 3 ‘” ‘Nl ‘Y 7 7 
| t 1.020 0.918| 1.327 0.714| 0.612 0.306 
) x 検 定 d. f. 09 a / Va Vv / 


CAITR So TUS, CHULA o CHAO DASE 
< く 均 一 化 さ れ た た めで ; . 詳細 は 後述 する 。 回 転機 に 
ける と 二 項 分 布 と し て の の 値 に 有意 と な っ た も の 
その うち 有意 で は な い が 厳 格 に 検討 する 
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必要 の ある 場合 に は 再 試験 を 要する よう な 悪い 値 が 出 た 
の は 策 2 事 5 秒 回 転 A。 区 , 策 5 表 5 Hale A, Kk 
び 第 1 表 1 分 回 転 B 区 の 3 区 だ け で ある 。 P8RIA 
回 転 A。 区 も 同様 で ある が , これ は 二 項 分 布 と し て より 
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EMAL LCORDDK oC LW PRES RL ABO 
一 層 よ く な っ た こと を 示す も の で ある 。 ま た UV VEO 
(api A, B で 違っ た の は 第 2 表 5 秒 回 転 区 だ け で ある 。 
z 検定 に つい て は 第 4 表 だ け は 全 試 験 区 を 通じ 有意 の も 
の が 非常 に 多く 現われ た が , これ は 一 つ に は ne 数 が 
3,000 で あま り に 多 す ぎる た めで ある 。 me 数 が 多く な れ 
ば な る ほど 標準 偏差 が 小さ く な り 検 定 が 厳重 に な りす ぎ 
る 。 ne 数 を 半分 に する た め 抽 出 率 を 5 と すれ ば 病 幅 数 
は 丁度 第 4 表 の 半分 と な り , これ で も まだ 試料 数 が 非常 
に 多 す ぎる が , 策 5 表 に 示す ょ うに すでに の 億 の 有意 
の も の は 過 無 と な る 。 こ と の ほか 第 1 表 1 分 B。 区 や 第 2 
’ 325 FA, Kt DARRIC OWT UMRTHS. この は 
か の 第 1 表 な いし じ し 策 9 表 に お いて ne 数 が 非常 に 多い に 
ふか か わら ず ょ の 値 に も 有意 の 値 が 現われ な か っ た の は 
Ip しろ 病 星 の 分 散 が 非常 に よい こと を 示す も の で あろ 
Om 

h 病 率 の 多少 と 病 潤 分 布 の 均一 化 の 関係 を 見 る に , り 
病 率 の 高い 第 1 表 (P=0.3), 第 2 表 (=0.2) BIO 
第 4 表 (p=0.1) は 回 転回 数 が 進ん で も 他 区 の ょ うに 各 
』 路 級 の 頻度 が 母 集団 平均 値 の 回 り に 求 心 的 に 集まる 傾 耐 
DDR, いつ まで る 各階 級 の 頻度 が ツク ザク と な り , 
一 見 分 布 の 均一 化 が 劣る よう に 見 える が 。 第 1 表 の 一 項 
分 布 と し て の 期待 値 の 階級 数 は 27 で その 内 各階 級 の 頻 
鹿 は 多い 所 で わずか に 10 を 越え た も の が 3 階級, 策 2 
表 の 三 項 分 布 の 期待 値 の 階級 数 は 19 で 1 PRO FARE 9 
を 越え た も の は 一 つも な く , また 第 4 表 の 二 項 分 布 の 期 
待 値 の 階級 数 は 20 で この 場合 に も 1 階級 の 頻度 は 皆 9 
AHECHS. CheB4 表 と 同一 品種 日 124 号 (実際 に 
は 品種 間 の 相違 は ほな と ん ど な い ) を 用 いた 二 項 分 布 と し 
て の 期待 値 の 階級 数 14, 各階 級 の 頻度 が 2 倍 以 上 で 10~ 
25 の も の が 非常 に 多い 第 5 表 で は 母 集団 平均 値 か ら 各 階 
級 の 頻度 が ずっ と な め ら か に 減っ て お り , また 同 表 で は 
Ot の 値 に 有意 な も の が 1 区 も な く な っ て いる こと 
や 策 3 表 (p=0.15) で も 二 項 分 布 と し て の MAE 
階級 数 15 た に 対し て 各階 級 の 頻度 14 を 越え る も の が 4 区 
も ある 第 3 表 で は 試験 区 全体 を 通じ て 母 集団 平均 値 か ら 
の 各階 級 の 占 度 が 遠心 的 に な め ら か に 減少 し て いる こと 
か ら 判 断 す る と , しろ 本 有機 の 性 能 は 星 の り 病 率 の 多少 
に は 影響 し な いと 見 る の が 社 当 で は な か ろう か 。 

回 転 時 間 と 分 布 の 整 一 化 と の 関係 を 見 る に , 各階 級 の 
頻度 が 多く な れ ば な る ほど , また 回 転 時 間 の 長く な る ほ 
ど 母 集団 平均 値 の 回 り に 頻度 が 正規 分 布 の ょ うに 対称 的 
に 減少 する こ と が 見 られ る 。 普 通 一 項 分 布 が 近似 的 に 正 
FAD EBDOSNSD LACT AODIL npb>5 (この 場合 kx 


5% Rls 


が が ヵ に 相当 ) の 場合 で ある が , ABE AVC 1 Pome 
HOARD ios CRB & «Pk 5-C STEAL 
な る の で x» ぐ 5 の 全部 6 A (た だ し 表 に は 3 ALOR 
な い ) 叉 5 秒 回 転 区 か ら 初 め 2 の 値 は ほとん ど 全部 』 上 HN 
舞 分 布 と し て も 等 買 で あっ た ば か りか , 第 8 Bes LO 
9 表 の よう に 各階 級 の 類 度 が 多く な る と , MOR 
に つれ て 二 項 分 布 と し て より る も 正規 分 布 と し て の 方 2 
等 質 の 度 が 高まる 傾向 が ある こと を 2 の 値 が 示し , Bf 
CICELY が 琶 集団 平均 値 か ORCI 
BRE» SRSA PIAS Pe Lao 
bo ELPRELCIUMELE SME LEU Es Lo Gl 


これ ら の 分 布 型 を 調べ る た め PEARSON 系 曲線 の 型 を 判 
定 す る 手引 き と な る 。 | 


py 
foe: 

L 
Some 


2 

c= B,(Bo+3)2/4{ (482-381) (282-38; —6) t 
setae (Ze FE (Criterion )) 
の 値 や モー ド の 位置 を 見 る と , 正規 分 布 と し て 2 Off 
の よい も の は 全部 モー ド は 原点 に あり 。 B と x OBE 
PECL By は 3 に 近い が , 策 7 表 30 秒 回 転 B, 区 は 如 
は 母 集団 ゎ に 近く の 値 も よい が 二 項 分 布 や 正規 分 布 と 
し て の 2 の 値 は 等 質 で は ある が あま り よ ょ よく な い 。 本 区 は 
モー ド は 原点 に あり その 此 度 は 試験 回 数 の 半数 25 CHE 
規 分 布 の 期待 値 よ り 相 当 多 く 両側 は 対称 で ある 。 そ し で 
B, と は ほとん ど 堆 に 近く , 8B。 ま 3 CHS. それ ゆる 
区 は 明らか に 正親 分 布 よ り 更 に 頻度 が 母 集団 か に 集 ま ラ 
た 両側 の すそ の 短い Parson 系 策 2 型 度数 曲 線 に 属す る 
も の で ある 。 そ の ほか 実測 値 の 頻度 が 母 集団 平均 値 の 才 
度 よ り 一 層 多 い 策 3 表 15 PH A, KRAEMER 
過半 数 が 母 集 団 か の 位置 に た 集まっ た 第 9 表 2 分 回 転 B 
区 で は と も に 0 と rz<1 CHO, モー ド は 原点 の 左側 に 3 
る か ら Pearson 系 策 4 型 曲線 に 属す る も の で は な か ろ 
か 。 更 に 第 9 30 秒 回 転 B。 区 は 0<z<o で モー ド ! 
原点 の 右側 に ある か ら Pearson 系 第 6 型 曲線 に 属す る 
の で は な か ろう か 。 こ れ ら の 度数 曲線 の 分 布 嘆 数 に つ \ 
て は な お 検討 を 要する が , 回 転回 数 の 多く な る ほど 坪 
団 ヵ の 位置 を 示す 頻度 多く な る こと を 示せ ば 本 交 の | 
的 は ある 程度 達せ られ る 。 ま た 統計 数 学 上 の 純 基 礎 的 ! 
究 は 専門 家 た に あゆ だ ね た いと いう の が 著者 の 方 針 で も 

ae 
以上 た に より 本 混和 機 を 用 いれ ば 5 秒間 回 転 で も 微粒 
病 の 分 用 は すでに 一 項 分 布 を する ば か りか , gp る 5 で 
正規 分 布 を な し , 混合 回 数 が 多く な る に つれ て 正規 分 
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LL COMM PEAS L < te BH 第 10 表 «1 HYCO K1800M, P=0.1, 1486004, n=3, x =200 
[が 多く » BUED AYE po (33.3%), 試料 総数 600 Bi, 新栄 華 x 春 昭 光 
『 憧 に 多く 集中 され る こと が | 5 . ema ic = 


| nla a" : re Tere 5 

ト か っ た 。 そ れ ゆ ぇ 試料 は 混 | OM と ace aa Sa aca mre Tae Newt 

i ‘aly aS hist ah > 3 袋 合 a wae: - a 

回 に 所 妥 数 だ け 抜 き 取 り さ 数 (ZA) ‘Bir 15” 30” ES 回 数 5 15” ma 30’ 

[すれ ば よい よう に 推測 され a i A es a 
oe : ; 2 OM! 0.112 0.130 2.334 | 3| I | 0.1000 0.0983 0.1000 

|° また 温和 機 を どの く らい 1 1 と る み | 0.000 0.018 0.000 1 | IE| 0.1050 0.1100 0.0983 

Mie FUE LV Ds HID ODS = —— I | 0.1100 0.0900 — 

所 : oo RAVER | 0.112 0.112 2.334 | 2 | W| 0.1150 0.0817 0.0 

fee eee ey | ea L* bv | 0.1080 0.7150 0 

『 た め に は 前 記 の 実験 試料 数 * の i eae 1.945 . 備考 , か が か: Pp の 実測 値 

| : Ges ESO. 0.621 0.155 | iti 

eevicete2, pgm om | 7} Beebe Oh par.) PO. 

OD Ge PRAY RE bee ETS 交互 作 用 0.260 0.898 1.790 | 2 (RK 

TE | =0.1244~0. 0756 

| a BORA ES BEANE AT 2 の 和 | 0.112 0.334 2.778 | 3 (pq 

5 れる よう に な っ た と すれ 本 | こ み x 0.000 0.276 0.621 | 1 DES ーー 

fe Tar TTS EBC ED BE RHE | 0.112 0.058 2.157 | 2 =0. 1366~0. 0634 

K7S SILO REO に 

| oe aS cai 2m m| 2.500 7.167 2.278 | 3 

PCOS DS, HRA we み 0.018 1.397 1.397 | 1 

600 HAI HR Ez | 

| a 交互 作用 | 2.482 5.770 0.881 | 2 

bo lO, 第 11 表 な ら び に 

i 2 

BAAS ENE kako Reis 2 の 和 | 2.444 2.944 0.500 


誰 和 象 と し て 行なっ た も の で VY | 
5B 交互 作用 S230, hia he a Oso4 | 


3 
で み 026210 et 397% 0: 155 1 
2 


Reap 
or 5" 15tt Zo" 
a a ah gee =) “ 第 2 図 1 掃 立 口数 27,600, P=0.05, 
YE] 1 HW 812, 000K, D=0.1, 1 48600KR, z=30 1 486008%, k=13(2.17%), n=46, 


ta 試料 総数 598 KL, HIE x AMIE, 
(5%), A124, ov=,/ P41 —0.0122, A=20, 


Z op=, | #4 —9. 0085 
bq N mk 
p+2,/ P41 —0. 1244~0.0756 ine 
pl p+2,/ 24 0.0670~0.0330 
p+3,/ P41 —0.1366~0.0634 ripe 
hi p+ 3, /+£=0.0755~0. 0255 
実験 3 回 反復 , *; 2 回 の 同一 測定 値 NV nk 
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P26 


p-2% 


30"" 


Ht 250i 
第 3 図 
1 掃 立 口数 15,000 , D=0.05, 


qt 


* 148 600%, R=26 (4.339), n 


==25) 
試料 総数 650 ik, 新栄 華 x 春 昭 光 。 
実験 5 回 反復 

a linea 
o=,/ ap 0. 0086 


4 +2, / 24 =0.0672~0. 0328 
Kk 


PY _¢.0758~0. 242 
px3\/ Pd 0.0758~0.0 


と これら の 試験 結果 を 見 る た に 39 で 合格 圏 を は ずれ た 
も の は 5 秒 ~2 分 回 転 区 間 に 1 例 も 起こ ら な か っ た 。 2 
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pt2op pa eae 
Pp 

Pp 
P - 2 | 

or 5 151"™ hae | 
第 5 図 

1 掃 立 口数 14,000 i, p=0.05 

p26 1 48 200 i, z=9 (4.59%), n= 
70 

Mf Ws A | 試料 総数 620 i, 日 124 号 
第 4 図 


1 #8520 £5, 400K, P=0. 05, 1 供 
600H, «=—60 (10%), n=9, 試料 
総数 540 i, H27S, 実験 2 回 反復 


oe Nee PI 0.0129 
p +2, | £4 PY 0.0758~0.0242 


p23, /22 Pd 0.0887~0.0113 


第 5 巻 第 2 号 


= oe 
op a Pd — 0.0087 
p+ 2, / £4 0. 0674~0. 0326 


p +3,/ 4 0. 0761~0. 0239 


越え た も の は 5 秒 回 転 区 だ け で , 15 L 30M HERI b 
回 ずつ で あっ た 。 そ れ ゆ ぇ る 15 秒間 も 回 転 す れ ば 虹 袋 のど 


Sp で も 全 試 験 中 これ を は ずれ た も の は 策 1 図 5 秒 回 転 区 


3 回 反復 試験 中 1 回 
1 回 と 第 11 


» 953 図 15 秒 回 転 区 反復 5 回 試験 中 


表 5 秒 お よび 30 秒 回 転 区 各 反 復 5 回 試験 中 1 
回 ずつ と だ け で あっ た 。 し か すい すれ 20 を わす か に 
越え た だ け で あっ た 。 以 上 試料 総数 600 虐 前 後 (5 秒 ~30 


cn 

o ERP LOBPIURCLKAAORWCES 
ae 合 次 互 作 用 の な いと いう こと は 
ASLAUPRIC NG CHIEF FUE SHEE 0 BIO FHS — 
に な っ て いる 印 で , MALMROLCHbSCS 1 AA 


秒 回 転 区 ) で 各 合計 20 回 ずつ 試験 し た 成績 中 27pr & 2 ら 抜 き 取 っ て も さ し つ か を る な いこ と を 示す も の で ある 
he ae pert a 第 12 表 1 HHH ILLS, P=0.01, 1 600KE, | 
第 11 表 1 HIZO 1800Hi, P=0.05, 148600!, n=3 n=3, b=200 (33.3%), 試 詩 総数 600 織 」 新 炎 
k=200 (33.32), 試料 総数 600 虹 , 新栄 華 x 春 昭光 華 X 春 昭光 
実 の Porsso 分 布 少 bq _0.0182~0.0018 
8 J 数 例 の 検定 | まる 検定 
m| * & 42 Fl 検定 — 
pea, [Tit ae | vz | a lem Dit 
Ell Rx2 K よ る © OE , = eo. al eo eo 
CEES bq 使用 ) Dig CFSE I 
数 By 157 S617 aa ise apy 間 4£# | BE} I | 0.0133 0.0100 0.0117 
| < — | IE | 0.0100 0.0100 0.0150 
| BO B7E8 0.6 0.0617 0.0633 0.0500 3% 1. 679 4 | Il |. 0.0133 0.0083 0.0100 — 
Wt) 0.261 1.316 0.472 | 0.0467 0.0417 0.0467 || 15” | 0.818) 4 | IV | 0.0067 0.0117 0.0133 
TL} 0.251 1.314 4.465 0.0683* 0.0467 0.0617 | 30 | 0.705 4 | V | 0.0117 0.0117 0.0117 
WV| 2.737 3.621 0.842 | 0.0650 0.0667 0.0300* < 
V 0.474 0.088 1.354 0.0417 0.0433 0. 0483 ERO BLN 
第 11 表 LOW, COB BED と の 検定 法 は SNEDECOR 法 で 簡単 ! に 第 11 表 と 同様 の 交互 作用 検定 が 行なわ れる 8 


第 11 表 DO I, b+2/ 24 Pd _9.0678~0.0322: p13, / a Pd 0.0767 ~~0.0233 


第 15 表 1 Fi (ZO #12, OOOH, H=0.0067, 


1 48600, 
n=20, w=42 (7%), 試料 総数 840 Wi, 新栄 華 x 春 
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| 13% 1 HEE #L15, 000K, P=0.01, 1 426008, 第 14 表 + 掃 立 口数 14,000 Mi, p=0.01, 148 
| n=25, =26 (4.33%), 試料 総数 650 虹 , 日 124 200%, n=70, z=9 (4.5%), 試料 総数 
| 号 6308, rH x AMI 
| ope p+2,/ Pd 0.0178~0.0022 Poisson 43-78 | p+2/ 4 0.0180 
if 4)> fy “> " “2 kK 
| ee 検定 oes = Al ~0.0020 tit 
12 ae pee Ay 8 Bl hie igs a [2 got ie 
a ie ae a ee ea 
値 | 度 数 | Y 15 30 間 | tt | 度 数 | 5 15 
S676. hwd I | 0.0123 0.0169 0.0077 |.5” | 3.353 | 4 I 0.0079 0.0127 
2.524 | 4 | I | 0.0869 0.0077 0.0108 |15” | 0.250 | 4 | | 0.0063 0.0111 
4.974 | 4 | mm | 0.0123 0.0123 0.0154 | | Gt 0.0127 _ 0.0127 
W 0.0092 0.0123 0.0185* | SS atest WV 0.0111 0:0143 
実験 5 回 反復 V | 0.0154 0.0154 0.0077 | 実験 5 回 反復 V 0.0159 0.0127 


1 失 立 口数 , 30, OOO, p=0.0067, 
1 4 600, n=50, «=21 (3.5%), 


| 第 16 表 


昭光 | 試料 総数 1,050K, 日 124 号 ? 
Porssox 分 布 px2,/ P90.0124 | Porssox 47% | p+2,/ Pd 0.0117 
少数 例 の 検定 少 の | 
へ 0.0012 検定 DEAD Bie | ~0.0017 Ri 
fee e eh eee ete ee eT kee 
| 時 ie os 固 5 15” 30” | 固 rr es | 固 | ae 15” 30” 
ba 数 | _& e = | ee | 
| ーー ーーー > 1 | 
5” 1.286 4 1 0.0060 0.0083 0.0083 | sv| 1.667 | 3 | I (0.0057 0.0057 0.0057 
15” 2.852 4 IL | 0.0060 0.0060 0.0060 | 15”| 1.857 | 3 IF (0.0048 0.0029 0.0075 
30” 1.919 4 m | 0.0083 0.0060 0.0060 30% 2.222 | 3 IL 0.0057 0.0038 0.0114 
WW | 0.0083 0.0036 0.0107 | | | IV 0.0086 0.0076 0.0095 
実験 5 回 反復 V | 0.0048 0.0096 0.0071 | 実験 4 回 反復 ! 
| ah 


第 12~16 表 は も っ ぱら 検査 を 非常 に 厳重 に し な けれ ば 
裕 ら な い 即 時 浸 酸 種 を 対象 と し て 試験 し た 成績 で ある 。 
央 に 示さ れ た よう に 5 回 な いし 4 回 反復 試験 の 結果 Pors- 
BON 分 布 と し て の V の 値 は 全部 等 質 な こと を 示 し て い 
Do 297 に よる 検定 も これ を 越え た も の は 第 13 表 30 秒 
回 転 区 5 回 反復 試験 中 1 回 わずか に 越え た だ け で ある 。 
OBIS CBO TORE ET % RIG RMIT XS LCS BIS HE 
拘 よ び 第 16 表 を 除け ば 試料 数 示 少 な すぎ る が , これ で も 
族 お 異質 と は な ら な い 。 そ を それで ある か ら 試 料 を 合理 的 に 
[ 隊 叶 ば な お 安全 で ある こと は 言う まで も な い 。 P<0.01 
DEX 20 ヵ や 30 ヵ 検定 は 普通 行なわ れ な い が , この 場合 
ULV FHLYG 々 kz カ >5 で ある し , cP<C5 CORREA 
R れ ば いす ずれ も 皆 よ い 正 規 分 布 を する こと が 証明 され て 
ee る か ら こ の 検定 法 も 付け 加え を た の で ある 。 

本 試験 は 皆 中 速度 回 転 で 行なっ た が , 高速 度 回 転 を も 
て すれ ば 速度 が 丁度 2 る 倍 と な る か ら 所 要 回 転 時 間 は 半 
MT SCHAD. ELAR Lb 1 カ所 に ま 
ESCH oie, 実際 に は 初め か ら 相 当 ょ く 散 ら ば っ > 
で いる か ら 本 搬 を 用 いれ ば 一 層 よ く 病 虐 の 分 蔽 は 均一 に 
GE CHD5. Ld» L BERD) A Ce) 毛 に 附 着 し 


た 病原 体 胞子 を 除く に は や は うり 30 秒 前 後 の 回 転 時 間 が 必 
要 で あろ う 。 こ の くら い の 了 時 章 回 転 し た 方 が 鏡 検 の じゃ 
ま に な る りん 和 毛 が 少 し で も 祭 計 に 除 か れ て よい で あろ 

Fo 

本 試験 で は 策 10~16 表 お よび 第 1~5 図 を 見 れ ば わ 
か る よう に , PIR, 策 16 表 お よび 第 3 図 を 除け ば 調査 
BEATIERC 2 々 は 2X50 で ある に も か か わら ず Mr で 有意 
と な っ た も の は 1 例 も な く , 287 で わずか に 信頼 限界 を 
越え た も の が まれ に 生じ た だ け で ある 。 こ の 例 も また 本 
RAIA OD OWA < CLeERIF’O 
で , ARYA UTA LOL OD Died TE 
分 で ある こと を 示す も の で ある 。 

本 搬 で 回 転 し て も 時 が 虫害 を こう むっ て いな けれ ば 少 
し る も 虹 は 崩れ な い 。 し か し 時 示 虫 に 食わ れ て いれ ば 崩れ 
る か が から 検査 ぶす む ま で 産卵 台紙 の 皮 を 同一 番号 を 付け て 
MRCAN, 苑 燥 し て 虫害 を 受け ぬ よ う 殺 虫 剤 を 入れ た 
が ん に 和 審 封 し て 置く 必要 が ある 。 こ の こと は 本 機 を 用 い 
な い 場 合 で も きわ め て 肝要 で ある 。 生 種 即時 浸 酸 種 の 場 
合 に は 母 越 を 乾燥 せ ず に 冷暗所 に 保存 し て お さく 業者 も あ 
る が , COBB OMACAN CHR CH bERE A 
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け て 試料 を 抜き 取っ た 方 が まる か に 有効 適 軌 で ある 。 

FERBITN CHAAR FRR BAMRERL HRA 
FEL OMNOLITKA oR LOTHS. 両氏 に 対し 
深謝 の 意 を 表す る 。 

IV 括 

著者 は 本 誌 5 巻 1 SCMELERMEM RCA TI! 
VOOR RAT OREO RIE LTT 7s ore. RDF 
FAAS OMBCANE [wee EEN RI LILO 
MBS HEL LTIRLAMOLIG. し ば し ば これ だ 

[BOREL CHRERSBALBCS. FIA® 
回 転 し 始 あ る と 同 羽 根 た ょ り 1 回 転 ご と た 1 回 ずつ 戦は 
前 後に も 混合 され る か ら な お 一 層 よ ょ よく 混合 され る 。 そ の 
結果 は 次 の よう で ある 。 

1. -5 ER (混合 回 数 5 回 で すでに ほとん と ど 全 8 
病 星 の 分 布 は 二 項 分 布 や 正規 分 布 と な る 。 

2. Aare“ Bape CLO EMAHELT 
の ほう が ょ よい 等 買 注 を 示す 順 向 が あり , WCLEMD DH 
と し て ょ よう り 更 に 分 布 の 一 科 刻 の 高い Pearson es 
MEARE D ERO ER PON BIC RE OU 


第 5 巻 B25 
へ 起こ る 。 | 
3. | 
5 で も ーー | 
4. 2 に よる 交互 作用 の 有無 の 検定 た と よっ て る TH 
(EEE CHA. 


5. pS0.3 の 試験 で は ヵ の 値 が 小さ い ほ ど 分 布 の 等 
Rte BT EF CHSAMDOW YO & Det ONS 
or | 

6. 14 (1 産卵 台紙 ) 600 域 と 200 感 で は 
混合 速 刻 の 相違 は な 認め られ な い 。 

7. BRA AVIUIERRORL SPM RL RTI 
IPRALE CHSC IAICRE Ro TS LODZ evo 

8. LALO ABR LIMO MFT em < tbe] 
(L30 SAT RD ERBE LV. COILS MRROCSE 
7S OABRYLECORAITCRDNS CHAD © 
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Summary 


Uniformity Trial of the Distribution of Diseased Silkworm Mother Moths 
Infected with Pébrine in an Unit Group of a Lot, Laid Eggs, using 
Homogenizer Published in the Foregoing Paper of this Journal 


、 


By Kaku OHSHIMA 


09-5, Kinuiamachi, Setagaya-Ku, Tokyo 


Experiments of the above title are done by middle 
rotations of the homogenizer, which rotates a little 
more than 26 r.p.m. and mixes moths twice per 
rotation by the action of agitation vane inserted 
at 45 degree to the base of adrum. As the number 
of an unit group, 600 and 200 moths are adopted in 
accordance with the ordinary custom of egg pro- 


ducers. Results are as follows. 


1. After rotation of the homogenizer for only five 
seconds, the distribution of almost all groups of 
diseased moths becomes already binomial or normal. 

2. As the rotation time of the homogenizer be- 
comes longer and longer, the distribution of diseased 


moths tends more and more to fit the normal for- 


mula than the binomial, and in some cases, it takes 
Pzarson’s II-type distribution curve or in other cases, 
even. if rare, more than halves of the number of ex- 
periments centre to the position of population mean 
value p, though their mode deviates slightly to right 
or left side of the position p’. 

3. The effect of homogenizing action of this ma- 
chine seems to be not seriously influenced by the 
percentage of diseased moths. 

4. Interaction-test, comparing p & p’ and g & q’ or 
by SNEDECOR’s Rx2 method using population variance, 
Pq, shows in all cases the uniformity of variance, 


after rotated samples for five seconds or more. 


5. Inspections using confidence interval p+3\/ EL 


la p+2/ fa show equivalence in all former cases 
id in latter cases, when the time of rotation be- 
| nes fifteen seconds or longer. Poisson distribution 
bpection using %*-test also proves to be equivalent 
all cases of experiments. 

rc . Abstraction of the required number of moths to 
| inspected can be easily done from any part of 


bir unit group by picking out at a sampling and 


抄 


ナナ ホシ テン トウ 成虫 休眠 の 防止 と 誘導 
Hover, I. and J. Crrkasov (1960) Prevention and 


Pifcial induction of the 


iccinella 7-punctata L. Nature 187 (4734) : 345. 


imaginal diapause in 


は 性 的 に 未 
PAC, 越冬 後 ア プ ム シ を 食べ さて か ら 発 育 す る 。 越 冬期 間 
| の 脂肪 含量 は 雌雄 と も 半分 減り, グリ コー ゲン の そ 
Wa HE Cid 1/。 に , METIS 1), に 減少 する 。 著者 ら は 中 央 
loo yp wieder 1 化 性 , LORS MARE MBL 
ATIC IRA Dies KO BPM ST Sc Licwy LK. 
IA IR の 最も 大 き な 要 因 で ある WE LKMRICAMLT 
験 が 行なわ れ た が , まず 1 化 性 の を も の は アブ プ ブラ ムシ 
vergandeida meticaginis Koon) を 余分 に 継続 的 に 与 
| 尋 こと お ぉ よび 長 日 (16~18 時 間 ), 高温 (22 へ 28°C, F 
| 25°C) に より 休 選 を 防止 する と と が で きた 。 一 方 多 
WED SOICBO TSE (16~19RSRN) 下 で 休眠 を 防 
L, MH (8 12 時 間 ) FCAIRDSBMS Neca, ・ 特 
| 条 日 下 で は 低温 が 加味 され る ほど 休 虹 が 誘導 され や す 
py toi E> TMH SS. COCALHWICARKOG 
きれ た 雌 を 分 析 し た 結果 , グリ コー ゲン は 自然 に 休眠 
| 玉 っ た も の と ほぼ 同 量 で ちあ っ た が 脂肪 は りり 。 に 減少 し 
| ゆる と と が わか っ た 。 また 実験 状態 下 で 活動 中 の 雌 の 
[ 肪 量 は 同 条 件 下 の 休 眠 雌 の 量 の 半分 以下 で , 
疾 芋 は ちょ うど 半分 で あっ た 。 

(岐阜 大 農 福島 正三 ・ 原 隆男 ) 


グリ コー 


マツ ハバ チ に 対す る けっ 歯 類 の 捕食 効果 
Horrisg, C. S. (1959) The components of predation 
revealed by a study of small-mammal predation 


| 
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the number of sampling units, fifty, may not neces- 
sarily be needed, if the homgenizer is previously 
used. 

7. If the high rotatory speed is used, the required 
time of rotation can be reduced to half, however in 
order to exclude fine scales of moths, infected with 
spores of pébrine, by the electric fan, the rotation 


time for thirty seconds may be desirable. 


BR 


of the european pine sawfly. Canad. Ent., 91: 293~ 


320" ¢ 

ョ ー ロ ッ パ か ら カ ナダ に 侵入 し た マッ ハバ ペチ Neo- 
diprion sertifer に 対す る けっ 歯 類 の 捕食 効果 を 数 量 的 
に 検討 し た 。 対象 と し た YU owls Sorex c. cinreus, 
Blarina brevicauda talpoides + &U Peromyscus mani- 
culatus bairdii の 3 種 で ある 。 こ とれ ら は 林 床 中 の ハバ ペチ 
の 貢 を 食い ぃ や ぶっ て , 中 の 休眠 幼虫 や さなぎ を 食う が 。, 
SERPS, 相互 と る も る,。 また ハ ペ チ や 寄生 ペチ の 羽化 孔 と 
も 区 別 で きる 。 林 床 の ワ ク 法 調査 で \FORBREEM 
“SS, それ と , それ ぞ れ の 種 が 1 日 に 皇 食 し た と 推定 され 
る 貢 数 と の 関係 を プア ロッ ト す る と , S 字 捧 の 曲線 が 得 ら 
れる 。 と れ を ハバ ペチ 密度 に 対す る けっ 歯 類 の functional 
response と 呼ぶ 。 上 方 導 近 線 , すなわち , ZNULBE 


度 が 上 が っ て も 挿 食 数 が ふえ な く な っ た と き の 挿 食 数 は 
Blarina BAC Sorex が 最低 で あっ た 。 また , それ 


CES ARBRE Blarina が 最低 で , Peromyscus が 最 
高 で あっ た 。 実験 室内 で , 種 々 の 量 を 餌 と し て 与え て も , 
同様 な S 字 曲線 が 得 ら れ た 。 

Rit, 貢 密 度 に 対す る , けっ 歯 類 の 個体 数 の 関係 を プ 
FOE Sorex bABE 
Ee CIREKENICAR AHL, その 後 ほ ぼ ー 定 と 
な る が , Blarina で は 終始 低 密 度 で あっ た 。 こ と の 関係 を 
numerical response と よぶ 。 43814 2 FEO responses 
の 複合 で ちあ っ て , Blarina で は 低く , Peromyscus で は 高 
い 密 度 に 最高 の 挿 食 率 を 示す 点 が あり , ZHULED 
密度 で は こと れ は 減少 する 。 結局 , けっ 歯 類 の 捕食 効果 は , 
低い ハチ 密度 の 範囲 で は 密度 依存 的 で ある が , \FOR 
度 が それ を と える と も は や 追い つく と と が で きず , し た 
Bo CERECBO SEBEL ORAS SAM, KB 
生 を 抑圧 する 要因 と は な れ な い 。 CRRA FRE) 


と Peromyscus で は 


トビ イロ ウン カ の 越冬 に 関す る 研究 
IL 秋 末 期 に お ける 産卵 時 期 と 卵 態 越 人 を と の 開 係 


iti, a ee Cee 
神奈 川 県 農業 試験 場 


策 者 ら は さき に , トピ イロ ウン カ の 人 為 的 な 卵 態 越冬 NX, 本 種 の 卵 態 越 冬 記 るい な て 考察 を 試み みた 。 
と つい て 報告 し , BR ORAME FILO 5 CIRM ATIC 本 文 に は いる に 先 だ ち ご 指導 と ご 助言 を 与 を られ た 上 炭 
卵 は 野外 の 自然 温 下 で 比較 的 容易 に 越冬 し うる こと を 明 業 技術 研究 所 深谷 昌 次 博 主 , 九州 農業 試験 場末 永 一 博 書 
ら か に し た ( 誠 沢 ら 1957)。 今回 は , 本 種 の 卵 態 越冬 機 。 な ら び に ご 援助 くだ さっ だ 神奈 川 県 農業 試験 場 水沢 芳 老 
衝 を 究明 する 研究 の 一 環 と し て 秋期 に た お ける 産卵 時 期 の 技師 に 心から 感謝 する 次 策 で ある 。 
早晩 と 越冬 卵 発 現 と の 関係 に つい て 調査 し た 結果 を 述 
第 1 表 ae MT Oe Sm me + る 越冬 GN 


mz 9 時 期 | 調査 月 日 | 供 試 鉱 敷 | 生存 卵 震 Is PER aft Sia aaa POs ese 
Thy oy 76 | 0 0 0 0 0 0 
Tee % 99 | 0 0 0 0 0 0 
cole 25 17 94 0 0 0 0 0 0 
27 110 0 0 0 0 0 0 
| 8 153 0 0 0 0 0 0 
1 tr 27 89 20 10 0 22.5 a sp | 0 
Mm 7 / ~~ 4109 5 0 0 4.6 0 0 
585 De | 7 95 jl 0 0 ‘igs 0 0 
27 140 1 1 0 0.7 Orns 0 
WV 8 139 0 0 0 0 0 0 
HK 27 | 75 24 ao 0 32 6.7 0 
je le 2 27 6 1 26.5 5.9 0.9 
WM: 1 へ 5 ig) 86 | 40 10 i) 46.5 11.6 0 
| 27 128 18 10 0 A EO 
ma 133 Se | 1 0 2.3 0.8.2 tear 
| | | | | ! 
| 
ipo, 106 69 46 14 65.1 43.4. |. “18,2 
Sr 3 59 31 6 = 52.2 5774) ees 
Mee iGhe— 10 17 114 61 21 0 53.5 18.4 0 
27 142 69 20 0 48.6 14 0 
ee we 55 18 1 40.4 13.2 0.7 
I, 27 110 45 43 18 40.9 39.1 16.4 
Ee 91 Tae | 2 0 Top 2 0 
vei, i 25 17 95 24 11 4 25.3 11.6 42 
27 144 40 17 2 27.8 11.8 1.4 
8 | 87 2 0 0 2.3 0 0 
H 27 48 24 19 ? 50 39.6 14.6 
Ui 27 48 24 17 8 50 35.4 16.7 
MN. 16 ~ 20 17 43 25 21 9 58.1 48.8 20.9 
27 62 44 31 6 TAT 50 9.7 
WV 8 43 12 6 1 27.9 14 2.3 


生 存 SN MMIC k > CHAM ICR PRG OR Aw aHizbO 
双子 完成 卵 : 外観 的 に ほぼ 人 幼虫 の 形態 が 整い , じ CE) 端 , 触角 な ど が 黒 化し た も の 


1 本 報告 の 一 部 は 昭和 34 年 度 応 動 慣 大 会 で 発表 し た 。 
(1961 年 2 月 7 日 受領 ) 
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| 各 時 期 別 産 下 卵 の 越冬 


秋期 水田 に 発生 する トピ イロ ウン カ 最 終 世代 の 成虫 は 
5 に 9 月 下旬 か ら 10 月 に わた っ て 羽化 する 。 と これ ら の 
虫 を 野外 の 自然 温 下 で 継続 飼育 する と 11 月 下旬 まで 産 
BH が 見 られ る (二宮 ら 1956) Bi, 秋期 に お ける 産卵 時 期 
早晩 と 本 種 の 卵 態 越冬 と の 関係 に つい て は 明らか で な 
{ 料 お よび 方 法 

|1957 年 の 秋 鎌 倉 市 岡本 の トピ イロ ウッ ンカ 多 発生 田 か ら 
集 し た 成虫 ( 短 し ( 贅 ) 型 も 混在 〕 を 大 型 の 植木 ば ち に 
RAL Led A 2 番 芽 生 (早期 栽培 , EKITS OAPI TR 
共に 放 飼 し て 10 月 21 日 か ら 11 月 20 日 に た わた る 期間 中 そ 
Leh 5 日 間 ず つ 産 卵 さ せ た 。 各 時 期 別 産 下 卵 と も 産卵 
層 は その まま 野外 の 自然 温 下 に 放置 し , 11 月 20 日 か ら 12 


rs 
N20 Bic dts > CURT AL C4 A DELMAS DIB 
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塊 ご と に 卵 を 取り 出し , SSICMBS (1957) が 報告 し 
た 方 法 で 卵 を 湿 室 に 入れ て 室温 下 に 置き , 12 月 21 日 湿 田 
(鎌倉 市 岡本 ) に 設置 し た 百 葉 箱 た 移し て 野外 飼育 を 行 
な っ た 。 人 厳寒 期 を 過ぎ 自然 温 が 次 第 た 高く な り は じ め た 
2 月 下旬 以降 4 月 上 旬 ま で 5 回 た わた っ て 25°C の ガラ 
ス 張 り 恒 温 そ う で 加 温 し , BESO Ris oe AICO 
いて 生存 卵 の 有無 と 発育 を 化 の 状態 を 調査 し た 。 

結果 

秋期 各 時 期 別 産 下 卵 の 翌 春 加 温 に ょ る 発育 ふ化 の 状態 
を 第 1 表 に 示し た 。10 月 21 日 か ら 25 日 に わた っ て 産 下 し 
た 卵 は 大 部 分 が 野外 の 自然 温 下 で 年 内 に 発育 を 化し , 一 
部 未 を 化 の 状態 で 越冬 に 入 っ た 卵 も 厳寒 期中 すべ て 死亡 
し 越冬 し な か っ た 。10 月 26 日 か ら 31 日 DOS RICE 
れ ぞ れ 産 下 し た 卵 は すべ て 卵 態 で 越 衝 に 入っ た 。 そし て 
産卵 時 期 が 次 第 に お そく な る に し た が っ て 明らか に 越冬 
卵 が 増加 の 傾向 を 示し , 11 月 16 昌 か ら 20 日 に わた っ て 産 


眼 Bm | 


は 眼 点 
ER HF 8] 反転 期 OK | | 計 
| 初期 | 中 期 | 後 期 
0 0 0 0 0 0 0 0 
0 0 0 0 0 0 0 0 
0 0 0 0 0 0 0 0 
0 0 0 0 0 0 0 0 
0 0 0 0 0 0 0 0 
0 2 0 0 2 9 7 20 
0 0 0 2 0 3 0 5 
0 0 0 1 0 0 0 1 
0 0 0 0 0 0 1 1 
0 0 0 0 0 0 0 0 
0 1 0 1 6 15 1 24 
0 0 0 2 3 20 2 27 
0 1 0 8 4 24 3 40 
0 0 0 7 1 3 7 18 
0 0 0 1 0 ¥ 1 3 
0 20 0 27 13 9 0 69 
0 15 5 26 8 5 0 59 
0 7 1 28 4 19 2 61 
0 7 4 39 10 5 4 69 
0 1 1 22 10 10 11 55 
0 45 0 0 0 0 0 45 
1 6 0 0 0 0 0 7 
0 13 0 10 1 0 0 24 
0 17 3 10 10 0 0 40 
0 0 0 0 1 1 0 2 
0 23 0 1 0 0 0 24 
0 24 0 0 0 0 0 24 
WI. 16 ~ 20 17 0 20 0 5 0 0 0 = 
27 0 28 2 10 4 0 0 a 
NaS 0 fi 0 1 10 0 0 12 
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第 3 表 各 時 期 別 産 下 卵 の 翌 春 各 加 温 時 に お ける ふ化 所 要 日 数 (25°C 加 温 ) | 
has 化 ま で の 日 数 i 
産卵 時 期 | 調査 月 日 | ふ化 卵 数 | 5 6 7 8 9 1011 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25) 
al | 
TT 27 0 | 
TA \ | 
a i 0 
26~31 97 0 
WV 8 0 | 
IL 27 0 | 
nN 1 1 | 
Ties 325 17 0 | 
27 0 
Vv 8 0 
i Be 14 Ss at ae al ied 
aie 6 la 1 
Ml. 6~10 17 0 
27 0 | 
TV 8 1 i ] 
i 27 18 1.32) 71 1 dani 1 
TET 0 
MI. 11~15 17 4 2 2 
27 の i 
Vv 8 0 
Thee 7 ” Teal 1 1 
ine 9 8 Paw 1 
XI. 16~20 17 9 ded at i 
27 6 ity Si) 3 1 
st VG * 1 
第 4 表 越冬 期間 中 に お ける 生存 卵 率 な ら び に ふ化 可能 卵 率 の 時 期 別 変化 
i = 調 査 月 A 
He 8 RF Hi 127 5° Wis wes Pars” m7 ~ m5 eee 
供 試 卵 数 54 45 70 81 59 52 87 76 
A 存 ON 数 47 28 43 30 25 15 7 4 
EF 5E Be IRR 38 26 32 23 18 7 2 0 
M.1~5 ee ee) ee ee ee 28 Paes 12 he rk 8 he seer 0 0 
A Fe ONO 87.0 62.2 861.4 87.0 Tada 628.8 8.0 5.3 
A F 5E Be SPS 70.4. (57.8 945:7 128.4) ¥30ds0. 1355 2.3 0 
3 46 SS # AAA” 596.7. 110 9.9 410.2 0 0 0 
供 試 卵 数 116 106 131 76 7 73 85 96 
生 存 ON 数 91 92 99 45 41 33 40 11 
KT 5S we SPH 87 83 89 31 22 11 ila 5 
Ml. 6~10 ee ieee oe a eee 56-9. 4? ee 20 ik 1. 7 3 2 0 
z of SP OK TES SS GG ERD i 11.5 
RF 5G pk SPH 75 78,3 467.9. 1078! F2s:6 — 15 10 ripw 5.2 
& 46 5S 48.3 39.6 15.3 14.5 9.1 ah 2.4 0 
供 試 ON 数 65 101 76 71 65 71 67 105 
A 存 SB 数 33 16 34 35 31 39 44 36 
fe FS pe SPR 28 10 30 29 25 18 oT 8 
Ml. 11~15 aA Oe eet halo ee (Sh ee. 13 14° 10 Z 8 0 
A fe JN 50.8 15.8 944.7" 140.3% 447.7" 5a NC eae 
iF 56 we IPSK 43.1 9.9 (39.5 40.8 *88:5° | 25.4 * 40.3 7.6 
> t& Sp & 29.2 6.9 17. “9.77 S154 9.9 — 11.9 0 
供 試 卵 数 20 18 25 17 24 38 47 58 
Hz 存 OR 数 16 14 18 12 17 17 23 33 
AR FFE Be SPR 15 14 17 11 13 14 19 20 
XI. 16~20 Picts UN Ne Ul ela ee 11 10 6 5 3 7 3 
ee Se ae: 3 £0 ee pe 70.6) 70.8 44.7 48:0" aoa 
I F 5g pk SBR 75 77.8 68 64.7° 54.2 36.8 40.4 34.5 
& 4t¢ 58 60 61.1 40 35.3 20.8 7.9 14.9 5.2 


re 
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| 下 し た 卵 た 最も 多数 の 越冬 卵 が 認め らら れ た 。 

第 2 表 は 各 時 期 別 産 下 卵 の 加 温 時 に お ける 生存 卵 数 を 
肥 子 発育 期 別 に 示し た も の で ある 。 秋期 に お ける 産卵 時 
| 期 の 早晩 と 越冬 腺 子 の 発育 期 と の 間 に は きわ め て 徐 接 な 
| 関連 が あり , 晩期 産 下 卵 は 黄 は ん CHE) 期 で , また 早期 
| 産 下 卵 は ど 発 育 の ょ り 進 ん だ 眼 点 期 で の 越冬 卵 が 多く な 
『 る こと が わか っ た 。 

|| 筑 3 表 は 加 温 に ょ る ふ化 卵 の ふ化 所 要 日 数 を 示し た る も 
|! の で ある が , 多く は 肥 子 の 発育 程度 の 相違 に し た が っ て 
| テ 定 日 時 の 経過 と と も に ふ化 し た 。 


各 時 期 別 産 下 卵 の 越冬 期間 中 に お ける 
生存 卵 率 な ら び に ふ化 可能 卵 率 の 災 化 
| 誠 期 に お ける 産卵 時 期 の 早晩 は 越冬 画 の 発生 と 密接 な 
[関連 が あり , 野外 の 自然 温 下 で 秋期 お そく 産 下 され た 黄 
| は ん 期 卵 に 越冬 卵 が 多く , 早期 に 産 下 され より 発育 の 進 
RoR 各 調 
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ん だ 眼 点 期 娘 ほ ど 越冬 卵 が 少な いこ と は 前 述 し た と お り 
で ある 。 こ こ で は , 各 時 期 の 産 下 卵 た つい て 越冬 期間 中 
に お ける 生存 卵 率 な ら び に ふ化 可能 卵 率 の 変化 を 更に 検 
WL. 
材料 お よび 方 法 

前 の 調査 の 各 時 期 別 産 下 卵 の うち, 翌 春 加 温 に ょ っ て 
発育 を 化 卵 の 認め られ た 11 月 1 日 か ら 20 日 に わた る 各 時 
期 の 産 下 卵 を 用 いた 。 卵 の 飼育 方 法 は 前 の 調査 と 全く 同 
様 で ある 。 調査 は 1 月 27 日 か ら 4 月 5 日 に わた る 期間 中 
各 月 と も 原則 と し て 上 旬 , Pa, 下旬 の 3 回 行ない , & 
調査 日 ご と に 各 時 期 別 産 下 卵 と も その 一 部 を 25°C OH 
ラス 張り 恒温 そう に 入れ て 加 温 し , BAIR OCH 
育 ふ 化 卵 数 を 調査 し て 越冬 期間 中 の 卵 死亡 の 経過 を 調査 
Lite 

結果 

各 時 期 別 産 下 卵 の 越冬 期間 中 に お ける 生存 卵 な ら び に 


窒 時 に お け る 生存; 卵 の 肥 子 発育 期 別 卵 数 


eee 黄 は ん 期 反転 期 | ※ | AM | A | Be | 計 
= Se | 
et Se | 
I 27 4 0 5 25 9 4 47 
nS 1 0 3 7 11 6 28 
15 2 0 4 12 17 8 43 
5 bate 25 1 0 10 6 9 4 30 
m 5 0 0 7 6 10 2 25 
17 1 0 3 4 6 1 15 
25 0 0 4 0 2 1 7 
W 5 0 0 0 2 2 0 4 
1 27 49 1 5 29 7 0 91 
Ties 32 2 20 31 6 1 92 
15 38 0 19 24 13 5 99 
Rae 25 25 1 4 13 2 0 45 
im 5 19 0 11 10 1 0 41 
17 10 0 9 5 8 1 33 
25 8 0 17 2 13 0 40 
Wes 2 0 3 4 2 0 11 
I 27 32 0 0 1 0 0 33 
rs 16 0 0 0 0 0 16 
15 34 0 0 0 0 | 0 34 
25 32 0 1 2 
Mu. 11 ~ 15 m 5 28 1 2 0 0 0 31 
17 21 0 9 9 0 0 39 
25 9 3 13 17 2 0 44 
W 5 1 0 5 26 4 0 36 
7 7 16 0 0 0 0 0 16 
I 5 14 0 0 0 0 0 14 
15 18 0 0 0 0 0 18 
25 12 0 0 0 | 
XI. 16 ~ 20 m 5 17 0 0 0 0 0 17 
‘17 | 16 0 1 0 6.34 0 17 
25= —=0 0 6 7 0 0 23 
W 5 9 0 10 13 1 0 33 


※: 肥 子 が 反転 前 に 眼 点 を 形成 し た 不正 常 発育 卵 を し めす 
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ふ化 可能 卵 の 残存 状態 を 調査 し た 結果 は 第 4 表 の と お り 
で ある 。 ま た 各 調 査 時 に お ける 生存 卵 の 逐 子 発育 期 別 玉 
PLB HIT, 加 温 後 み 化 ま で の 上 旦 数 は 第 6 表 に それ ぞ 
WRENS. LIAL AMS Biche > CHE PLEO 
MART IRAU, 116 目 か ら 10 昌 た に わた っ て 産 下さ 
れ た 卵 は 黄 は ん 期 か ら 眼 点 初 期 , 11 月 11 且 か ら 15 目 以降 
の 産 下 卵 は いずれ る も 黄 は ん 期 で 越冬 し た 。 越冬 率 は 秋期 
に お ける 産卵 時 期 の 早晩 に 伴う 越冬 腺 子 の 発育 期 に と ょ っ 
て 異な り , 越冬 卵 の 主体 は 秋期 , で きる だ け お そく 産 下 さ 
THERILAMISCHS CLR BIEM LK. BAM PIC 
BUT SEGUE ie ONS (EAI HEIN ORF 4 HE 
SPIED MICE MAF OMA IMIC Lk a CHRie Y lal 
OGRA STV. Las LMA DEAL TRIE F 
DRILAMIMCO CHS L, 生存 卵 率 た つい て は 1 月 
下旬 か ら 4 月 上 旬 に わた る 期間 中 特に 著しい 変化 を 示さ 


aa 
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考 ba 


トピ イロ ウシ ンカ の 越冬 に つい て は 次 第 に その 実態 が 明 
ら か と な り , BALINTIXEE UCHLEMBOMREC, 
の ほか の 地方 で は 卵 態 で 越冬 する こと が わか っ て きた 
(4791955, 立石 1955, 631956, 竹沢 ら 1957)。 
筆者 は 本 種 の 卵 態 越冬 機構 を 究明 する 研究 の 一 環 と 1 
て 秋期 に お ける 産卵 時 期 の 早 晩 と 越冬 卵 発 現 と の 関係 審 
つい て 調査 し た 。 そ の 結果 秋期 の 産卵 時 期 が 次 策 だ お そ ぞ 
く な る に し た が っ て ほぼ 平行 的 に 越生 卵 が 増加 する こさ 
が 明らか と な っ た 。 一般 に 秋期 発生 する トビ イロ ウン カ 
最終 世代 の 成 躍 は お も に 9 月 下旬 か ら 10 月 に わた っ て 羽 
(kL, aie) BMMICbk o CHEMEENT 22, 野外 の 自 
然 温 下 で 秋期 で きる だ け お そく 産 下 され た 卵 が 越冬 卵 の 
主 休 を な す も の と 考 を られ る 。 こ の よう に 秋期 だ ど お け る 


な か っ た が , ふ化 可能 琉 率 は 自然 温 が ESL CASAS 産卵 時 期 の 早晩 は 本 種 の 卵 越冬 を 左右 する 重要 な 因子 で 
発育 を 始め た 3 月 中 旬 以 降 急 に 低下 する 傾向 が 見 られ た 。 HY, SE OAAC4MAICKEO SAAN OR FRE 
BOR BAAR IC HW 4MAINO S(t EAA (25°C 加 温 ) 

i Sees ee Ch eee SD) Ee en 
産卵 時 期 | 調査 月 目 | ふ化 卵 数 =e = = 
8 4 5.6 7 899 10 T1 12 13 14 15.1607 28. 19 20. 2l oes see 
1527 24 Pee 
rr 5 12 ale Te | 1 
15 Z i Dea Oa , 
ey 25 8 a> t 1 
ee? fer) | 6 Sh Fe ey 
17 0 
25 0 | “ 
W 5 0 
~~ 
Lee 27, 56 9 51316 9 2 if 1 
I 5 42 5 1412 8 lsat 1 
5 20 ib 2 eel 1 1 の 
Toe a 5 11 2 2 a 4 
Seal) Tm 7 TD 
17 3 fort 1 
25 2 1 il 
iv 9.5 0 
T 22 19 de oe aa | 1 1 
fi 8 7 Ler 1 
ip 2 OA as. Eo + 1 
e kee る 2 1 
Nh i ia i : 
Ie 7 Al 1 
25 8 Ea EE A] 
ie 0 
IE Bip 12 YD 
wos 11 1A a BD 
1S 10 404 pel 1 Be 
MI. 16 ~ 20 用 6 1 1 2 2 
ELS oe 5 3 1 1 
17 3 Lye 1 
25 7 1 3 iP 
VS 3 2 1 
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1 1961 年 6 月 竹沢: 


IA 中 旬 前 後 で ある こと が わか っ た 。 ト ピ イ ロウ ンカ の 
卵 は 温度 に ょ っ て 支配 され る の で 地方 に よ ょ っ て 越冬 卵 
2 産 下 時 期 が 異な る こと は 当然 で 暖地 帯 ほ ど お そ く な る 
の と 推定 され る 。 新海 (1955) は イナ ズ マ ヨコ バイ に 
2 いて 秋期 に お ける 産卵 時 期 が 卵 態 越え の 能 和 机 と きわ め 
密接 な 関連 を も っ て いる こと を 報告 し た が , CHIRK 
に お ける 産卵 時 期 の 早晩 が が 越冬 用 子 の 発育 期 と その 休 
層 隆 に 大 きく 影響 する こと に 起因 する と 推定 され る 。 さ 
『 に 筆者 ら (1957) は トビ イロ ウン カ の 越冬 卵 が 眼 点 未 
BP 成 卵 で ある こと を 報告 し た が , その 後 奈須 ら (1958) 
Pp 和 な っ た ウン カ 類 の 肥 子 発育 に 関す る 研究 で この 卵 の 
ド 手 発育 期 は 黄 は ん 期 で ある こと を 確認 し た 。 ま た 奈須 
(1959) は 水田 附近 に いる 各種 ウン カ の 種類 と 越冬 劉 を 
HEL, 卵 態 越え する ウン カカ 類 の 肥 子 は いずれ も 黄 は 
貞 期 で 休眠 し て いる こと を 明らか に し た が , 本 調査 か ら 
| ビ イ ロウ ンカ に つい て も 越冬 卵 の 多い 晩期 産 下 卵 の 越 
ド 肥 子 の 発育 期 は 黄 は ん 期 で ある こと を 再 確認 し た 。 な 
Bs これ ら 黄 は ん 期 で の 越冬 卵 は 1 月 か ら 2 月 の 厳寒 期 で 
\ 加 温 す る と 容易 に 発育 を 始め る が , 25°C で 加 温 し た 
和合 大 部 分 の 越冬 卵 は 加 温 開 始 後 7 日 か ら 10 日 に わた っ 
訟 化す る こと が わか っ た (第 6 表 参 照 )。 奈 須 ら (1958) 
DPAFE CHLIBEBNT A HUH 25°C で 加 温 し た 場合 加 温 
6 日 目 に ふ化 する こと が 知ら れ て お り , 越冬 卵 は 夏 久 
[比較 し て か な り の 発育 遅延 現象 が 観察 され , 越冬 卵 に 
ト 原 眠 に 関連 し た 生理 飲 変 化 が 認め られ る 。 RAS 
958) た に こよ ょ よれ ば ウン カ 類 の 肥 子 発育 時 期 の うち , 黄 は ん 
ALO AL BED) ARROP UAC, 黄 は ん 中 期 
: 細 長期 と あたり , 梅谷 (1946) OARS OWRD 
LOR 2A LBS RICRT SHRM THO EV 
) れ る 。 ま た , 越冬 期間 中 に お ける 生存 卵 率 な ら び に ふ化 
能 卵 率 の 時 期 的 変動 を 調査 し た 結果 に よれ ば さば これら は 
期 産卵 時 期 の 早晩 に 伴う 越冬 腺 子 の 発育 期 と た ょ っ て 村 
9 り 同 一 の 傾向 を 示さ な い が , 越冬 の 主体 を な す 晩 期 産 
| の 黄 は ん 期 卵 に つい て 見 る と , AFORE 1 月 下旬 か 
月 上 旬 に わた る 期間 中 著しい 変化 が 認め られ な か っ 
JoL 2: LU, ふ化 可能 卵 素 は 翌 春 越冬 卵 が 発育 を 再開 し て 
ラ の も ち 急 に 低下 する 傾向 を 示し た 。 こ の 原因 は 明らか 
族 い が , 筆者 の 外観 的 観察 に と ょ よる と 反転 前 た 眼 点 を 形 
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ML, 不 完全 反転 の まま その 後 の 発育 を 継続 する 異常 発 
育 卵 が ご の 時 期 か ら 急 に 増加 する こと に よる も の と 考え 
bite P 


摘 we 


FETA Y AOR SANT SHRO— 
環 と し て , FAIA SETI O me & HPHeRIA LD 
関係 に つい て 調査 し た 。 結 果 を 摘 記 すれ ば 次 の と お り で 
ある 。 

1) 秋 末 期 に お ける 産卵 時 期 の 早晩 と 越冬 卵 の 出現 と 
DNC XD THEMES, 野外 の 自然 温 下 で 
秋期 お そく 産 下 され た も の ほど 越冬 卵 が 多い 。 

2) 越冬 用 子 の 発育 期 は 秋期 に ける 産卵 時 期 の 早晩 
に よっ て 左右 され , 晩期 産 下 卵 ほど 黄 は ん 期 で の 越冬 卵 
が 多く な り , 越冬 卵 率 も 高かっ た 。 こ れ ら の 結果 か ら 越 
冬 用 子 の 発育 期 は 黄 は ん 期 で ある と 考え られ る 。 

3) 越冬 期間 中 に お ける 生存 卵 率 な ら び に ふ化 可能 卵 
率 の 変動 を 調査 し た 結果 , 生存 卵 率 は 1 月 下旬 か ら 4 月 
上 旬 に わた る 期間 中 著しい 変化 が 見 られ な か っ た 。 し か 
し , ふ化 可能 卵 率 は 1 月 下旬 以降 次 第 に 減少 し , BRR 
温 の 上 昇 に 伴い 越冬 卵 が 発育 を 再開 し て か ら の ち 急 に 低 
下す る 傾向 を 示し た 。 
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Summary 


Studies on the Overwintering of the Brown Planthoppers, Nilaparvata lugens STAL 


II. The Relation between the Time of the Oviposition 
and the Overwintering of Eggs 


By Hideo TAKEZAWA 


Kanagawa Agricultural Experiment Station, Hiratsuka, Kanagawa Pref. | 


The author investigated the relation between the 
time of oviposition and the overwintering of eggs, 
in order to make clear the conditions of the over- 
wintering in the brown planthopper eggs. 

The eggs were reared in the weighing bottles in 
which relative humidity was kept 100 percent under 
the condition of natural temperature. The results 
obtained are as follows: 

1) The number of hibernated eggs closely related 
with the time of ovipcsition at the end of autumn, 
thereupon the later the eggs were oviposited at this 
time, the more the hibernated eggs increased. 

2) The stage of embryonic development of the 
hibernating eggs were subjected to the influence of 
which the time of the oviposition was early or late 
in autumn. 


The later the eggs were oviposited in autumn, the 


more the hibernated eggs at the yellow spot stag 
increased. | 

As the results mentioned above, it was though 
that the stage of embryonic development of th 
hibernated eggs was the yellow spot stage. ] 

3) According to the results of observations on th 
fluctuation of the percentages of the survival egg 
and the eggs having hatching-ability, the percentag 
of the survival eggs did not decrease remarkabl 
during the overwinter period from the end of Januar, 
to the beginning of April but the percentage of th 
eggs having hatching-ability decreased with the tim 
passed from the end of January onwared gradually 
and it showed the tendency to decrease rapidly afte 
the growth of hibernated eggs with the rising of th 


temperature in spring. 


数 種 り ん し 目 こ ん 虫 の 多角 体 病 (続報 ) 
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有賀 Ai HE 


福原 仁彦 ・ 長 島 


\ 


ea 言 


著者 ほら は ウイ ルス 利用 た にょ る 害虫 駆除 に 関す る 基礎 試 
BRE LC, さき に 数 種 り ん し 目 こ ん 貝 の 多角 体 病 の 性 状 
を 調査 し た が (有賀 ・ 吉 武 ・ 渡 部 ・ 福 原 , 1960), これ に 
引き 続い て 理化 学 的 処理 に と ょ る 野外 こん 虫 多角 体 病 の 誘 
Be, ARS, 多角 体 病 ウイ ルス の 突然 変異 な ら び に そ を 
を 利用 し て の 宿主 体内 に お ける 異種 ウイ ルス 間 の 相互 
作用 な ど に つき 研究 を 行なっ た の で , その 結果 の 大 要 を 
PT So 

| 本 実験 を 遂行 する に 当たり , 実験 材料 を 提供 され た 農 
業 技 術 研 究 所 の 昆虫 科 長 深谷 昌 次 博士 ) 林業 試験 場 の 浅 
分 室 室長 小山 良 之 助 氏 お よび 長野 県 奏 業 試験 場 技師 田 
店 茂男 氏 に 深謝 の 意 を 表す る 。 本 研究 は 文部 省 の 試験 研 
附 費 に ょ っ て 行なわ れ た も の で ある 。 


材料 と 方法 


「 供 試 材料 は いずれ も りん し 目 に 属す る 野外 こん 虫 で , 

メリ カシ ロ ヒ トリ (Hyphantria cunea Drury), 3 
bux (Barathra brassicae LINNE), サク サン (An- 
rh pernyi GusR.-MEN.), ヒマ サン (Philosamia 


ynthia ricini Donovan), オビ カレ ハハ (Malacosoma 
eustria testacea MotscHiusky) お よび ブラ ンコ ケム ジ シ 
(Lymantria dispar LinnE) な どの 幼虫 で ある 。 多角 
ま 病 の 診断 法 な ら び に 発病 率 の 算出 方 法 に つい て は 前 報 


( 害 賀 ら ,1960) と 同様 で ある 。 
実験 結果 お よび 考察 


J. ウイ ルス 病 誘発 実験 

= トウ クウ ガ お よび アメ リカ シロ ヒト リ の 幼虫 に 低温 処理 
°C, 18~40 時 間 ) を 行なっ て も 多角 体 病 の 誘発 現象 
パパ 認 あめ られ な い が , アメ リカ シロ ヒト リ に と ヒ 酸 , 昇 コツ, 
DTA, Na-EDTA ぉ よび ファ イ ゴ ン な どの 各 深 液 を 添 


1 REALM EMR RES 

2 INK MS Bi PRS 

3 鳥取 大 学 農 学部 応用 昆虫 学研 究 室 
(1961 年 3 月 2 日 受領 ) 


1 
成美 ・ 渡 部 C- 
xm 地 


食す る と 誘発 が 認め られ る 
se 
今回 行なっ た 実験 で も , 第 2 化 期 の アメ リカ シロ ヒト 
リ の 最終 令 幼虫 に 低温 処理 (5°C, 24 時 間 ) を 行なっ た 
場合 に は , 相当 多く の 個体 を 供 試 し た た に も か か わら すず , 
全く 誘発 は 認め られ な か っ た 。 た だ 核 多 角 体 を 添 食 し た 
翌日 に 低温 処理 を 行なう と 多角 体 添 食 の み の 場 合 に 比べ 
て , 多少 多角 体 病 発 生 率 が 高く な る 傾向 は 認め ゅ られ た 
(第 1 表 )。 


第 1 表 アメ リカ シロ ヒト リ へ の 核 多 角 体 漆 食 と 
低温 処理 (1960 年 2 化 期 ) 


こと を すでに 前 報 で 報告 し 


ag Silla Ct Cd. 
処 17 o | 0.0 
a (5°C 24 FEM) 21 0 | 0.0 
KR | 25 10 40.0 
多角 体 添 食 ・ 低 温 | 22 "| 12 54.5 
He x th Be (T) : 50 


F: 多角 体 病 以 外 で 死ん だ 個体 数 


また 前 回 は 行なわ な か っ た 2, 3 OMB, 第 3 化 期 
の アメ リカ シロ ヒト リ の 最終 令 幼 虫 を 用 いて 行なっ た と 
ころ , きわ め て 低 率 で は ある が 多角 体 病 の 発生 が 見 られ 
Ko CORRE BF 2 表 た に 示す 。 


第 2 表 アメ リカ シロ ヒト リ に お ける 理化 学 的 処理 
に よる 核 多 角 価 病 の 誘発 (1960 年 3 化 期 ) 


| 多角 株 病 
処 理 条 件 WF | 実数 | % 
fe 処 43 | 0 | 0.0 
ig (6°C 24 時 間 ) 42 | 0 | 0.0 
低温 (5°C 24 時 間 , 2 回 ) 40 0 0.0 
H,O, 10 倍 液 10 TRB 38S に 3 9.1 
エー テル 7 分 麻酔 41 1 2.4 
ホル マリ ン 20 倍 液 添 食 | 29 1 3.4 
ホル マリ ノン 10 倍 液 添 食 3 1 Bi 4 


Ge BR (T): 50 


(141) 
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サク サン の 幼虫 を 供 試 し て 2 令 か ら 5 令 まで の 各 期 に 
EDTA の 0.5M 深 液 を 5 回 添 食 し て , その 誘発 効果 を 
調べ た が , EDTA 処理 区 の ほう が 無 処理 区 より 核 多 角 体 
病 の 発生 が いく ぶん 多い 傾向 が 児 ら れ た が 大 差 は な か っ 
た 。 こ の 場合 発育 の どの 時 期 に 処理 し て も , HROAE 
分 は 5 令 期 に 発生 し た 。 し た が っ て EDTA 処理 が サク サ 
シン 幼虫 の ウイ ルス 病 誘発 効果 が ある と は 上 断定 で き な い 。 
な お 4 令 期 の 処理 区 た に お いて 2 頭 の 細胞 質 多角 体 病 (中 
ot) 個体 が 認め られ た 。 

プラ ンコ ケム シ の 幼虫 に 0.5M EDTA 添 食 を 行なっ 
た 場合 に お いて も , 校 多 角 体 病 が 88.52 発 生 し た が , AR 
処理 区 た に お いて る も 73.9 錠 の 同様 の 多角 体 病 が 発生 し て い 
る の で , この 実験 結果 か ら で は サク サン の 場合 と 同様 
EDTA が プラ ンコ ケム シ の 多角 体 病 を 誘発 する 効果 が 
ある と 断定 する こと は で き な い 。 

その ほか ヨ ト ウ ガ お ポ および オビ AU A OMe ALC 
2,3 の 理化 学 前 処理 に よる 誘発 実験 を 試み た が , い ず 
れれ の 処理 に ょ っ て も ウイ ルス 病 の 誘発 は 見 られ な か っ た 。 

タイ ルス 病 が が 知ら れ て いる 野外 こん 虫 に つい て , AS 
灯 処 理 に よる ウイ ルス 病 の 誘発 実験 が 今 ま で いく つか 試 
み へ られ て きた が , 誘発 現象 が 認め られ た 例 は きわ め て 少 
な い 。 着 者 ら も カイ コ の 核 多角 体 病 と 細胞 質 多 角 体 病 の 
誘発 に 有効 で ある こと を 確か め た 数 種 の 理化 学 前 処理 
Es ツイ ルス 病 が 知ら れ て いる 野外 こん 下 に つい て 試み 
た が , 上述 の よう に 誘発 効果 は ほとん ど 見 られ な か っ た 。 

AATEC A Lid So 3 Lodo 
は , (DE LICBPSRC ABR ahi & と は 違 っ て 洪 在 
クイ ルス を 体内 た 持っ て いな いた めで ある の か , BB 
は 体 内 に 潜在 ウイ ルス を 保持 し て いて も , カイ コ で 著 
し い 誘 発効 果 が 認め られ る 理化 学 的 処理 条件 で は , 港 在 
クイ ルス の 活性 状態 へ の 変化 が 起こ ら な いた めで ある の 
- か いずれ か で あろ る うと 起 像 され る 。 

WER ORR AIC OU CIR, AMC L o CES fay 
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Be 4 Ze ヒマ サン 中 腸 細 胞 に 形成 され た 


カタ イコ 細 胞 質 多角 体 の カイ コ へ の 添 食 (1960 年 I Fk HH) 


BSB 2S 


され 特定 な 方 向 に 進化 し て きた カイ コ と , そう し た 人 
断 兆 次 が 加 % を られ な か っ た 野外 こん 虫 と で は 異な ot 
て , 種々 の 異常 な 理化 掌 的 処理 た 対す る 感受 性 も 違う て 
いる と 推察 され る 。 し た が っ て カイ コ で は まだ 試み られ 
な か っ た よう な 処理 条件 を 用 いれ ば , 野外 こん 下 で る タツ 
イル ス 病 が 誘発 され る 可能 性 は 十分 に 考え られ る 。 

Il. カイ コ の 細胞 質 多角 体 病 ウイ ルス の ヒマ サン へ の 
伝染 

ea SIL Ad ADOMPHS MAI 4 VACb 角形 を 
呈す る 多角 体 を 形成 する も の と , 4B Et 2S 
RIS LORE HY WCB CERRO LA 


な っ た 。 そ を その 結果 策 3 表 に 示す よう に 。 HED SSCS 
第 3 表 カイ コ 細 了 胞 質 多角 体 の と マサ ン へ の 深 食 


(1950 年 eR HA) 
細胞 質 多 角 体 痴 
a 理 ーー gees 
無 処 理 47 3 6.4 
カイ コ 6 角形 多角 体 添 食 38 12 31.6 
A434 fA AKRE 41 9 22.0 
カイ コ 16 角形 +4 ABR 45 5 1 
カイ コ 6 角形 少食 1 日 後 
, | eRe AS 35 15 42.8 
Af BUS 後 
6 HERA 43 7 16.3 


Beis th Be (T) : 50 1 

な い が 接 種 さ れ た ヒマ サン に 細胞 質 多 角 体 病 が 発生 
た 。 こ の ヒマ サン の 中 腸 細 胞 の 細胞 質 中 に 形成 され た 逢 
角 体 の 形 は , 接種 に 用 いら れ た 典型 的 な 4 角形 や 6 FTES 
を 示さ ず , 不 せ い 形 を 示す も の が 多かっ た 。 1 
ee DTS ES eae 

イコ の 稚 奏 に 添 食し て , 細胞 質 多 角 体 病 の 発生 率 と その 
病 奪 の 中 腸 に 形成 され た 多角 体 の 形 に つい て 調べ た 結 時 
を 第 4 表 に 示す 。 i 
APS bDMSLSICS WFHORRRIC 4 MYR 

AUT S ORE LCS. 4 3C6 BIS LO 
4 角形 を 呈し た 多角 体 を ヒマ サン に 添 食し て 形成 され 知 


多角 体 の 形状 
処 理 av F C a | 小 ie 
6 角形 |4 角 形 不 せ い 形 rs 明 | 
ロマ サン (健康 ) oa 42 D 

カイ コ 6 衣 形 ラ ヒマ サン カイコ 5 : io 2 3 8 7 
イコ 4 角形 ヒマ サン っ ガタ ダコ 22 1 20 0 0 11 9 
Jel is 25 6 5 5 
カイ コ (6 角形 ・4 角形 ) als Sool, a 28 6 15 3 3 3 8 
fl ok 34 2 26 5 0 2 19 
7 Al - ; 21 3 i 3 1 0 8 

C: MNES J v5 sky | ; | 
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せい 形 の 多角 体 を 再び カイ コ に 接種 し た 場合 に つい て 
He» 典型 的 な 6 角形 ある い は 4 角形 多角 体 が 形成 さ 
た 個体 も あっ た が , 不 せ い 形 な いし 小形 で 不 あ いり ょ 
庶 形 を 時 する 多角 体 が その 中 腸 細 胞 に 認め られ る 個体 
観察 され た 。 こ れ ら の いずれ の 区 た におい てる, 4 角形 
6 角形 と の 両 種 多 角 体 が 1 個体 中 に 形成 され て いる る も 
は 見 られ な か っ た 。 

以上 の 実験 結果 で 興味 ある こと は , カイ コ で 典型 的 な 
角形 ある い は 4 角形 の 多角 体 を 形成 する ウイ ルス が , 
マサ ン 幼 虫 の 中 腸 細 胞 で 増殖 は で きる が その 程度 は カ 
IO HAMA sIT SLO DLE, 多角 体 も 典型 的 
形 を 示さ ず ー 般 に 小形 で 不 せ い 形 を 示す こと で ある 。 
思 の ょ うな 現象 の 起こ る 仕組 に つい て は な お 研究 を 続 
ACH SM, カイ コ と ヒマ サン 幼虫 と で は , COBY 
円 答 細 胞 中 の 生化 学 物質 た 相違 が ある た め と 考え られ 
革 す な わ ち ウイ ルス の 増殖 に 関係 する 核 た ん ば く , ま 
それ に 伴う 多角 体 た ん ば く の 生 成 に 関係 する 諸 物 質 
イコ と ヒマ サン と で な ん ら か 相違 する 点 が ある た 
匠 この よう な 現象 示 起 こっ た も の と 推定 され る %。 
な お ぉ カイコ の 場合 で も , 細胞 質 多 角 体 病 ウイ ルス 接種 
下 長 期間 絶食 状態 に 置く と 。 上 記 の ヒマ サン へ の 接種 
験 の 場合 と 似 た 現象 が 見 られ る が , 詳細 は 別 報 に 譲る 。 
II. ア メリ カシ ロ ヒ トリ 幼虫 に お ける 2 種 の 核 多 角 体 
ウイ ルス 間 の 相互 作用 

前 報 で 述べ た よう に アメ リカ シロ ヒト リ の 核 多角 体 は 
角形 また は 3 角形 を 時 する 。 こ の うち 4 角形 多角 体 の 
地 ア メリ カシ ロ ヒ トリ に 添 食 する と 発病 し た 個体 で は 
きき て 4 角形 多角 体 の み が 形 成 さ れ , また 3 角形 多角 体 
漆 食 し て 発病 し た 個体 で は 全部 3 角形 多角 体 の み が 形 
きれ て いた ( 策 5 表 )。 この 結果 か ら 3 角形 と 4 角形 
核 多角 体 は 別種 の クイ ルス に よっ て 形成 され る と 考え 
HS. 

東 に これ ら 2 種 の 多角 体 を ほぼ 等 量 混合 接種 し た 場合 
は , SAD HAL, いずれ の 個体 に おい て る も 3 角形 
利 角 形 多 角 体 と が ま ざ っ て 形成 され て いた 。 3 角形 多 


有賀 ・ 吉 武 ・ 渡 部 ・ 福 原 ・ 長 島 ・ 河 合 : 
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角 体 添 食後 24 時 間 経て 4 角形 多角 体 を 与え た 場合 に は 。 

3 角形 多角 体 の み の 個 体 が 著しく 多く , RU CMS 
体 ウ アイ ルス に 混合 感染 し た も の が 約 202 を 占め , 4 角形 
多角 体 の み の 個 体 は 僅少 で あ っ た 。 

上 記 の 実験 と は 逆 に 初め に 4 角形 多角 体 を 添 食し , 24 
了 時間 後に 3 角形 多角 体 を 添 食 し た 場合 に と は, 両者 の 混合 
感染 型 が 非常 に 多く 次 いで 3 角形 多角 体 の み が 形 成 さ れ 
た 個体 が 多く , 4 角形 多角 体 が 形成 され た 個体 は き ね わ め : 
て わずか で あっ た 。 混合 感染 個体 で の 両 種 多 角 体 の 比率 
を 比べ る と , 3 角形 多角 体 の ほう が 多い 傾向 が は っ きり 
認め られ た 。 

3 角形 と 4 角形 の 多角 体 を 同時 に 混合 接種 し た 場合 や , 
3 角形 多角 体 を さき に 添 食 し た の ち に 4 HBS HALE 
食し た 場合 の 実験 結果 は , 著者 ら が 1 令 期 の カイ コ を 用 
いて 行なっ た 2 種 の 細胞 質 多 角 体 病 ウ イル ス 間 の 王 渉 実 
験 の 結果 と ょ ぐ 似 て いる ( 存 賀 ・ 福 原 ・ 吉 武 ・IsrxAarGKUL, 
1961), お そら く ア メリ カシ ロ ヒ トリ の 場合 に も さき に 
侵入 し た ウイ ルズ が あと か ら 接 種 さ れ た ウイ ルス の 侵入 
増殖 を 妨げ る も の と 巻 を られ る 。 し か し な が ら 4 角形 多 
角 体 を さき に 添 食し た あと に 3 角形 多角 体 を 添 食し た 場 
合 の 実験 結果 は , 1 令 期 の カイ ゴゴ の 場合 と は 異な っ て 
し ろ あ と か ら 接 種 し た ウイ ルズ ス の 増殖 の 方 が 盛ん で あ >. 
Ko CHEAT ICH R2MODA WARNTIE viru- 
lence に 差 が な か っ た 六 , アメ リカ シロ ヒト リ で は 4 角 , 
形 多 角 体 ウ ツイ ルス が 3 角形 多角 体 ウ イル ス よ り る も viru- 
lence が 弱く > あと か ら 接 種 さ れ た 3 角形 多角 体 ウ イル 
ス に 王 渉 する 程度 が 低かっ た た め と 考え られ る 。 


摘 要 


1) 数 種 り ん し 上 且 こ ん 虫 を 用 いて , カイ コ の 多角 体 病 : 
誘発 た 効果 の ある 種々 の 理化 学 的 処理 を 行ない , SAR 
病 の 誘発 を 試み た が , その 大 部 分 に お いて 誘発 が 認め ら - 
れ な か っ た 。 こ の よう な カイ コ と 野外 こん 下 に お ける 誘 
発効 果 に 差異 を 生ずる 原因 に ついては, 潜在 ウイ ルス の 
有無 潜在 ウイ ルス の 活 隆 化 の 難易 な ど が 考え られ る 。 


A RN RRR A AREA (1960 年 Sie 


RB BE 


3 角形 4 角形 3 ff 形 
処 理 A ; = 
実数 | 2 | 実数 実数 | | 3 角形 ・4 角形 混在 の 害 
| | 

DAR 49 | 44| 89.8| 0] 0. 0} 0.0, ——~ 
の 人 00 04 | 89. ON 0.0 — 
角形 ・ 4 HERARE 49| 0; 0.0] 0 49 | 100.0, 3 角 多 35, 3+ 4 角 半 々 12, 4 角 多 2 
角形 添 食 24 時 間 後 4 角形 添 食 49 | 36 | 73.5 | 1 10 | 20.4| 3 角 多 8, 3 角 ・4 角 半々 2, 4 角 多 0 
角形 添 食 24 時 間 後 3 AR | 49 |12 |24.5 | 1 36 | 73.5 3 角 多 19, 3 角 ・4 MEAT, 4 角 多 1 


gear xe (T): 50, A: T—F 
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2) カイ コ の 細胞 質 多角 体 病 ウイ ルス は ヒマ サン 幼虫 
に も 高 率 で は な い が 伝 染 す る こと を 明らか に し た 。 こ の 
場合 ヒマ サン 中 腸 細 胞 に 形成 され た 多角 体 は 小形 で 不 せ 
い 形 を 呈す る が , これ は カイ コ と ヒマ サン の 中 腸 細 胞 中 
の 生化 学 物質 た 相違 が ある た め と 考え られ る 。 

3) アメ リカ シロ ヒト リ の 核 多 角 体 に は 4 角形 と 3 角 
形 の も の が ある が , それ ぞ れ 別種 の ウイ ルス に よっ て 形 
成 さ れる と 差 を られ る 。 こ の 2 種 多 角 体 を 同時 に 添 食 す 
Hk, 供 試 下 の す べ て が 混合 感染 する が , 3 角形 多角 体 
を 添 食し た の ち に 4 角形 多角 体 を 添 食す る と , 3 角形 多 
角 体 の み が 形 成 さ れ た 個体 が 多かっ た 。 こ れ は さき に 侵 
入 し た ウイ ルス が あと か ら 接 種 さ れ た ウイ ルス の 侵入 増 


Summary 
Further Studies on Polyhedroses of Some Lepidoptera 
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An attempt was made to determine if several in- 
ducing agents avairable for the silkworm polyhedroses 
might be also effective to induce polyhedroses of 
several other lepidoptera, Barathra brassicae, 
Hyphantria cunea, Antheraea pernyi,, Malacosoma 
neustria testacea and Lymantria dispar. In general, 
none of the tested stressors (excessive cold, EDTA, 
Na-EDTA, formalin and hydrogen peroxide etc.) 
significantly increased the incidence of polyhedroses. 
The difference between the silkworm, Bombyx mori 
and these wild insects in the response to these 
stressors may be attributed either to the lack of the 
occult virus or to low aptitude in the wild insects. 

The cytoplasmic polyhedrosis virus of Bombyx 
mori was transmittable to Antheraca pernyi. The 
shapes of polyhedra formed in the mid-gut epithe- 
lium of the latter were not uniform and differed from 
those of silkworm polyhedra used for the inoculation, 


which were either tetragonal or hexagonal. 


' virus was less virulent than the triangular polyhedron 


殖 を 妨げ る た めで あろ う 。 4 角形 多角 体 添 食 の の ち に 3 
角形 多角 体 を 添 食 し た 場合 と は COLD tePwRRT 
ほとん ご ど 認め られ な か っ た 。 お そら くす 4 角形 多角 体 ツ イ 
ルス が 3 角形 多角 体 ツ ウイ ルス より る も virulence が 弱く , 
王 渉 する 程度 が 低かっ た た めで あろ 3 う 5 。 


al 用 文責 
BAR HRMS: EMC BAe (1960) oH 


4:51~56. 
BBA + BRE - HRRE - A. Isranexun (1961) 
Hwee 30 : 23~30. 
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In Hyphantria cunea the authors found tetragonal 
and triangular) nuclear polyhedra, which could be 
considered to be formed by different viruses respective- 
ly. When fed a mixture of the two viruses, the 
insects were all mixedly infected. The feeding of 
triangular polyhedra followed later by the feeding of 
tetragonal ‘polyhedra resulted in the formation of 
only triangular polyhedra in most of the infected 
larvae, and the remaining insects were mixedly in- 
fected. It was suggested that the first invading virus 
interfered with the second virus in the infection and 
multiplication. However, in the case of the feeding 
of tetragonal polyhedra followed later by the feeding 
of triangular polyhedra the interference of the first 
invading virus with the second one was scarecely 


observed. It may be that the tetragonal polyhedron 


virus and interfered in lower ‘degre2 with the latter 
virus. 


農 薬 の 生物 検定 法 は 近年 著しい 進歩 を 遂げ て いる が , 


DLODC, この 年 物 次 定 決 を 行なう と き に , EPR 
MBL SCLILRREWDRECHS, COUR 
BD 見 備 す べき 条件 た に た ついては, すでに 多く の 論述 が 
D> わが国 で は 民 沢 (1950), 酒井 (1951) ら が 記述 し 
I る が , 要 は 供 試 生物 農薬 に 人 敏感 で , し か も 斉一 な 
BARE DLA っ た 大 量 の 同体 が 容易 に 入手 で きる こ 
ある 。 著 者 あら は こ の 条件 を 満た す も の を 淡水 魚 に 求 
feo これ は 現在 使用 され て いる 供 試 生物 の 多く が こん 
oC ARCH SOC, せき 柱 動 物 で ある 魚類 は それ 
EUR ie っ た 特徴 の ある 感受 隆 を 示す の で は な いか と 
た か ら で あ る 。 本 世 で は 上 農薬 の 魚類 と 及ぼ す 影 響 を 
I\ る た め の 指 共生 物 と し て , BAKMEL TAT CE Z 
We 4, 77, ドジ ショ ウツ キン ギョ な ど が 用 いら れ 
DD, これ ら を 供 試 し て 微量 典 薬 の 定量 や , RAE 
吊 定 し た 例 は ほとん ど 見 られ な い 。 よ っ て 著者 ちら は 
に 広く 分 布 す る モツ ゴ と 比 培 和 的 容易 に 入手 で きる ヒ 
VAC AL, まず 24 陳 の 農薬 を これ ら の 魚 に 作用 さ 
BC50 ある い は LD50 を 求め る と と も に 。, FEHR 
察し て 感受 隆 の 特徴 を つか みみ , これ ら の 結果 か ら 両 
FEROKREECRMEEWEAORREWE LT 
i で ある か 検 対し た と ころ , 利用 注 の 高い こと が 明 ら 
[な っ た の で , これ ら の 実 険 結果 を 報告 する 。 


| evytlex *nORMBKiCNTS LC 
(50+ LD 50 OME LCABERDOAR 


FRMHCAK 
試し た 魚 は 千葉 県 産 の モツ ゴ ! 

@ (Tirwwrxocok et ScrgLrgggL) LHROE LY A 
| a latipes (Temminck et ScomgLgGrL) で 前 者 は 体 
へ 6 cm, 体重 0.6~0.8g, 後者 は 体長 3~5cm, 体 


Pseudorasbora 


HAC ISe0a, クチ ボソ な ど と 呼ば れ て いる 
「 1961 年 3 月 17 日 受領 ) 


虎 薬 の 微量 定量 用 供 試 生物 と し て の モッ プ ゴ と ヒメ ダ カ 


橋 本 RE 原 BWR 
農 株 省 農薬 検査 所 
1 - ‘ail F 
pa eee H 0.4~0.6g, DLOXIKALK. COWHOIRE, 体 


重 で は 薬剤 に 対す る 感受 性 の 差 は 認め られ な か っ た 。 実 
験 容器 は モツ ゴ の 場合 は 直径 9cm, WX 7cm OMY 

ャ ー レ を , ヒメ ダ カ の 場合 は 直径 23cm, BX 10cm の 
金魚 ば ぱち を 用 いた 。、 COLZMORBDKX SD BAA 
OD 3B FRR SS EV Be BSF x Likighsot. 

(1) © Hh ARR: ERY + — VICE 2 OME OMY 
ジ シャーレ 1 個 あ た り 3200 ml 入れ , これ を 20°, 27°, 35 
°C』 の 定 温 器 あ る い は 定 温 室 に 置い て 水温 を 調節 し た の 
ち , モツ ゴ を 各 シ ャ ー レ 5 頭 あ て 放し て 1 区 と し , 最低 
4Xic Le. €UC{4 WRK CML CHE RE 
べた 。 ヒノ メダカ な は, 20°C の 定 温 室 で 水温 を 調 新 し た 種 
々 の 濃 変 の 薬液 紀 7 入り の 金魚 ば ち に 放 っ て 処理 し た が , 
1 はち 10 頭 を 1 区 と し , 2 区 拝 と し て 行なっ た 。 そ し て 
BAG HR LAS RO REY ASK. 

(2) "EWR: 注射 は ツベルクリン 用 1/4 ERY 
つけ た 客 量 j 0.3ml の ツベルクリン 用 注射 叶 を 用 い , モ 
ツ ゴ の こう 門 か ら 種 々 の 濃度 の 薬液 を 腹 換 内 に 1 頭 あ た 
り 0.04ml YEH L7, WRX 27°C に 調節 し た 井戸 水 
を 腰 高 シャ ー レ 1 個 あ た り 200ml} Ah, これ に 処理 し 
た モツ ゴ を 5 頭 入 れ 1 区 と し , 最低 2 区 制 と し た 。 

(3) 経口 注入 試験 : ロ か ら 薬 液 を 注入 する 場合 は モツ 
ゴ 1 頭 あたり 各種 濃 代 の 薬 流 0.04 ml を ツベルクリン 用 
TENSE CHEV, 薬 波 が えら CH) に 触れ た り , そら の 
部 分 か ら 体 外 に 流出 し な いよ うに 注意 し た 。 処 理 し た モ 
ツ ゴ は 27°C に 温 諾 調節 し た 定 温 器 内 の 井戸 水 200ml 入 
り の 腰 高 ジャ ー レ 1 個 に 5 頭 を 放し , 24 時 間 後 の 死亡 率 
を 調べ た 。 

以上 の 試験 に あたっ て , 生死 の 判定 は ピン セッ ト で 魚 
体 た 軽 く 触 れ て 反応 の ある も の を 生 , な いも の を 死 と し 
た 。 ま た , 中 毒 症状 の 観察 は 随時 行なっ た 。 

な お , 使用 し た 薬剤 は 4 特に と こと わっ た も の 以外 は 原 体 
lg を 100ml の ア ャ トン に 溶かし , CHF KTCAR 
し て 用 いた 。 ア ネト ン の 影響 は 供 試し た 濃度 , REOR 
囲 で は 認め られ な か っ た 。 
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第 1 表 モツ ッ ゴ と ヒメ ダ カ に 対す る 各種 農薬 の LC50 と LD50 


bes = wy, =a e メ タ カカ | 
_ Hy ) 5 、 | 
% a Be fi 潜 注射 法 | 経口 注 入 法 OR 
農 i LC 50 (ppm) LD 50 (7) LC 50 (ppm) 
yl SCC) Ss 
3K Bag 20 27 Sa | WM | 交 20 20 | 
FR) — ——- 
名 : 24 24 24 24 24 24 48 
ae : 1.5 0,5 0.03 AO AO bs 7.5 
1.0 Qo= |) Close ame 40 40 iy a 
a ae S10 1.5 0.8 “40 S40 1.0 1.0 
@oin ’p’ N 7.0 0.5 0.07 “0 ‘40 0.75 0.75 
SP I ee 0.8 0.3 OS0B sh acs aed ees 0.3 | 
po | eee ee 
LG I, 7.0 2.0 ° | |. ot : 
y jas aa 0.2 0.07 0.01 1.4 0.4 0.02 | 0.02 
ee eee oie 510 1.5 40 40 10 510 
i) Fa vASrY | >10 210 2.0 40 >40 10 210 
: : 0.015 0. 007 0.001 ee 1.2 0.01 0.008 
eee ys 0.35 0.04 0.005 20 20 0.01 | 0.004 
機 Sate pe 1.0 0.4 0.05 20 20 0.1 0.08 
| eee 0.08 0.004 0.001 0.8 2.8 0.03 | 0.03 
へ プア タク ロー ル 2.0 ONS 0.05. /A0 28 0.2 | 0.2 
素 BC 1.0 0.5 0.03 20 40 0-1 yan Oad 
Al DDT @,?P’) 0.05 | 0.025 0.03 16 16 0.08 0. 08 
= oe 7.0 0.1 0.03 1.0 1.0 0 >10 
ae) VA Gaeta 0.1 0.01 | 0.002 1.0 1.0 0.1 0.08 
We | アン チマ イシ ン 0.0001 |<0.000001|  — 0.05 0.05 0.0001 | 0.0000 
y Y= IV 10 5.0 1.0 28 40 10 OU 
Se tema | “10 3.0 ee 20 20 10 | 10. # 
Se oe ae 4.0 0.02 0.002 | 3.2 4.8 0.01 0.008 
“a Pp eGo Pe 2.0 0.5 0.008 2 12 0.08 0.08 


(#) 1) 20 錠 乳剤 を 使用 し た 
2) 水 に 溶解 し て 使用 し た 
実験 結果 と 考察 

各 薬 剤 の モツ ゴ お よび メダ カ に 対す る LC50, LD50 は 
策 1 表 に 示す と お り で ある 。 

選 の 表 が か がら 供 試 魚の 感受 性 ば グ サ チチ オンニ エニ ンド リン, 
ERR RD AD DA ws PYo B 
TS ANG ST Ye & 
が わか る 。 ま た 少数 の 例外 を 除い て , 有機 塩素 剤 の LC 
50, LD 50 は 有機 リン 剤 の それ 以下 で ある こと か ら , 両 
種 と も 大 体 の 傾向 と し て 有機 リ ン 剤 ょ り 有 機 塩素 剤 に 対 
し て 感受 性 が 高い と い を る 。 こ れ は 同じ 水 せ い 動 物 で あ 
る ミジンコ 類 の ミジンコ Daphnia pulex (pe Geer) と 
タマ ミジンコ Moina macrocopa (Srravs) が 有機 リン 
剤 に 弱く , 有機 塩素 剤 に は 比較 術 強 い ( 芝 原 ・ 橋 本 , 未 
発表 ) の と 全く 傾向 を 異 に し て いる 。 し た が っ て , この _ 
モジ ゴ と ヒメ ダ カ は 有機 塩素 剤 の 微量 定量 検定 用 の 供 試 
生物 と し て 使用 で きる も の と 善 を る 。 た だ 試験 に 好適 な 
水温 は 27°C ECC, それ 以上 の 水温 は 結果 の 変動 が 大 


きく な うり, 不適 で ある 。 | 
次 に 27°C C, モツ ゴ を 用 いて 行なっ た 3 種 の 薬剤 
理 法 の 試験 結果 を 比較 し た 。 注射 ある い は 経口 注入 で 居 
液 濃度 が 1000ppm 以上 た な る と ア ャ トン の 影響 が ある 
の で 8 種 の 有機 リン 剤 と へ プ タ ク ロー ル 上 お よび アン デイ 
イシ ン に つい て は , 正確 な LD50 が 求め られ な か oH 
DC, これ 以外 の 14 種 の 農薬 の 実験 結果 相互 間 の 相関 人 
数 を 求め た と ころ 接触 法 一 一 注射 法 間 0.63, 接触 5 
経 品 注 入 法 間 0.67, 注射 法 一 一 経 品 注入 法 間 0.96 と が 
り , さら に LD 50 の 求め られ な か っ た 薬剤 の LC 50 
TAT, 0.3 ppm 以上 で ある こと か ら , 各 方 法 で 得 ら 
た 結果 は か な り の 相関 関係 を も つと 考え られ る 。 

水温 と 農薬 の 殺 魚 力 の 関係 を 見 る と , いずれ の 薬剤 3 
水温 の 上 昇 と と も に 殺人 灸 力 は 増加 し て いる が DDT 
AVEC OMI Nev. Caulk DDT が 高温 より 
温 で 殺虫 力 が 高い と いう 報告 (Vinsox & Kearns 19! 
Guturiz 1950, Porrer & GirrmAaw 1946 ) と 比較 LZ 


| 
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PPREKOMBCREYT, EXFAL ICDS 
ドド ある た め に 外観 的 な 観察 と と どまり , 個々 の 農薬 に ょ 
| 特異 的 に 生ずる 症状 は 見 い だ せ な か っ た 。 し か し 。 Vs 
| つか の 上 農薬 に 共通 な 症状 は 観察 され た 。 た と えば LC 
了 P 附 近 の 濃度 の パラ チオ ン を は じ め , 各種 有機 リン 剤 の 
記 座 に 24 時 間接 触 さ せ て , な お 生存 し て いる 個体 の 中 に 
[尾ひれ の つけ 根 か ら 10mm くら い の と ころ の 腹部 が 
[ある い は 左 に 30° ほど 異常 屈曲 し , 屈曲 し た 部 分 が 内 
[ 正 し て いる も の が か な り 認 め ら れる 。 こ れ は 同一 実験 
[の 生存 価 体 の すべ て に 現われ る 症状 で は な く , と き に 
[低く 見 られ な いこ と も あり , この 症状 を 発現 させ る 条 
『 は 明らか で は な い が , 本 実験 に 供 試し た 有機 リン 剤 は 
[は れ も こ の よう な 症状 の モツ ゴ ぉ お よび ヒメ ダ カ を 生 ぜ 
1, その 他 の 農薬 は 生 ぜ し め る こと が な か っ た 。 ま た 
[ 機 リ ン 剤 の 場合 で も この 症状 は 接触 潜 試験 区 に の み 
ooh, 注射 法 区 , 経 品 注入 法 区 た お いて は LD 50 付 
[で の 実験 が 少な か っ た た めか 認め られ な か っ た 。 こ の 
[ 状 は 処理 後 12 時 間 程度 経過 し な いと は っ きり 現われ 
ys た 24 時 間 経 過 後 に 新た に この 症状 を 呈す る よう な 
は な いよ う で お る 。 CLC, この 症状 を 時 じ だ 魚 は 
MCAT SM, も と の 薬剤 の 混入 し て いな い 水 に 
忠 は 大 半 は 腹部 六 曲 が っ た まま 生存 を 続け な か に 
AICS SLO$HS. COMBE v Zi 
申 毒 し た 魚の 示す 一 つの 特徴 で ある 。 魚 を 有機 リン 剤 
記 び 有機 塩素 剤 の 致死 濃度 以上 の 溶液 で 処理 する と 魚 
まもなく 興奮 状態 に な り , 挙動 変調 を きた し , わずか 
刺激 に も 倒 感 に 反応 し て 容器 中 を 激しく 運動 し , 水面 
BRO LM っ た りす る が , や が て 水面 で 呼吸 を する 度 
恋 多 く な り , つい に は 体 の 平衡 を 失い 横転 ある い は 反 
LTAWE YD LEDDITHCtT 4S. 一方, 抗生 物質 深 
甲 に 入れ た 魚 は その ほとん ど が この よう な 激しい 運動 
了 示す こと な く , 徐々 に 遊泳 力 と 刺激 に 対す る 反応 性 を 
ot, その まま 静か に 死亡 する 。 こ の 経 週 は 抗生 物質 
甲 毒 し た 魚 に 共通 な 特徴 で ある 。Sranrry (1950) は ア 
チマ イシ ン を ワリ モン ゴキ ブリ Periplaneta americana 
INNE) や チャ バネ ゴキ ブリ Blattella 
INNE) に 注射 する と , DDT や パラ チオ ン で 処理 し た 
Gk < Rid, 興奮 状態 や けい れん 状態 を 示さ ず 急 
容 虚 脱 捧 態 た に な っ て 死亡 する こと を 報じ て いる が , こ 
ば 本 実験 に お は る 魚の 場合 と 著しく 類似 し て いる 。 な 
有機 塩素 剤 に の み 共 通 な 症状 は 見 い だ せ な か っ た 。 
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TI. 水中 に お ける PCP 分 解 量 の モッ プ ゴ に よ 
BHF 


実験 材料 と 方 法 

モジ ゴ は 前 述 の 実験 エ た に 用 いた も の と 同一 の も の を 用 
いた 。 土壌 (粘土 ), 緑 そ う , 日 光 , 温度 な ど が , PCP の 
分 解 に 及ぼ す 影 招 を 調べ る た め に , 次 の よう な 区 を 設け 
て 実験 を 行 な ーー 

1. 7k (21)+PCP (1g) 

2. 7k (21)+PCP (1g)+ 5+ (2kg) 

3. 7K (2 の +PCP (1g)+ Hit: (2kg)+#Z5 (3000 

xg/ 分 で OSM DHE SE 1ml に な る 量 ) 

実験 の 容器 は 金魚 はち を 用 い , これ ら 3 区 の は ち は 室 
内 ( 定 温 器 内 35°C) と 屋外 に それ ぞ れ 設置 し た 。 

な お PCP は ペン タク ロロ フェ ノー ル の ナトリウム 培 
の 8622 水 溶剤 (以下 PCP-Na と 略記 ) CHD, 緑 そ う は 
Scenedesmus sp. で ある 。 

各区 の 調製 原液 の 初 濃度 と 調製 日 の 翌日 か ら 6 日 間 毎 
日 午前 9 時 に 採取 し た 上 海 液 の 濃度 は モツ ッ ゴ を 用 いて 後 
述 の 方 法 で 定量 を 行ない , 各区 た に お ける PCP-Na の 分 解 
消長 を 見 た モジ ツ ゴ に よる 定量 は 次 の よう に し て 行 な ラ 
to すなわち , 上 浴 液 を 用 いて 数 種 の 希釈 系 列 の 液 を 作 
D, これ ら 各 液 で モツ ゴ を 処理 し , 24 時 間 後に 5022 を 致 
死 さ せる 希 恋 倍率 を 求め , 策 1 表 の PCP-Na の LC50 
(0.5ppm, 27°C) か ら 調 製 原液 の 初 濃度 , LBRO 
度 を 逆算 し て 求め た 。 こ の よう な 定量 は 1 つの 濃度 段階 
に つい て 4 区 20 頭 を 供 試 し , 温度 27°C で 行 な っ た 。 

実験 結果 と 検討 

結果 は 第 1 図 に 示す と お り で ある 。 この 図 か ら PCP- 
Na の 毒 性 を 消失 させ る 第 一 の 要因 は 日 光 で ある こと 双 
わか る 。 す な ね わ ち , 土壌 や 緑 そ う の 有 無 に た か か わら ず , 
屋外 に 出し た 金魚 \ ち か ら 取 っ た 深 液 の 毒性 の 消失 は 提 
fal VIET FRA (室内 定 温 器 内 ) の それ に 比べ て 著しく 
速く し か も この 消失 は 晴天 の 日 に の み 認 あられ, BK 
の 日 に は ほとん ど 認 め ら れ な い 。 宗 像 ・ 平 野 (1958) も 
紫外 線 吸収 スベ クト ル に よる 定量 法 で 同様 な 傾向 を 見 て 
いる 。 ま た , 35°C OPA 1 BK LCL BE 
の 消失 が ほとん ど 認 あめ られ な い の で , この 考 性 消失 は 日 
光 そ の も の に よる も の で あり , 日 射 の 結果 の 水温 上 昇 に 
よる も の で は な いと 考え られ る 。 土壌 や 緑 そ う の 存 在 も 
ある 程度 は 上 浴 液 の 毒性 消失 の 原因 と な っ て は いる が , 
こと これら の 作用 は PCP-Na や その 他 の 有毒 物質 を 吸着 する 
た め ら し い 。 上 洪 液 の 毒性 を 経時 的 に 定量 し て ゆき , も 
WRPBHERA っ た と 判断 され た 金魚 ば ち 中 に モツ ゴ を 直 
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il oe ラス コ に 移し , BBA) VI VA~SH 
ees ge の み 4 -_ | 
ee ae ン を 蒸発 させ た 。 こ こ で 得 た 残留 物 を Im 
AAHETREI の アセ トン で 落 か し , これ を 更に 水 で 希 
@ a 


20: し 


策 1 図 水中 に 溶解 し た PCP の 残留 量 
接 入 れる と , その 後 か な り の 期間 , モツ ゴ は その 中 で 死 
USS. CHEVY IRMA CH SLBA DEE 
て , CHICMBSN CWO SHRBWAE STOKE 
HeLDSEHLANMSNS. KKCOMBWED RY 
の PCP-Na で ある か どう か は わか ら な い 。 BHC PCP 
Na らら る A 
ー ル , その 鉄 塩 , 鉛 塩 , アル ミニ ウム 老 な ど に つい て , 
それ ら の モツ ゴ に 対す る LC50 を 調べ る と それ ぞ れ 0.5, 
0.4, 0.2, 0.5ppm Lie), FEIDABLEKEOIV 
毒性 を 示す の で , CH ODTAMEO EV ReMRLES 
の と も 考え られ る が , 詳細 は 更に 化学 和 的 検討 を 待た ね ば 
な ら な い 。 な お 人 策 1 図 の 結果 は , 深 液 の 毒 生 は すべ て 
PCP-Na に よる も の と 仮定 し て 計算 し た も の で ある 。 


I EI nS 
た ェ エン ドリ ン の 残留 試験 
実験 材料 と 方 法 
エン ドリ ン は 市 販 の 19.52 乳 剤 を 用 い , この 500 AK 
を 噴霧 器 で 当 検 査 所 ほ場 内 の カキ の 果実 と カン ラン に 散 
布 し た 。 供 試す る カキ の 果実 は 表面 を 軽く ガー ゼ で ぁ い 
て か ら 果 上 を むき ," CORE lg た に つい て ml の フル 


マル ヘ へ キサ ン を 加え, 1 時 間 振 と うぅ 器 で 振 と うし た 。 振 


と う 後 , この ノル マル へ キサ ン を ろ過 し , を た た び 前 と 
RD 7 UL VAR YRIRAT SZ AYO Ric CH 


ke 
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と うぅ ろ過 し , 両 液 を 合わ せ て 原液 と た だき 3| 
こと の 原液 は 分 液 漏 斗 た 入れ , 同 量 の 水 で 党 
5 操作 を 5 回 くり か を し た の も ち , 硫酸 ナ 有 
リウ ム で 脱水 し , 残 液 の 深 量 を 測定 じ て ゴ 


LC, 実験 工 と 同様 な 操作 で モツ ゴ を 用 \| 
cay py ORR GE aan 
HKOA FORE lg に エン ドリ ン Ip 
m の 濃度 に 含む フル マル へ キサ ツン 誠 
2ml の 割合 で 加 を , 上 記 の 方 法 に より 少 
試験 を 行なっ た と ころ , zy FI vO 


は 90~95 ジ で あっ た の で , この 実験 の 四 
収 率 を 90 と し て で 計算 必 た si カン ラン 3 旨 
全体 を 用 い , カキ と 全く 同じ 操作 で 残 型 員 
験 を 行なっ た 。 こ の 時 の 添加 試験 の 回 収 当 
も 90~95% で あっ た の で , 回 収 率 は 90y 


実験 結果 と 答 対 

実験 結果 は 策 2 図 の ょ うに な り , 散布 し た エン ドリ 

は カキ の 場合 も カン ラン の 場合 も 散布 後 5 BAA 
ほとん ど が 消失 し , その 後 は 残留 量 も 消失 率 ひ 低く な 2 
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に と が 認め られ た 。 こ の 方 法 に よれ ば , 試験 た 要する 薬 
Mit 200ml で あり , モツ ッ ゴ の LC 50 は 27°C に お いて 
0.007 ppm で ある の で , 上 記 操作 に より 回 収 さ れ た 残留 
We 1.47 以上 の エン ドリ ン が あれ ば , これ を 確認 で き 
る は ず で ある 。 ま た 回 収 率 が 低い の は 抽出 蒸留 の 際 , ェ 
ドジ シン ドリ ン が 消失 する の で は な く , 植物 隆 不純 物 の た め エ 
シド リン の 毒性 が 被 謙 され る の で , 回 収 率 示 低い と いう 
XD, 不純 物 の 影響 が 除け な か っ た と いう べき で あろ 
| 引 。 こ れ は 植物 体 を 加え な い ノ ル マ ル ヘ へ キサ ン に エン ド 
DY LAWL, 蒸留 処理 を し た 場合 の 回 収束 が 1002 前 
| 後 で あっ た こと か ら 証 され る 。 い ずれ に し ろ , 抽出 法 を 
MRP ACLICLDO, より 実験 の 精度 を 高 あ る こと が 可 
能 で ある と 考え られ る 。 


PAV. ヒメ タダ ヵ と ミッ ンコ と の 感受 性 の 相違 
を 利用 し た 水質 分 析 試験 


| 経 過 
| 1958 年 東京 都内 某 公園 の 池 で コイ を 主 と す る 魚類 多数 
訟 突然 変死 し て 浮上 する 事件 が 起こ っ た 。 こ れ は この 池 
NETRA T SKATE ICAABMEAR SAR RD LABS, 
EDABWAILA TF AY Cre DLHESHNE. EO 
で 著者 ら は 生物 学 的 分 析 法 に より , その 物質 が パラ チオ 
| で ある か 検 対す る こと を 試み た 。 

i! 実験 材料 と 方 法 

| ヒメ タカ ヵ は 実験 エ で 供 試 し た も の で , これ を 実験 エー 
MCEY ゴ プ に 対し て 行なっ た 方 法 に より, Bay rv 
人 生れ て 実験 し た 。 ミ ジン コ は 当 検査 所 構内 の タン ク で 
| 飼育 し た も の で , MAL KCMOALAVY 直径 Im の 
| 時 計 皿 に 薬液 , 供 試 液 .10ml を 入れ , これ に 各 20 頭 を 放 
Lito 生死 の 判定 基準 は 触角 の 運動 が 認め られ な いも の 
を 死 と し た 。 供 試 液 は 事件 の あっ た 池 の 異 な る 4 カ所 か 
らら 採取 し た も の で , この うち A は 汚 溜 水 が 流入 する 地点 
| あゆ も の で ある 。 な お 標準 薬 剤 に と 用 いた メチ ル パ ラ チオ ォ オン 
(は 市 販 の 4022 乳 剤 で ある 。 実験 温度 は 20°C で あっ た 。 

; 実験 結果 と 検討 

実験 結果 は 第 2 表 の と お り で ある 。 こ の 表 に よる と ミ 
ジン コ は 0.001ppm の メチ ル パ バラ チオ ン 溶 液 中 で は 3 時 
間 後 6022 が 死亡 し て いる が 0.0001 ppm 溶液 中 で は 死亡 
艶 て いな い 。 一 方 , 供 試 液 中 の ミジンコ は 3 時 間 後 に は 
RC ULC Rab, も し この 供 試 液 が メチ ル パ ラ チオ 
ンジ を 含ん で いる と すれ ば , その 濃度 は '0.001ppm 以下 の 
(まず で ある 。 し か る に A 区 の ヒメ ダ カ は 24 時 間 後に 4022 
が 死亡 し , 48 時 間 後 ま で に は 全部 が 死亡 し て いる 。 ま だ 
p54 時間 後に お ける 生存 個体 に は パラ チオ ン に 中 毒 し た 魚 
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第 2 表 メチ ル パ ラ チオ ン 溶 液 と 池 水 に よる 
ヒメ タダ カ と ミジンコ の 死亡 率 (%) 


SS ERD! E> 
caoata ae ヒメ ダ カ 5 2 oy TS 
a 3 時 he Em 
供 Dt 2 8 
eee. = 4 | 4 i ee 
AL's oS sai bjs dee 
\(ppm) | 0 | 0 | 100 | 100 | 100 
0.1 o | 0 | 0 | 100 | 100 
SSO Gt o | 0 | o | 90 | 100 
Seto: 001 0° POT 6. ge 
PF FN, 000k wh: Oy | x0. Ie 1) Gea 
| | 
A | 40/10 | 0 | 0 | 40 
Bol +com}. 10. (ide Saamleean 
A Cg OE og Ores 
Del co co 0 0 NG 
oe oe lO] 0 Oe 


に し ば し ば 認め られ る 腹部 の 屈曲 や 内 出血 は 認め られ な 
か っ た 。 以上 の こと か ら , 供 試 し た 汚水 中 の 有 姓 成分 を 
メチ ル パ ラ チオ ン と 仮定 する と 矛盾 が 生じ る の で , メチ 
WATFAL CWE ABEL. ペラ フス td 
メチ ル パ バ パラ チオ ン と 性 質 が きわ め て 類似 し て いる の で 実 
験 を 省略 し た 。 

この よう に 薬剤 に 対す る 感受 性 の 異な っ た 数 種 の 生物 
を 用 いて , 未知 の 物質 の 性 質 に つい て な ん ら か の 推定 を 
行なう こと は 理論 的 に は 可能 の は ず で ある が , 現実 に は 
行なわ れ て いな い 。 ま た 現状 で は 問題 と な っ て いる 対象 
が ある 仮定 の 物質 で は な いと 判定 を 下す こと は で きる 
が , 同定 する こと は 困難 で ある 。 し か し , HK HRY 
な 感受 性 を 有する 生物 が 多種 発見 され る な ら ば , COE 
うな 生物 学 的 分 析 法 も 化学 的 分 析 法 と 並ん で 水質 汚濁 の 
問題 を 解決 する 有力 な 手段 と な る も の と 考え られ る 。 


要 約 


淡水 魚 モ ツ ゴ と ヒメ ダ カ の 上 農薬 微量 定量 用 供 試 生物 と 
し で て の 適性 を 検討 し た 。 ま ず そ の 感受 性 を 調べ る た め , 
各種 農薬 を 作用 させ た と ころ , WML LARIERAIOS 
く と その 他 数 種 の 農薬 に 特に 敏感 で ある こと が 明らか に 
な っ た 。 ま た 有機 リン 剤 に 中 毒 し た 魚の な か に は 腹部 が 
屈曲 し , その 屈曲 し た 部 分 に 内 出血 の 認め られ る 個体 が 
多数 観察 され , HEWRICHELKALAE, けい れん 
状態 を 経過 せ ず に 死ん で ゆく な ど , 薬剤 の 種類 に ょ り 特 
異 的 に 反応 する こと る も 認め られ た 。 よ っ て , これ ら の 特 
徴 を 利用 し て 次 の よう な 微量 定量 を 試み た 。 すなわち 

(1) モツ ゴ を 用 いて PCP の 水中 に お ける 分 解 過程 を 
追跡 し , この 分 解 の 要因 を 調べ た 。 

(97 同 で ぐ モ ツン ツ プ っ で カギ と カン ラン に 散布 した 
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エン ドリ ン の 残留 試験 を 行ない , その 分 解 過程 を 調べ 
た 。 

(8 ヒメダカ と ミン ジン ンコ の パラ チオ ン に 対す る 感受 性 
の 差 を 利用 し て , パラ チオ ン に より 汚濁 し て いる と 考 を 
られ た 池 の 水 を 検定 し た 。 

これら の 試験 は いずれ も 良好 な 結果 を 得 た の で , 両 種 
と る も 供 試 生物 と し て 使用 で きる 可能 性 が 高い と 判断 され 
た 。 
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Summary 


On the Two Kinds of the Fresh Water Fish, Pseudorasbora parva 
and Oryzios latipes as Materials of Bioassay 


By Yasushi HasHimotTo and Hiroo SUGAHARA 


Agricultural Chemicals Inspection Station, Kodaira, Tokyo 


Two kinds of fresh water fish, Pseudorasbora parva 
and Oryzios latipes, were tested on the suitability 
to material of bioassay. First, the characters of 
their suscetibility were studied by affecting them 
with 24 kinds of pesticides. And it was shown that 
both kinds of fish were very susceptible to most of 
hydrochloric insecticides and some of other kinds. 
It was also observed that many of the fish poisoned 
with organophosphoric insecticides had crooked ab- 
domens with internal bleeding which were not caused 
with other kinds of pesticides, while most of the 
fish poisoned with antibiotics showed neither hyper- 
action nor convulsion till they were killed. 


Then the following bioassays were carried out, 


making use of the above-mentioned characters. 

(1) PCP in water was traced and the controlling. 
factors of its decomposition were studied with P. 
parva. 

(2) Endrin residue on the persimon fruits and. 
cabbage leaves was traced also with P. parva. 

(3) The pond water supposed to be contaminated 
with Parathion was tested with O. latipes and a. 
water-flea, Moina macrocopa, which are different 
from each other in the susceptibility to Parathion. 

All these tests were performed with success, prov- 
ing the possibility of using these fish as material of 


bioassay. 


One of the primary requirements in insect 
toxicological investigations is the temporary 
Civation of the insect. This is necessary, 
| 


[usually, before proper manipulation and treat- 
ment of the insect can be accomplished. The 
subjection of insects to low temperatures has 
been one of the most common methods of 
linsect inactivation. In addition, the use of 
various chemical vapors, i. e., diethyl ether, 
\chloroform, etc., or gases, i. e., nitrogen and 
jcarbon dioxide have proven very valuable. 

| The insect inactivating property of carbon 
|gpoxide has been known for many years. 
WILLIAMS (1946) and WiLlLis and RoTH 
(1949) described procedures for the continu- 
ous use of CO, as an insect anesthetic. 


tages of its use. SHERMAN (1953) studied 
[the anesthetic as well as toxic effects of CO, 
jon three species of Hawaiian tephritid flies. 
This study was undertaken to determine 
the effect of carbon dioxide on two of the 
insects commonly used in toxicological investi- 
gations in Japan, the flesh fly, Sarcophaga 
peregrina Robineau-Desvoidy, and the adzuki- 
fbean weevil, Callosobruchus chinensis L. 


MATERIALS AND METHODS 


The adult flesh fly was reared on a water 
Solution of sugar and powdered milk and was 
given ground lean horseflesh as a medium in 
which to deposit the larvae. When the larvae 
matured, cotton was placed over the flesh as 
a pupation medium. This cotton containing 
the pupae was then placed in a wire cage 
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Carbon Dioxide as an Anesthetizing Agent for the Flesh Fly, 
Sarcophaga peregrina Robineau-Desvoidy, 
. and the Adzuki-bean Weevil, Callosobruchus chinensis L.A! 


: By Martin SHerman and Mitsuru Hayakawa 


University of Hawaii and Nissan Chemical Industries, Ltd. 


for adult emergence. 

To determine the'effect of carbon dioxide, 
twenty flesh flies of mixed sex were placed 
in each of two Buchner funnels connected by 
means of a Y-tube to a pressurized tank con- 
taining the carbon dioxide. ‘The carbon di- 
oxide was released at a pressure of 74 pounds 
per square inch into the funnels which were 
covered by means of petri dish tops during 
the period of anesthesia. After removal from 
the anesthesia chambers the flies were placed 
in small wire screen cages 15cm in height. 
These cages were prepared from 16-mesh wire 
screen and encircled with two petri dish tops 
9cm in diameter. During the period of the 
experiment, the flies were supplied daily 
with a 5% sugar-water solution. 

The adzuki-bean weevil was reared in 
adzuki beans. About 400 adults were placed 
in a jar containing approximately 200g of 
beans and were allowed to oviposit for 1 week 
after which time they were removed. After 
the adults of the new generation began to 
emerge from the infested beans, they were 
removed daily for testing. 

The adzuki-bean weevils were placed in 
groups of 50 of mixed sex into test tubes 
which were filled with CO, and then sealed 
with a rubber stopper and cellotape. After 
the desired exposure period, the weevils were 
removed into a petri dish and observed for 
a period of 1 week. 

In order to determine whether there was 
any relation between the age of the adult 
insect and its response;to the CO, treatment, 
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the flies were treated as 2- to 4-day-old and 
The weevils were 


treated in groups of 1-day, 2-day, and 3-day- 


6- to 8-day-old adults. 


old adults. 


RESULTS AND DISCUSSION 


Table 1 summarizes the reaction of the 


adult flesh flies to the inactivating effect and 
toxicity of CO,. The relationship between 
treatment time (up to 70 minutes) and re- 
covery time appears to be linear. Therefore, 
the longer the period of treatment, the longer 
the anesthesia period after removal from the 
atmosphere of CO;. At exposure periods of 
70 minutes or less, there was no difference in 
recovery rate between the two age groups. 
However, when the insects were exposed to 
CO, for 180 minutes, there was a difference 
in recovery rate that was associated with the 
age of the flies. The 6- to 8-day-old flies 
took longer to recover than did the 2- to 4- 
day-old flies. At the end of 300 minutes 
only 60% of the older treated flies had re- 
covered. On the other hand, only 60 minutes 
was necessary for the recovery of 90% of the 
flies among the younger group. 

Carbon dioxide was non-toxic to the flesh 
flies exposed to CO, for 70 minutes or less. 
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Table 1. Effect of varying exposure times of Sarco- 


phaga peregrina to CO, on recovery from. | 
Mortality data | 


anesthesia and mortality. 
taken 48 hours after treatment 


Number 


Exposure 
. time from anes- 
to CO; flies thesia (minutes) Per cent 
(minutes) treated Initial? 90%» mortality | 
htm 2- to 4-Day-Old Adults 
10 140 520 7.0 155 
26 140 ar 12.8 S39 
70 140 13.6 Bee, 4.5 
180 100 34.7 59.0 20.0 
Untreated 140 = == 30) 
6- to 8-Day-Old Adults 
10 100 5.0 8.6 1.0 
26 1u0 8.0 12.0 3.0 
70 100 1222 24.4 1.0 
180 140 63:3 300 62.0 
Untreated 140 = — 0.0 


a Time required for first insect to recover 

b Time required for 90% of the insects to recover 
On the other hand, toxicity did occur after 
an exposure of 180 minutes. 


action of CO, than the younger, with an 
average mortality of 62 per cent. The toxic 
effect of CO, manifested itself within a 48- 
hour period. All flies mortally affected, 
died within this period. 

The natural mortality of the adzuki-bean 


Effect of varying exposure times of Callosobruches chinensis L. to CO, on recovery 


= > 


Mean per cent mortality on 
(Days after treatment) 
1 i 3 4 5 6 7 


The older age) 
group was more susceptible to the toxic | 


Table 2. 
from anesthesis and mortality 

Exposure _ Number ; Mean recovery time from : 
ig COs weevils anesthesia (minutes) 
(minutes) treated Initial a 90% b 

1-Day-Old Weevils 

10 100 2 8 1 

26 100 5 0 

70 100 10 22 1 

180 100 29 44 0 

Untreated 100 —_ —_— 1 

ED NGS 

10 100 2 3 1 

26 100 3 8 0 

70 100 10 21 1 

180 100 24 43 3 

Untreated 100 — — 0 

3-Day-Old Weevils 

10 100 2 3 a 

26 100 2) 5 0 

70 100 6 12 2 

180 100 21 40 2 

Untreated 100 = =e 2 


a Time required for first insect to recover 


= 3 6 9 15 
= 2 6 5 1 
_ 2 3 3 4 
= 0 3 4 Ui 
= 3 8 12 18 
= 3 6 8 20 
= 2 3 9 11 
= 2 5 5 12 
= 6 10 21 31 
=F 2 3 6 10 
3 5 9 19 — 
0 3 12 23 — 
5 li 20 27 — 
4 6 13 25 — 
3 6 


b Time required for 90% of the insects to recover 


June, 1961 


veevil, unlike the flesh fly, increased sub- 
itantially with age. Approximately 50% of 
the untreated adults died within 10 days of 
emergence. The effect of temperature on 
mortality was appreciable. The higher the 
lemperature the shorter was the life of the 
rdult weevil. Since the rearing room was 
neated, an experiment was conducted to 


ortality. ‘There was a definite relationship. 
One-day-old adzuki-bean weevils were 
placed on different shelves around the room. 
Mortality was observed for 1 week. At the 
nd of that time natural mortality ranged 
rom 100% on the bottom shelf, approxi- 
nately 2 ft above the heating element ; 96% 
n the middle shelf, 4ft above the heating 
lement ; 67% on the upper shelf and only 
12% in the upper northwest corner of the 
joom where the temperature was appreciably 
ower. There was no such effect of tempera- 
jure on the longevity of the flesh fly. The 
Iverage temperature in the room measured 
by a maximum-minimum mercury thermo- 
meter placed on the middle shelf was 25-27°C. 
| Since the life of the weevil at this tempera- 
‘ure range was so short, the effect of CO, 
jreatment on only 1-, 2-, and 3-day-old 
weevils was studied. Table 2 summarizes 
he effect of carbon dioxide on these age 
oups of the weevil. No difference in re- 
overy rate was noted between the three 
rroups. ‘The anesthetic effect of CO, on 
he weevil was not as pronounced as on the 
lesh fly. A 180 minute exposure period re- 
ulted in a shorter period of inactivation 
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than it did in the fly. Carbon dioxide, how- 
ever, had no toxic effect on the weevil. 
Mortality among the treated weevils was no 
greater than among the untreated controls. 
The adzuki-bean weevil appears to be resis- 
tant to the toxic effects of CO». 


SUMMARY 


The anesthetizing effect and toxicity of 
carbon dioxide to adults of the flesh fly, 
Sarcophaga peregrina Robineau-Desvoidy, 
and the adzuki-bean weevil, Callosobruchus 
chinensis L., were studied. The longer the 
time of exposure to CO,, the longer was the 
inactivation of the insect. Carbon dioxide 
appeared to be non-toxic to flesh flies when 
they were exposed to it for as long as 70 
minutes. Exposure for 180 minutes, how- 
ever, resulted in definite toxicity. No toxic 
effect due to exposure to carbon dioxide was 
detected in the adzuki-bean weevil. 
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日 産 化 学 白岡 農事 試験 場 


| ンチ ニク バエ お よび アズ キ ゾ ウム シ に 対す る 談 酸 ガ 
ZOD Gs k OSE PEX ARR LK 

RBH ZBMRMAR st CWB CABOCECEST 
ZANE < Trott. HF7NLICBVY THLPULRE ~8 
IDL DL2~4 AOLOL Y MBS HMA < Ze 


る が アズ キ ゾ ウム ジ シ で は 羽化 後 3 日 まで 差 が な か っ た 。 

ニク バエ に 対し 05 DAD BHA CH SD 180 分 
Cie SLBA ARLAICERHEE CiIMO~D EC 
を 示し た 。 一 方 アプ マキ ゾウ ムシ に 対し て は 1809 RH CS 
4, RBH ALAR CH > Keo 


短 報 


3 種 の 寄主 で 飼育 以 だ キネ キョウ ツン ツヤ ドリ 
ュ バ チ の 発育 停止 個体 の 出現 率 " 


Rea? Feat 
京都 府 衛生 研究 所 


著者 は 寄生 峰 と 寄主 と の 関係 を いろ いろ な 方 面 か ら 研 
究 し て いる が , CODE LTA LOMAEM CHS ¥ 
ョ ウソ ヤ ド リ コバ チ Nasonia vitripennis (WALKER) を 
各種 の ハエ 疲 で 飼育 する 実験 を 行なっ て きた 。 

この 実験 に お いて , 大 半 の 個体 は 成育 を 完了 し て 羽化 
する に も か か わら ず , 一 部 の 個体 は 終 令 幼虫 で 発育 を 停 
SELL, 寄主 映 藤 内 に 残る こと が 生じ た 。 こ の よう な 賠 体 
は すでに 春 や 夏 の うち た 少し は 現われ る が , 秋 に な る 
EMICSZT<K HS. CHIELITS< LCBE# EW SE 
羽化 し て くる も の が 多い か ら , BORA E45 AICO 
て は まだ 検討 の 余地 が ある 。 と ころ で この 発育 停止 個体 
の 出現 率 が が, 寄主 と な る ハエ の 種類 と ょ っ て か な り 異 な 
る こと が 見 られ た 。 特 に , 発育 停止 た 入る その 個体 の 寄 
ECE < C, その 親 の 寄主 の 違い が 影響 を 及ぼ す 場 合 
も 見 られ た 。 こ の 現象 は 寄生 蜂 の 生 理生 態 的 諸 条 件 に 対 
する 寄主 の 影響 の ー つ と し て 興味 ある 問題 で ある か ら , 
ここ に これ まで に わか っ た 所 を まとめ て 報告 する 。 


材料 お よび 方 法 

この 実験 材料 は さき に 著者 (1959) の 報告 し た 繁殖 能 
力 試 験 に と 用 いた の と 同じ も の で ある 。 

VLUDSP CRE Lica AFB 4 DAH 4 代 累 代 
SIAL, 4 代目 の 個体 の うち か ら 雌 雄 1 対 を 取り 出し て , 
それ に イエ バエ Musca domestica, ヒ ツ ee NeE 
Phaenicia cuprina, シリ アカ ニク バエ Sarcophaga 
crassipalpis Dix ARICA CHIPS, それ ぞ れ か 
ら 羽 化し た も の を 用 いて 実験 を 行なっ た 。 こ れ ら の コバ 
EA UM RE CE RC ン バ エ 系 ), 
SA (ニク バエ 系 ) と する 。 

この 3 系 統 か ら そ れ ぞ れ に 交尾 を 済ま せ た 雌 20 個 体 ず 


っ を 取り 出し て , 1 頭 ず つ 別 * に た 小型 管 びん に 収容 区 
それ ぞ れ の 個体 に 20 個 ザ ずつ の イエ バエ 疲 を 与 を て 産卵 き 
た 。 イ エバ エエ 遇 は 3 日 ご と に 新しい も の と 交換 し B 
卵 さ きせ た ハエ 遇 は 室温 で 保存 し て 疾 の 羽化 する の を 待 ヨ 
た 。 こ の うち LL 系 だ け は イエ バエ 遇 を 与え た 群 (レーM 
RH) Ley Sze sre (L-LB) Licaor | 

この 実験 は 1958 年 の 9 月 か ら 10 月 に た かけ て 行なっ た 


実 験 結果 

この コバ チ は 9 月 下旬 の 室温 (10 時 の 気温 が 20°C Fi 
後 ) で , 約 25 昌 で 羽化 する 。 こ の と き 一 部 の ハチ は 羽 視 
せ ず , 前 峠 状態 で 発育 を 停止 する 。 こ の コバ チ は 多 寄 各 
性 で あっ て , LOONATHNCLOMAMEAEEL TUS 
が , 同じ 寄主 に つい た も の は そろ っ て 羽化 する か また 帳 
発育 を 停止 する に と が 多い eg LBL1LOOFECOUR 
も の の うぅ もち 1~2 個体 だ けが 羽化 せ ず に 残る こと ゃ ぁ る 8 
春 夏 の うち に 発育 停止 と 入る も の に は この 型 が 多い 。 
まず , CAMB oRAECMALKLOD, OF 
)L—M#BE L—-LEXHRLEOMB1ILARCHS. F 
第 1 表 同じ 系 統 を 違っ た 寄主 で 飼育 し た と き の 和 発 青 


停止 個体 の 出現 率 | 

ee |S 8 S| SPL 

Fe ie op | CEI | OE ak | ta 

‘ i 個体 数 | 率 (% 
L-Me& 10 | 2455 478 | 19.3 

L-L# 10 | 4848 434 | 8.98 


fi IL Lt © 1 BA 
s = 
maar te” as oe, 7 a Tl” 56 a= | yews 
= & % F | REPE, 
fe ke ee | MER | ak | RL 
ee 。 | 個体 数 | 率 98) 
M 系 20 4734 1329 28.0 3 
系 10 2455 475 19.3 bi 
S 系 19 6232 1252 20. 


こと この よう に 2 群 の 間 に と 相当 の 差 が 見 られ , L—LAG 
発育 停止 に 入る 個体 が 少な い 。 

次 に , 同じ 寄主 C4 SAN ci) で 育っ た 3 系 統 の 比較 
を し た の が 人 策 2 表 で ある 。 

この 表 で 見 る と , 同じ 寄主 で 育っ て も M 系 は 他 に 比 
て 発育 停止 個体 の 出現 率 示 高い 、 た だ し この 差 は 有意 で 
VETEV 6 

し か し , この コバ チ は 寿命 が 長く 1 月 以上 も 生き る の 


, ‘ 
ecu of host upon the quiescence of _Nasonia vitripennis (WLk.), a parasitic wasp of fly pupae. By 
Ryoh-ichi Oucusut, Kyoto Prefectural Institute of Public Health, Kyoto. 


現在 は 長崎 県 農林 セン ター 果樹 部 
日 本 応用 動物 昆虫 学会 誌 第 5 巻 BOB 


(1961 年 3 月 10 日 受領) 


(154 ) 


"np er 


1961 年 6 月 短 


> その うぅ うち に 季節 が 進ん で , 同一 個体 の 卵 で も 初期 の 
四 は 発育 羽化 する が 後期 の 卵 が 成長 する 頃 に は 気 涯 が 下 
pI て すべ て 発育 停止 と 入っ て し まう 。 そ を それ で この 気温 低 
トド の 影響 を 除く た め , 実験 開始 後 10 日 間 に 産 まれ た 卵 に 
P い て 比較 し た の が 第 3 表 で ある 。 


PSH 実験 開始 後 10 日 間 に 産 下さ れ た 卵 か ら の 発育 
停止 個体 の 出現 率 


3 i Me 
fal FEB fil tk | (9) 
3464 274 7.91 
1803 1 0.06 
4747 128 2 


間 始 後 10 日 間 の 卵 で は , この 発育 停止 個体 の 出現 率 の 差 
ドド 相当 は っ きり と 現われ る 。 つ まり M 系 が 最も 多く 発育 
ド 止 に 入り , し 系 が 最も 少な い 。 こ の 差 は 有意 で あり , 
レイ エバ ェ エ 虹 で 育っ た も の で も , その 親 の 育っ た 寄主 


bk > て 発育 停止 の 率 が 違っ て くる こと が わか る 。 


考 # 

昆虫 の 食物 が その 休眠 や 発育 停止 に 影響 する こと に つ 
て は , すでに 若干 の 研究 が 行なわ れ て いる 。 ま た , IB 
FP 幼虫 の 時 期 に 接触 し た 温度 条件 な ど が その 個体 の 産む 
BB の 休眠 性 に 影響 する 例 も , カイ コ や ドク が ガ の 類 で いく 
p か 知ら れ て いる (Lrrs, 1955), また 寄生 蜂 に お いて 
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も , 成虫 の 日 令 や 餌料 が その 産む 次 代 の 幼虫 の 休眠 率 に 
影響 する こと に つい て は Snroxs (1946, 1948) の 研究 
が ある 。 し か し 幼虫 時 代 に と っ た 食物 な り 寄 生 し た 寄主 
の 影響 が その 次 の 世代 まで 伝え られ る こと は あま り 知 ら 
れ て いな か っ た よう に 思わ れる 。 

著者 は すでに この キョ ウソ ヤ ド リ コバ チ に 対す る 寄主 
の 生理 生態 的 影響 を いろ いろ な 方 面 か ら 検討 し て きた 
(大 串 1959 a, b, 1960 お よび 未 発表 )。 そ の 影響 の 1 つっ 
の 例 と し て , ここ に 発育 信 止 の 問題 を 示し た 。 た だ し こ 
の 実験 は 本 来 産卵 能力 の 調査 の た ゐ に 行なわ れ た も の で 
Hot, 発育 停止 の 問題 は その 副産物 と し て 見 い だ さ れ 
た も の で ある た あめ, 実験 と し て は 不 完全 な 点 も 少な く な 
い 。 特に 恒温 器 が な いた め 温 度 条 件 の コン トロ ー ル が で 
き な か っ た 点 が 最も 残念 で ある が , これ ら に つい て は あ 
ら た め て 検討 し た い 。 


2a 献 
Legs, A. D. (1955) The physiology of diapause in 
arthropods. 
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(1959 b) 動 雑 68 : 426~430. 
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156 日 本 応用 動物 昆虫 学会 誌 B5A 策 2 号 
a Fl @ tt 


Laboratory Exercises in Insect Microbiology 
and Insect Pathology, M. E. MARTIGNONI & E. A. 
Srumnnaus 2 (1961), A4 判 ) x+75<—y, 3$, Bur- 
gess Publishing Co. (Minneapolis, U.S.A.) 発行 

本 書 は 昆虫 微生物 学 の 実習 書 と し て 出版 され た も の で 
BS, カリ フォ ルニア 大 学 に お ける 学生 実習 を , 多年 に 
わた 1 り 指 導 し た 著者 ら の 経験 を 基 融 と し て 記述 ざれ て い 
る の が 特徴 で あり , と この よう な 出版 は 世界 的 に も は じ め 
て の 試み と いえ よう 。 1 学期 間 に お いて 学生 に 昆虫 微 生 
物 学 の 実験 手技 全般 を 体得 させ る よう に , 順序 を 追っ て 
毎週 の 予定 が 設定 され て いて , 微生物 を 対象 と し た 項目 

の 記述 法 が と られ て いらい ない (と の と と は 実習 項目 を み 
OID ME ERNE 
月 実習 項目 と 順序 は 次 の よう に な っ て いる 。 

(1) 一 般 的 注意 , 昆虫 体 表 面 の 殺菌 。 (2 昆虫 体 表 面 の 殺菌 
正常 尼 虫 における 細菌 業 , 百 蝶 と 原生 動物 と の 共生 , ⑬) 
pe te 
(4) 血液 学 的 手技 , 5) 細菌 に よる 感染 , (6) MICK 
es PRORS, (MBIT K SRR, 
SIRICKE SRE, GEOCRHABONME, QOALEAR 
LORDS AKI, OOA LEBRRORA) AIA (gra- 
電子 顕微 鏡 に よる 観 祭 , D0 原生 動物 による 感 
Bw, 0 ネ マ トー ダ に よる 感染 。 また 付録 エ に は 細菌 の 分 
離 培養 法 , 微生物 の 染色 法 な ど が , HRM Ree 
物 の 分 類 表 が の せら れ て いる 。 

各 項 目 の は じ め に 簡単 な 解説 が 記載 さき され, ページ の 左 
半分 に 実習 手続 右 半 分 に 必要 な 器具 , 試薬 等 が 明記 さ 
れ て いる の は 実習 能率 を あげ る の に 役立つ で あろ る ろう 。 ま 
た 各 項 目 の 終 わり に 必要 と され る 文献 が あげ られ , 更に 
調査 結果 の 記載 様式 や 挿図 が 適宜 に 配置 さき れ て いる 。 

昆 証 微生物 学 の 実習 に 当たっ て , と の 順序 を ふむ と と 
も また 供 試 星 虫 と とら われ る 必要 は な いら い の で , アメ リカ 
に 限ら ず 昆 虫 微生物 学 に 関心 の ある 学生 は 勿論 研究 者 
に も 役立つ 著書 で あろ う 。 し か し 本 書 に よっ て 昆虫 微 生 
物 学 の 実験 手技 を 独習 する と と は か な り 困 難 で ある と 思 
われ る し , また 書名 に も 示さ れ て いる 病理 (組織 ) 学 に 


nulosis), 


つい て も , S65ERLVOMMBOUMASLNAZLAR 
SoktBxzbnS,Q (fk RR) 


Transactions of the First International Con 
ference of Insect Pathology and Biological Con 
trol (Praha, 1958), B5 版 > 653 ペ ー ジ 

1958 年 8 月 13 へ 18 日 , プラ ハ に お いて 昆虫 病理 学 3 ち 
び 生 物 的 防除 に 関す る 第 1 回 国際 会 議 が 開催 され た 。 き 
議 で は 各種 の シン ポジ ウム が 行なわ れ た が , ZOKOE 
NN 
と っ て 編集 され 本 書 と し て 出版 され た 8 

ee CC eNEIS eee 
Si, 1) 細菌 学 (13 編 ), 2) AIRES (4 Hi), 3) F 
イィ ルス 学 (11 編 ), 4) 原生 動物 学 お よび 線 虫 学 (9 fa) 
等 の シン ポジ ウム に お ける 報告 は (1 エ ) iw, 5) AHe 
昆虫 の 分 類 (5 編 ), 6) 天敵 導入 の 成果 (4 編 ), 7) F 
MEROFAA (9 編 ), 8) 単 食性 お よび 多 食 性 昆虫 7 
EN 
Sit CL) に 収録 され て い る 。 

生物 的 防除 は 天敵 昆虫 と に よる ば か り で な く , Kies 
物 の 応用 が 滴 次 意識 され て きた 時 期 に と の よう な 
際 会 議 が お はじめ て 開催 され た と と , 天敵 微生物 (BER 
HY) と 天敵 昆虫 の 2 つの 分 野 に よる 合同 会 議 で あっ 
Ck, 東西 の 講 国 か ら 多 く の 研 究 者 が 参加 し た と と な は 
id, 生物 的 防除 の 研究 に お いて 非常 に 意義 深い と と と 
言 す る ご こと が で さき 0 の で で は RY GSI 
ける 内 容 お よび 討論 を みて も うな づか れる と と ろ で 如 
Bo | 

それ ぞ れ の シン ポジ ウム に お ける 報告 は 多岐 に わる 
り , 基礎 か ら 応 用 に また が っ て いる 。 も ちろ ん , BER 
理学 お よび 生物 的 防除 の 成 書 で は な らい か ら , TROL 
野 を 網羅 し て に ら る わけ で は な いらい が, 新しい 概念 に お ける 
生物 的 防除 の 研究 の 方 向 を か な り よ く あ ら わ し て いる の 
で は な いか と 考え られ る 。 ま た 昆虫 病理 学 に お いて は 役 
生物 的 防除 を 目標 と し た 報告 の 多 ら の が 目立つ 。 

CNET) 


Y> 


| 昭和 36 年 度 日 本 応用 動物 昆虫 学会 大 会 
AACE AISA he Res, 昭和 36 年 度 
B 委 学 会 大 会 分 科 会 と し て 4 月 9 ~11 日 の 3 日間, 東 
R 学 農学 部 で 開催 され た 。 4 月 9, 10 両 日 は , 1408 
LA, 本 学会 賞 授賞 式 , 記念 議 演 お よび 総会 が 行 
ee awe 
3 きれ た 。 ま た 4 月 11 日 に は “農薬 の 空中 散布 “Ee 
tobi 
KP D3VOF—VITWWPTYYRVYV ADT DH 
| 大 会 出席 者 は 450 名 を 越え BATH oI 

| S817 GA AIS RES OS 

BI7I5l 例会 を 2 月 25 日 午後 1 時 半 よ り 農 林 省 農業 技術 
所 に お いて 開催 , 次 の 演 講 が あっ た 。 人 参 会 者 は 約 20 


昆虫 の 呼吸 酵素 系 に つい て 

F 深見 順一 (農林 省 農業 技術 研究 所 ) 
性 の 中 で 昆虫 は 最も 多く 羽ばたく 。 運 動 の エネ ル ギ 
高等 動物 で は , 運動 量 と ミオ グロ ビン の 量 と の 問 
pis OBST MROSSTEMBASNTOS. Bie 
DCH, 飛行 速度 の 早 に も の , 羽ばたき 回 数 の 多 ら も 
林 行 距離 の 長い も の で は , 運動 は チト クロ ー ム 含量 
EIT 何 か 関係 が ある の で は な いか と 推定 され て い 
ぞ こ と で 演者 は 21 種 の 昆虫 の 飛 し ょ う ( 翔 ) 筋 の チト ク 
Ra, b,c を 定量 し て みた 。 どの 虫 に も 生体 重 あたり 
クロ ー ム 含量 は きわ め て 多かっ た が , 運動 と チト 
テム 含量 と の 問 に 特別 の 関係 は 認め られ な か っ た 。 
れれ に 関す る 問題 ヒエ じつに いて は , SAckxrok (1958) が 
の テ 飛 し ょ う 筋 の ミド コン ドリ ア を 用 いらい て, 生理 機能 
吸 の 基質 の 酸化 と の 関係 に つら て 研究 を 行 な ら , @- 
較 ロ リン 酸 の 酸化 は TCA サ イク ル 下 の 基質 の それ 
宮 異 常に 多 ら と こと を 認め た 。 また 彼 は 静止 時 の エネ 
=—(t, TCA サイ クル 上 の 基質 の 酸化 に よっ て ま か 
れる が , 運動 娠 の エネ ルギー は &- グ リセ ロリ ン 酸 の 
に よっ て まかなえる の で は ある まい か と 推量 し た 。 
を き 慣 虫 体 に チト クロ ー ム 含量 だ お が きわめ て 多 ら の は 。, 
時 に 余分 の チト クロ ー ム が 利用 され る た めで ある ろう 
Bit, 

Bid EMILIO = RVI THEBKBUI 
に 高等 動物 の 各 臓 器 で は , HikLRoOMRit DPN 
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(CO-enzyme I) を と る 酵素 系 に よっ て 営ま れる と と が 
多い 。 虫 体 か ら 切 り 離 し た 昆虫 筋肉 の 切片 の 呼吸 は ロ テ 
ノン で 抑制 され る が (深見, 1956), その 呼吸 抑制 が に ら か 
な る 酵素 系 に よる も の で ある か を 追及 し た 結果 , ロ テ ノ 
ン の 一 次 的 作用 は 次 の 模式 図 で 示さ れる こと と が 明らか に 
され 3 


CE RR ME ae 
&- ケ トグル ター ル 酸 3 
KE ee > | 
= ハ ク eee 
a7 Ven) vB -— - 


ーー テー チト クロ ー ム cー テ チト クロ ー ム (at+a;)— 0, 


以上 の 結果 ロ テ ノ ン は DPN を 取る 酵素 系 を すき て 抑 
制 し た 。 と れ ら の 事実 か ら 昆 虫 艇 肉 の 呼吸 で も 静止 時 に 
は DPN を と る 酵素 系 に よっ て 営ま れ て らい る と と が わか 
っ た 。 

2. 農薬 の 混用 特に 殺 躍 剤 と 殺菌 剤 と の 混用 に つい て 

三坂 和英 (教育 大 学 農学 部 ) 

農薬 を 混用 散布 する と こと は 同一 作物 と ほとんど 同 時 に 
病菌 と 害虫 と が 発生 し ,。 ある らい は その お それ の ある 時 に 
限ら れる 。 そ し て その 性 能 の 上 か ら 殺 菌 剤 に は 保護 帰 と 
直接 剤 と の 区 別 が あり , MHA SOMME, BME, 5 
る い は 効果 の 持続 性 に 強弱 の 差異 が ある 。 更に また 使用 
HEO LD OATHOBA, FLA KMAL BA, PAA 
な どの 種別 が あり ,。 その 防除 効果 に も 当然 差異 が 認 ゅ ら 
れる 。 病 害虫 の 発生 状況 を よく 研究 し , と れ に ふさ わし 
DIAS BEL, 適 確 な 散布 時 期 を 定め る と と が 緊要 で 
お る 。 
農薬 を 混用 する と 有効 成分 間 に 化学 反応 を 生じ , 防除 
効果 の 増強 する 場合 と 減弱 する 場合 と の ある と と が 推察 
され る 。 ZUCTKHACRAAECOBARRBERTT 
と が 多 に 。 と の 現象 を 確認 する た め LDin の 最低 を 示す 
濃度 の 殺 忠 剤 と 慣用 濃度 の 殺菌 剤 と を 混用 し , Chica 
PY ORRARKELUCZORERERL, 単 用 の それ と 
HR LK. その 結果 組み 合わ せ の 大 部 分 は 混用 後 時 間 の 
経過 する に し た が っ て 殺虫 率 が 減少 し て くる の で , 有効 
成分 の 分 解す る と と が 了解 され る 。 た だ 薬剤 の 種類 に よ 


158 日 本 応用 動物 昆虫 学会 誌 


っ て , その 減少 の 程度 に 差 が ある と と は 言う まで も な い 。 
混用 の 機会 が 多 ら に M-Parathion で は , 混用 後 4 時 間 目 
を 例 に と る と , HFA UY, +HKRMBSLRMBMRICHE 
り 変 化 は な らい が , +KMHR, +PMA で は や や 混用 の 影 
付 が 認め られ る 。 そし て 強 ア ルカ リ 和 性 の ボル ドウ 液 や 右 
KOs SGML ORM CARH MED リリ 』 に 減退 
する 。EPN で は ボル ドウ 液 の 影響 が 著 し に が, AKO 
う 合 剤 の それ は あま り 認 め ら れ な にし, また 水銀 剤 と の 
混用 と よる 殺虫 率 の 低下 が 著 し ら と と は 興味 深い 点 で あ 
る 。 Malathon で は Parathion の 場合 と 同様 に 強 ア ルカ 

り 性 の 殺菌 剤 の 有効 成分 を 分 解す る と こと が 著 し ら 。 とれ 
ら の 事実 は 化学 的 に 調査 し た 協同 研究 者 田村 (名 古屋 大 
学 農 学部 ) の 成績 と も よく 一 致す る 。 

次 に 殺 下 剤 を 慣用 濃度 と し て 混用 する と , MHRA 
の 場合 より は る か に 高い ね 。 と れ は 殺菌 剤 の 影響 と よる 有 有 
効 成分 の 分 解 は ちあ ちる が , RAO SODRHAREET 
分 に 活動 で きる と と を 示す も の で あろ う 。 

な お 混用 の 病害 防除 効果 に 及ぼ ば す 影 響 に つい て も 協同 
研究 者 石崎 (三重 大 学 農学 部 ) が 調査 し て に る が , その 
結 果 に よる と あま り 著 し に ら も の で は な いこ と と が 解明 され 
PS 


第 18 回 日 本 応用 動物 昆虫 学会 例会 

第 18 回 例会 を 6 月 3 日 午後 1 時 半 よ り 農 林 省 農業 技術 
研究 所 に お いて 開催 , 弥富 豆 三 (名 大 農 ), wes OR 
AE) 両氏 座長 の も と に 次 の 3 氏 の 講演 が あっ た 。 な お 
講演 終了 後に 総合 討論 が 活発 に 行なわ れ た 。 参 会 者 は 約 
、130 名 。 な お 当日 と り ま と め ら れ た 結論 は , BEB 
いて は ニカ メイ チュ ウ が パラ チオ ン に 対し て 抵抗 性 を 獲 
得 し た と ら う と と は で きず , パラ チオ ン と の 関連 の も と 
に ニカ メイ チュ ウ の 生理 , 生態 な ら び に 形態 に つい て も 
冬 細 な 研究 が 要望 され , 薬剤 k に つら て も 出所 や 効力 な ど 
が 1 明 か に され る の が 望ま し か うた と いう こと と で あっ 
Ze 

1. 香川 県 に お ける パラ チオ ン 問 題 の 実状 

高木 信 一 (四国 農業 試験 場 ) 

RIFAYAOMADSTSH CHD ot Elo 5 MB 
し か に 存在 し た 。 と の 問題 は と の 地方 で 1 化 期 の 総合 放 
効果 が 良く な か っ た と いう 間 題 と 混同 され や すい が 個々 
の 防除 じ お ける 効果 の 判定 に お いて 間 題 が 起こ っ て い 
Bo 

間 題 が 具体 的 に 起こ っ て いる の は 香川 県 の 中 部 か ら 西 


PICPG CCHAD, 潜在 的 に は 西日本 の 各地 に 同様 の 、 


事 が あっ た 可能 性 が ある 。 た だ し 後期 に と お に て は 幾 分 政 
治 的 色彩 を 帯び て 来 た の で 間 題 の 起こ っ た 範囲 は 明らか 


BSB Ble 


で は 
ほか の 薬 列 た と えば AF IG FA YH, EPN, 
プ デ テレ ックス NAVY yb REABMIERRCSE 
いう 情報 で ある 。 
開通 寺 に ある 四国 農 試 ほ場 で は 2,000 倍 の エチ ルポ 
チオ ン 剤 で 十分 の 効果 が 認め られ , 昭和 27 年 以来 の 薬 
比較 試験 の 結果 を 見 る と , と の 薬剤 が 近年 効力 が 佐 7 
て いる と 考え る 事 は で き な い に 。 し か し 注 意 し た らい の まま 
同 農 試 で は と れ ま で 特定 メー カー の パラ チオ ン 剤 を 庁 
薬剤 に 使用 し て き て いる 。 メー カー に よっ て 薬剤 の 効 
に 差 が ちあ ちる の で は な いら いか と いう の が 最も そ ぼ ぽく な 考 亡 
で あっ た 。 最 近 3 年 は 一 部 の 薬剤 の 臭気 や 乳化 の 様 当 
変わ っ た 事 に つら て 多く の 農民 は 気が付い て お り 昔 の 
剤 は 良かっ た と いう 考え 方 が 一 般 に ある 。 次 に 気象 の 
響 が 注目 され て いる 。 連 日 好 天 高温 が 続い た 咽 に 防 際 
期 が 到来 し て に る 。 紫外 線 と か 高温 の 明 CELIO BO 
ES Li 5 OCH SMEKORAMAD SKE 
響 は な ら も の と 考え られ た 。 44 ROMMEI OE 
と れ ま で パパ 剤 を 多く 使用 し た 地帯 に 問題 が 起こ っ た 二 
ら 強 く 主 張 す る 現場 の 代表 も あっ た 。 以上 が 実状 の 青 
で ある が 面 薬 性 は 他 地 方 と の 比較 と お いて 実証 され る 
し て も 昨年 の 問題 を 解明 する 手段 と は な りえ な いらい wu 
四国 農 試 で 行なわ れ た 多く の 実験 の 結果 。 供 試し だ 
社 の 製品 の 中 に 高温 (30°C 以上 ), BROS, Te 
通過 の 条件 下 で = カメ イチ ュ ウ に 対す る 効力 が 劣る 
が あっ た 点 を 示し て 少な く と も 一 部 の 原因 が と の 辺 
存在 し た 可能 性 を 述べ た 。 
x Papo co チオ ォ オン 剤 も ずっ と あと に は きか な か 重 
と に い 出 し た 例 が ある 。 
2. ニカ メイ チュ ウ の パラ チオ ン に 対す る 抵抗 力 の 
域 お よび 場所 変動 に つい て | 
尾崎 幸三 郎 (2KBRX RN 
WEE, =<AA AF 2dVOW Mic, SI FAb) 
PMID SWLREL, と れ ら を 稲 に 食 入 させ , BA 
日 後 に じ に パ ラチ オン を 散布 し , MMARO 7 FAVE 
する 抵抗 力 を 比較 し た が , BE (Git) OBAM RM 
静岡 県 の も の より , ペラ チオ ォ ン に 対す る 抵抗 力 は 約 5 
強がっ た 。』 CM SPFAVYOMBMICEsT, Sl 
(Bit) の ニカ メイ チュ ウ は パラ チオ ン に 擬 抗 性 を 獲 
し っ つ あ る の で は な いか と 推測 され た 。 
SIR ( 与 北 ) の ニカ メイ チュ ウ が パラ チオ ン ご 指 
獲得 し つつ ある か 否 か を 確か め る た め , 全国 の 名 
か ら 越 冬 幼虫 を 採集 し , HEE et 
る 抵抗 力 の 産地 に よる 差異 を 検討 し た 。 そ の 結果 に 
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Bi, 他 の 個体 群 より , BLN FA VICHS SE 
力 は 纏 か っ た 。 

ILDL, と の 場合 の ペラ チオ ォ ン に 対す る 抵抗 力 の 産地 
| まる 差異 は 生育 期 の 環境 条件 や 幼虫 の 休眠 性 の 相違 に 
| きく 影響 され た と 考え る の で , 番 川 県 の 与 北 と 仏生山 
| ま び 山形 他 9 県 の 各個 体 妊 か ら 採 卵 し , と れ ら を 人 工 
地 に 接種 し て 幼虫 を 飼育 し , 各 飼育 幼虫 じ つ い て , vy 
[| 寺 オ ン に 対す る 抵抗 力 を 検定 し た 。 

検定 結果 に よる と , 香川 県 与 北 以外 の 各個 体 衝 に 対し 
Nd, パラ チオ ン の LD-50 は 2.78~4.91 gg/g また は 
102 へ -3.76 gg/g, LD-84 は 5.39 へ 7.82 gg/g また は 3.45 
8193 gg/g で あっ た が , 香川 県 与 北 の 個体 群 に 対し て 
b LD-50 it 7.03 g/g また は 8.46 gg/g, LD-84 は 
Lal ng/g また は 18.7 gglg CHD, 香川 県 与 北 の 個 
| 較 の パラ チオ ォ ン に 対す る 抵抗 力 は 香川 県 仏生山 の 個体 
ha 2.5 倍 以上 強かっ た 。 

a の よう な 結果 か ら み て , 香川 県 与 北 の ニカ メイ チュ 
Wt, A7 FAV ORMRIC EST, > ペ マラ チオ ン に 対し レ 
Hout: IEG LOO BZD THEO DEBRA Bo 

. BNERBKUBME-DA4 FaVCHTSNS 
| チオ ン の 殺虫 力 と 代謝 に 関す る 2, 3 の 知見 

な 小鳥 建 一 (東亜 農薬 株 式 会 社 研究 所 ) 
1960 年 策 1 化 期 に 香川 県 下 の ニ カメ イチ ュ ウ に 対し て 
軟 チ オン 剤 を 散布 し て 防除 効果 の 挙げ られ な か っ た 事 
NCSL TC, 防除 効果 に 疑念 の あっ た 地帯 と 静岡 産 の = 
A4AFaVEMW CNT FSH VICMT ZR Ry 
RRS LUBMWARICkoCHRANL, 香川 産 
SO, 静岡 産 の も の に 比較 し て ,。 パラ チオ ン お よび 
デオ キソ ン に 対す る 抵抗 力 が か な り MOTE WH 
記 ま た これら の 薬剤 に 対す る 香川 産 幼 虫 の 抵抗 力 の 要 
財 休 眠 期 に 消失 する こと と を 明らか に し た 。 

羊 た パラ チオ ン お よび パラ オキ ソン に 対す る 感受 性 の 
の 生ずる 機構 に つい て ,。 ワー ルプ ブル グ 検 圧 法 , ChE 
業 に ょ る 微量 定量 法 を 用 いら て 追究 し だ 結果 , 香川 産 の 
の は 静岡 産 の も の に 比較 し て パラ オキ ソン お よび パラ 
赴 ン の 分 解 解毒 力 が 著しく 強 ほ と と を 認め た が , 薬剤 
HRW, NF FAY OMALIBUE(LH, ChE, A- お 
び B- エ ステ ラー ゼ 活 力 や こと これら の 酵素 の パラ オキ ソ 
対す る 感受 性 に は 有意 な 差異 の な に と と な どの 講 点 
Wo pDIt Utz. 

AIC SlHBKOMPMEMRICNI FAY eA 
イイ ォ ン 交換 樹脂 クロ マト グラ フ 法 に よっ て 分 解 物 を 
URE, 体内 で の 分 解 解 姓 は 両 産 幼 虫 と ぁゃ 主 と し 
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て パテ オキ ソン で 起こ と る が , その 分 解 物 は 静岡 産 幼虫 で 
は aryl 結合 の 開裂 と に よる も の が 多く , 香川 産 幼虫 で は 
alkyl 結合 の 開裂 と よる も の が 多 ら と と を 指摘 し た 。 ま 
た パラ オキ ソン お よび パラ チオ ン の 分 解 に 関与 する 酵素 
は A- エ ステ ラー ゼ と 異な る も ぁ も の で ある と と を 示し た 。 
と の ほか , THED—MOMROPDSRAAODR 
酵素 に つら いて 興味 ある 部 分 の 知見 を 紹介 し た 。 
ウィ グレ スワ ー ス 教授 講演 会 開催 
本 学会 は 日 本 昆虫 学会 , HARASS, 国立 科学 博物 
館 と 共催 で , 日 本 学術 振興 会 の 招へい に に よっ て 来 日 され 
た 英国 ケン ブリ ッ ジ 大 学 教授 ウィ グレ スワ ー ス 博士 の 講 
演 会 を 6 月 17 日 午後 1 時 半 よ り 国 立科 学 博物 館 講 堂 に お 
いて 開催 し た 。 科学 映 画 “MOAR” に つづ いて 同 博 士 
の “ 選 虫 の 真皮 細胞 と 変態 "と 題する 講演 が スラ イド を 
使っ て 行なわ れ , 多大 の 感銘 を 与え て 4 時 に 散会 し た 。 
参 会 者 は 約 300 人 に お よぶ 盛況 で あっ た 。 
第 10 回 評議 員 会 
第 10 回 評議 員 会 は 4 月 8 日 学士 会 館 に お らい て 開催 , 加 
GK BR) BRA, 深谷 昌 次 , 福永 一 夫 , MH 
直樹 , 福島 正三 , 石井 象 二郎 , 石倉 秀次 , 弥富 喜 三 , 鏡 
木 外 岐 雄 河田 覚 , 小泉 清明 , BALA, IH, 松 
RE, 三坂 和英 , SHER, 中 鳥 茂 , 野村 健一 , MAK 
三郎, 大 町 文 衛 , 小野 正武 , 斎藤 哲夫 , 関谷 一 郎 , 末永 
—, BMLEY, RAAES BABE. 鳥居 西蔵 , 山崎 
煙 男 の 各 評 議員 の 出席 の も と に 開催 され, 次 の 報告 と 協 
議 が あっ た 。 
1. 8 & 
会 員 の 動静 , 国内 外 の 雑誌 変換 状況 の 報告 が あり , 
内 田 俊郎 会 員 の 国際 会 議 出 席 , 鳥居 西蔵 会 員 の 日 本 農 
学会 賞 受賞 が 紹介 され た 。 
2. 協議 事項 
(1) FARRER ICO T 
VeRHR ICO CRETE DN TOZHEOD 
可否 が 種々 検討 され た が , 結局 これ まで の 方 法 を 
と る こと と 決定 し た 。 し か し 学会 賞 の 推薦 投票 
に あたっ て は 各 評 議員 が 積極 的 な 態度 を と る よう 
申し 合わ せ た 。 また 学会 賞 を 2 件 に する と と に つ 
いて は , 現 段 階 で は その 必要 を 認め な ら に と いう 意 
見 が 多かっ た 。 
(2) 昭和 36 年 度 予算 案 に つい て 
印刷 費 , BR, そ の 他 諸 物 価 の 値上げ に 和 伴 
OD, 予算 案 の 息 囲 内 で の 学会 運営 が 困難 視 さ れる 
現状 に あり 。 と これ に 対し て は 会 誌 の 総 買 数 を 減ら 
3, 会 員 名 筐 発刊 を 見 合わ せる ,。 な どの 意見 も あ 
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っ た が , 結局 予算 案 は 改定 せ ず , で きる だ けり 予算 
AMALEOKDBATFSTECIRSNK 
(3) "国際 会 議 代 表 出 席 者 の 推 蒲 方 法 に つら て 
大 き な 国 際 会 識 と ついて は 推薦 お よび 投票 の 時 
間 的 会 裕 の ある と き は 選挙 に よっ て 代表 出席 者 を 
決定 し , その 他 の 国際 会 議 お よび 時 間 的 余裕 の な 
い 場 合 は 常任 評議 員 会 に と 一任 す る と と が 決定 され 
Teo 
4) 例会 の 運営 k に つら て 
例会 の 演題 , 講演 者 を な る さく 早く 決定 し , 通 
知 を で きる だ け 広 に 範囲 と 行なう よう と の 希望 が 
強かっ た 。 
農学 将来 計画 小 委 員 会 開催 
昭和 36 年 2 月 9 上 日付 で 日 本 学術 会 議 策 6 MR ARIES 
氏 よ り 旧 本 農学 会 長 佐藤 寛 次 氏 に あて , 日 本 農学 会 参加 
学会 と 対し , 農学 の 諸 学 間 分 野 に お らい て それ ぞ れ の 将来 
計画 に つい て の 意見 を まとめ る よう 要望 が あっ た 。 よっ 
て 4 月 19 日 , 二 会 常任 評議 員 会 は 農林 省 農 業 技術 研究 所 
に お いて 日 本 植物 病理 学会 常任 評議 員 会 と 合同 で と の 件 
を 討議 し , 両 学 会 に お ける 意見 を まとめ ぬる た め の 小 委員 
会 を 作る と と を 決定 し , 深谷 昌 次 , 福永 一 夫 , 小野 正 
KH, Wis, 一 戸 稔 OSE) の 各氏 を 本 学会 よ 
り , VREA, 飯田 俊 武 , AEA, 与 良 清 , 梶原 宏 
(病理 幹事 ) の 各氏 を 日本 植物 病理 学会 より それ ぞ れ 委 
員 に 委嘱 し た 。 同 小 委員 会 は 5 月 10 晶 お よび 6 月 21 日 に 
会 合 を 開き 種々 討議 を 行なっ た が , な お 数 回 の 会 合 を 要 
する 見 込み で ある 。 
昭和 36 年 度 文部 省 科 学研 究 費 
本 年 度 の 研究 費 の うち 本 会 関係 者 の 分 は 次 の よう に 決 
FE SNK. 
& fa DF OF 
1) 天敵 昆虫 の 増殖 関す る 研究 (25 万 円 ) 
Pees ee) 
2) 栗 園 害虫 の 統合 的 防除 法 の 研究 (20 万 円 ) 
ie 7 a Ie Cie A) 
3) WA PAF ic 2 SATE © BE A EEE Ic 
関す る 研究 (155) 


a Ik 
4) コク ゾウ 類 に 関す る 研究 (20 万 円 ) 
1) Sr ae BB Gee GR) 
5) SEMICK SRA ITA S41 OMRCO 万 円 ) 


保 (愛媛 大 ) 


伊藤 修 四 郎 .( 阪 府 天 )' 


6) ハダニ = 類 の 天敵 に 関す る 研究 (8 万 円 ) 
森 SEE GF) 


第 5 巻 第 2 号 


科学 試験 研究 
1) ショ テリ と その 防除 関す る 研究 (60 万 円 ) 
中 | BE CBW 
2) Ma MOMBG LIBS SHI (SOTA) Bh 
2 年 K £ eB [eq 
時 報 

策 22 回 昆 下 生 理 談話 会 
5 月 19 日 午後 3 時 か ら 都 立 大 学 理 学部 に お らい て 米国 
—RULAR—-VRBKE L. I. Gilbert##ro [RH 
ル モ ン の 化学 的 お よび 生理 学 的 研究 」 に 関す る 講演 会 
開催 し た 。 参 会 者 約 45 名 。 { 

第 23 回 昆虫 生理 談話 会 
6 HARLAND SRK DV ARF VICES 
強 さ ミュ ン ヘ ペン 大 学 教授 P! Karlson +O [BR 2) 
YEEZOE MME) CMS SRMAL ION, HRT) 
活発 な 討論 が 行なわ れ た 。 参 会 者 約 50 名 。 
第 3 回 国際 比較 内 分 小学 シン ポジ ウム 
上 本 動物 学会 主催 , 日 本 学術 会 議 後 援 し よる 第 3 回 
際 比 較 内 分 小学 シン ポジ ウム が 6 月 6 日 か ら 10 日 ま 
奈川 県 大 磯 町 の 大 磯 ホ テル で 開か れ た 。 上 昆虫 関係 で ( 圭 
FID V. B. Wigglesworth, 米国 の C. M. Williams | 
る い は 西独 の P. Karlson ら AO Be 204% of 
加 し て 昆虫 ホル モン に 関す る 広汎 な 問題 が 討議 され 吾 
な お 海外 か ら は 76 名 , 日本 か ら 78 名 の 研究 者 が a 当 の 0 
ROD AICHE LIS | 
. s, 報 
本 会 会 員 石 森 直 人 博士 は 昭和 36 年 5 月 31 日 せら 去 Se 
まし た 。 享 年 71 歳 。 本 会 は と と に K 護 ん で 哀悼 の 意 を 鞭 
る 次 第 で ある 。 な お 本 会 で は 寺 前 に 第 詞 を 捧げ た 8 


ee Pr oe 


会 員 動静 
新 入 会 
松本 EE 横浜 市 港北 区 日 吉 町 BOAO 
鈴木 正親 神奈 川 県 川崎 市 生田 5158 明治 大 学 農 党 
応用 昆虫 学研 究 室 
KO 豊 和歌 山県 日 高 郡 川辺 町 江川 : 
a ate 


横浜 市 中 区 新山 下町 1 の 2 RBH RERR 
査 課 1 
Kk Mi 福岡 市 箱崎 ANKEAS OR eee 
長野 県 伊那 局 私 書 函 1 号 NK 
昆虫 学 教室 
宮山 市 太郎 丸 194 富山 県 農業 試験 場 し 
和歌 山県 目 高 郡川 辺 町 小熊 
愛知 県 安城 市 池 浦 町 境目 愛知 県 農業 調 
場 栽培 部 病 虫 科 


BE He 
HE. 正雄 


i BAKE 


静岡 市 北 安 東 845 静岡 県 農業 試験 場 
静岡 県 駿東 郡 清 水村 新宿 163 

山口 県 吉 屈 郡 大 内 町 水上 山口 県 農業 試験 
場 

突 城 市 新 田町 "名 古屋 大 学 農 学部 害虫 学 孝 
室 

愛知 県 岡崎 市 市 役所 農務 課 
北海 道 常呂 郡市 子 府 町 字 弥 生 
業 試験 場 病害 課 

東京 都 次 京 区 向 ケ 兵 弥 生 町 東京 大 学 農 学 
nie es 

ASHE (AB AR WIT A SPA AR RD 
埼玉 県 上 尾 市 埼玉 県 農業 試験 場 
岩手 県 盛岡 市 上 田 岩手 大 学 農 学部 応用 紫 
虫 学 教室 

東京 都 杉並 区 高円寺 2 丁目 
験 場 化学 部 

東京 都 文京 区 向 ケ 丘 弥 生 町 東京 大 学 農学 
WHERE BR 

ff a KTH BEB NFAT 
試験 場 

福岡 県 筑後 市 和 京 AUN RL BRR BLUE 
一 部 

大 阪 市 西区 立売 堀 南 通 1919 長瀬 産業 株 式 
会 社 

群馬 県 邑楽 衝 大 泉町 上 小泉 小泉 農業 高校 
宇都 宮 市 今泉 町 栃木 県 農業 試験 場 病理 昆 
oh Bi 
尼崎 市 沙 江 字 コ メッ ウ 3 
会 社 尼崎 工場 
鳴門 市 撫養 町 立岩 草原 
鳴門 工場 技術 部 
神奈 川 県 平塚 市 寺田 縄 神奈 川 県 農業 試験 
場 

央 手 県 盛岡 市 向 中 野 岩手 県 農業 試験 場 
東京 者 豊島 区 池袋 3 ~1544 

仙 合 市 小田 原 材 江 宮城 県 農業 試験 場 
神奈 川 県 小田 原市 国府 津 全国 購 売 農業 協 
同 組合 連合 会 

神奈 川 県 小田 原市 国府 津 全 購 連 農 薬研 究 
所 

東京 都 文 京 区 向ヶ丘 弥生 町 東京 大 学 農 学 
部 森林 動物 学 教室 

長野 県 上 田 市 常 入 500 信州 大 学 繊維 学部 
生物 学 教室 


| 1961 年 6 月 a 
林 


北海 道 立 農 


WBE HAR 


wed FE A AG 


積水 化学 工業 株 式 


大 塚 製 薬 株 式 会 社 


河野 
堀 RAL 
BA Bw 
大 野 賢 一 朗 
に J. eat 
祖 山 和彦 
2c meee 
平野 se 
小西 紀 久 雄 
西川 pict 
柴田 BS 
鈴木 TES 
浅野 Sal 


University 


宮城 県 農業 短期 大 学 図書 館 
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三重 県 鈴鹿 市 江島 町 三重 県 農業 試験 場 
韻 山 市 内 山下 岡山 県 農林 部 農業 改良 課 
福岡 市 相 田 町 1262 三笠 化学 株 式 会 社 農 薬 
試験 場 

東京 都 中 央 区 日 本 橋本 町 2 の 3 
PERS HE 

東京 都 江戸 川 区 鹿骨 町 181 
場 江戸 川 分 場 病理 尼 虫 研究 室 
福島 県 東白川 郡 棚 倉 町 城跡 
害虫 防除 所 

東京 都 千代 田 区 丸の内 2 の 2 
兼松 商事 株 式 会 社 

東京 都 千 代田 区 丸の内 2 の 2 
兼松 商事 株 式 会 社 
水戸 市 若宮 町 菊 城 県 農業 試験 場 病 虫 部 
静岡 市 北 安 東 845 静岡 県 農業 試験 場 
東京 都 目黒 区 下 目 黒 農林省 林 業 試験 場 
東京 都 北 区 志茂 町 3 の 31 日 本 化 薬 株 式 会 
社 王 子 製 薬 工 場 

安城 市 大 東町 井 東 32 一 19 田中 稲 雄 方 

名 古屋 市 瑞穂 区 下山 町 1 —66 

愛知 県 愛知 郡 豊明 町 大 字 前 後 字 三 谷 13119 
安城 市 安城 町 毛 賀 知 29 BAA 
安城 市 宏 城 町 宮地 64 築山 方 

名 古屋 市 東 区 新 出来 町 5 一 70 

名 古屋 市 中 川 区 中 島 新 町 東 申 30 三 区 二 号 
名 古屋 市 港 区 西倉 町 2 一 4 

名 古屋 市 昭和 区 丸屋 町 1 一 5 

安城 市 大 東町 牧 兵 箱田 17 ARS=H 

名 古屋 市 熱田 区 白鳥 町 79 一 5 

愛知 県 西春 日 井 郡 新川 町 坂町 256 

Kiki ARORA OF 

Gragg M. Sinclair Library, 


日 本 農薬 


東京 農業 試験 


東白川 地方 病 


丸ビル 7 BR 


丸ビル 7 BB 


of Hawaii 
Honolulu 14, Hawaii, U.S. A. 
A Bi RB AGE 3 


WIFE RSE Fa LF UR RP YL Ti Se AY P2708 
愛媛 県 農業 試験 場 東予 分 場 今治 市 新谷 


東山 堂 書 店 


"岩手 県 盛岡 市 徐 若 


岡山 県 林業 試験 場 岡山 県 勝田 郡 勝央 町 
日 本 出版 買 易 株 式 会 社 東京 都 千 代田 区 神田 局 区 内 猿楽 


町 101 


BRARAARBANKE 熊本 市 坪井 郵便 局 区 内 CAR 


本 市 神 水 町 400) 


神奈 川 県 農業 試験 場 病 虫 部 神奈川 県 平塚 市 寺田 縄 496 


大 竹 昭 朗 
北尾 淳一 郎 
河野 通 昭 
鈴木 ME 
BAHB= 
|: Sie 


川田 惣 平 


右 川 


団 本 廊 き 用 | 動物 属 下 学会 


更 
大 阪 市 北 区 角田 町 31 阪急 航空 ビル 内 
ェ ル 右 油 株 式 会 社 大 阪 営業 所 農薬 部 

大 阪 市 港 区 南海 岸 通 113 "植物 防疫 所 大 阪 
3c BT 

静岡 県 金谷 町 金谷 東海 近畿 農業 試験 場 茶 
業 部 

長野 県 中 野市 柳沢 529 

長野 市 中 御所 363 長野 県 農業 試験 場 病 害 
虫 部 

新潟 県 高田 市 上 稲田 北陸 農業 試験 場 害虫 
研究 室 

東京 都 下 府中 市 是 政 1992 
鹿児島 県 垂水 市 本 城 1452 
東京 都 杉並 区 永福 町 256 
川崎 市 市 の 坪 80 Se (emi 

大 阪 市 此花 区 春日 出町 住友 化学 株 式 会 社 
研究 部 農薬 課 

RKAAKRB RBA 茨城 県 農業 試験 場 
畑作 経営 部 

東京 者 千代 田 区 丸の内 1 の 6 東京 海上 ビ 
WHR 日 本 化 薬 株 式 会 社 薬品 間 

新潟 県 高田 市 上 御田 650 

横浜 市 中 区 新山 下町 1 の 2 

大 分 県 国東 町 大 字 小 原 国東 相 橘 指導 所 

福岡 市 箱崎 九州 大 学 農学 部 昆 忠 学 教室 

東京 都 千 代田 区 雷 ヶ 関 2 る の 1 農林 省 植物 
eat 


“ 


果樹 試験 場 


岩手 県 盛岡 市 下請 川 鍋屋 敷 東北 農業 試験 
場 園芸 部 

神戸 市 生田 区 下山 手 4 兵庫 県 庁 林 務 課 
神奈 川 県 宮 子 市 桜山 266 鈴木 方 
高松 市 五 番 町 2 の 10 高松 市 農林 水産 課 
北海 道 信田 郡 大 野 町 本 町 北海 道 農 業 試験 
Dr VE SY 
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三坂 和英 東京 都 目黒 区 駒場 町 862 ee 
学部 応用 動物 学研 究 室 | 

長田 泰博 東京 都 目黒 区 駒場 町 862 HORE AEB 
学部 応用 動物 学研 究 室 

Kit 道彦 京都 市 左京 区 北 自 川 任 伏 町 8 一 9 

右田 英夫 札幌 市 北 二条 西 3 丁 目 敷島 ビル ae 
薬 株 式 会 社 北海 道 出張 所 

渡辺 US 京都 市 左京 区 北白川 京都 大 学 農学 部 造 杯 
Be oe 

岡田 利 承 At MSR aT AS Se ‘ci RS 
場 畑作 部 ; 

eR BA 岩手 県 盛岡 市 下請 川 赤平 err 
園芸 部 | 

久野 英二 福岡 県 筑後 市 和泉 九州 農業 試験 場 | 

今井 栄一 福島 県 平 市 大 字 塩 字 中 島 福島 県 園芸 試験 
BERLH | 

桜井 寿 東京 都 北 多摩 郡 小平 町 鈴木 新 田 772 BR 
検査 所 i 

大 森 南 三郎 長崎 市 坂本 町 1696 長崎 大 学 医学 部 医 動 
学 教室 | 

和田 義人 長崎 市 坂本 町 1696 長崎 大 学 医学 部 医 動物 
学 教室 | 

北沢 徹郎 MARK 岡谷 南部 中 学校 

木村 | 宏 北海 道 札幌 市 卒 似 町 北海 道 農業 試験 坦 直 
理 昆 虫 部 4 

東京 学芸 大 学 附属 図 書館 RAB le SE TT RSET 4 
4780 

退 会 者 : 

Ew WS | 

新村 逸郎 } 

We eZ BY | 

関東 東山 農業 試験 場 

死 去 

® HA 


~e 


— “ , = _— 。 _ — an 
EArt itd di 


— 


_ イモ チ 、 穂 枯れ な ど に ,, 。 野菜 の 害虫 退治 に 


M55 #45 t 


| 殺虫 剤 と 混ぜ て 使え る イモ チ の 薬 © 


】 イィ モチ と モン ガレ の 両方 に 効く 


上 | モコ メラ テコ 尊 前 還 


ATR. AAR 


果樹 の カイ ガラ ムシ 退治 に 。 野 ね ずみ 退治 に 


フッ ソ ゾール 


ミカ ン の 病気 に 


[RR 


"三共 農薬 発売 満 40 年 


= # ft HX a it 
RR MR Ha tes ecm NBR Of 店 で お 買 求 め 下 さい 。 


ャ シマ の 土壌 害虫 防除 薬 


ネー ママ の 防除 に 、 効 果 の 高い 、 使 い 易 い 


ネ マ ヒュ ー ム 30(EDB 沿 


果樹 、 永 年 作物 の ネ マ の 防除 に 


ネ マナ ッ クス | Allg. DBC LU 


十字 科 そ さい の 根 問 病 、 ビ ー ト OITA. 土 壊 病害 防除 に 


プラ シコ ー ル 粉剤 


ネ ア プ ラ 、 ハ リガ グ ネ 、 ケ ラ 、 タ ネバ ニテ 等 、 土 壊 害虫 を 完全 に 防ぐ 


八 洲 化学 工業 株 式 会 社 


東京 都 中 央 区 日 本 橋本 町 1 の 3 (sem EA) 


新 殺 虫 剤 へ の 期待 


4 ジ ツ ト Baycid 
(re PE © LIK HD AAA Hl 
5 ジ ト yy) Kraziton 
RLS = Hl HTHED Y = A) 
ト ツ ク ス S—Tox 
(Fe PERT VERS 


ii 央 区 日 本 橋 室 町 ニノ 人 ハ SG 


(ae 
i= | 

か 種子 消 考 に … 錠剤 ル ベ ロ ン 
eM AISA vy 
1 ES Pt Sy ee Fil 
AAIA-FIAVE 
72 Av KAA 
ホク コー 水銀 粉剤 
同時 防除 に マン プ 粉 列 
Lee wa VF WY yo 
コブ トー ル 和 粉剤 

率 業 果樹 の 病 守 に … 水 銀 ボル F 
ホク メー ト 氷 和 剤 
oF ice meer oe) 
deen Pinal, Gale, ke 


AX FR. Fl 
oy Fs: Wale ホク コー ネネ マヒ エニ ユー ム 30 
玩 効 性 の 強い マラ ソ ッ > 剤 G M 7* «40 A 10 
te ER AD TE 25g a Es ie | alto) 
oe Ga Ro a ye fae] Nim 
te 害虫 に ホク コー の ドリ ンジ ン 剤 
tf 煙 剤 AayvaTthen7 オォ ッ グ 


殺菌 殺虫 剤 


家 許 用 園芸 用 殺 躍 才 苗 剤 ホク コー ガー デック ス 


AM Rit A ict A IC Vv 


(説明 書 進 


Tn Se RES tt 


ee ee Bre ay bis 8 
} (支店 ) 札幌 ・ 新 潟 ・ 東 京 ・ 岡 山 ・ 福 岡 


AS Vag Oe Oe 


SWIC ox 


4 > ae 本 社 東京 都 千代 田 区 大 巴 町 2 一 4 
日 本 間 達 株 式 会 m Bo), ok Wi Th RX 4b 2 — 9 


新 製品 ノ 有機 硫黄 水 和 剤 


を を ト マト の 輪 紋 病 ・ 疫 病 
OL 0) DEK 


Ox LOBE # 


«o> 大 内 新興 化学 工業 株 式 会 社 
東京 都 中 央 区 日 本 橋 堀 留 町 1 の 14 


業界 第 L i ikl ke 35S 


wee mgs Fay ラ に 


(旧称 セ ビ ン 剤 ) 


みか ん の 夏季 散布 に 


オレ ンジ マシ ン 


ャ ノ ネ カイ ガラ ムシ に 


ジ メ ト エ ー ト 


{Se EAR BA 


バイ ジ 


Be bn et OR PRA aL 


A 4h 東京 都 中 - 央 区 京橋 
営業 所 KL Le ° 東京 、 Rie 人 ity ae v た :S = “= 


+h t=} wie 4 7 phe +77 ? 
(MAES IS BE < D el - : 

’ +e hte St) pt Hy Ty aver Lt <a> 

i ap MRS RO iia las 


Ee GE Fe 


Be D-bD Ay 


RLF 4 KEE ICD BRO BRR IS EES BED 
SESE AICO MEIC pee EL 
Orr ALU Ha te HEB IS OB Fe L A 
REL, WW mae LSet, HOPE MES 
hd 2 ES + DER ACT 


+tHRR BD — Hr 7 
“Sp ama 6 


AST41= 


(SUMI-D) 


> at, 本 社 OK OBR Of 区 北浜 5 一 
> exicyrcemnedt 6 6 sy 


Be 
he 防除 機 と 
エエ VJ の HAIMA 


em 


—. 
FEV. 


Guill pl ご 


HVA F HAR “Fe MW Bh = at Ft WF RHE 


< 


ay <A) Vi 


=F) 
~~. 


FEN, 2 BR PRON SS rt 


At KRB=BW T BE 379057 


ゆたか な みのり を 約束 す a 


cE Eras |; SRE EES 
CELE 
+L 音 
Ae til SS a O is BBR (= 


3 ホリ k= Lian 


58 FI bth BF Ea FSI) | 


Fe eR Be SE HR SK SS H+ 


PAS a > 4G i po oe El eS 


NMSA BS > ATE 

Oy hi 3 

“きき Ik $2 #9 Hi) 7 
"4 YW AY 


A | RN 
UY) Ny AN) 
Vi 【 新 発売 〕 


BERS 7 = = 7 7KSR ( PMA) | 
塩化 フェ ニル 水銀 (PMC) 三種 混合 新 水 銀 粉 剤 
メル カト ベン ゾ チ テ チア ソー ノレ フェ ニル 水銀 (PMM) J 


GRID VEN BA OP AIC OL O72 BT BHI KER PMMAINZ SH MEME 
特殊 増量 前 を 使用 し て あり ます の で 、 殺 菌 力 が 強く 、 効 きめ が 長く 続 
きま す $8。 その 俣 秀 さ は 昭和 34・35 年 の 全国 試験 で 実証 され まし た 。 


電子 理論 か ら 生 れ た 稽 の 新 農薬 
: a : asell .“ 
Hie dod DIDS 
そ さ いと 果樹 の 病気 に 


PL) 


$f 7k $2 A 


日 本 農薬 株 式 会 社 


東京 都 中 央 区 日 本 橋本 町 2 の 3 


稲作 農薬 
は 

日 産 化 学 に 
3) RE 
< 


Ep) S84 Sm St D) ValSzlle 

E [ Al 

残 効 性 が 長く 使用 適期 に 由 が あり 
ETO OS. =AYKAF aD 24s 
O BARBER LC. ERE Ro 


(i WGizmes MOR Le Fale ai Sahel Sec ore 
LET 


t (EF MMR 


His KER HF 


f €F ARRIC tb 70% Slee 
純度 の 酢酸 フェ ニー ル 水 人 銀 を 用 い 
Bick elit C < MBA (FEM) を 
Stitt C40 £9 Dee eo 
TS Cis SFRRD CT CHRMBA HD 
tots 3 


日 本 応用 動物 慣 虫 学会 役員 
(昭和 36~37 年 度 ) 

長 加藤 静夫 
会 長 小野 正武 
BBS RM 春川 WA GH 広 雄 ・ 鏡 木 外 岐 雄 ・ 小 林 叶 治 郎 ・ 町 田 次 郎 ・ 素 木 得 一 ・ 田 中 義 魔 
; HEB AGHCRS « REP 宗 幹 

A mee HHA he WK RA BK - MH 仁 郎 ・ 福 永 —K- RII 忠吉 ・ 長 谷川 金 作 
畑 井 直樹 ・ 福 島 正三 ・ 犬 飼 WH - 石井 象 二郎 ・ 石 倉 秀次 ・ 一 色 周知 ・ 弥 富 HE 
鋼 木 外 岐 雄 ・ 上 境 。 章 ・ 加 藤 陸 奥 雄 ・ 河 田 。 覚 ・ 小 氷 清明 ・ 湖 山 A HE 
RA AW RK MK 高 治 ・ 松 沢 。 寛 ・ 三 坂 和英 ・ 水 戸 野 武夫 ・ 三 宅 AE 
WA 正己 ・ 中 島 OR BRAY 健一 ・ 大 町 文 術 ・ 岡 本 大 二郎 ・ 小 野 正武 ・ 尾 上 哲之 助 
FR WARM Wh MA TEM Kk 。 一 ・ 艇 山 章 平 ・ 諏 訪 内 正 名 ・ 鈴 木 照 麻 
高木 信 一 ・ 田 村 市 太郎 ・ 鳥 居 西蔵 ・ 筒 井 喜 代 治 ・ 内 田 俊郎 ・ 入 木 ORE ee 男 


常任 評議 員 深谷 昌 次 ・ 石 井 人 象 二郎 ・ 野 和 村 健一 ・ 小 野 正武 ・ 山 崎 HR 
SG RA Mt 直樹 ・ 三 坂 和英 
編集 委員 長 。 小野 正武 
主 編 集 委 員 TY HARA BK CO Rk 一 夫 ・ 畑 井 直樹 ・ 石 井 象 二郎 ・ 石 倉 秀次 
: Weis = SS + UREA E+ IK SE 喜 章 ・ 三 坂 和英 ・ 野 和 村 健一 ・ 末 永 。 一 
: 鈴木 IE - BG 西蔵 ・ 内 田 登 一 ・ 内 田 BAS - ik} WIA eR R= 
幹事 RS OES! -—A RD ERP 静 也 ・ 中 園 和 年 
| 編集 朝比奈 節子 ・ 堀 江 保 宏 ・ 石 川 誠 男 ・ 重 松 ORS) (ABC 順 ) 
G#E) 1) 庶務 主任 2) 会 計 主任 3) 編集 主任 


Officers for 1961~1962 


President: S. Kar6 

Vice-President: M. Ono 

_ Honorary Members :*C. Haruxawa, H. Ivo, T. KABURAKI, H. Kopayasut, J. Macurpa, T.Surraxt, 

® Y. Tanaka, Y. Umeya,~M. Yano 

© Councillors: S. Atno, M. Causo, M. Fuxaya, J. Fuxupa,; K. Fuxunaga, C. Harvuxawa, 
K. Hasraawa, N. Harat, S. Huxusima, T. Inukat, S. Isai, H. Isarura, S. Issrx1, K. Iyatomt, 
T. KABURAKI, A. Kamiro, M. Kard, A. Kawapa, K. Korpsumz, T. Koyama, Y. Kunu, 
Z. Kuowana, S. Kuwayama, T. Maxi, H. Marsuzawa, K. Misaxa, T. Mrrono, T. Mrvaxez, 
M. Mocgizuki, S. NakAJma, K. Nomura, F. Onmacut, D. Oxaworo, M. Ono, T. Onoz, 
T. Satro, I. Sexrya, M. Sarsuya, H. Surenaca, S. Sucryama; M. Suwanar, T. Suzurr, 
S. Takaki, I. Tamura, T. Tori, K. Tsursur, S. Urma, N. Yaar, T. Yamasaki, K. YASUMATSU 

Executive=Councillors: . M.Fuxaya, S. Isamu, K. Nomura, M. Ono, T. Yamasaki 


' Auditors: N. Harat, K. Misaxa 


Editor: M. Ono 

Editorial Board: S. Atyo, M. Fuxaya, J. Fuxupa, K. FUKUNAGA, N. Harari,’ S. Isnt, 
H. Isurxura, K. Ivatomr, M. Karo, S. Kato, Y. Kuni, K. Misaxa, K. Nomura, H. SUENAGA, 
T. Suzuxi, T. Toru, S. Urma, T. Yamasaki, K. YASUMATSU 

Secretaries: S. Asanina, Y. Hort, I. Harrort, M. ICHINOHE, S. Isutkawa, S. Kamano, 
K. Naxasono, H. SHIGEMATSU 


日 本 応用 動物 昆虫 学会 誌 。 第 5 巻 B2B | MH 
発行 者 | 
ee ew 1 年 700 円 . 


行 所 HAD ADDER RES 

誌 は 会 員 に か ぎ 東京 ® dt 区 w 7 
Aoi AS) Bets RHR ARR RAM RRA 
@ & (ll) 01 6 1 CR) 

昭和 E36 年 6 月 25 日 印 賠 kh £# OH RRS 2867 
a ee oie 2 w - x 
ae 8 Fl Rl oe 東 重 印 刷 株 式 会 社 
Pa 東京 都 豊 島 区 高田 南町 3 の 755 

fa ms 話 (971) 3 6 8 5 


I NG June, 1961 


Japanese Journal of Applied Entomology and Zoology 
(Japanese Jour. Appl. Ent.-Zool.) 


Contents 


Aoxi, Jun-ichi: Observations on oribatid mite fauna in soils under two different - 
vegetations, Quercus acutissima CARRUTH. and Pinus densiflora Stns. et 


ZOO; sricatdnreonsesessvechsesie cave vninal AEE CCE ates etter aan aaa 81 
Mryamoto, Setsu: Flower-visiting habits of some bees belonging to the genus 
Megachile (Biological studies on Japanese beeS no 92 
Naito, Atsushi: Effect of temperature and moisture on the development of the 
lima bean pod borer, Eftiella zinckenella TREITSCHKE <++rrtstrtttsstsettetesec sees 98 
Ecucn1, Masaharu: Comparison in adsorption of dyes between translucent and 
normal silkworm-cells by vital staining and histological observations::------- 103 


Ono, Nobuhiko, Sohei Yasupa and Masatsugu Fuxaya: Investigations on the yellow 
muscardine disease of the paddy borers (Chilo suppressalis and Schoe- 


nobius incertelus) in relation to forecasting einstein 109 
Kosayasui, Junji and Hiroshi Hiramarsu: Study on the distribution structure of 
rice stem borer (Chilo suppressalis WALKER) larvae and the injury -::-: 114 


Onsutmma, Kaku: Uniformity trial of the distribution of diseased silkworm mother 
moths infected with pébrine in an unit group of a lot, laid eggs, using 
homogenizer published in the foregoing paper of this Journal --------------- 122 

TaxezAawaA, Hideo: Studies on the overwintering of the brown planthoppers, Nila- 
parvata lugens Srau II. The relation between the time of the oviposition 
and the overwintering of eggs) SS ane een 134 

Aruca, Hisao, Narumi Yosurraxn, Hitoshi WATANABE, Tosihiko Huxunara, Eiichi 
Nacasuima and Takashi Kawar: Further studies on polyhedroses of some 


lepidoptera +310 0 90 [es 86 0/0 laia sigias ui0 0) 8-0.0. 01s ela id oa tjo relele ole aie Gee ea et ee a a Re Ta 141 
Hasuimoro, Yasushi and Hiroo Sugawara: On the two kinds of the fresh water fish, 
Pseudorasbora parva and Oryzios latipes as materials of bioassay ---:----- 145 


SHERMAN, Martin and Mitsuru Hayakawa: Carbon dioxide as an anesthetizing agent 
for the flesh fly, Sarcophaga peregrina Robineau-Desvoidy, and the adzuki- 
bean weevil; Callosobruches chinensis TT oe eee a ae 151 
Short Communications : 
Oueusni, Ryoh-ichi: Effect of host upon the quiescence of Nasonia 


vitripennis (Wuk.), a parasitic wasp of fly pupae :--:++-e+eeeeeeeeeee 154 
Book “Reviews - ++ i Se sek since dips ence geen ont tee e eee cee ean 156 
Proceedings of the Society OOO TT 157 
Current Notes: os ne oad ee oa ee ee siete siecle tele ebine tern neee eee eae ttt 160 
Abstracts of Foreign Literature oo oe eae oe 108, 113, 133 


Published by the 
JAPANESE SOCIETY OF APPLIED ENTOMOLOGY AND ZOOLOGY 


Formed in 1957 by Consolidation of 
The Japanese Society for Applied Zoology (1929-1956) 
and 
The Nippon Society of Applied Entomology (1938-1956) 
c/o National Institute of Agricultural Sciences 
Nishigahara, Kitasku, Tokyo 


he pave lila acini 


ore 1 et 


deo 


Cat! Chen 


op sittin 


nap de le too di ne distin 


bee 


